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家:計労働供給の観測 と

理論の構成

供給法則の探索過程



§1 ま え が き

 この稿は、家計の労働供給の定量的 ・実証的な理論の構成の手続きおよび理論の検証のための実験

に関する経過報告である。各章節の内容のあらましを記す。

 (1)§II r家計の労働供給の雇用機会(第1次 近似)モ デル」では、就業に関するダグラス・ロング・

有沢(D-L-A)法 則を理論構成の出発点 として、A型 家計(夫 婦 と不特定数の15才以下子女をふ

くみ、夫が雇用機会から収入を得ている家計で、妻が就業又は非就業である家計)の 労働供給につい

ての第1次 近似の理論モデルを述べる。

 D-L-A法 則 については他の場所(注)で 詳述 されているが、これは次のようにまとめられる。

 第1法 則:家 計の核収入者(中 核的収入の稼得者)の 収入がより高い家計群においては、家計の非

核構成員(核 収入者以外の構成員)の 有業率はより低い(逆 は逆)。

 第2法 則:核 収入水準一定のもとで、非核構成員の有業率は、当核構成員グループの就業機会が好

転(賃 金率が上昇)す ると、上昇する(逆 は逆)。

 第1法 則は、戦后 日本の家計調査資料、合衆国のセンサス、19世 紀のマサチューセッツにおける資

料および18世紀イングランドの資料について見出される関係であり、普遍的経済法則とみ られる。第

2法 則は戦后 日本の家計調査において見出されている。

 A型 家計においては定義的に夫は核収入者に、妻は非核収入者に該当する。前者の収入は核収入と

して所与(外 生変数)で あり、妻の就業 ・非就業が家計の労働供給(そ して家計収入)を 変動せ しめ

る。

 家計の労働供給の実証理論は、DLA法 則と整合的に(理 論か らDLA法 則が導かれるように)構

築されねばならないが、 しか し、その際、伝統的な新古典派理論をそのまま適用することは困難であ

注)① 辻 村 江 太 郎 ・佐 々木 孝 男 ・中村 厚 史 『景 気 変 動 と就 業 構 造 』経 済 企 画 庁 経 済 研 究 所 シ リー ズ第2号 、1959。

 ② 小 尾 恵 一 郎 厂臨界 核 所 得 分 布 に よ る 勤労 家 計 の労 働供 給 の分 析 」 三 田学 会 雑 誌 第62巻 、1969。

 ③ 小 尾 「労 働 供給 の 理論 」;西 川 俊 作 編:『 労 働 市 場』 東 洋 経 済1971所 収 。

  お よ び 「労 働供 給 の理 論 」 の 加筆 版 K.Obi:The Theory of Labor Supply:Some New Perspectives and

  Some lmplications(Ed,by S, Nishikawa Translated by Ross MouerｰThe Labor Mazket in Japan^)

 ｮ0.Saito;Labour Supply Behaviour of the poor in the Industrial Revolution(to be Published)
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る。なぜならば伝統的供給理論には供給人員数の決定を扱う分析装置はくみ込 まれて いないか らで

ある。伝統的理論は所与の賃金率の もとでの最適供給時間の決定を扱うことを目的として構成 されて

いるが、現実には雇用労働への就業者は労働時間の決定を完全な自由裁領に委ねられてはいない。

 雇用労働においては、労働時間は企業 によって指定 されており、指定時間といちじるしく乖離した

時間を働 くばあいには継続的就業を困難ならしめる心理的、社会的条件があることはよく知 られてい

る。 したがって雇用労働機会への供給は賃金率と指定時間の所与の組合せを受諾するか拒否するかの

二者択一の形で行われることになり,そ のメカニズムを叙述する理論図式 を設定 しなければな らな

い。

 そのような理論図式をつ くるには基本的な分析概念 として、まず個々の家計間での選好(効 用指標)

関数のパ ラメタ値の差を示す分布(選 好パ ラメタ分布)、およびそれから導かれる臨界核所得分布、供

給確率関数(臨 界核所得分布の定積分で求められる)、供給限界とその分布、自営所得造出曲線 と無差

別曲線の接点の分布、等の確率概念の導入が必要になる。これ らの基本概念をふまえて、各章節で(イ)

A型 家計にかんする雇用機会モデル、@同 じくA型 家計の雇用 ・自営総合(4者 択一)モ デル、およ

び、㈲すべての型の家計を対象とした労働供給の一般図式が設定される。

 §皿では雇用機会モデルを扱う。雇用機会モデルは雇用収入稼得の機会だけに着目して(妻 の)就

業メカニズムを扱い、内職等の自営収入の機会を明示的にとりあげていない。その点で第1次 近似モ

デルの性格をもっている。
                                      

 §皿の末尾に補論として、労働の需 ・給両面を同時にとりあげた労働市場の理論図式を示してある。

これは、市場における順位均衡を導入 した、賃金較差 と雇用変動のメカニズムを叙述する労働市場全

体にかんするモデルである。このモデルとそれをふまえた数値実験結果は、まえに他の場所(注)で 提

示 したものであるが、その概要をここに掲げた理由は、家計調査資料で観測 されているA型 家計の雇

用有業率(雇 用就業妻数/妻 数)デ ータ(こ れはDLA法 則 と して まとめ られ る)は 供給確率関数

(ｧII)と 需要側 の条件(労 働需要関数)と の相互交捗の中で、どのようにして発生するか、そのメ

カニズムを明確にするためである。詳 しくは本文によることに して概要だけをいえば、有業率曲線

(DLA法 則)は 供給確率関数 その ものではなく、(需 要側の条件の介入 により)同 関数のある種の

平均に該当する。この平均を定義する際のウエイ トの意味を、順位均衡労働市場モデルは、教える。

また同時に、賃金較差の発生 と雇用の変動機構を叙述する(労 働市場の)順 位均衡モデルを示すこと

によって、この種の労働供給メカニズムの分析が労働市場分析の全体のフレームワークの中でどのよ

うに位置づけられるかも明らかになる。 したがってこの補論は §llの中で欠 くことのできない部分で

(注)小 尾 「労働市場のモデルー賃金較差の発生と変動機構の理論」三田学会雑誌第71巻,1978年 。
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ある。

 ② §皿 「供給理論の一般化一補論一」は三つの節に分かれている。第1節 では§皿の雇用機会モデ

ルが非核構成員2人 以上のばあいに拡張できることを示す。これは雇用機会を扱う(自 営機会を考慮

しない)枠 内での拡張である。第2節 は雇用機会モデルを特殊ケースとして含む(雇 用 ・自営両機会

を明示 した)労 働供給の一般理論を概述する。第2節 の目的はこの稿で対象 とされているA型 家計の、

全のタイプの家計の中での位置づけを明らかにするためである。この節は §皿の中心部分 といえる。

すなわちA型 にかぎらず成年家計人員2人(他 に不特定数の未成年を含む)の 家計で、自営所得造出

曲線(自 営における生産関数)の 形 と、各成年人員にそれぞれW,、W2の 賃金率 と指定労働時間が

与え られたとき、一般 にいかなる就業形態(複 数)が それぞれいかなる確率で発生するか、そのメカ

ニズムが考察 される。その結果A型 およびその他の就業形態(そ れらは通常ややあいまいに専業自営、

雇用 ・自営兼業、等 とよばれている)の スペクトルがそれぞれいかなる条件のもとで、いかなる確率

で発生するか、そのメカニズムが示される。 この一般理論の文脈の中でA型 家計の位置づけもまたお

のつか ら明 らかにされる。なおこの節の分析はn人 の成年人員をもつ家計に拡張できる。ただ しこの

節では主な帰結の一部だけを表 にまとめて示 してあるので、一般理論の詳細は §皿 章 を参照 された

い。

 この章の第3節 は技術的な補足で、家計の最適(効 用指標最大)供 給時間と臨界核所得の関係を考

察 している。前節の一般理論の図式では自営所得造出曲線と無差別曲線の接点の分布(家 計間での)

が主な役割をはた し、臨界核所得(雇 用機会モデルにおいて主な役割をはた した)と その分布は表面

にあ らわれない。そこで接点の分布 と臨界核所得の分布とがどういう解析的関係にあるかを示 してお

く必要がある。第3節 はそのための補足である。

 (3)§】V章では、は じめに、(1)の後半で述べた雇用機会モデルが2次 形式(Allen-Bowley型)効 用

(選好)関 数 を用いて具体化される。具体化にあたって家計間での無差別曲線の形の差をどう把える

か、その把え方(特 定化)が 問題になる。考えうる各種の特定化の中で単純化の原則に従うな らば、

個々の家計の余暇の限界効用曲線の載片(74)が 互に異 るケース(r4変 位モデル)と 所得のそれ(rZ)

が互いに異 るケース(rZ変 位モデル)が 考えられる。この章の前半 〔4.1〕 ～ 〔4。6〕は両者のどち

らを選ぶべきかの分析である。理論からの演繹結果 と観測資料とを対決させることによって、r4変 位

モデルが観測事実と整合的であることが帰結 される。 したがって以降の分析 はすべてr4モ デルによる

こととなる。

 §IV章後半 〔4.7〕 〔4.8〕ではr4変 位型の雇用機会モデルによって、選好関数のパラメタの第1

次計測がおこなわれる(1961～64年 資料)。 こ・の計測では誘導形方程式(臨 界核所得方程式)の パ ラ

メタ計測値か ら構造方程式(選 好関数)パ ラメタを逆算する手続きがとられる。 しか しパラメタの推
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定結果は、多数の理論的制約のうちの多くを充足せず、不満足なものであることがわかった。 したが

ってこの章の 〔4.1〕 ～ 〔4.6〕 は以降の分析の基礎 となる重要な情報を記録 しているのに対 し、後

半 〔4.7〕 〔4.8〕 は計測上の不成功の記録である。

 (4)§V章 は雇用機会モデルを使 った第2次 計測 にかんする報告である。第2次 計測では(IV章 〔4.7〕

〔4.8〕 の経験に もとついて)選 好パ ラメタの直接的推定を試みている。直接推定法では、まず理論

的制約をみたす(選 好関数の)パ ラメタの値の領域を探索 し、その中から(有 業率の)観 測値 とよい

一致を示す有業率理論値を発生するような選好パ ラメタの一組の値を求めようとする。第2次 計測の

結果によれば理論的制約を充足 しかつ観測資料 と整合的な理論値(有 業率の)を 生 じる選好パ ラメタ

の数値が存在することが知 られる。 しかし観測年度によっては観測値 と理論値の間にかなり大きい系

統的乖離が見 られる。 この乖離を無 くす るためにニュー トン法など適合度を向上 させ る統計的手法の

適用がおこなわれたが、なお満足すべき結果は得 られないことが報告 されている。以上の分析結果に

かんがみると選好関数のパ ラメタの計測値の精度を高めるには、第1次 近似 としての雇用機会モデル

よりさらに精度の高いモデルの導入が必要 と考えられる。そこで新 しいモデルの設定 と、それにもと

つく計測が次の章の課題 となる。

 (5)§VI章は本稿の計測作業の中心的部分をおさめている。はじめに、 A型 家計の非核構i成員(妻)

の就業機会 として、雇用機会ばか りでなく自営(内 職)収 入の機会 も明示的に導入 し、A型 家計の労

働供給にかんする雇用 ・自営総合理論(4者 択一モデル)がr4変 位型の2次 形式選好関数(こ れはV

章までのモデルで も使われている)を 用いて設定される〔6.1〕。 これは4種 の就業パターンすなわち

雇用にだけ就業、自営(内 職)に だけ就業、両者を兼業、非労働力化(ど ちらにも非就業)の それぞ

れが発生する確率 とメカニズムを述べるモデルである。 〔6.2〕で は総合理論 をふまえたモデルを用

いて、選好パ ラメタを計測する手続きを示す。 〔6.3〕 は雇用 ・自営総合(4者 択一)モ デルによる

計測作業の報告である。 〔6.3〕 の前半 と後半 はそれぞれ第3次 および4次 計測作業報告をおさめる。

3次 と4次 ではY4の 確率分布の形が若干異っている。すなわち、3次 計測までは〆4の(家計間での差

を示す)密 度分布(対 数正規分布に設定 してある。理由は§V[一 〔4.4〕を参照)は 分布曲線の始点を

笏=0に おいている(全 家計のうち余暇の限界効用曲線の截片が最小の家計は截片の大きさr4が ゼロ

であるとみな していることになる)。 この近似は、 しか し、第3次 計測結果の考察から(内 職有業率

の実績値 と理論値の系統的乖離が大きいので)十 分満足すべきものとはみな し難い。 したがってy4の

分布(対 数正規)に 下限界値 〆40(最小の截片をもつ家計のYqの 値は η。である)を 導入する。この修

正モデルによる計測作業(第4次 計測)が(6.3.2)に 報告されでいる。

 ㈲ §W章(一 般臨界核所得と特殊臨界核所得)は 雇用収入のほかに自営 ・内職による収入造出の機

会のあるばあいにおける臨界核所得の概念について述べる。 §VI章のA型 家計の労働供給の総合理論
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(4者 択一モデル)で は臨界核所得概念 は明示的に登場 しない。そこで、新 しく 「一般臨界核所得」

の概念を導入することによって、雇用機会モデル(そ こでは臨界核所得概念が分析上中心的な役割を

はたす。雇用機会モデルにおける臨界核所得は §孤では特殊臨界核所得 とよばれることになる)と 類

推的な形を使 っても、雇用自営総合モデルを表現 しなおす ことができることを示す。これによって、

雇用機会モデルと自営 ・雇用総合(4者 択一)モ デルの(内 在的)関 係が明 らかにされる。

 (7)§皿章は家計の労働供給の一般的な理論図式(§ 皿第2節 で概述 した)を 述べている。

 (8にの研究で家計の労働供給機構について設定されたモデルは三つある。すなわち(i)A型 家計に

ついて、(イ雇 用機会モデル、回雇用 ・自営労働供給総合理論(4者 択一モデル)の 二個、またさらに

(ii)一 般的に成年家計構成員2名 の家計において、各構成員 に雇用機会 と自営(「 内職」をふ くむ)

機会が開かれているばあい、個々の家計においていかなる就業パ ターンが発生するか(A型 家計はそ

のうちの一つである)、各パ ター ンの発生する確率はいかなる要因とメカ三ズムできまるか、を述べ

る一般理論図式、の三つである。 これらの図式はそれぞれ、A型 家計の雇用有業率をとりあげるもの

((i)の(イ))、A型 家計の雇用有業率、内職(自 営)有 業率、および雇用内職兼業 の有業率を同時に

とりあげるもの((i)の(ロ))、 および成年構成員2名 の家計の労働供給の一般理論(ii)を 示 してい

る。 これらの うちはじめの三種の理論図式は、(i)(イ)、(i)(ロ)、(ii)の 順序で特殊か ら一般へ順

序づけることができるけれども、その一つ一っが観測 と理論の対比のプロセスの中で順次不可避的

に、必要に応 じて導入されてきたものであ る。(例 えば雇用機会モデルをふまえて求め られた雇用有

業率の理論値は観測値と(一 部の年度の横断面資料において)系 統的に乖離することが見出されたの

で、より一般化された4者 択一モデルが設定されることになった)。 それぞれのモデルの設定にとも

なって、各種の分析概念(〈 特殊〉臨界核所得 とその分布、自営所得造出のための最適労働時間とそ

の分布、一般臨界核所得 とその分布、等々)が 順次基本概念 として導入されている。であるか らこれ

らの分析概念の意味と概念間の関係 も理論の展開 と計測 との相互交捗の経過の中で把えるとき、さら

に明確に示されるものと考えられる。 このような理由もあって、この稿は研究経過報告の形で叙述さ

れており、理論図式の展開や新 しい分析概念の導入や(そ れをふまえての)選 好パ ラメタの計測作業

の結果 も、ほゴそれ らが実施 された時間的順序に従 って掲げられている。

 しか し、各モデルの一括 した比較 も必要 と考えられるので、 §Dt「分析の帰結と此後の課題」の章

に一覧表の形でそれ らの特徴を再掲 してある。

 直接に家計の労働供給機構にかんする上述の三つのモデルに対 して、 §ll章末尾に補論として述べ
 り              コ                                                                                            

た労働市場の順位均衡モデルは、供給関数と共に労働にかんする企業の選択順位分布と需要関数(お

よびその背後にある生産関数)を 含んでいる。 このモデルはがんらいは、規模別賃金較差の発生と雇

用量決定のメカニズムを経済体系全体について叙述するために構築 したものであるけれども、本研究
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の文脈の中で見るときは、ダグラスーロングー有決法則(観 測事実)と 供給確率方程式(§II)の 理

論的関係を示すために不可欠の役割をはた している。そのため §皿の末尾に挿入 した。

 この稿で報告されている一連の分析にいたるまでの分析情報は(小 尾=1969;pl脚 注所掲)に ま

とめられている。この稿はその後の分析経過を収録 している。 §IIは1968年 までの分析の うち、使用

された理論的フレームワーク(雇 用機会モデル)を 再掲 している。前掲の文献では雇用機会モデルを

1964年 資料 に適用 した結果が報告されている。しかし、その結果は1961～63年 については必ず し

もよい適合を示 さない。その事実がこの稿の分析の出発点となっている。

 §V[の雇用機会モデルの基本部分はレオンチエフ教授の リサーチセ ミナー(1964)で 報告された。

労働市場の需要独占的性質等をはじめとして、教授の与えられた示唆に深 く感謝する。

 雇用機会モデルの準備的計測結果はEconometric SocietyのFar Eastern Meeting(1968)で

報告された。

 この稿の一連の研究の実施にあたって、牧厚志氏(慶 応義塾大学助教授)は パラメタ探索のための

計算プログラムの作成、探索作業を担当され、多年にわたって不可欠の援助を与えられた。また各方

程式の解析的な吟味について も同氏をわづ らわせた。ここに深 く謝意を表する。

 本稿の分析に先立つ初期段階で、鳥居泰彦氏(同 教授)は 資料編成 ・プログラム ・計測にっいて多

くの助力を与え られた・A型 家計雇用機会モデルの選好パ ラメタの初期計測において黒田昌裕氏(同

教授)は 資料の再編成、探索プログラムの作製と探索の実施により、多大の助力を与え られた。本稿

の分析の出発点における全情報はすべて この結果に負 うている。

 順位均衡モデル 〔3.3〕 の数値計算にっいては吉岡完治(同 助教授)、桜本光(同)、 樋口美雄(同)、

辻村和佑(同 助手)を わづらわせた。松野一彦氏(中 央大学)は 、雇用機会モデルのパラメタのidentifi-

cationに っいて吟味された。本稿の分析はKeio Economic Observatory諸 氏の助力によって可能

となったものであり、深 く感謝する。
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§II 家計の労働供給の雇用機会モデル

一A型 家計の第1次 近似モデルー

[2.1] 家 計 の余 暇 ・所 得 選 好 関 数

 ダ グ ラス ・ロ ン グ ・有 沢 法 則(以 下DLA法 則 と 略記)の 示 唆 す る と ころ に よ れ ば 、 個 々人 の労 働

供 給 は相 互 に独 立で は な く、 家 計 内 の他 の構 成員 の 行動 と結 びつ い て い る。 した が って 、家 計 内 個 々

人 の選 好 を 一 つ の 家 計 の所 得 と余 暇 に関 す る選 好 へ 集 計 した 形で 、 あ らわ す の が適 切 で あ る 。P人 の

構 成 員 か らな る一 家 計 を考 え 、個 々人 の効 用指 標 関数 を

              σ1(ノ1,,X),… … …, UP(11P, X)

とか く。 広G=1,… …,P) は個 々人 の余 暇 を 、 Xは 家 計 の 所 得 を示 す 。

 家 計 の選 好関 数 は した が って 、

 (2。1-1)       ω一ω1[U,(」1,X),・ 一 ・, UP(」P, X)]

                 一ω2[∠1,… …,ll p,x]

とか け る。

 Tを 一定 の定 義 され た 単位 期 間(日,月 等)に お け る個 人Zの 処分 可 能 な 総 時 間 と し、 労働 供 給 時

間 をh;と か けば 、

 (2.ユ ー2)         .fボニ・T-h; (2=1,… …, P)

(2.1-2)を(2.1-1)に 入 れ て

 (2.1-3)             ω=ω2[(T-h1),'●''",(T-hP), X]

 DLA法 則 か ら、 各 家 計 には 他 の 構 成 員 の 労 働供 給 が そ れ に依存 す る よ う な中 核 的稼 得 者 の 収 入 が

あ る こ とが 示 唆 され て い る。 この 中 核 的 収 入者 の 収 入 を核 所 得 とよ ぶ 。 核所 得 稼 得 者 以 外 の 構 成 員

(義 務 教 育 年 令 以 下 一 未 成 年 と よぶ 一を 除 く)を 潜在 的 非 核 収 入稼 得者 又 は非 核構 成員 とよ ぶ 。

 S人 の 未 成年 を もつA型 家 計 で は

                 P=S+2

で あ る。未 成年 の 労働 時 間 は制 度 的 にゼ ロで あ るか ら

 (2. 1-4)              hr =0(t=P, P-1,・ ・・… , P-S+1)

t=1,2を そ れ ぞ れ夫 と妻 とす れ ば 、 (2 .1-3)、(2.1-4)か ら

 (2.1-5)         ω=ω3[(:r-h,),(T-hz)・X]
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と な る 。

 DLA法 則か ら夫 は核 収 入 者 とみ な され る。 夫 の 収 入 を1,賃 金 率 をW,,労 働 時 間 をh,と す る と、

  2.1-6)          W,h,=1

で 、W,は 外 生 変 数 で あ る 。 また 、 §1で 述 べ た とお り 、 労 働 者 は 企 業 側 の 指 定 す る労 働 時 間 を超 え

て 残業 をっ づ けた り 、指定 時 間 を 下 まわ って遅 刻 、 欠勤 す る場 合 は継 続 的就 業 が 困難 に な る社 会 的制

度 的 事 情 が存 在 す るか ら、す くな く と も、良 好 な 近似 と して 、h,は 指 定 時 間 刎(外 生 変 数 で そ の値 は

所 与)に 等 しい と お くこ とが で き る 。 した が って 、

 C2.1-7)       w=waCCT-h,),CT-hz),X7

  ただ し、        X…1+whz

とな る 。 こ こにwとh2は そ れ ぞれ 妻 の 賃 金 率 と労 働 時 間 で あ る。1とwは 外 生 変 数 で あ り、 h2は ゼ

ロ又 は指 定 労 働 時 間h2の ど ち らか の 値 を と る 。上 式 でT-h,は 定 数 で あ るか ら、家 計 の選 好 関数 は 、

 (2.1-8)     ω 一ω4[(T-h),X]

  た だ し、       X≡1+wh

とあ らわ せ る。 こ こ にhは 妻 の 労働 時 間 で あ る(簡 単 の た め 添 字2は 略 す)。 こ う して 、A型 家 計 の 選

好 関 数 は 、 妻 の 余 暇(T-h)と 家 計 の 所 得Xを 変 数 と して 、あ らわ され る 。

[2.2] 選 好 関 数 か ら導 か れ る有 業 率 決 定 の第1次 近 似 モ デル

〈2.2.1> 最適 労 働 時 間

 2.1の 帰結 と してA型 家 計 の 余 暇 ・所 得 選 好関 数 を

  2.2-1)     ω 一ω(X,∠)

とか く。 ま た

  2. 2-2)              ノ1 ;z「 一h

  2.2-3)        X=1+wh

とす る。hとwを 非 核(妻)の 労 働 時 間 と賃 金 率 とす る 。1とwは 外 生 的 に所 与 。2.2-2)と

2.2-3)を2.2-1)に 代 入 して 、

  2.2-4)          dam/dh=0

をhに つ い て 解 け ば 、 ωを 最 大 にす るh(最 適供 給 時 間)が 求 め られ る 。

 これ をII-1図 に示 す 。縦 軸 のTはX、 ∠お よ び1の 定 義 され る単位 期 間 に依 存 す る 。 これ らの 量

が1日 にっ いて定 義 され れ ばTは24時 間 で あ る。11を 核 収 入 、tanθ を 非 核 賃 金 率(企 業 に よ り所 与)と

す る。 非 核 構 成 員 の 最 適 供 給 時 間 と家 計 の 総 所 得 は 所 得 線ABと 無 差 別 曲 線 の 接 点P*の 座 標 で 与 え

られ る。P*の 労 働 時 間 座 標 は2.2-4)の 解 で あ り 、
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               §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

  2. 2-5)            h*=h*CI, w, a, 一.....an)

とあ らわ され る。 た だ しa,… …a.は この 家 計の 選 好 関数 ωの パ ラメ タ で あ る。h*の 値 は1、w、

a;(r-1,… …,n)が 変 れ ば変 る。2.2-5)は1とwが 変 化 した 場合 のP*点 の 変 化 の 軌跡 を

示 し、非 核 構 成 員 の 労働 供 給 ス ケ ジ ュ ールで あ る 。

 さて 、 も し供 給 者 が この 供 給 ス ケ ジ ュール に した が って 自 由 に労 働 時 間 を 調 整で き るな ら、所 与 の

w(1は 所 与)の もとで ま さ にh*時 間 働 くで あ ろ う。 しか し、現 実 には労 働 者 は 企 業 の 指 定 労 働 時

間を うけ入 れね ば 雇 用機 会 に採 用 され な い 。 指定 時 間 は最 適 時 間h*と 一 致 す る保 証 は な い。

〈2.2.2>臨 界核所得

 この節では、非核構成員が所与の雇用機会(wとhの 組合せで与 えられる)を 受諾するそういう核

所得の領域を考察する。

 1,よ り大きい核所得をIz(図II-1)と する。所与の(非 核構成員の)賃 金率 と指定労働時間を

それぞれtanθ とThで 示す。 か りに非核構成員が この雇用機会を受け入れて就業 したとすると家計

の余暇 ・所得状態は点Hで 示 される。点HとEを 比較する。Eは 非核構成員が全 く働かず家計所得は

核所得IZだ けか らなる状態を示 している。点HはEよ り低位の無差別曲線の上 にある。こ うして 、

1,よ り高い核所得水準の ノ2にあるときは、非核構成員は提示された雇用機会(w,h)を 受け入れ

ず、非就業を選ぶ。同様にして、もし核所得が1,よ り低い水準にあるときは、非核が雇用機 会に就

業することによって、家計の余暇 ・所得の位置(無 差別曲線上の)は(非 就業 の状態に比べて)好 転

する。もし、現実の核所得水準が11で あるなら、家計は非核構成員の就業、非就業 について無差別

である。非就業状態を示す点Aと 就業状態を示すCと は同一無差別曲線上 にあるから。

 この核所得水準/,を 所与の雇用機会(w,h)の もとでの この家計の臨界核所得とよぶ ことにす

る。図一II-1か らわかるとお り、臨界核所得は指定労働時間h、 賃金率wお よび無差別曲線の形に

依存 して変る。例えばhがCで 示 された長 さより短かければ、現実の核所得が1,で あるとき非核構

成員は雇用機会(賃 金率w)に 就業することを選ぶであろう。就業によってAC間 のどこかに位置す

るか らAに 位置す る(非 就業)よ り有利であるか らである。したが って1,は もはや臨界核所得水準

ではなくなる。同様に指定時間を所与 として、wが より大きい場合を考えよ。非核構成員は就業 に

よってCH線 上のCよ り右に位置することになるから、現実の核所得が1,で あ る場合に、就業を選択

する。か くて1,は もはや臨界核所得ではなくなる。したがって、臨界核所得はwの 大 きさ(hを 所

与として)に よって も変化する。1*で 臨界核所得水準を示せば、

  2.2-6)        1・ 一1*(w,h,α1,… …, do)

 解析的には、2.2-6)は 次のようにして導かれる。
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〔II-1図 〕
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                     tan 6=w

 選 好 関 数 を

  2.2-7)         ω ・=ω(X,!f)

とす る 。 こ こに

  2.2-8)  ・      翅=T-h

  2.2-9)        X=1+wh

 まず(図II-1)のAを 通 る無 差別 線 を 求 め る 。

Aで は

  2.2-10)         翅=T,X=1

で あ る 。 これ を2.2-7)に 代 入 して 、

  2.2-1)       ω。一 ω(!)

を得 る。 た だ し定 数Tは 省 い て あ る。2.2-11)はAを 通 る無 差別 線 の 効 用 指 標 で あ る。2.2-7)

の左 辺 を2.2-11)で 代 置 して

  2.2-12)       ω。=w(1)一 ω(X,の

これ はAを 通 る無 差 別 曲 線 の 方 程 式 で あ る。

 (図II-1)のCを 通 る無 差 別 線 の 方 程式 は 、次 の よ うに 求 め られ る。2.2-8)と2.2-9)で
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               §皿 家計の労働供給の雇用機会モデル

h=hと お き、 ∠=7「 一hとX=1+whを2.2-7)に 代 入 して 、

  2.2-13)            ωげ=ω(h,w,1)

を 得 る(Tは 略 す)。2.2-13)の ωo'と2.2-11)の ωoは 臨 界 核所 得の 定 義 に よ って 等 しい。故

に 、

  2.2-14)          wo=wo'

これ を2.2-12)と2.2-13)に 適 用 して 、

  2.2-15)          cv(1*)=wCh, w,1*)

を得 る。 た だ し、2.2-12)、2.2-13)の1は 臨 界核 所得 を 示 す た め 記 号1*で お きか え られて い

る。2.2-15)を1*に つ い て解 け ば、 臨 界 核 所得 の 方 程 式2.2-6)が 導 か れ る 。

 wとhの 値 を 所 与 とす れ ば 、任 意 の 一 家 計 の1*の 値 は 、そ の 家 計 個 有 の 選 好パ ラメ タ の値 α`(`=

1,… …,の に依 存 して き ま る。 した が って 、 臨 界 核 所 得1*は 、wとh所 与 の も とで 、その 家 計の

選 好 の 特 性 をあ らわ す パ ラメ タ とみ な す こ と もで き る。

〈2.2.3> 臨 界 核 所 得 の分 布

 (2,2.3. 1)

 m個 のA型 家 計 か らな る一つ の 家 計 グル ープを 考 え よ う。 この グル ープ内 に お いて 、 核 所 得 と非 核

構 成 員 の 指定 労 働 時 間"と 賃 金 率 ωは家 計 間 で相 等 しい とす る。 も しか り に、 駕家 計の 中 か ら選 好 パ

ラメ タ(αi)が 互 い に等 しいm'個 の 家 計 を と りだ す こ と が で き た とす れ ば 、 それ らの家 計間 で 、当

然 、1*ノ(j=1,… …,m')の 値 は 相 等 し い。(乃=乃 一定 数 一)。 しか し、1*ノ が互 い に等 しい

よ う な家 計 グル ープ を識 別 す る こと は 困難 で あ り、 ∫*の 確 率 分布

  2.2 L16)       9(1*lh,w,π)

を導 入 す る必 要 が 生 じ る。

 πは分 布 関 数9の パ ラメ タで あ る 。分 布9の 形 は も ち ろん 家 計 間 で の無 差 別 曲線 の形 の ち が い に依
                           

存する。9を 臨界核所得分布とよぶことにする。

 (2.2.3.2)

 任意の1家 計の臨界核所得の水準は(非核賃金率wと 指定時間hを 所与 として)、当該家計の効用関

数(無 差別曲線)の 形できまる(<2.2.2>)。 したがって、家計間における効用関数のパワメタの

ちがいを示す分布の形が与えられていれば、臨界核所得1*の 分布の形もおのずか ら決まる。前者か ら

後者がどのように導かれるかを見よう。

 効用関数にふくまれるパラメタには複数種類あり、そのすべてが家計間で異るという図式 ももちろ

ん考えられる。しか し、ここではパラメタのうち1個 だけが家計間でその値が異るという図式を設定
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す る。 そ の 理 由 は二 っ あ る。 一 つ に は事 柄 の 本質 を損 わ ず に1*と 効 用 関数 の パ ラメタ の 二 つ の分 布 の

関 係 を簡 明 に 示 す た め で あ るが 第2に 、そ して 一層 重 要 な 点 と して 、後 に §IV以 下 で 示 され るよ うに 、

効 用 関数 を2次 形 式 に 設定 した とき 、 余 暇 の 限界 効 用 曲(直)線 の截 片 だ け が家 計 間で 異 り、他 のパ ラ

メ タ は家 計 間 で共 通 、 とい う理 論 モ デ ル が 、観 測 事実 と整合 的 で あ る こ とが見 出 され る か らで あ る。

そ こで 、 個別 家計2の 効 用 関数 を(含 ま れ るパ ラ メ タをn個 と して)

  (a) ω 一 ω(x,広 α1∫,…,anり

と書 き 、 α1`だ けがm個 の 家計(2=1,…,m)間 で 互 に値 が 異 り, a=z,… …, atn Cn-1個)は す

べ て 家 計 間 で共 通 の値as(S=2,…, n)で あ る とす る。 した が って 、(α)は

   (b) ω 一ω(x,∠,α1ゴ,a2… …, an)

と あ らわ さ れ る 。a=は 家 計iが 異 る にっ れ て 値 が 異 る。 家 計 間 に お け るそ の 差 異 を示 す(密 度)分 布

を

  (C)  9(a1, θ)

で あ らわす 。(θ は分 布 関 数9の パ ラ メ タ)

 家 計2の 臨 界 核 所 得 は、[2.2.2]の2.2-6)式 に(b)の パ ラメ タa=,α2,…,anを 適 用 して 、

   (d) 1*'=1*(w,h,a=, a2一 、 an)

とな る 。 こ の式 か ら αfを1*ゴ で あ らわす こ とが で き る 。す な わ ち

   (e) a=_G(1*∫,w, h,a2,… …, do)

こ こにGは(d)の ノ*関 数 の逆 関 数 で あ る 。(e)を(0)に 代 入 して 、(添 字Zは 省 き)

   (f)9[G(1*w,h,α,・ ・… ・,α。),θ]

を 得 る 。 ここで(f)式 の確 率 素 分 を求 め る 。 まず 分 布 密 度 関 数 ψに っ いて 確 率 素 分 は 、(0)か ら

   (g)  9(al, θ)da,

で あ る 。da,は(e)か ら、

   (h) da,;(∂G/∂1*)bd1*

と な る(添 字Zを 省 く)。(g)のgを(.f)で 代 置 し、 dalに(h)を 適 用 す る と 、

  (の9[・(1*w・h・a… …… 偽)・ θ]{剽 ・dl・

を得る。これが、(f)の 確率素分である。従 って、臨界核所得の確率密度分布すなわち臨界核所得分

布は

  (丿)9[G(1*w,h・a2… … ・砺)・ θ]喀 釧

で あ る 。

 (.タ)は2.2.3.1の2.2-16)式 に ほか な らな い 。2.2-16)と(ブ)を 比較 す ると、前 者 で πと

あ らわ したパ ラ メタ集 合 は 、aZ,…, anお よび θを ふ くむ こ とが わ か る。
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               §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

 臨界核所得分布か ら、われわれは、供給確率方程式を導くことができる。しかし、その際に、供給

限界の概念が必要となる。これを次の項で述べ る。

〈2.2.4>供 給限界とその分布

 供給限界の概念は、臨界核所得と密接不可分の関係 にあるから、供給限界を定義するために、臨界

核所得の定義に使 った図を再び使 うことができる。(図ll-1を 参照)

 (2.2.4.1)任 意の一家計において、核所得がlo、 非核構成員に対 して開かれた賃金率(非 核構

成員がもしそれを受け入れれば稼得できる、賃金率)をw(図 のA'B'線 の勾配、tanθ)と する。

 企業が、非核構成員(A型 家計を対象にしているから、妻)を 誘引しようとすれば、当該企業が指

定する指定労働時間は、図のTh'時 間以下でなければならない。このTh'時 間を、非核構成員の、
                                  

所与の核所得loと 賃金率wの もとにおける、供給限界とよぶ。              ・

 企業の指定する労働時間がT h'に 等 しいとき、非核構成員がこの機会に就業すれば、A'点 を通る

無差別曲線 ωもと所得線 、4'B'の交点である点C'に 位置する。この位置は、就業しない状態を示す点

A'と 無差別である。指定時間がTh'以 下ならば、 A'C'間 のどこかに位置することになり、これは、

ω'。より高位の無差別曲線上にあるから、非核構成員は、就業 した方が有利である。指定時間がT h'

を超えれば、非核構成員がかりに就業を選ぶと、(D ot水準以下に位置することになる。 したが って非

就業(点A')に 位置する方が有利である。故に、A'点 を通 る無差別曲線と所得線A'B'の 交点の縦

座標(T.か ら測 って)Th'は 所与の核所得と賃金率のもとでの供給時間の上限値 すなわち供給限界

である。

 (2.2.4.2)核 所得と賃金率を所与とすれば、供給限界は、A'点 を通る無差別曲線 の形状 に依存

してきまる。したが って、供給限界は、核所得と賃金率を所与とすれば、家計の余暇と所得に関する

選好の特性をあらわす、当該家計に個有の、特性値である。

 (2.2.4.3)非 核構成員に対して開かれた賃金率wを 所与 とすれば、供給限界の値は、核所得水準

の変化に応 じて、変化する。すなわち、図(ll-1)に おいて、核所得水準が ム であると、供給限界

を与える座標点はCで ある。核所得水準が12に 変ると、供給限界点はGへ 移る。

 所与の賃金率wの もとで、核所得の変化 と共に移動する供給限界点の軌跡は、C℃G等 をつなぐこ

とによって得 られる。 この軌跡を使って供給限界と臨界核所得の関係を図示することができる。

 無差別曲線の形状を所与とする。非核構成員に対 して企業が提示する賃金率 ωを与えると、供給限

界点の軌跡の形状がきまる。(ll-1図 においては供給限界点の軌跡の形は右上が りになっている。)

 企業の指定する労働時間をThと せよ。図において、 hか らX軸 に平行な水平線がえがかれる。

水平線と供給限界の軌跡の交点は点Cで ある。C点 を供給限界 としてもつ核所得水準11が 求められ
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る。 ム は、所与の賃金率wと 指定労働時間Thの 就業機会に対する、臨界核所得である。

 換言すれば、所与の賃金率wと 指定労働時間Thの 就業機会に対する臨界核所得とは、供給限界の

値が、指定労働時間Thに 等 しいような、そういう臨界的な核所得水準を指す。家計の核所得の実際

の値が、この臨界値にあるか否かはもちろん別のことである。一家計の核所得が、現在 どのような水

準にあるかにかかわりなく、当該家計には、所与のwとThに 応 じてその余暇所得の無差別 曲線の

形状に個有な、臨界核所得水準が存在する。そしてそれは供給限界の値が、指定労働時間に一致する

ような核所得水準である。

(2.2.4.4)供 給限界と臨界核所得の関係は、図(II-2)を 使 って も示す ことができる。

時
間

一ぬ

       〔II-2図 〕 賃金率wを 所与 とす る

  供給 限界曲線①

/

1レ1r

一 一一_M・__一 /旨 定欄

0

                                    軸一核所得    O          
II*  ∫才

 図(皿 一1)の 供給限界点の軌跡を核所得の種々の値と供給限界の値を両軸 とする図にかきなおし

たのが図(U 一2)で ある。図(E-1)のC'のT T'か らの距離iは、核所得が10で あるときの供

給限界の値である。C点 のT・T'か らの距離は、核所得が ム であるときの供給限界の値である。これ

らの値の組を核所得を横軸、供給限界(時 間)を 縦軸に示 したものが図(ll 一2)の 曲線①である。
                       の

これ を供 給 限界 曲線 と よぶ こ とに す る。

 供 給 限 界 方 程 式(曲 線)は 、 解 析 的 に は 次 の 手 続 で 求 め られ る。 任 意 の 一 家 計 の選 好 関数 を

  2.2.4.4-1)        ω=ω(X,A)

とす る。 図(E-1)に お け る点Aを 通 る無 差別 曲 線 の 指標 ωoは 、A点 の座 標 がX=f1、 A=T

で あ るか ら、

  2.2.4.4-2)            ωo;ω (li, T)
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                §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

で 与 え られ る。 した が って点Aを 通 る無 差 別 曲線 の方 程 式 は、 所 与 の1に 対 して、

  2。2.4.4-3)       ω(1,,T)=ω(X,!1)

で あ らわ され る。 又 は π=T-hの 関係 を使 って

  2.2.4.4-4)         ω(h,T);ω(XF, T-h)。

所 与 の核 所 得 ∫1と賃 金 率wの もとで の 供 給 限 界 を与 え る 点Cの 座 標 は 、(2.2.4.4-1)と

  2.2.4.4 -5)                1,+wh-X

を 連立 して 、Xとhに つ き解 い て求 め られ る。い ま 、 hに 関 す る解 に 着 目す れ ば、最 後 の式 を上 の 式

に 代 入 してXを 消 して 、

  2.2.4.4-6)    ω(1,:r)=ω[(1,+wh),(T-h)]

を 得 る。 これ をhに つ い て解 け ば 、定 数Tと1の 添字1を 省 い て 、

  2. 2.4.4 - 7)               h=f CI, w)

を得 る。 これ が供 給 限界hを 与 え る方 程 式 で あ る(図II-2の ①)。

 供 給 限界 曲 線 ① と 、高 さh(指 定 労 働 時 間)の 水 平 線 との 交 点M1の 横 座 標1*が 賃 金 率wと 指 定 労

働 時 間hに 対 す る臨 界 核 所 得 で あ る。

(2.2.4.5)余 暇 ・所 得 の 無 差 別 曲 線 群 の 形 が 異 な れ ば 、 供 給 限 界 曲 線 の 形 が 変 る こ とは 図(II-

1)か ら明 らか で あ る。 図(II-1)に 示 したの とは 異 な る無 差 別 曲 線 群 を もつ 家 計 に お い て は 、例

えば 図(II-2)の ② の よ う な供 給 限 界 曲 線 が(同 じ賃 金 率wに 対 して)え が か れ るで あ ろ う。 この

家 計 に お いて は、 所 与 の 指 定 労 働 時 間 と供 給 限 界 の 値 が 一 致 す るよ うな 核 所 得 水 準 は 、Ia*で あ る。

 この よ うに、 無 差 別 曲 線 群 の 形 の 家 計 間 に お け るち らば り(選 好 関 数 の パ ラメ タの分 散)に よ って 、

供 給 限 界 曲 線 も また ち らば る。 この ち らば りに照 応 して 、 図(II-2)の 交 点M1、 M2等 々 に ち らば

りを 生 じ、 した が って 、 臨 界 核 所 得 は 家 計 間 で異 な る。 そ の分 布 は 、 〈2.2.3>の2.2-16)式 で あ

らわ され る。

〈2.2.5> 非核構成員の就業 ・非就業を決定する条件}

(2.2.5.1)図(II-1)で 考察 したように、所与の賃金率wと 指定労働時間hの 就業機会に対

して、すべての家計は、それぞれの選好パ ラメタの値の 組に よって与 えられるそれぞれ個有な臨界

核所得をもつ。

 いま任意の一家計Hを とり、その無差別曲線群が図(II-1)に 示されたような形をもっていると

する。 もし、この家計Hの 現実に得ている核所得が臨界核所得より大きかったなら、Hの 非核構成員

(妻)は 、wとhの 賃金 ・指定労働時間の組合せをもつ就業機会が企業によって提示されたとき、こ

の就業機会を受諾 して就業するであろうか。それとも拒否 して非就業状態を選ぶであろうか。 どちら
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であるかは、供給限界曲線の傾きの方向によってきまる。

(2.2.5.2)家 計が図(II-1)に 示したような形の無差別曲線群をもつ場合、この家計の供給限

界曲線は図(II-2)に 示したように、右下がりである。

 供給限界曲線が右下がりであるならば、(1)実際に稼得 している核所得が臨界核所得を超えていると

き、非核構成員は提示された就業機会を拒否 して、非就業を選び、②実際に稼得 している核所得が臨

界核所得以下であるとき、提示された就業機会 に就業することを選ぶ。

 図(II-1)に おいて、家計の核所得が臨界核所得 ム より大きく、例えば、 I zで あったとしよう。

非核構成員は賃金率w、 指定労働時間hの 就業機会に従事すれば図のEF線 上のH点 に位置する。

就業しなければ、E点 に位置する。 H点 を通 る無差別曲線は、 E点 を通るω2より低位にある。 した

がって、E点(非 就業)が 選ばれることになる。

(2.2.5.3)図(II-3)の ようなケースにおいては、供給限界点の軌跡はC℃Gを つないだ右下

りの形になり、供給限界曲線は右上りである。

 所与の賃金率w(=tanθ)と 指定労働時間h(線 分Th)の もとで、臨界核所得は図か ら明 らか

なとおり、IIで ある。

                    〔II-3図 〕
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               §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

 実際に稼得される核所得が臨界核所得を超えて、例えばIzで あるとせよ。提示された就業機会を

受諾すれば点Hに 位置し、拒否 して非就業状態を採れば点Eに 位置する。Hを 通る無差別曲線はE

を通るそれよりも高位にあるか ら、就業が選択される。

 実際に稼得される核所得がこの家計の臨界核所得 ∫1より低 く、例えばIoで あるとせよ。提示され

た就業機会を受け入れればD点 に位置 し、拒否 して非就業を採ればA'に 位置することになる。Dを

通る無差別曲線はA'を 通るそれよりも低位にある。 したがって、非就業が選択されることになる。

 すなわち、供給限界曲線が右上りであるな らば、実際に稼得される核所得が、(1)臨界核所得を超え

ているとき、非核構成員は就業 し、②臨界核所得に達 していないとき、非核構成員は就業を拒否する。

(2.2.5.4)以 上をまとめると、所与の賃金率wと 指定労働時間hの 組合せで示される一つの就

業機会の選択に関する条件は次のとおりである。

 1*を 任意の一家計の臨界核所得水準とし、1を 当該家計の実際に稼得されている核所得 とすると、

  (a)供 給限界曲線が右下りのとき、

    !〈1* な ら 就業

    1>1* なら 非就業

  (b}供 給限界曲線が右上りのとき、

    1〈1* なら 非就業

    1>1* な ら 就業

〈2.2.6.〉 供 給 確 率 方 程 式 と臨 界 核 所 得 分 布

(2.2.6.1)供 給 確 率 方 程 式

 非 核 構 成 員 の 賃 金 率wと 指 定 労 働 時 間hを 所 与 とす れ ば 、 臨 界 核 所 得1*の 分 布 は 一義 的 に 決定 さ

れ る 。い ま 、A型 家 計 の集 合Sを と り、これ を それ ぞれ 〈jk(k-1,… …,K)個 の 家 計 か らな るK個 の

家 計 グル ー プ に 、 各 グル ープ の 中で は 、核 所 得 が 相 等 し くな る よ うに 、分 割 す る。 グル ー プkの 核 所

得 をIkと か く。 各 グル ープ 問 で賃 金 率wと 指 定 時 間hは 共 通 とす る 。 Sに か ん す る選 好 パ ラメ タの

差(ち らば り)が1*の 分布 関数g(2.2.3、 式(2.2-16))の 形 を定 め る。したが ってgはK個 の

グル ープ 間 で共 通 で あ る。 グ ルー プkの 核 所 得 の大 き さIkを 図(II-4)に 示 す 。面 積Bはk内 の 任

意 の 一 家計 に お い て1*>Ikで あ る確 率 を与 え る 。

 (2.2.6.1-D 供 給 限 界 曲 線 が 右 下 が り の 場 合 、Ik<1*で あ る家 計 に お いて は 非 核 構成

員 は 雇 用機 会 に 就業 す る。 した が って非 核 構 成 員 が就 業 す る家 計 数 はNk×Bの 面 積 にな る。面 積B

は グル ー プkの 有 業 率 μ々 で あ る。 供 給 確 率 は
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2. 2.一17) μ、一rjkl g
a(1*lw, h,・)dl・(供 擺 率 方 程 式)

で 与 え られ る。aは 積 分 の 下 限 値 で あ る。

 こ う して 供 給 確 率方 程 式2.2.一17)か ら、 グル ー プkの 供 給 確 率 編 は核 所 得Ik、 賃 金 率wお よ

び指 定 労 働 時 間hに 依 存 す る。 す な わ ち 、

  2.2-18)     uk=G(lk,w, h,π)。

 この 方 程 式 は 有 業 率 の ター ムで あ らわ した労 働供 給 関数 に ほ か な らな い。 μ々にNkを 乗 じれ ば 人

員 単 位 の 供 給 関 数 が 得 られ る。

 2.2-17)式 の右 辺 第2項 の 積 分(図 の面 積A)は 核 所 得Ikに 関 す る増 加 関数 で あ るか ら、 μ々

はIkの 減 少 関 数 で あ る。 故 に

  2.2一 工8')      迦 彑 一夐塗 くO
                      ark                  ark

 す な わ ち 、w、 hを 所 与 と して 、 供 給 確 率(家 計 の 非 核 構 成員 中 に供 給 者 数 の 占 め る比 率)は 、核

所 得Ikの よ り大 き い家 計 群 に お いて は 、 よ り低 い。

 この 帰結 は[§1]に お け るDLA第 一 法 則 と整合 的 で あ る。

 (2.2.6.1-2)供 給 限界 曲線 が 右 上 りの 場 合 、

 も し供 給 限界 曲線 が右 上 りで あ る とす れ ば 、2.2.5.4(b)に よ って 図(II-4)の 面 積Aが 供 給 確

                    〔II-4図 〕

9(1*巨 γ,h)

0 jk *
1
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率 を 与 え る こと に な る。 この場 合 は供 給 確 率 μ々 は

2.2-19) uk=J`kg(1*lw, h)dl

a

とあ らわ さ れ る。(パ ラ メ タ πは省 略)右 辺 の積 分 は核 所得Ikの 増 加 関数 で あ るか ら、

                   ∂μ々                      >0  2
.2-20)                   ar

k

とな る。 す な わ ち 、 核 所 得 の 大 き い 家 計群 ほ ど 、供 給確 率 は よ り高 い とい う帰 結 を得 る。

 この 帰結 は 、 しか し、Dra法 則 と矛 盾 す る。 した が って 、右 上 が りの供 給 限 界 曲線 を もつ 無 差 別

曲線 群 は 、経 験 的事 実 と整 合 し ない 。

 (2.2.6.1-3)以 上 の 考 察 か ら次 の 帰 結 が 導 か れ る。

 DLA法 則 の 示 す と ころ によ れば 、供 給 限 界 曲線 は 右 下 が りと考 え ね ば な らず 、供 給 確 率 は、(2.2.

6.1-1)の 式2.2-17)又 は2.2-18)と2.2-18')に よ って 与 え られ る。

〈2.2.7> 供給確率方程式と臨界核所得分布の変位

(2.2.7.1)提 示された賃金率の変化による臨界核所得分布の変位

 (2.2.7.1-1) 核所得を所与とすると、供給限界は.提 示された賃金率の上昇と共に、増加す

る。図(II-1)に おいて、核所得を ノ1とし、賃金率wが 上昇すると縦軸に対するAB線 の傾斜は

急勾配 となり、A点 を通る無差別曲線 ωoとAB の交点Cは ωo上 を下方へ動 く。すなわち、供給

限界は増加する。このことは、任意の核所得水準についていえるか ら、提示された賃金率の増加は供

給限界の軌跡を ∠X平 面上で下方へ動かす。

                〔II-5図 〕

       供 (
時
間
)

給
限
界

一
乃

0

0

0

 wz>ω1

w=wZ

w-w1

1* 1*z
核所得(円)
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 (2.2.7.1-2) 供給限界曲線が右下りの場合、提示された賃金率がw,の ときの一家計の供給

限界曲線を① とする。賃金率がw2(〉 ω1)に 上昇すると、この家計の供給限界曲線は上方へ変位 す

る。これを図の曲線②とする。

 提示された指定労働時間hの もとでの当該家計の臨界核所得は提示された賃金率の上昇とともに、

1*1か ら1*2へ と増大する。

 以上は、種々の臨界核所得をもつ全家計についていえるから、次の命題を得る。すなわち、所与の

指定労働時間のもとで、賃金率が上昇すると、臨界核所得分布は、右の方へ変位する(供 給限界曲線

が右下 りのとき)。

 図(II-6)に おいて、① はw=w,、 指定労働時間hの ときの臨界核所得分布、② はw=w2、

(>wl)指 定労働時間hの ときの臨界所得分布とする。

 現実に稼得する核所得がすべて等 しい家計群(核 所得をIkと か く)に おいて、 w-w,の ときの供

給確率はIkに おいてたてた垂線の右側において分布密度 曲線にかこまれる面積(ハ ッチを入れてあ

る)で ある。

 賃金がw2へ 上昇すると、密度分布は② となり、②における垂線の右側の面積は①におけるより大

きい。 したがって、次の命題を得る。

 提示された賃金の上昇は(所 与の指定労働時間のもとで)同 じ核所得Ikを もつ 家計グループの供

給確率を増大せ しめる。すなわち、(2.2.6.1-1)の 供給確率関数2.2-18)に おいて、次が成立

する。

  2.2-21)    awk=aG>0

 この命題は、DLA第2法 則と全 く整合的である。

                〔II-6図 〕

9(Z*IZO,h)

9(1*}ω1,の

0 0

9(1*}ω2,の

0 々1
臨界核 所得
1*
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 〔皿一7図 〕

時
間

一〃

=w2

wニ ω1

w2>wl

0 Ia* 1*i
核所得

 (2.2.7.1-3) 供給限界曲線が右上りの場合は、図(II-7)に 示すように、賃金率の上昇は

任意の一家計の臨界核所得の水準を低下せ しめる。 したがって、もし供給限界曲線が右上りならば、

臨界核所得分布は賃金率の上昇と共に左の方へ動 くことになる。

 供給限界曲線が右上りのケースにおいては、Ikに おいてたてた垂線の左側[図(II-6)]が 供給

率を与える(2.2.5.4(b))。 したがって、臨界核所得分布の左方への移動により、.核所得Ikな る家

計群の供給確率は増大する。

 以上の考察か ら、供給限界曲線が右下りの場合は、DLA法 則とは矛盾を生 じない。しかし、供給

限界曲線右上りのケースはDLA法 則 と矛盾す る(2.2.6.1-3を 見よ)。

 (2.2.7.1-4) 以上の考察から、経験的事実 と整合的な余暇～所得の無差別曲線群は、次の二

つの性質をもつことが要請される。

  (a)等 量線が右下 りで原点に対 して凸であること。

  (b)等 量線群からつくられ る供給限界曲線が右下 りであること。

(2.2.7.2)指 定労働時間の変化が臨界核所得分布に与える変位

 (2.2.7.1-3)に 述べたとおり、供給限界曲線が右上 りのケースは経験法則との照応によって排

除される。

 供給限界曲線が右下 りの とき、指定労働時間の減少(増 加)は 任意の一家計の臨界核所得の水準を

上昇(低 下)さ せ る。これは(2.2.7.1-2)の 図(II-6)か ら容易にわかる。また、(2.2.2)

の図(II-1)か らも直接考察す ることがで きる。指定労働時間が図 に示 したhよ り短かった

とせよ。この場合は、非核構成員が就業すると収入線AB上 において、点Cよ り上方に位置する。就

業によって、非就業の場合における無差別曲線(点Aを 通る ωo)よ り高位の無差別線上に位置する

か ら、就業が選択される。すなわち、((2.2.5.4)の(a)に より)核 所得11は 臨界核所得よりも小さい。

指定労働時間がhの ときは ムが臨界核所得であったが、hよ り短い指定労働時間の場合には、臨界

                    一21一



〔皿一8図 〕

9(1*ゆ,h)

9(1*lw,h) 9(1*1ω,")

                                  1*臨界核所得       O               I
々

                 w:所 与 h>h'

核所得はIiよ り大きくなる。すなわち、指定労働時間の短縮は臨界核所得水準をひき上げる。

 したがって、賃金率wを 所与とすれば、指定労働時間の短縮(延 長)は 臨界核所得分布を右の方(左

の方)へ 移動させる。その結果、同一の核収入Ikを もつ家計群の供給確率は、指定労働時間の短縮

(延長)に よって増大(減 少)す る。(II-8図 参照)

 以上の考察から、(2.2.6.1-1)の 供給確率関数(2.2-18)はhを 指定時間として次の性質を

もつ。

   2.2-22)    ask_aG<Oa h a h

〈2.2.8> 供 給確 率 方 程 式 と観 測 され た 有業 率 曲線 との 関 係

 供 給確 率 方 程 式(2.2.6.1-1の2.2-17)又 は2.2-18)式)は 需要 側 か ら提 示 され た特 定 の

就 業 機会(賃 金 率wと 指定 労 働 時間hの 組 合 せ で与 え られ る)に 対 す る、家 計 の非 核 構 成 員 の供 給

確 率 が 、核 所 得 の変 化 に 応 じて 、 ど う変 る か を述 べ る方 程 式 で あ る。 これ と現 実 に観 測 さ れ た有 業 率

曲線 との 関係 を 考 察 す る 。

(2.2.8.1)有 業 率 曲線 の理 論 的対 応 物

 賃 金 率 をw=wlに 与 え る と、 所 与 の 指 定 労 働 時 間hの もとで 、1本 の供 給 確 率 曲 線2.2-18)式

が 得 られ る 。 これ を図(II-9)の 曲線C1と す る 。 ま た順 次 、 w,(>w2)、 w Z(>w3)の 賃 金 率 を与

え る と 、順 次 上 方 ヘ シ フ トした(2.2.6.1-2参 照)供 給 確 率 曲線C2, C 3が 得 られ る 。(図II-9)。

 い ま、 相 等 しい核 所 得Ikを も つ家 計 群kを 考 え る。 この グ ル ー プのNk人 の 非 核 構 成 員 に対 して 、

賃 金 率 がw3、 w2、 wlな る三 種 の 就 業 機 会 が 需 要 側 か ら提 示 され た とせ よ。(w,>wZ>w3;指 定 労

働 時 間 は いず れ もh)。w;(2=1、2、3)な る賃 金 率 の 就 業 機 会 の 数 を くTd(z=1、2、3)と す
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る(図II一 一10)・ 〈Tk人 の 非核 構 成 員 の うち の誰 に最 高       〔皿_9図 〕

の 賃金 率w3が 提 示 され るか は 、 お もに 需要 側 の選 択  μ(/,w・h)

に依存 し、また供給側における就業機会に関する情報

の豊富さの程度や個人間における情報の分布にも依存

                        uClk,wl)する
。                        uCl

k,wa)

 Nk人 の うち!>『彳人 が ω1な る賃 金 率 の 機 会 を提 示 さ μ(lk,w3)

れるが、提示された非核構成員のすべてがこの機会を

受け入れるわけではな く、受け入れて就業するものの    0

比 率 は μ(Ik l w3)で あ る。 これ は図(II-9)の 点w3

の縦 座標 で示 さ れ て い る。

 w2、w1の 賃 金 率 の就 業 機 会 に つ いて も同 様 の こ とが いえ

1
 
2
 
 3

C

C

C

る・ したがって・三種類の提示 された就 業機会に対 して・就Nd
a

業する非核構成員の人員数は、

            μ・Nd3+μ ・Nda+μ1岬  ・
                           N,
である・                    Nd3

 核収入がIkで ある家計グループの非核構成員の有業率は

           (μ・ノ>d3+μ・Nd2+μ1岬)熾

々
～

〔II-10図 〕

就業機会の数

1(核 所得)

                            O    w3 w2   Wl

で与え られる。したが って、観測される有業率曲線はll-9図 の供給確率曲線C1,C2,C3の 加重

平均である。

 一般に、賃金率Wノ である潜在的な就業機会数をくゲとしよう。指定労働時間はすべての機会に共

通に 〃であるとする。潜在的就業機会 ブの中には、賃金率の低いために、供給者が殆ど見当らない

(供給確率がゼ ロに近い)機 会もあるであろう。 この意味で潜在的に存在するにとどまり、顕在化 し

ない就業機会 も含まれていることに注意 したい。臨 人の非核構成員は、それぞれに対して開かれた

潜在的就業機会に直面 しているといってよい(§fi末 補論参照)。 したがって、

                  ノ

                  柔1〈1?=Nle

が成立する。Nk人 中の就業者の比率は、

                   ノ

  2・2 一23)  μo(jk)=Σ μ(lklwノ      ノゴ1)●N・ / Nk

ただ しWiに は μ(lklWi)=0な る もの も含 まれ る可 能 性 が あ る。 これ に 上 の式 を代 入 す れ ば 、
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  2.2-24) 陥)一 孔 μ(Ik吻 ブ)Wタ/射

を得 る。すなわち、核所得Ikで ある家計グループの有業率は、潜在的就業機会の各水準の賃金率に

対する供給確率 μ(Ik ZIJJ)の加重平均であり、加重は潜在的就業機会分布によって与え られる。

 潜在的就業機会の密度分布を連続型として、

  2.2-25)                λ(zo)

とかけば、有業率は

  2.2-26) μ・(lk)一 ∫..μ(lklw)・ λ(w)・dw
                  w=0

と あ ら わ さ れ る 。 あ る い は 、(2.2.6.1-1)に お け る 2.2一].7)式 を 使 っ て 、(2.2-26)式 は 、

  2.2-27)陥)一1一 孤 礎(・ ・w,h)・ λ@)4疎 ・dw

となる。

 潜在的就業機会の密度分布は、より一般的には、指定労働時間の分布を考慮 して、wとhの 同時密

度分布

  2. 2-28)                          λ (w, h)

であらわされる。 したがって、一般的には、核所得Ikな る家計群において観測される有業率 μ建は、

2.2-29)陥)一1一 息 二4:9(1*,w, h)・ λ(w,h)dl・ ・dw・dh)

で 与 え られ る。 この 方 程 式 は観 測 され た 有 業 率 曲線 に 関す る経 験 法 則 の 理 論的 対 応物 で あ る 。 これ を

有 業 率 方 程 式 とよぶ こ とにす る 。

 Nk人 の 非 核 構 成 員 に対 して 開 か れ た就 業 機 会 の 賃 金 率 が 上 昇 す れ ば 、 所 与 の 指 定 労 働 時 間hの も

とで 、d(w, h)のwに 関 す る平 均 値 は 上 昇 す る。 した が って 、 供 給 確 率 の 平 均 値 μo(Ik)(2.2

-29式)は 上 昇 す る こ と にな る。 これ は、DLA法 則 の 第2法 則 と整 合 して い る。

 ま た、 指 定 労 働 時 間 が 短 か けれ ば 短 い ほ ど λ(w,h)のhに 関 す る平 均 は 減 少 し、 所 与 のwの も

とで 、 有業 率 μo(Ik)の 値 は 上昇 す る と い う帰 結 を 得 る。 これ は 、パ ー トタイム 労 働 の 制度 は 賃 金 率

を 引上 げず に 、 よ り多 くの 就 業者 を家 計 か ら誘 引す る働 きを す る もの で あ る こ とを 教 え る。

(2.2.8.2)有 業 率 方 程 式 の 近 似 式

 も し、 す べ て の 家 計 につ いて 、 指 定 労 働 時 間 の 差 が 無 視 しう る ほ どな らば(wとhの 同 時 分 布 関

数 λ(w,h)のhの 分 散 が 小)hk=h(定 数)と お くこ とが 、十 分 の 近 似 を も って 、 許 され る。 さ

らに 、wkの 分 散 も極 め て小 さ く、 よ い近 似 と して  ...wk-w(定数)と お け るな らば 、 wとhを2.2
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ー17)に 代 入 して

  2.2-3・) μ1斗 ∫ ∬k9(1・lw,h)dl・

又 は 、

  2.2-31)        μ2=F (Ik, zo, h)

とお く こ とがで き る。 た だ し μ1は 有 業 率 の 観 測 値 で あ る。 こ こ に、

       aF/al<0, aF/aw>0, ah<0

で あ る。

 A型 家 計 の 観 測 資 料 に お い て は 、 非 核 構 成 員 の 性 が 統 御 され 、 年 令 の 分 散 も比 較 的 狭 く限 定 され

て い るの で 、2.2一 一30)の 近 似 の 妥 当 性 は補 強 され て い る と いえ よ う 。 した が って §IVの 選 好 パ ラ

メ タ の 計測 作 業 に お い て は(2.2-30)式 が基 礎 に 置 か れ る 。

[2.3] 労働市場の順位均衡モデル

 この節では、相異なる規模の企業(群)間 で賃金較差の存在する労働市場のモデルを述べる。こ

こに規模の差 とは,労 働の需要主体(企 業又は企業群)の 間で労働の限界価値生産力曲線の高さに差
       (1)
のあることを指す。

 労働需要者間および供給者間で競争が働 く市場では、 個々の供給主体の労働が等質的(需 要者側

からみて無差別)で あるかぎり、同一の賃金率が成立する。労働が異質的でA・B、C等 のグループ

に分割されている場合でも、需要主体(企 業)ま たはそのグループa、b、 C が、 aはAだ けを、

bはBだ げを、CはCだ けを雇用の対象とし、また、 Aはaに 、 Bはbに 、 CはCに のみ応募する

ならぽ,A、 B、 C等 の各グループについて相互に独立な労働市場が成立し、不競争集団概念で賃

金と雇用の決定メカニズムを叙述できる。

 しかし、労働が異質的でありながら、なおかつ、企 a、b、 C はそれぞれAもBもCも を雇

用の対象とし、供給主体A、B、 Cは それぞれσ、 b、 Cに 対して応募するとい う場合は、不競争

集団概念すなわち相互に独立な市場を設定して、それ らの中でそれぞれ一物一価的に相異なる賃金

率が成立するとい う理論は適用できない。現実の労働市場は、しかし、このような性質をもってお

り、この点に労働市場の理論構成上の一つの基本的な、そして解洗を要する問題点がある。

注(1) この節 は,小 尾 「労働市場 のモデルー賃金較差の発 生と変動機構の理論 」(三 田学会雑誌第71巻 第4号,1978)に 一

  部加筆 した ものであ る。また,こ の モデルを3部 門 と した ときの も う一つの数値実験結果 は桜本光 「賃金較差 と労働市

  場 モデル」(三 田商学研究第25巻 第4号)に ある。
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 ここにい う労働の異質性 とは、労働需要側からみて、個々の労働供給主体間には選択順位に差の

あることを指す。選択順位は、特定作業にかんする経験年数、あるいは就学年数や性等hの 指標と

間接的に直接的に関連しているであろう。これらの条件がすべて共通な労働供給主体の間でも、し

かし、なお選択順位の差が存在しうるし、現存しているとみ られる。実際、職種や性、年齢、経験

年数等の条件を固定しても、なお企業規模間で賃金較差がみられることはよく知られている。この

事実は、上記の条件が共通な労働のグループの中においてもなお個 々の労働の間で選択順位に差が

あることを示唆している。なぜなら、 もし順位に差がな く、どの労働 も無差別ならば、大規模企業

の生産性(労 働の限界生産力曲線の高さ)が高いからといって、それだけでは、相対的に高い賃金を支

払わねばならぬ動機はないからである。

 実際、新規学校卒業者の採用に際しては、支払い能力すなわち生産性の高い企業は、相対的に高

い賃金等の比較的良好な条件を提示して、他にさきがけてより多 くの応募者を集中させ、その中か

ら選択順位の高いものを銓衡して雇用する。これは日常直接に観察される事実である。

 以下においては、選択順位の概念を導入することによって、現実の雇用労働市場の雇用 と賃金構

造の決定 メカニズムに一層接近した理論図式を構築し、その作動性を吟味する。このため、問題の

本質を損 うことな くできるだけ簡単化した、そして自律的なモデルを設定する。

 このモデルは、次の意味で簡単化されている。(イ)雇用労働市場への労働供給源泉は自営 と勤労の

両家計であるが、このモデルでは前者を陽表的にはとりあげない。(ロ)労働需要主体(企 業)の設備投

資需要 メカニズムを陽表的にはとりあげない。(イ)(ロ)の二点についてはインプリシ ットに処理されて

いるが、この二点をエ クスプリシットな図式で補完することは容易である。

 従来、個別企業あるいは一部の企業 グループについてローカルな労働市場を想定し、特定の企業

ないし特定の企業群への個別的労働供給関数の概念を導入して、当該企業ないし企業群にかんする
                          く2)個有

の賃金率と雇用量の決定を叙述する試みがなされている。この種のモデルにおいては、しかし

分析は個別的供給関数自体が、分析の出発点として設定 されている。この関数と主体均衡理論上の

労働供給関数(効用関数から導かれる)との関連は明示されていない。個別供給関数は 寡占理論の 「個

別需要関数」のようG'一 のadhocな 関係式である。個別供給関数は他企業あるいは他企業 グル

ープの賃金率 と当該企業(グ ループ)の 賃金率(多 くのぽあい両者の比)を 変数 としてとり入れている。

しかし、個別供給関数の形が、いかなるしくみで、ある特定の形をとるかについては陽表的に述べ

られていないし、それを述べる基礎的理論構成も用意されていない。自企 Aと 他企業(群)Bの

賃金率の比が当該企 Aへ の供給におよぼす影響(係 数)は、その他の企業(群)C、D等 々の行動

注(2)例 えばPissarides:Labor Market Adjustment-Micro E conomic Foundations of Short.run Neoclassi(al

  and Keynesian Dynamics一.
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               §皿 家計の労働供給の雇用機会モデル

いかんによって、相互依存的に複雑な予知しがたい仕方で変化するであろう。個別供給関数の形も

同様に予知しがたい仕方で変化するであろ う。この意味で、このタイプの理論図式は自律度が低い。

 この稿における理論構成は、個 々の需要主体(企 業またはそのグループ)に 対する個別的労働供給

関数を基本的な方程式とはしない。個別的労働供給関数に相当する方程式は、主体的均衡理論をふ

まえた労働供給関数 と選択順位分布とい う、より基本的な関係式から組み立てられている。そして、
                                                

1個 の労働供給関数(主 体均衡理論から導かれる)と1個 の順位分布関数が、それぞれ供給主体のすぺ
                                                                             

てと、需要主体(企 業)の すべてにとって共通な基本方程式 として設定されている。この意味にお

いて、ここに提示される理論図式は自律的構成をもっている。

〈2.3.1> 労働市場の順位均衡モデルにおける基本的方程式

 連続的非等質的労働市場の順位均衡モデルに必要な基本的な分析概念を述べる。

1 選択順位指標の分布

 潜在的全供給主体(生 産年齢人ロ)に かんする選択順位指標をGと し、Gの 変域を、

        s_<_G<_1

とする。ここに εは任意の十分小さい正の値に定められる。個 々の供給主体には、それぞれGの 個

有の値が附与される。

 Gの(上 限からの累積)分 布関数をレ(G)、 密度分布関数をノ(G)と する。任意の1主 体を採ったと

き、その順位指標が領域dGの 中に入る確率はv'(G)・dGで 与えられる。〆(G)(ま たはレ(G))の

分布形は、まず作業仮説として特定な解析的な形を与x、 それをふまえた分析結果の吟味により、
                     (4)
その形の当否が検証されるべ き性質のものである。

2 労働供給確率関数

 42人の供給主体 からなる所与のグループ において、所与の賃金率Wと 指定労働時間hの 雇用労

働機会を受諾する主体数をn,と するとn'/nは 当該 グループの労働供給の比率であ り、供給確率は、

注(3) ① 小尾 「ケインズ雇用理論 と労働供給」(季 刊現代経済18),② 小尾 「労働経済の基礎理論」(労 働経済学一 季刊労

  働法別冊第2号 一)を 参照の こと。

注(4)一 つ7)probableなv'(G)の 形は,正 常(正 規)密 度分布関数であろ う。す なわち, G=ε ～1の 領域 にGの 含まれ る 確

  率が十分1に 近い ように,                      
Y(G)    E(G)ｱk

a

  の σを定め る。 ここに

   E(G)=12s
であ る。 これ と

   E(G)+ko=1

より,    
1一・         0εk・E(G)k・1   G

  ｰ一2k

k=3を 採れば,0=ε ～1の 間に0の 含 まれ る確率は0.9987と なる。 ここでε=0・01と すれば,0=99/600で ある。
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n→ ・・の極 限 に お け るn/ln,す な わ ちPlim n'/nで 定義 され る。
                  "覇●09

 供給確率は当該グループの労働の最低供給の価格の積分によって与えられる。

 (1) 労働の最低供給価格の分布

 任意の供給主体が、所与の指定労働時間の雇用機会に対して、その賃金率でならば当該機会への

就業を受諾し、それ以下ならば就業を拒否する臨界的な賃金率匠を当該供給主体の労働の最低供給

価格とよぶ。

 労働の最低供給価格(以 下、最低供給価格と略称)は 、したがって、労働需要側が所与の指定労働時

間のもとで、それ以下の賃金率では当該主体を雇用労働に誘引できない最低限の賃金率である。

 最低供給価格は、所与の労働環境のもとでは3個 の条件、すなわち

  1) 当該主体の余暇 と所得にかんす る無差別曲線の形

  2) 当該主体が当該雇用機会を拒否しても保証されている収入水準(保 証収入とよぶ)

  3) 指定労働時間の長さ

に依存してきまる。

 したがって、主体2の 最低供給価格四 は

   (1-1)   ]匹7盛==]墜i厂 (x sc, h,γ`)   (i=1, … , %)

とあらわされる。ここY'xa9は 当該主体aYこ とって雇用労慟に就業しな くても保証されている収入、

hは 指定労働時間であ り、いずれも当該主体の労働供給 メカニズムの上での外生変数である。γ乞は

この主体の余暇 と所得の無差別曲線に固有なパラメタの値の集合(ベ クトル)を示す。rtは 個hの 主

体間で異なる。その密度分布をφ(γ)と する。

 共通な値のx9,す なわちxgを もつ主体のグループを考える。 Wiはrtの 主体間でのちらばりの

ためにちらばる。Wの 主体間でのちらば りは次の条件つ き密度分布

    (1-2) f(】Wlzfl,,の
                              (5)
で あ らわ され る。fの 形 は も ち ろ ん γの分 布 φに依 存 し て きま る。

注(5)分 布 φか らノへの変換 はつ ぎのとお りである。問題 の本質 を損わずに簡単化す るため選好 パ ラメタセ ヅトr'の うち

  ただ1個 のパ ラメタ(ベ ク トルr'の サ要 素)の 値(こ れ をあ らためてrと か く)だ けが供給主体問 で異な り,他 のパ ラ

  メタは主体間 で共通 とす る。 γの密度分布 を φ(γ)とし,任 意 の一主体を と りだ した とき,そ の γの値が,γ の任意の

  二つの値ABI間 にある確率 は

    (・)AfB(・)d・

  で与え られ る。(1-1)式 に xa=xsを 適用 して

    (2)   W厂=・亘厂(X'g,h,γ)

  とな る(た だし添字2を 省 く)。 これ を γについ て解けば,W-1をWの 逆 関数 として,

    (3)  γ==W一'(xg, h., W)

  (3)か ら

    (・)d・ 一(dW一'dWdW
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               §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

 最低供給価格分布fをWの 下限値から所与の賃金率Wま で積分すれば、指定労働時間が乃で賃金

率π の雇用機会に対する当該 グループの供給確率μが得られる。

    (1-3)μ ゴL∫(肺 ・・h)dW一,u(職 調
こ こに μは供 給 確 率 関 数 で あ る。 これ に主 体 nを 乗 じれ ぽ 供 給 人 員数LSが 求 め られ る。

    (1-4)   」Lβ:=n ●μ(Wlxg, h)

 これ はn人 の 全供 給 主 体 の グルー プに 、共 通 な鞠 の値 、x9、 とhの 値 を与 え た と きの 、 供 給 人 員

 LsとWの 間 の関 係 を 与 え る。

 よ り一 般 的 に、xgと 乃が 特 定 の 同時 密 度 分 布 ψ に従 うと きは、

    (1-5)μ(vv)=∫L∫ 二」 誌∫(玖 κのの 幽 ・の4励 ・吻
で与 え られ る。 こ こにabとcdは そ れ ぞれ 指定 労働 時 間hとxqの 分 布 の下 限 値 と上 限 値 で あ る。

 前 項[2.2]迄 は主 と して臨 界 核 所 得 概 念 を中 心 に分 析 を進 め たが 、最 低 供 給 価 格wは 、 当 該 供

給 主 体Uが 所 与 の保 証 収 入 水準xgの もとで 、企 業 か ら賃 金 率w、 指 定 労 働 時 間hの 就 業 機 会 を提 示

さ れ た と き 、 そ れ を受 諾 す るか 拒 否 す る かの メカ ニ ズ ム を叙 述 す る の に便 利 な概 念 で あ る 。A型 家

計 の非 核 構 成 員(妻)に と ってxgは 核 所 得1に 相 当 す る 。A型 家 計 で は 、 したが って 、 σ(妻)

が所 与 の 核所 得1と 雇 用 機 会(w,h)を 提 示 さ れ た と き 、こ の機 会 に対 してw>wな ら就 業 、 w<

wな ら非 就 業 を選 ぶ 。臨 界 核 所 得1*と 最 低 供 給 価 格 は密 接 不 可 分 の 関 係 にあ る 。A型 家 計 に っ い

て い え ば §II〈2.2.2,〉 の(2.2-6)式

  (a) 1*=1*(w,h,a,,… …, cz n)

に お いて 、 左 辺 の1*を1に お き 、1=1*(w,h, al,…, an)をwに つ い て解 くと そ の値 は最

低 供 給 価 格wに ほか な らな い。 故 に 、

  (b) w=1*(一1)(1,h,a,,…, aπ)

た だ し1*(『1)は 関数1*の 逆 関数 で あ る 。((b)を1に つ い て解 け ば 、 所与 の 賃 金 率w とhの

も とで の 臨界 核 所得1*が 得 られ る。)

 A型 家 計 に おい て は、(1-3)式 のxgを 所 与 の 核 所 得 階 層 の核 所 得1と よ む こ と に よ っ て,

(1一一3)は 供 給 確 率 方 程 式(2.2-18)式[§II(2.2.6)]に ほか な らない ことが わ か る。

〈2.3.2> モ デ ル の概 要

 i部 門 の 生産 関 数 を,

   (2一・)9尸F¢ ・δ轟)ん;パ ラ・蝶 合 論 囓 〉・・

とす る。 た だ し、G,minz をi部 門 の雇 用す る順位 指 数 の最 低 の 値, G{maxを 最 高 値 とす れ ば 、

   (2-1') 0尸0乞(G`,minL,GEmaR).
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供 給 確 率方 程 式 を

   (2-2) μ=ICt(W,烹)  7;パ ラメ タi集i合

とあ らわ す 。選 択 順 位分 布 関 数 レを

   (2-3) レσ=レ(G),

   (2-4)   ε≦G≦1

とし,潜 在 的 供給 主 体 の総 数 をNと か け ば 、順 位 指標 の値 がG以 上 で あ る主 体 数Naは

   (2-5)   ノ>G=N● レG=ノ〉.レ(G)

で 与 え られ る。i部 門 へ の順 位 指 標G以 上 を もつ 供給 人 員 数LiSは した が って,

   (2-6)   Li8==N・ ・レ(G)● μ(W,烹)
                            く  

とな る。 ここに順 位 分 布 関 数 レは 各企 業(部 門)に 共 通 とす る。

 1.leaderの 行 動

 こ こにIeaderと は 所 与 の計 画 生 産量Q`の も とで,他 よ りも高 い賃 金 率Wtを 提 示 して(指 定労
                     くアラ
働時間所与)、優先的に応募者を集める主体を指す。企業は、Q`を 達成す るために・労働の選択順位

Gと 雇用量Lの 間に代替的な選択の余              図1

                      賃金率地がある。図1の 第4象 限の選択順位

指標分布曲線 〔(2-5)式〕の示すとおり

応募する労働のうちの最低選択順位指

数 Giminの 値(leaderに ついては添字i

を1と かく)を 低くすれば、leaderへ

の供給曲線S`S〆 は右へ向かって伸び

た形にな り、所要の労働量をより低い
         く  

賃金 率 で 誘 引 で きる。 そ のか わ りに生

産 関数(2-1)か ら明 らか な とお り、

 (最低選択順位の より高いばあい よ り)よ

り多 くの人 員 数 を 必要 とす る。

Gimin以 上 の順 位 指 数 の労 働 の応 募 人 員 数Lσtmigeは、(2-5)式 と(2-2)式 か ら、

   (2-6,)  Lθtmin=NtGl min・ μ=1V・ レ(Gimin)・ μ(レVt, i)

a
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Glmin ___ 一 一 一 一 一 一

1
選捌槓位指標分布v(G)の 曲線

G 1

注(6)選 択順位分布関数が企業間 で著 しく異なることを示唆す る事実 は見 られない。む しろ第一志望のA企 業に採用 された

  応募者は,あ わせて応募 したB,C,… 等か らも採用通知を受けるとい う事実が多 く見 られ る。す くな くとも分析の現段

  階では りは共通 とい う設定が採用 され るべ きであると考える。

注(7)本 稿のleaderとfollowerの 概念は,寡 占理論におけ るそれ とは異なる。
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                 §II 家計 の労働供給 の雇 用機会 モデル

で あ り、 賃 金 Waの 関 数 と な る((2-6)式 は 図3の8`S〆 で!Vσ`minは 図 の0～1>minGl で示 され る)。

 ユeaderの ば あ い(2-1!)式 の0¢maxは1で あ る か ら,(2-1,)はGa=Ga(Gtmin,1)と な る 。 こ の

関 係 と(2-6ノ)と(2-1ノ)を(2-1)式 に 代 入 す る と、leaderの 生 産 関 数 は

    (2-1")Qa=F〔N・ レ(0`mi几)・ μ(u!`,互),0`(Glmin,1), Al〕

と な る。 こ こ に 添 字iを1に 変 え た の はleaderで あ る こ と を 示 す た め で あ る 。

 費 用 の 定 義 式 は 、(2-61)式 を 代 入 し て ・

    (2-7)  C`=Co`十WaLca min=Co十Wt・N・ レ(Glmin)・ μ(Wl,7)

と な る 。C。aは 固 定 費 で 所 与 とす る。

  (2-1")式 に お い てQ`を 所 与 と し て 、 制 約(2-1")の も と で(2-7)を 最 小 に す るWtとGtmtn

を 求 め る 。

    (2-8)ψ ・一C・+々{Q厂F[N・ レ(・・m'W(嚇 ・δ・(・・m'nls)・Al]}

にお い て、kは ラ グ ラ ンジsの 未定 乗 数 、0`は(2-7)式 で与 え られ る。方 程 式

    (2-9)1農m、 。一論 一・

か らkを 消 し て(2-1")式 と連 立 し てGlminと 確`に つ い て 解 く。 解 をGl*,躍`*と か け ば 、 Lpを 順

位 指 標 分 布 関 数(2-3')式 の パ ラ メ タ集 合 と し て 、

    (2-10) G`*=Gt*Go,7, Al, Q`)

    (2-11) Wt*=Wt*wo, d, At, Qt)

と あ ら わ され る 。 こ れ が ・leaderの 選 択 す る 最 適 の 賃 金 牽 巧1`*と 選 択 順 位 指 標Gti*の 値 で あ る 。 雇

用 量Lca minは(2-10)、(2-11ノ)式 を(2-6ノ)式 に 代 入 し て 求 め ら れ る。 こ れ をG、 W、 LYE.か ん す

るleader:解 と よぶ こ と に す る 。

 2. followerの 行 動

 fo110werが 選 択対 象 とす る最 高 の選 択 順 位 の労 働 はleaderに とって の最 低 選 択順 位 の労働 の順

位指 標 の値Gtminを も って い る。followerの 選 択対 象 とな る最 低 の指 標 をGfmsAと すれ ば 、0ノ皿ipか ら

注(8)図1の(人 員単位の)供給曲線SrS〆,5ノε〆@を 所与として)は 保証収入xeに 依存して変位する。労働供給の実証

  的理論から知られている事実として,供 給主体 グループが女子であるぽあいは,そ の保証収入xgは,女 子の属する家

  計の核構成員(成 年男子)の 収入(指 定労働時間を所与とすれば賃金率)に 相当する。そして女子供給主体グループの

  供給曲線は,成 年男子の賃金の大小に応じてそれぞれ左方,右 方へ変位することが知られている。この事実をふまxる

   と,労働供給量はまず性別に分割して把握されることが必要である。すなわち供給関数(2-6)を 男子 ・女子のそれぞれ

  について設定し,女 子の供給関数におけるx8は男子賃金で代置されることになる。また,企 業は男・女労働を併用する

  から,生 産関数(2-1)の 労働投入量も性別に分割して導入されることになる。その結果,図3を 男子および女子の各市

  場ごとに画くことができる。この稿は,相 異なる規模の企業(又はそのグループ)間の賃金較差の発生と変動のメカニズ

   ムのもっとも基本的な要素である選択順位指標(性を固定しても順位指標差が存在する)の導入が中心課題であるから,

  市場の性別分割は陽表的にはとりあげない。しかし,こ のモデルを性別に分割することは容易である。
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Gaminの 間 の 指 標 を も つ 供 給 主 体 数 がfollowerの 選 択 対 象 人 員 Nafmtnと な る 。こ れ は 、(2-5)式

か ら  (2-12) 2Vσ ∫蹠in=2V.レ(Gfmin)一N.レ(GLmin)

で 与axら れ る 。 これ は 図3のNGlmin～!Vσ1加mで 示 さ れ て い る。

 foUowerへ の 応 募 者 数L1は

   (2-13)乙 σノm'n=IVσ ノmiu・,u=N・[・(σ ノm'n)一 ・(0、m'n)]・,u(Wf,カ

 こ こ に 添 字.fはfollowerを 示 す 。(2-13)式 を(2-1)式 に 代 入 す る とfollowerの 生 産 関 数 は

   (2-14)  Qf=」F{1>・[レ(G/min)一 レ(0`*)]・ μ(Wf,支), Gf(Gfmin, Gt*), Al}

と な る 。 費 用 はC。fを 固 定 費 と し て 、 LfyY(2-13)式 を 適 用 し て 、

   (2-15) Cノ=Coノ 十Wf.Lf=Caノ 十WfN[レ(Gfmin)_レ(Gl*)].μ(W!,ヵ

で あ る 。

 (2-14)式 を 制 約 条 件 と し て(Qf;所 与)、(2-15)式 を 最 小 に す る 。 そ の 条 件 は

   (2-16)   ～o∫==Cf十jl[Qf-F{   .    }]

と お き,

   (2-17)∂8タ ・・一 続 一・
であ る。(2-17)式 か ら ラグ ラ ンジ ュ乗数 ブを 消 し、 これ と(2-14')式 を連 立 してGfmtnとW,yY

つ い て解 く。 解 をGf*、 Wf*と か けば 、

   (2-18) Gf*=Gf*(v。,7,ノ4ノ, Qr, Gl*)

   (2-19)   Wf*・=Wf*¥YO,り1, Af, Qr, G l*)

 がfollowerの 最 適 な賃 金 と最 適 限 界選 択 順 位 で あ る。 Lfは これ らを(2-13)式 に代 入 して求 め ら

れ る。(2-18)、(2-19)式 をfo110wer解 と よぶ こ とに す る。

 部 門が 多 数 あ ると きは 、順 次Wの よ り高 い 部 門 を1eader、 低 い部 門 をfoUowerと して 扱 え ば よい。

 複 数 の 部 門(又 は企 業)が 互 い に そ して 順 次 にleader～followerの 関 係 に お いて 市 場 を わ けあ

う(図1に 示 す よ うな)状 態 を 順 位 均 衡 状 態 と よぶ こ と にす る 。

〈2.3.3> 単 純 モ デ ル の 設定

1 基 本 方 程 式

(1)生 産 関 数

生 産 関 数(2-1)とG,関 数(2-1ノ)を

   (3-1)  Q,==・biLiαi(Gi)「t,  αt>0 γt>O  i=1,2,3,…

                      

   (3-1ノ)   Gi==(Gi+1・Gi)v,  Gi+1<Gt
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と特 定 化す る。 た だ し、Giはi部 門 が選 択 対 象 とす る供給 主 体 の うち最 高 の選 択 順 位 に位 置す る主

体 の順 位 指 標(Gimax)で あ り、Gi+、は 同 じ く最 低 の順 位指 標(Gimtx)で あ る。

 (2)順 位 指 標 の 分 布関 数

 問 題 の本 質 を 損 わ ず に も っ とも 単純 化 して示 す た め に、 順 位指 標Gの 分 布 関数 レをGの 線形 関数

に特 定 化す る。 す な わ ち、

    (3-2) レ(0)=v。+レ 、G.(v。,レ 、は定 数)

 レ(G)は 供給 主 体 数 の 中 に 占め るG以 上 の順 位 指 標 を もつ も のの比 率 で あ る。

 まず 第1順 位(最 高順位)の 供給 主 体 の順 位 指 標Gを1に と り・最 低順 位 のそ れ を十 分 小 さい 任 意

の値 ε(0<ε<1)と 定 め る。 順 位 指標 分 布 り(G)の 性 質 か ら明 らか に、

        G=ε の と き レ(G)=1

    (3-3)        G
=1 の と き レ(0)=112V

で あ る。(3-3)を(3-2)に 適 用す れ ぽ 、

    (3-4)・ … 一(・ 一寿)/(・一・)

    (3-5)・ ・一・+・(・ 一寿)1(・ 一・)

である。したがって分布関数(3-2)は

                  1    1

    (3-2i)・(・)一 ・+1≦興)'一 ttiiltl)g,G
  く  

とな る 。

注(9)Gの 密度分布を矩形分布 と設定した ことは,互 いに隣 りあった順位 の二つ の主体間の指標の差が等間隔に 目盛 られ る

  ことを意味している。主体 の総数 をNと すれば,第iとt+1番 目の主体の順位指標 の差 は(1一 ε)1(1》一1)で ある。G;>G,+、

と して,

また

(1)に よ り,

とかけ ば(3)と(2)か ら

(1)と(4)か ら

(5),(6)か ら

(1) α 一G,+、=(1一 ε)/(N-1)

(2) レ(Gj+ユ)一 レ(G)=1!ハ 乙

(1つ α 一α.・+1-eN-1

(3) dv≡ り(G,+、)一 り(α)

(4)  dG-G,tI-G,

(5)  Gv=1/ハi

(6)   d(;==一(1一 ε)/(ハ厂一1)

(・)GvdG一 一(1-1N)/(1一 ・)

したがって,分 布 曲線は勾配が(7)の 直線 となる。その方程式 は,v・ を定数 として,

        ・(G)=vo+[(1-N)/(1一 ・)]G.

 また,G=eの と きv(G)=1で あ るか ら,

       恥一1+(1-11V)・/(1一・)

 したが って,

     (8)v(G)=1一{一el l-N)/(1-e)一(1-N)lle G
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 ここで
              1            ε=万

と定めれば、(3-2,)は

   (3-2〃)・(G)一1+1N-G

の形 に な る。Nは1よ り十 分 大 きいか ら、 高 い 近 似 で 、 順 位 指 標分 布 関数 は 、

   (3-2"') レ(G)一1-G

とあ らわす こ とが で きる。

 順 位 指 標Gが 所 与 の値G」以 上 で あ る主 体 N(G≧0,)は

   (3-6)   N・ レ(0,)

で求 め られ る。レ(Gf)に(3-2,)式 を 適 用 し て

   (3-7)N(・ ≧・・)=N匸1+(1N)、E-E一(・1^N)、1、 ・,]

とな る。 ε=1/Nと 定 め て あ る か ら、

   (3-T)   N(G>_Gf)=N十1-NGf=N(1-Gf)十1

十 分 高 い 近 似 で 、(3-2"ノ)か ら、

   (3-7")   ノV(G≧Gf)二=ノV(1-0,)

とな る。

 (3) 供 給 確 攀 関 数:

 供 給 確 率 関 数(2-2)を

   (3-8)   μ=20十 え■レ7

と特 定 化 す る。 こ こに、

   (3-9')   λo<0,λ1>0

が 要 請 され る。

 μは供 給 確 率 、Wは 賃金 率 。 供 給 確 率 方程 式 に は最 簡 単 な 近 似 とし て線 型 関数 を 採 用 した。 こ の

こ とは最 低 供 給 価 格Wの 密度 分 布 を 矩 型 分 布 で近 似 す るこ とを 意 味 して い る。

 供給 確 率 関数 μは 確 率 分 布 の 性 質 か ら、 もちろ ん

        0≦ μ≦1

で あ る・(3-8)式 に お い て・ μ一・ の と きW一 一 で あ るか ら

        W≦ ゆ では μ一〇,
           ノ1

        W≧≒1・では,u=1.

        一寒く欧 ≒タo
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に お い て は(3-8)式 に し た が う。
                        μ

 一2。/2、の値 は最 低 供 給 価 格 の 密度 分 布 の:最下

限 値V'相 当す る。 最 低 供 給 価 格 の 性 質Y'よ って、

        」}>0.
         λ1

すなわち、λ。とλ、は異符号であることが要請さ

れる。 また、分布の性質からa、>0。 ゆ え に

.?。<0で ある。供給確率曲線は図4の ように示

される。                        一
                           λ1

図2

ユ

昌

i

i
0  一 λo

1

                   ,四
一 λo

λ1

2 1eaderの 行 動

 (1)基 本 方程 式

 leaderの 生 産 関数 を、(3-1)式 に添 字1を つ け て

    (L-1) (冫`=biLiat(Gの γ霧

と あ らわ す 。 こ こに 、(3-11)に よ り

                             

    (L-2)Gt=(Gtmax・Gimin)2;Glmax =1

で あ る。(L 一1!)式 を(L 一1)式 に代 入 し て(Gtminの 添字minは 略す)

    (L-1・1)Q、 ・・b、(G、m・x)壱・IL、・、G、壱・・==blLsal Gt・i

 leaderの 生産 費 は、

    (L-2)  Ci=VViLi十COl

 (2-6)式 に対 応 す るleaderへ の 供給 人 員 数(応 募者数)は

    (:L-3) Lls ・Al'(1-G∂(λ 。+2、%)… …leaderへ の有 効 供給 人 員 数

 leader部 門(企 業)へ の有 効 供給 者 は最 低 限G`の 選 択 指 標 を そ な えた 供 給 者 で あ る6

 計 画生 産 量Q`を 所与 と して,(L-3)式 を(L-1)式 に 代 入 し て,

    (L-4) Qi=bt{亙(1-0の(20十21 VVI)}at Gi善 「t

を得 る。(Gm。x量 「1 ・1で あ るから省いてあ る)

 これ を 制約 条 件 とし て、 コス ト(L-2)式 を 研`と0`に か ん して最 小 にす る。 そ の結 果次 を得 る。

    (L・一5)2・(α1+告 γ・)G・+2・(α・+γ1)鍋 一冱脇 一去 γ・あ一・

 こ の関 係 と(レ4)式 を連 立 して 、GtとW`の 解 が 求め られ る。

 (2)基 本 方 程 式(L-4)(L-5)の 図示

 生 産 関数(レ4)式 と均 衡 方 程 式(L-5)式 を 連 立 してGi, W`に つ い て 解 を 求 めれ ば 、 これが

leaderの 選 択 す る順 位指 標 と賃 金 率 の値 で あ る。 この解 の個 数 は1個 で あ り、 解 は 一義 的 に求 め ら
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れ るこ とを 示す 。

 (イ)生 産 関 数 の グ ラフ

(L-4)は 図3のJNRPM曲 線 で示 され る。(L-4)式 をWY`っ い て解 くと

   (レ6)Wa=G〆 、譲 、一。、)一鬚

ただし,

        H≡圭(Q呂∂z)-1"iN>・
で あ る。 この式 でWLが 極値 に な るた め のGlの 値 は 、 dWl/dGl=Oか ら求 め られ る。す なわ ち ・

   (L一一7)_rtGi 2ati+ra(図 の点Rの 継 標)

 このQの 値 に対 す るWtの 値 は(L一?)式 を(L-6)式b'代 入 して・

   (L-8)Wl= Hrt rlZal+rl/2a1(galgal-E-ri)一楚

となる。(図の点Rの 横座標)

   (レ6')黔 一〔α義ご α)〕jrL21Zal(嵩→(1一(隔)+(繊(口1)}

であるから・欝 ・の正負は{}の 正Y'よ る・すなわち・

            G,〈2α 翫 ならdWtdGl<・

            GL>2α 翫 ならdWtidGt>・

 また 、Ga=1、 oの と きdWl/dGa=。 。.ゆ え に(L-4)式 の 曲線 は点NとPよ りも先(破 線)で は ・

Ga=1とGl=0に 漸 近す る形 に な る。 しか し、 理 論 の課 して い る制 約 か ら、 Gtの 有 効 領 域 は 限定 さ

れ 、1>ノ とPMの 部 分 は 水平 線 であ る。 これ は 、 CL-4)式 が含 む 供給 確 率 関 数 の 性質 か ら出 て くる。

す なわ ち 、

            一知く欧 圭一麹
な るWの 範 囲 で供 給 確 率 μは 、j_t=a。+え」γに従 う(J。<0)。 こ の下 限 よ り下 で はμ=0、 上 限 よ り上

で は 同 で あ る訊 が1_ao
X21),iよ り大 きけれ ばGlは(L-4)式 に よ り・ 臘 とな る・ この 定数

は2つ あ り、 大 きい方 は点Nの 高 さ、 小 さい方 はPの 高 さであ る。

 な お(L-8)式),YY`お い て 、 H>0で あ るか ら π 呂の最 小値(図3のF点 の値)は 、 供給 供 確 率 関数 に

おける(・〉・なる物 下限磯 よりも大きい・

 (ロ)均 衡 方 程式(L-5)の グ ラフ

 (:L-5)式 は 基 本 的 には 双 曲線 であ る。(L-5)式 を か きか えて 、

 (L-5ノ)   KIGa十KZGLWI十K3 Wl十Ko=0

(L-5・ 一・)細 ・(ｫL+2rt) …K1<・(J,・<・)
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   図3 1eaderの 解 のゲ ラフ
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   (L-5ノ ー2)  K,≡ λ1(αt十 γt)      .●. K,>0

   (L-5!一3)   K3≡ ≡γ121               .●.  K,<0

   (L・一5・一4)作 一告γ・2・  ∴K・ 〉・(2。<・)

(L-5')を 標 準 形 に な お す と、

   (L-5")一(・1+爰)(恥 爰)一爰一讐

                         く   
K・K・K2 K・ ¥ftの 正 負 は次 頁 の表 の よ うに な る。

注(1・)佐 告 難 一、藩 黔 ・また・・<・

  で あ る か ら,Mく0. Ka, K1, K,, Keの 関 数 はKo/凡=一 γ'え。/[2λ、(α'+rl)],

   x,/xa=C(・'+12rl)/(・c+rJ)]〔AO/n1J

   Ke/K,=一rrl(α'+r!),と なる。 これか ら表の符号が求め られ る。
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Ka KY KZ Ks 瓦1亀座
    一

K。/K、 KIK3/K22
(Ko KIK3KZ_K22)一M

20<0 十 一 十 一

l l ■ 一1一 i+ 一

2・<・廟 してM≡ 籍 爰← 〈・であ り,爰 と爰 はどちらも上の表から負 である・したがって・

これらの条件から・IK・/K・1>〈・なる2つ のケースが考えられる・がしかし・K・IK・一
α識 である

か ら、IK,/K21<1で あ る こ と が わ か る(γ1>0,α1>O)。

 ゆ え に 、1K,1K21<1の ば あ い に つ い て 図 示 す る 。 こ れ は 、(L-5!一2)と(L-5'一3)か ら

        トγ畝(α ・+・rl)Hα葺廴1<・
の ば あ い で あ る。

 (L-5)式 は図 のAB曲 線 とCDG曲 線 で示 され る。 漸 近 線 はSTとUVで あ り、 STの 位 置 は、

明 らか にRFよ り左 側 にあ る。℃ゆ え に 、生 産 関数 の グ ラ フはABと は交 わ らない 。 またUVはPM

よ り上 方 に あ る。 した が って 、 連 立方 程 式(レ4)CL-5)の 根 は 明 らか に 唯 一 組 で あ る。 生産 関

数 の カー ブはC1)Gと1点 で交 わ る。

 この交 点○ 印 を求 め るに は 、Eか らDま で のGtの 値 の 中 か ら 探 せ ば よい 。 EとDに お け るGiの

          く   

値は図に示すとお りである。

3 followerの 行 動

 (1)基 本 方程 式

 1eaderは 、 す で に最 低 限Glの 順 位 指 標 を もつ 労 働 をN(Gl)=(1-0のN 人 選 択 しお わ ってい

る。N(G`)_LLs人((L-3)式 参照)は 、最 低 供 給 価 格 がWl以 上 の主 体 で あ るか ら、 Wl以 下 の 賃

金 率 を提 示 す るfollowerの 選 択対 象 とは な りえ ない 。 した が ってfollowerの 選 択 対 象 とな る労

働 主 体 数 は、

   (F-1) N(0)一 ノ〉(G`)=(1-G)N一 て1-G`)ハ 厂=(G`一G)ハ 厂

で 与 え られ る。 た だ し、followerに つ い て は変 数 の添 字!を 省 略 し てあ る。Gはfollowerの 選 択

対 象 とな る労 働 の うち の最 下 限 の順 位 指 標 で あ る。

 供 給 確 率 関数 はleaderに 対 す るの と共 通 で 、

   (F-2) μ:=λo十)1W

で あ る。

注(11)具 体的にはEか らDま でのG'の 値を(L-5)式 または(L-5')式 に代入 してWiを 求め,ま た(L-4)式 にお なじ範

  囲のG1の 値 を代入 してWiを 求 め,二 つのWiが 互 いに 一致す るG'を 求めれば よい。
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                §皿 家計の労働供給の雇用機会モデル

 イ)followerの 生産 関数

 生 産 関数 は、

                              ヨ

    (F-3)  Q=∂Lα(G)α;G=(G`・G)za

ゆ え に,

             ア     ア

    (F-3!)   Q= bGi7LaG7

で あ る(α,γ,bは すべてfollowerの パ ラメタの値)。

 ロ)followerの 均 衡 方程 式

 followerへ の有 効供 給 人 員LSは(:F 一1)式 と供給 確 率 関数 か ら

    (F-4)  乙s=・(G`一G)N(20十 λ1 W)

で 与 え られ る。 コス トは 、

    (F-5)  C=陀 乙十Co == W(G`一G)N(20十21 W)十Co

であ る。C、 W、 乙、C。は い ず れ もfollowerに か ん す る値 で あ る。

  (F-4)式 を(F-3ノ)式 に代 入 して

    (F・一3u)(?。=bGiY(G厂G)aNa(2。+R、 の ・G壱γ

た だ しQは 所 与 とす る。

  (F 一3 't)式 を制 約 に して(F-5)式 の コス トを 最 小 に す る

    F・・ VV(GI一 ・)N(2・W)+C・ 柳{Q一 ∂・ISγ(・1一・G)・Na(2・W)・G9γ}

aF

aG一ｰか ら

    (F-6)一WN(2・+),・ 助 一勉壱γ醫 δ孚あ αO Q

aF

ativ-0か ら

    (F-7)(Gt-G)N(a,・+22∬)一 勉〉。拿搬

 (F-6)式 と(F-7)式 か ら ラグ ラ ンジ ュ乗 snを 消 して 、次 の均 衡方 程 式 を 得 る。

          一W去 γ(G厂G)一 αG
    (F-8)        π諏=} Gaa

、

 (2)基 本方 程 式 の 図示

 (イ)followerの 生 産 関数 の グ ラ フ

 followerの 生 産 関 数 は

    (F-3〃)Q一 ∂0、垂γ(0厂0)・Nｰ(2。+.?、 の ・0垂γ

の グ ラ フは 図4のJ'N'R/Pノ ルク で示 され る。 まず(F-3rr) .式をWに っ い て解 く と、
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'

図4 followerの 解 の ゲ ラ7

αγ{鵬 一2ｫ+y2a(2a+2aう(馴 孟一者λ。・}

㈲ 脚 警(謝(働 湯 緬γr

LG           ユ,_麺
        S'C'        λ1 λ1

     1

     G1

秀r藹G・

藜 ≒γG・

     0

1.{ 1
レー一 一 一 一 一 一 一

び

ユ 眇  1 ,_一 一一 一一一噛噛
 ll   亙1!'               J'
 i i

口 根 l
 I l      l
 l l      i

凵亙 }     G"V'
A'
一 一 幽 嗣 讎 一 鱒 一 輌

     B'T'

 ii

 i
_↓_

 i i

  I

 l l

 i l
 i i

 I l

     i

R'    I

     ii
     ii
     Ip'

     「 一_一_一 一   M'
恥/

・《 ,W

 『   一 一

  2.h

十 號(舗
   πα窖(地 2a.)(孕 艶 一砦

七癖 課)

た だ し、

(F-10)  W=    π  _坐

(o厂G)rG Z4 λ・

    (F-11)H・ ≡(∂籌r)1a・ 孟
で あ る。

dW

dG一 ・ を 求め る と、 図4でWok minの 値 を与 え る ・の値

    (F一・2)G=a十1rGc(図4の 賄 の縦座標)

が 求 め られ る。 これ を 上 のwの 式(F10)に 代 入 して 、

              2a十7

    (F一・3)匹FG厂 一2a(2a+T2a)(2a+rr)換

J'1V'.、 P/M'の 水 平 部 分 が あ る のは1eaderの と きと同 じ理 由 で あ る。 N'とPノ お にけ るW'の 値 はW
』

の上 限値(供 給確率が1と なる値;(3-8)式 参照)
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        1 20        π一兀

で あ る。

 (ロ)followerの 均 衡 方 程 式 の グ ラフ

 (F-8)式 は 整 理 し て

   (F-8つ  .み0十 ノZGW十 ノsW十 ノo=0

た だ し 、

   (F-8'一 ・)Jo≡ ÷ え・γ・・ ∴Jo>・(2。<・ に よる)

   (F-8'一2)Ji≡2・(α+告 γ)∴,li<・(a・<・ に よる)

   (F-8ノ ー3) ノ2≡)1(α 十 γ)    .'. ノ2>0

   (F-81一4) J3≡ 一;1rGl    .●. ノ3く0

で あ る。(F-8ノ)式 を 標 準 形 に な お す と、

   (F-9)一(G+J)(W+J2/JZ JZJ3

 右辺 の符 号 は2。の 正 負 に よ る。ノ。<0だ か ら

    雌 舟至鼻 幕舞 く・
 また13/J2の 値 は 、(Gt<1を 考慮 して)

IJ3/JZI=1+rl<・

以 上 を ま とめ て示 す と、 次 表 の よ うにな る。

,ji J2ゐ
J2 JZ IJｰM'十JII3

2JZ一遥畿 ・

20<0 一 十i一 一 一 一f一 一

 均 衡 方 程式 の:解の 領 域 は1eaderの ば あ い と ま った く類 推 的 で あ る。

 均 衡 方程 式(F-8!)は 、A/B1とC,Z)ノG!の2本 の 曲線 で示 され る(〔 図4〕参照)。 S'T'の 位 置 は 明

らか にR'F'よ り左側 に あ る。 生 産 関数 は 、 した が ってA/Bノ と は交 わ らな い 。 またU'V'はP/M'よ

り上 方 に あ る。 ゆ え に 、生 産 関 数 の カー ブはC'D/Gノ とた だ一 点 で交 わ る。 根 は 明 らか に 一 つ だ け

で あ る。

 以 上 は 、 労 働 市 場 で 賃金 較 差 の最 上位 に あ って相 対 的 に 最 も高 い 賃金 率 を提 示 す る部 門(企 業)

と、 これ に っ つ く第2位 の部 門 の関 係 に つ い て で あ る。

 第3位 以 下 の 賃 金 率 を もつ 任 意 のi位 の部 門 に お い て は 、 隣 接す る上 位 のZ-Z位 の部 門 のWと

Gに か ん す る解 を2位 の部 門 に 対 す るWtとGlに 相 当す る もの とみ な し、 GとWのfollower解

を(F-8ノ)式 と(F-10)式 を連 立 し て求 め れ ぽ よい 。
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〈2.3.4> 単 純 モデ ル の 適 用

1 数 値 実 験 に よ るパ ラ メ タ の決 定 につ い て

 単 純 モ デ ル は 、適 切 な実 験 計 画 を添 付す る こ とに よって 、 産 業 と規 模 間賃 金 較 差 と雇 用 量(順 位

均 衡 状 態)の 時 系 列 的 変 動 パ タ ー ンの 解 析 の 目的 に対 して適 用 す る こ とがで き る 。

 こ こで は 、特 に モ デ ル の添 字 ゴを 産 業 あ るい は規 模 等 と 特 定 化 せず に 、%個 の需 要 主 体(企 業又

はその グループ)1,2,… …,i、i+1,… …nに か ん す るQit, Lit,肌`(tは 観 測の単位期 間を示す)の

                                             ぴヘ       ム

観測値系列が与えられているものとする。観測値Qi.t, Lit,骸`に 十分近似した理論値Qit, Lit,骸`

をモデルから発生せめしることが要請されることはい うまでもない。適切に推定 されたパラメタの

値のもとで観測値 と理論値がよい一致を示し、かつ理論の内部的整合性(後述2)が パラメタにょっ

て充足されていればモデルは検証に合格 したものとみなされる。

 Giの 観測値は次の手続きで求められる。

 まず、各部門 脅こ共通なパラメタの値を与える。これらは供給確率数 の2。とろおよび順位分布関
                              く  ラ
数 の り。=レ、=1で あ る 。λ・とλ、の 値 は 労働 供 給 理 論 に従 って 推 定 され る。Nt(観 測値)も 与 え られ る。

                                      くユヨ 

 供 給 曲線(既 知)が 図1のAt、Aノ(既 知)を 通 る こ とか ら, NGtminl>:σrminの 値 が わ か り、 v(0)曲

線(既 知)上 のGIMi"Gfminの 値 が各 時 点 に つ い て わ か る。これ を 用 いて(L-1〃)(F-3')か らleader

とfollowerのb、 α、γの 第1次 近 似 値 が 推 定 され る。以 下 に お いて は叙 述 の簡 単化 の た め にn-3と

す るが 、 任 意 の πの ば あ いに 適 用 で き る。

 (1)数 値 例 の計 算 手 続

 3個 の部 門 σ=1,2,3)に か んす るleader followerの 決 定 に つ い て

① 任 意 のセ ク ターiを と り、 これ をleaderと す る。 例 え ば部 門1を1eaderと す る。 この部 門 に

 つ い てleader解 を 求 め る。

② 次 に 残 りの セ ク ター の うち一 つ を 第2位 の 部 門 と し て、followerの 第1番 目とす る。 部 門2

 を これ に あて た とす る。follower解 を 求 め る。 こ の と き、 部 門1の1eader解 が 計 算 上 の前 提 と

 な る。

③follower解(② で得られた)と ① のleader解 を比 較 す る。 follower解 のWとGがleader

 解 のそ れ よ り低位 に あれ ぽ 、 ② の 解 は 一応 受 け容 れ られ る。

④ ② で 求め た 解 を、 残 りの部 門(こ の例では第三部門)に 対 す るleader解 とす る 。第3部 門 につ い

注(12)雇 用 機 会 モデ ル に お け る供 給 関 教 の線 型 近 似 と して 。

 (13).1VGrmtn(え 。+え、η「')=Lr,,(NGfmin-NGImin)(完 ・+λ・恥)=Lt(i=1,ノ とお く)か ら各 時点 のNGrminNG/mi.が 求 め

  られ る。
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 てfollower解 を 求 め る。

⑤ 前 項 ④ の 解 に つ い て、leader解(第2部 門)とfollower解(第3部 門)に お け るWとGを 比較

 し、 第3部 門 に対 す る1eaderと み な した 第2部 門 の解W、 G、 よ りfollowerと み な した 第3

 部 門 のそ れ の 方 が低 けれ ば 、 こ の解 は 受 け入 れ られ る。

⑥ ③ にお い て 、WとGの 解 がfollowerと み な した 部 門 の 方 で よ り高 い とい うと きは 、① の選 択

 (第1部 門を1eaderと した)が 不適 切 だ った の で あ るか ら、 こ の ケ ース を棄 て 、 第2部 門 また は 第

 3部 門 をleaderと み なす ケ ー スを 試 み る こ とに な る。

⑦ ⑤ にお い て 、 解 が 受 け入 れ られ な い と きはfollowerの 選 択 が 不適 切 だ った わ け で あ るか ら、

 第1部 門 に っ つ くfollowerは 第2部 門で な くて 、 第3部 門で あ った とい うこと に な る。 した が

 って、 ② の 手 続 きに お い て、 第3部 門 を 第1部 門 へ のfollowerと す る。

 (2)leader followerの 決 定

 部 門 が3個@=3)の ば あ い、 次 の6個 の ケ ー・ス が 設 定 され る。 ヶ一 ス1～6に つ い て各 々 所定

の順位 に従 って解 の計 算 を お こな う。

 得 られ たWとGの 解 が1eader～followerのll頂 位 と一 致 し て い るケ ー スが 妥 当 な 順位 とし て選

ぼ れ 、 そ の ぽ あ い の解 が 、賃 金 格 差 の理 論値 と して 受 け 入 れ られ る。 受 け 入 れ られ たWiとGiの

値 を(レ3)(F-4)YY代 入 し て雇 用量 現 の 理 論値 が 求 め られ る。

ケー朗
leader follower WとGの 解

1 1位 2位 1 3位 1位  } 2位  } 3位

1 0 0 0 W,,G, W2, Gz War G3

2 0 0 0 W,,G, W3,G3 W2,G2

3 0 0 0 W2,02 Wl, G, War G3

4 0 ③ 0 ア「2,G2 W3, G3 WIG,

5 0 0 0 W3,(穿3 W、,G1 WZ GZ

6 0 0 0 War G3 T'VZ, G2 Wl, G,

          ①②③は第1,2,3部 門。

 部 門数 がn(>3)の 場 合 も まった く同 じ原 則 で数 値 実 験 が お こな え る。

 以上 の手 続 きを`=1,… …Tに お い て所 与 のQitお よびNtの も とで く り返 す 。 これ に よ って モ

デ ル は賃 金 較 差 の 変 化 を 発生 せ しめ る。

 モデ ル か ら発 生せ しめ られ たW,G, Lの 理 論 値 は、 初 期値 とし て与 え たγiの値 が 真 の値(未 知)

と乖 離 して い るた め に 、実 際値 と距 って い るで あ ろ う。 実 際 、 略 と 現 の理 論 値 は観 測 値 と比 較

で き る。 両 者 の差 の 指 標(理 論値 と観測値 の差の平方和はその一つ である)が 最 小 に な る よ うに γ包の 値

                             くユの
を調整する。調整ずみの γiの値が第2次 近似値として採用され る。

注(14)初 期値として与えたa;あ の値も同様の手続きで第2次 近似値へと調整される。
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 2 労 働 市 場 の 順 位 的 均 衡 の 条件 に つ い て

 数値 計算 の手 続 きに 関 連 し て 、 労働 市 場 の均 衡 条 件 に つ い て補 足 す る。

 3部 門 の例 で 、 ヶ 一 ス1と3は 、 第1位 の1eaderと 第2位 のfollowerが 逆 転 して い るぽ あ い で

あ るが 、 パ ラ メ タの値 に よ って は 、 両方 の ケ ー ス と もに 、 成 立 す る こ とが あ り得 よ う (ケース1は

TV,>tiV・>W3、 ケース3はWz>W,>W、 とい う解が得 られ るげあい)。 い ま、 賃 金 較 差 の最 上 位 に 位 置 す

る1eader Aと2位 のfollower Bの 二 つ に着 目し て、 賃 金 較 差 構 造(賃 金較差 の順位)が 安 定 的 に

成 立 し うる条 件 を 考 察す る。 な お こ こで は 、 賃 金 較差 構 造 が 安 定 的 に 成 立 し うる状 態 を 順 位 的 市 場

均 衡 と よぶ こ とにす る。

 市 場 の均 衡 の 必 要 条件 は、1eaderと して 行 動す る企業Aの(費 用最:小の)賃 金Wlがfollowerと

して 行 動 す る企業Bの そ れ 、W、 よ り大 きい こ と、す な わ ち、

   (4-1)     Wl>W

で あ る。 必 要 十 分 条件 は次 の よ うに な る。

 ④Aを1eader, Bをfollowerと し て条 件(4-1)が 充 足 され てい る と き。

 (イ ー1)関 係 を 逆 転 させ て 、Bをleader, Aをfollowerと お きか え てBY'っ いて1eader解

を 求 め、 これ をWlと し、 Aに っ い てfoUower解 を 求 め てWと す る。 こ の と き条件(4-1)が 成 立

し な い な ら、Aが1eader Bがfollowerの 関 係 は 安定 し て存 在 し うる。

 (イ ー2)関 徠 を 逆 転 させ た ぽ あ い も、 や は り(4-1)が 成 立 す るな らぽ 、Aが1eader, Bが

followerと い う関 係 は安 定 的 に 存 続 しな い し、 逆 の関 係 も また 安定 的 に存 続 しえ な い 。

 この ぼ あ い は、 何 らか の 要 因(偶 然的あ るいは歴史的因子)に よっ てleaderの 位 置 を 占め た 企業 は

他 に対 し て優 位 を もつ が 、 他 が 偶然 的 ・歴 史 的 因 子 でleader的 行 為 が 可能 で あ る と きは、 当該 企

業 は 容 易 にfoUowerの 位 置 に立 つ 。 こ の意 味 で 、 この ケ ー ス は、1eader-follower関 係 が この モ

デル 内 に設 定 され た メ カニ ズ ム以 外 の メ カ ニ ズ ム(あ るとすれば)に よっ て維 持 され る とい う意 味 で、

不 安定 であ る。 した が って、 ヶ一 ス1、3が と もに成 立 す るぽ あ い は 、 部 門1と2の モ デ ルで の 関

係 は 不 安 定 で あ る。

 ㊥Aを1eader, Bをfollowerと して 条 件(4-1)が 充 足 され て い な い と き。

 (ロ ー1)関 係 を 逆 転 させ て、Bを1eader, Aをfollowerと お きか え 、(4-1)が 成 立 し な い ぼ あい 。

この ば あ い は、 モ デ ルは 賃 金 較 差 の成 立 し てい る労 働 市 場 の観 測 事 実 を 説 明 で きな い。 す なわ ち 、

モ デル の パ ラ メ タの値 の セ ッ トが 不適 切 で あ るか 、 また は 理 論 構成 自体 が 不 適 切 で あ るか で あ る。

 (ロ ー2)関 係 を逆 転 させ て 、Bを1eader, Aをfollowerと お きか え 、(4-1)が 成 立す るぽ

あ い 。 この ば あ い はBが1eader, Aがfollowerの 位 置 にお いて 安 定 的 で あ る。

 こ の ケ ー スは 結局(イ ー1)の ケ ース と同等 で あ るか ら、 独 立 な ケー ス は(イ ー1)、(イ ー2)、
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(ロ ー1)と な る。

 (ロ ー1)の ケー ス、 す なわ ち、 適 切 に推 定 され た パ ラ メタ・セ ッ トの も とで 二 つ の企 業 の どち ら

を1eaderに と った と き も、 followerの 方 が 賃金 が 高 くな り、(4-1)が 成 立 し な い な ら ば、 この モ

デ ル は排 除 され る。 した が って、 この条 件 は このモ デ ル(構 造;structure)の 検証 の規 準 とな り うる。

 (イ ー1)の ケ ー ス、 す な わ ち 、二 つ の企 業 の どち らか をleaderと して 採 用 して(4-1)が 成

立 し 、 逆 転 させ た と き成 立 しな い(か つ理 論値 と観測値が よ く一致す る)、 とい うぽ あ い は、 賃 金 較 差

発 生 の存 続 の メ カニ ズ ムは この モ デ ル で叙 述 され うる。

 (イ ー2)の ケ ー ス、 す な わ ち、 どち らを1eaderと し て採 用 して も、(4-1)が 成 立 す る よ う

な 、 そ うい うパ ラメ タ ・セ ッ トが両 企 業 に つ い て観 測 され たば あい は 、 モ デ ル に導 入 され て い な い

他 の 因 子 と他 の メ カニ ズ ム(か りに偶然 とよぽ う)が 二 企 業 のleader-follower関 係 を成 立 せ しめ る

                       (15)

こ とに な ろ う。(イ ー2)も また検 証 の基 準 とな る。

 3 数 値 例

 体 系 の作 動 可 能 性 を 調 べ るた め に 、 二 三 の 数値 例 を 掲 げ る。

労 働 需 要 部 門(主 体)の 数 を2個 とし、1,2で 示 す 。 パ ラ メ タを

  a1=a2=1   Y1=0.4   r2=0.9   bl=b2=1

  えo=・一〇.5   21==o.01  /V==10,0CO

                                           X16)
とす る。 部 門1で は選 択 順 位 指 標 の生 産 弾 力 性 が 相対 的 に大 、 部 門2で は 相対 的 に 小 さい 。

 第1表 で 、 第1欄 と2欄 は 、 そ れ ぞ れ 第2部 門 と第1部 門 の相対 生産 規 模(Q2/U2, Q、/b、)で あ る。

両 部 門 の 相対 生産 規 模 が 等 しい 状 態(150)か ら出 発 し て 、γ2の 大 きい第2部 門 のそ れ を 増 大 させ

る。 第2部 門 がleader、 第1部 門がfollowerと い う関 係 は安 定 的 に 持 続 す る。 両部 門 のQ/bが 並

                                              (1?)
行 して 増 大 せ し め た と きの結 果 は 第2表 に示 す 。leader-followerの 関 係 は不 変 の ま ま持 続 す る。

 第1表 で は 、γ1の 大 きい第2部 門 のQ2/∂2を 増 加 せ しめ た 。 第3表 で は 反対 に γ、の小 さい 第1部

門 のQ、/b1を 増 大 さ せ る(Q・/b;・は150に 固定す る)。Q、/∂、=160,… …190の 範 囲 で は第1表 の ケー ス と

同様 に 第2部 門 が1eaderで あ る状態 が 持続 す るが 、 Q、/∂、が200以 上 の 領 域 で は解 の得 られ な い

注(15)検 証基準(ロ ー1)は 理論 の内部整合性の観点か らの検証基 準であ り,(イー2)は モデルのもつ観測事実に対する説明

  力にか んす る検証基準であ る。なお,労 働需要主体のgain functionを 利潤(こ こでは所 与の生産額 のもとでの生産

  コス ト)に おいてい るか ら,順 位均衡 の必要条件 として,1eaderの 単位費用 がfollowerの それ よ り低い ことが要請

  される ことはい うまで もない。

 (16) γの値が とりわけ大 きい部門 としては,例}xぽ,対 個人サ ービスの活動の ウエイ トの大 きい部門が考え られる。

 cl>〉 ここでは労務費だけを陽表的に とりあげ,固 定費C。r, C。ノ につ いての数値を特定化していないので,第1～7表 の数

  値実験結 果においては,単 位費用についての条 件(注18)の 吟味はお こなわれていない。 しか し,単 位労務費について

  は,表1最 下段,表4最 上段,表5下2段 のケースを別 として,す べて1eader部 門の方がfollower部 門 よ り低い。
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Qi/bl Qz/bz leader follower L1 Lz Gl GZ w, WZ

followerQ 1eaderQ sector sector (leader) (follower)(leader) (follower)(leader) (follower)

150 150 2 1 166.9 179.5 0.888 0.639 57.89 56.62

150 160 2 1 178.6 180.0 0.885 0.634 58.24 56.65

150 170 2 i 190.3 180.5 o.ssz 0.629 58.57 56.72
第

150 180 z i 201.9 180.9 o.asa o.s2s 58.95 56.73
1

150 190 z i 213.8 181.4 0.877 0.621 59.26 56.80
表

150 20a 2 1 225.8 182.0 0.874 o.sis 59.56 56.83

150 250 2 i 273.5 183.7 0.865 o.soa 60.86 56.98

150 300 2 1 346.1 iss.i 0.853 0.584 62.71 57.17

iso 160 2 1 178.6 192.4 0.885 0.630 58.24 56.98

170 170 2 i 190.3 205.6 o.ssz o.szz 58.57 57.31
'第

180 180 2 i 201.9 .218.6 0.880 0.615 58.95 57.64

2 190 190 2 1 213.8 232.0 0.877 o.soy 59.26 57.99

表 zoo zoo 2 i
 ・

225.8 245.5 0.874 0.599 59.56
   幽

58.34

250 250 z i 285.4 313.4 0.863 0.568 61.18 60.07

300 300 z 1 346.1 383.3 0.853 0.542 62.71 61.84

160 150 2 1 166.9 191.9 o.sss 0.635 57.89 56.91

170 150 z 1 166.9 204.3 o.sss 0.632 57.89 57.23
第 180 150 z i 166.9 216.9 o.sas o.sz8 57.89 51.51
3

表
190 150 2 1 166.9 229.4 0.888 0.625 57.89 57.80

200 150 ●oo 職 ○ ・

250 150 ● .・ ● ・ o

200 750 2 i 266.3 916.8 0.489 o.soo 59.99 75.47

200 375 2 1 254.6 438.7 0.517 0.840 59.04 64.90
厂

200 250 2 1 248.4 285.4 0.582 0.863 58.55 61.18

200 iss 2 1 244.5 zio.s 0.605 0.878 58.27 59.20

第 200 150 ● ● ・ ・ ● ●

4 200 50 ●●● …

表 200 47 1 2 217.3 74.4 0.813 0.598 56.41 56.22

200 44 i 2 217.3 69.9
 驢

0.813 o.soo 56.41 55.96

200 42 i 2 217.3 65.8 0.813 o.soz 56.41 55.79

200 39 1 z 217.3 62.2 0.813 0.603 56.41 55.60

200 38 1 2 217.3 59.0 0.813 0.604 56.41 55.43

1,250 150 1 2 1,474.2 383.9 o.ss2 0.352 76.24 ?4.67

625 150 ・ ●● o ・.

(この間解 なし)
208 150 . ・ ● ● o ●

第 1?0 150 2 1 215.0 166.9 o.szs o.sss 57.48 57.89

5 156 150 2 1 181.2 166.9 0.636 0.888 56.81 57.89

表 139 150 2 1 165.7 166.9 0.643 o.sss 56.29 57.89

125 150 2 1 148.5 166.9 o.sso o.sas 55.87 57.89

… 2 1

66 150 G 1 76.7 166.9 o.s82 o.sss 53.86 57.89

63 150 2 1 72.7 166.9 o.ss4 e.ass 53.74 57.89

'

250 375 2 1 321.3 438.7 0.534 0.840 60.67 64.90

250 250 2 1 313.4 285.4 0.568 0.863 60.07 s1.is

250 188 ・ o . o疊o

(この間解 なし)

第 250 58 ○ ,● o ・●

6 250 54 1 2 273.9 89.2 0.796 0.568 57.47 57.14

表 250 50 1 z 273.9 83.0 0.796 0.570 57.47 56.83

250 47 1 2 273.9 77.6 0.796 0.572 57.47 56.57

250 44 1 2 273.9 72.8 0.796
 ●

0.573 57.47 56.29

250 42 1 2 273.9 68.7 0.196 0.574 51.47 56.05

250 39 i 2 273.9 64.9 0.796 0.576 57.47 55.89

250 33 i 2 273.9 57.7 0.796 0.577 57.71 57.48

300 750

300 375 2 1 388.8 438.7 0.523 0.840 62.22 64.90

300 250 2 Y 379.3 285.4 0.556 0.863 61.52 61.18

300 188 ● ■ ■ ●,●

(こ の間解 なし)

第 300 68 ●o● …

7 300 63 i 2 331.0 108.5 0.782 0.542 58.52 58.25

表 aoo 58 1 2 331.0 99.8 0.782 0.544 58.52 57.79

300 54 1 z 331.0 92.3 0.782 0.546 58.52 57.45

300 50 i 2 331.0 85.9 0.782 0.548 58.52 57.13

300 47 1 z 331.0 80.3 0.782 0.550 58.52 56.85

… 1 2

300 38 2 z. 331.0 63.7 0.782 0.555 58.52 55.93

b1=62=1

α1=α2=1

Yz=0.9

y,=o.4

N=10,000

C.o=0

.ZO=一 〇.5

λ1=0.01
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           く ラ
ケ ー ス(ロ ー1)が 出 現す る。 これ は第1部 門 に つ い て1eader解 、 第1部 門 に つ い てfdlower解

を 求 め て も、 第2部 門 につ い て1eader解 、 第2部 門 に つ い てfollower解 を 求 め て も、 い ず れ も

followerの 賃 金 の解 の方 が 高 くな る ケ ー スで あ る。 そ こで 、相 対 生 産 規 模Q/bがQ、/b、=200、

Q,/b2 ・150を は さ む領 域 に お け る解 の 状 況 をみ るた め に、 Q、/b、を200に 固定 し、 Q2/b,を750か ら

38ま で 変 化 せ しめ る(第4表)。Q2/b?が50を 下 まわ る とIeaderで あ った第2部 がfollowerに お ち・

第1部 門 がleader、 第2部 門 がfellowerと い う逆 転 、す な わ ち 賃 金 較差 の逆 転 が 生 じ、 かつ 持 続'

す る こ とが 知 られ る。

 つ ぎに お な じ くQ、/b、=200,(?2/b,= 150を は さむ領 域 で 、Q,/b,を150に 固 定 し、 Q、/b、を1,250

か ら63ま で変 化 させ た 結 果 を 第5表 に示 す 。Q、/b、 が170以 下 の ケ ー スで は 第2部 門 がleader

(第3表 とおな じ)で あ るが、 第1部 門 の 相対 生産 規 模Q、 ノb、が1,250ま で拡 大 す る と第1部 門 が

leaderへ と逆 転 す る こ とが わ か る。

 第6表 は、 第3表 のQ、/b、=250,Q2/b,ニ150の ヶ 一 スを は さん で 、 Q、/∂、を250に 固 定 し た ま ま

Q,/b,を750か ら38ま で 変 化 せ し め た結 果 で あ る。Q2/b2が250以 下 の ケー ス で は第2部 門 が1eader、

第1部 門 がfollowerの 関係 で 安 定 す るの に対 し て、 第2部 門 のQ2/b,が54以 下 の ケ ー…一ス で は

leader-follower関 係 は 逆:転して第 一 部 門 が1eaaer、 第2部 門 がfollowerの 関 係 で安 定 す る。

 第7表 は、 第5表 のQ、/b、=300,Q2/b2=150の ケ ー スを は さむ領 域 にお い て 、 Q、/b、=300を 固

定 し てQ2/b,を750か ら38ま で 変 化 せ しめ た 結果 で あ る。 Q2/b2が250以 上 の ケー スで は第2部 門

がleader 63以 下 の ケー ス で は第1部 門 がleaderと な り、逆 転 す る。 反 対 に、 Q2/b,を150に 固

定 し てQ、/b、 を変 化 さ せた ケ ー スは 、 す で に第5表 に掲 げて あ る。

〈2.3.5> λo;0の ケ ー ス にっ いて

  単 純模 型 の解 は 、 一 般 に は非 線 型 方 程 式 の 解 とな り、 解 を求 め るに は数 値 計 算 が 必 要 で あ る。供

給 確 率 方 程 式 の パ ラ メ タ え。が零 のば あ い は 、 しか し 、1eaderとfollwerに つ い て 、そ れ ぞ れ 解 析

 的 に解 を 求 め られ る。

1  1eader 角n

λo=0の と き はleaderの 生 産 関 数(L-4)式 は

  (5一・)Qa=ba匚N(・ 一Gl)(λ ・vvｻa rlG aa

注(18)数 値実験結 果(表1～7)に 現われ る解のない領域(表 の実験 においてはいずれ も ロー1の ケースに該当する)は,積

  極的 な意味を もつ ものではない。 ここでの数値実験 はモデルの作動可能性を吟味す るためのものだ が,そ うでな く現実

  の観測値(Qと 恥 こかんす る)と 適切に推定された パ ラメタの もとで理論値が計算不可能(ロ ー1の ケース)と い う事

  態が生 じれぽ,モ デルは検証に不合格 となる。
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とな り、均 衡 方 程 式(L-5)は 、整 理 し て

   (5-2)・ ・一 α藷`

とな る(5-2)式 か ら、 λ。=0の と きは 、1eaderが 選 択 対 象 とす る雇 用 者 の最 低 限 の選 択 指 標Gt

は、 賃 金 率 と生 産 水 準 に 関 係 な く、 生産 関数 の パ ラ メ タα`とγ己に の み 依存 し て きま る こ とが わ か る。

し た が って、 選 択 対 象 とす る供 給 者 数Nσ は(3-7")式 と(5-2)式 か ら

   (5-3)N・ ・…N・(・ 一 α、守 γ、)一 α、等 γ、N

とな って 、 や は り、 貨金 率Wと 生 産量Qに 関係 が ない 。 この こ とは,し か し、leaderの 雇 用:量Li

と賃 金 率 確`が 生 産水 準Q`に 対 し て無 関係 とい うこ とで は な い。 す なわ ち 、 生産 関数

             アぎ
   (5-4)   (?i==btLiαiGt7

に(5-2)式 を 代 入 し て 、

   (5-5)Q・ 一6昂 儲 函)窒

を 得 、 雇 用量Liは 、(5-5)をL`に つ い て 解 き

   ㈹Ll・ ・=(as十ra rl)鶤 鞠 ゐ 1ead・・の雇騒

とな る。

 この 雇 用量Liを 充 足 す るの に 必 要 な 賃 金 確zは 、(5-2)式 を(5-1)式 に代 入 して 、 確 乙に つ い

て:解け ぽ 求 め られ る。 す な わ ち 、

   (5-7)唄 継 纛 α乙‡、γ`(α誇 為)謁 1ead・・の飴 率
この よ うにLiもWeもQiの 関 数 で あ る。

2follower解

 followerの 生 産 関数 は、 R。=0を 代 入 して、

           ア                       ア

   (5-8)   Q==bGe 2(G,一 〇)α"ノ〉'α(λ1 W)α G2

とな る。

 均 衡 方程 式 は、(F-8)式 に λ。=0を 代 入 して,Gに つ い て 解 くと、

   (5-9)G一 α痒 γ、・,iilγ

とな る。(5-2)式 と比 韓 し てG<Glで あ る。

                ア   ア

 followerの 生 産 関 数Q=bL・Gl7 G7を 五に っ い て 解 きG`、 Gに(5-2)、(5-9)式 を 代 入 す る と,

followerの 雇 用 量:

   (5-10)L一(9)t(α`!'痔 一Lli 1,i)ま(解 γ)S・i'… ・… ・f・11・w・・の雇 用 量

を得 る。

 followerの 賃 金Wは 生 産 関数(5-8)式 に(5-9)式 を 代 入 して 得 られ る。 す な:わち 、
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(5-11)W一(Qb)1a Ni
l(at一{一Yaiり音●Ta(α砦 γ`)1+i●r(a+ra)(a+rr)i'ra

                                 ………followerの 賃金率

 3 市 場 の順 位 的 均 衡 の 条件

 Wi〔(5-7)式 〕はW〔(5-11)式 〕よ り大 き くな け れ ば な らな い。 もしleaderの 賃 金Wiがfo110wer

の そ れ 、W、 よ り低 い とい う解 が 得 られ た な ら、 そ れ は 、1eaderが よ り高 い 選 択順 位 の 労働 を 高

い 賃 金 で 優 先 雇 用す る とい う理 論 構 成 の基 本 前 提 と矛 盾 す るか らで あ る。 し たが って,(5一 一7)式

と(5-11)式 のWiと 晒 こつ い て

    (5-12)   剛 略 く1

す な わ ち、

一 跨纏 雛欝帯 を槽 ギ)聾

           一(Qb)t(畠)th(・+舞)t・f-i(・+警)1+9(繍)(1+長)(1+f)e・f<・

で な け れ ぽ な らな い。

 この不 等 式 は、 所 与 の生 産 水 準QvとQを もつ 二 つ の 部 門(企 業)が 、 労 働 市 場 に お い て、 そ れ ぞ

れ1eaderとfollowerの 関係 にお い て 順 位均 衡す るた め の必 要 条 件 で あ る。 二 部 門 が 互 い に1eader

                                               く   

とfollowerの 関 係 で安 定 す るた め に は 、パ ラ メタ と生 産量 は この不 等 式 を 充 足 せ ね ぽ な らな い。

  (5-12')式 を使 っ て、 隣 接 す る二 つ の 部 門(企 業)間 で 安 定 的 な1eader-follower関 係 が成 立 す

るた め に は 、 両部 門 の パ ラ メ タai ri biと 生 産 量Q,が いか な る 数 値 の範 囲 に 制 約 され るか を 吟 味

                                           (20)
す る こ とが で きる。 ここで は 両 部 門間 でbの 値 とQの 値 だ け が異 な るぽ あ い を 考 察す る。(5-12,)

注(19)条 件(5-12')式 において注意するぺ き点 は,① 生産水準QtとQは,そ の絶対額ではな く,そ れ ぞれパ ラメタbr よびb

  に対する比の形 で条件 に入 って くることである。任意 の一部門において,Qとbが 同一率 で増加(減 少)し て も均衡条件

  (5-12')式 の成 立(ま たは不成立)に はiし ない。また②労働投入量(人 員単位)の 弾性値(α'とα)に ついては,そ め絶対

  水準の大小が,均 衡条件に影響する。③選択順位の弾性値 γにっいては,そ の 絶対水準は影響せず,α に対す る比,r!/at

  とγノαが影響を与える。

 (20)業 種 は,生 産技術条件に よって定義 され る。す なわち,同 一の生産関数を もつ二つ の企業は同一業種に属している も

  の と・される。

   二企業A,BYE共 通 の生産関数(要 素代替的)を

     (1)  6?i=RLi a(G)"Ki p  (i=A, B)

  とし よう。

    初期条件 として,KA=Ka, Kg=Ks,す なわ ち設備規模はA, BYE いて所与 とす る。

   企業Aye.つ いては

   (2) QA=p(KA)aLA"(GA)'
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式 に お い てal=a, rl=rと す る と、

一WW
i一(Qb)ia(bti)ia・4一(Q/bbl)去 ・.4<・

(5一・3) ()α また は

(5-14)

Q`    Qa

Q
b〈14・ 留

留>4abtb

を 得 る.す な わ ち ・1ead・ ・(lead・・解樋 用し うる部 門)の 生 醐 模 は ・f・11・werの 生 醐 模 の4a blb

倍 以上 で な け れ ば な らな い。 以 上 を 整 理 して示 す 。

〔1〕 必 要 条 件(5-14)式 が どち らか 一 方 の企 業 をleaderと して 成 立 し て い る ば あい 。

    (5一・4)暑>4a・btb

に おい て,

    (5-15)Qa-btQ-x, b-y

とか く。(5-14)の 成 立 して い る と きは、

    (5-14!)  x>4a・y  (α>0)

 leader followerを 入 れ かxて もな お(5-14)が 成 立 す るの だ とす れ ぽ 、(5-14)式 でQ`とQ、

btとbを 入 れ かxて

    (5一・6)}峠(α 〉・)

で な けれ ば.ならな い。 し か し(5-14ノ)と(5-16)を 同時Y'み た すxとyの 正 の値 は あ りxな い 。

す なわ ち 、(5-16)か ら

    (5-16ノ)   x<4-ay

 (5-14')と(5-16'ノ)を 同時 に 満 足す る正 のxとyの 領 域 は 存 在 し な い。 し た が っ て,二 つ の主

体A、Bの どち らをIeaderに とっ て も必 要 条 件(5-14)が 成 立 す る とい うこ とは ない(こ のばあい、

§4の2の(イ ー2)の ケースは成立 しない)。 す な わ ち 、 どち らか をleaderと し て解 が必 要 条 件(5-14)

 企業・Bにっいては

 (3)  Qβ=β(Ks')aLsｰ(Ga)r

とかける。 ここに,β(Ka)δ とβ(Ka)δなそれ ぞれ所与であるか ら,β4, sBと か く。(β4キββ)

 (4)  QA=CAIAQ(GA)r

 (5)  Qa=pa」 乙βα(GB)r

す なわ ち,二 企業 のLとGを 陽表的にかいた生産 関数 は,定 数項 β の値だけが異な る。(4),(5)式 は,本 文のヶ一スY'

相 当してい る。 したが って,こ のケースは同一業種内の二企業が, 1eader-followerの 関係 として安定的に存在 し う

るための必要 条件 を示す もの とみ ることができる。

 選択順 位指標 を導入 した要素制限的生産関数の一つの特殊 な形 としては,小 尾 ・平田 「性別労働需要模型II)(ii)」(三田学

会雑誌,62巻12号,63巻2・3号 を参照の こと。そ こでの男女 労働 投入量 の比は,一 つの選択順位指標 と解することが

で きる。
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               §II 家計の労働供給の雇用機会モデル

をみ た して い る と きは 、leader-followerを 入 れ 換xる と、 か な らず 必要 条 件 をみ た さ ない 。(5-

14)は 、 した が って 必要 十 分 条 件 とな る。

 〔2〕 どち らか 一 方 の 部 門 を1eaderに とって 、(5-14)が 成 立 しな い こ とが見 出 され た と き。

 この ば あ い 、leader-follower関 係 を入 れ 換 え て、 必 要 条 件 が 成 立す る と き としな い ときが あ る。

こ楓 吻 す協 暑 と努の値瞰 存する・

 (5-14)が 成 立 しな い ときは、(5-14ノ)の 不 等 号 は 逆 に な り

   (5-17)  x〈4a・y  (α>0)

で あ る。 し たが っ てleafier-followerを 入 れ xて 必 要 条 件 が 充 足 され るた め に は 、

   (5-18)x>4ay

あ るい は

   (5-18!)  x<4一 α。y  (α>0)

で な け れ ぽ な らな い。

 〔2-1〕 は じめ に選 ん だ1eader-follower関 係 に お い て必 要 条 件 が み た され ず 、 入 れ 換xて 成

立 す る とき。leader-followerの 入 れ 換xで 、 必 要 条 件 がみ た され るた め に は 、(5-17)と(5-18ノ)

が 同時 に 成 立 しな け れ ぽ な らな いが 、(5-18!)が 成 立 す れ ば(5-17)は 成 立す る。

 す な わ ち、 一 つ の企 AをIeaderと し た と き、

   留 く4abl(Q齟 の生臨 ∂齠 の∂)
とな って 、 必 要 条 件 が み た され ぬ な らば 、Aをfollowerと し て逆 転 させ 、 A follower, B leader

の も とで 必 要 条 件 が み た され るた め に は 、

   (5-19)警 く娼 努(伽 衂6齠 のb)
な る領 域 にQz/Qとba/bが 存 在 して い な け れ ば な らな い。

 つ ま り、 必要 条 件が 不 成 立 で 、(5-17)の よ うな 不 等 式 関 係 に な っ た とき は、xが4α ツよ り小 さ い

ぼ か りで な く、 さ らにxが4一 ㍗ よ りさ らに小 さ い な らぽ 、 逆 転 ・入 れ 換 え て順 位 均 衡 的1eader-

follower関 係 が成 立 す るわ け であ る。

 〔2-2〕 は じ.めに選 ん だ1eader-follower係 が 必 要 条 件 を み た さず 、 入 れ 換xて もみ た さぬ ば

あ い・ これ は・4-a11<x<4"y敷1ま ・ か きか え て4一ｰ〈xy<4a

の ときで あ る。 あ るい は か きか}xて 、

   (5-2・)奴 警/b<4・

とい うQIIQとbl/bの 値 の領 域 で は 、(ロ ー1)の ケー ス、 す なわ ち、 どち らを1eaderに とっ て

も、 必要 条 件 が み た され な い ケー ス とな り、 賃 金 較 差 と雇 用 に か ん す る 所与 の 観 測事 実(資 料)に

                    一51一



対 し て モ デ ル のパ ラ メ タが 事 実 に反 す る値 で あ るか 、 また は モ デ ル そ の ものが 事 実 に 反 す るか 、 の

どち らか で あ る。

(5-20)式 か らあ き らか な とお り、 α(>0)の 値 が 大 きい ほ ど、1eaderを ど ち らに と って も必要 条

件が み た され ぬ ケ ース の成 立 す る可 能 性Q`/Q,酬 ∂ の領 域 は広 くな る。

〈2.3.6>要 約

 1.賃金較差の形成 と較差の変化のメカニズムを叙述、分析するための自律的な労働市場理論が提

示された。基本的な分析概念 として順位的均衡の概念が導入された。経験の示す ところによれば、

企業(事 業所)規 模別の賃金較差の順位には激しい変動がみられず、 順位の逆転 も逆転～恢復が頻

繁に くり返されるような形では生じない。この事実は、上述の順位的均衡型の理論構成が、有効な

分析要具であることを示唆 している。

 2.当該理論をふまえた単純モデルの作動可能性を吟味するための数値実験がおこなわれた。

 単純モデルは所与の資料に即応 した適切な実験計画のもとで、産業間賃金較差(産 業内規模別較

差をふくめて)の 分析等 に幅広 く適用を試みることができる。

 3.A型 家計の有業率曲線 との対応にっいて

 図一1の 「賃金較差発生を示す労働市場の順位均衡モデル」は、そのま、、4型家計の非核構成員

(妻)の ばあいに適用できる。図のONを 考察対象とされるA型 家計の非核構成員の数 と読むことも

できるし、A型 家計の特定核所得階層に含まれる非核構成員数と読んで もよい、がこの図を〈2.2。

8>のII-9図, II一ヱ0図と照応 させるためには、0〈7を 核所得が特定値Ikで あるA型 家計の非

核構成員の人数 とみなすのが理解 しやすいであろう。II-10図 のw,は 図一3のweに 、 wZは 図一1

のwfに 照応 している。 II-10図 で潜在的な雇用機会 とよん だ くl d1とくj d2は それ ぞれ図_iの

  minONccと謝 群 の 長 さ に照 応 して し・る(w,,〈 尾 につ い て 綱 じよ う1ご対 応 づ け られ るが 図

 3に は二 っ の 雇 用 機 会 だ けを 示 して い るの で 省 略 す る)。Nd,u,は 図 一1のOL!の 長 さ に 、〈げ μ2

は くminrG!Ljの 長 さ に相 当 して い る 。(図II-9)の 縦 座 標 μ(lk, w,)と μ(lk,w2)は それ ぞ れ

(図 一1)のAr,Afの 縦 座 標 に対 応 標 に対 応 す る こと は い うま で もな い 。

 図 一1に は 明 示 して な いが 、 そ れ ぞ れ ゐ,,Lノ を 雇 用 して い る第1、 第2の 雇 用 機 会 の 他 に 多

数 の 雇 用 機 会(企 業 、 部 門)が あ れ ば 、 第2雇 用 機 会 の あ と(右)へ 順 次 書 き込 む こ とが で き る 。

企 業 か らみ て 選 択 順 位 の 高 い供 給 者 か ら低 い もの へ 順 次 潜 在 的 雇 用 機 会(第1、 第2に お いて は

0〈minrGl, minNct,〈j minG fで 示 され る)が 示 され よ う 。 その 際 図 の 右 端 の1個 又 は 複 数 個 の 雇 用 機 会 に

ついては、需要曲線の位置が低すぎて、供給曲線と交 らないもの も生 じるか も知れない。これ らの

機会はμ一〇(応 募者のない、従って実現 しない)の 雇用機会である。
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§III雇 用 機 会 モ デ ル の 一 般 化 一 §IIへ の 補 論

§1 非核構成員2人 以上の家計について

 第II章 では、もっとも簡単な家計構成すなわち非核構成員1人 の場合(A型 家計)に ついて、理論図式

を述べた。このA型 家計の雇用機会モデルは任意の数の非核構成員をもっ家計に対 して拡張できる。

[1] 臨 界 核 所 得 概 念 の 拡 張

 モ デ ル を2人 以 上 の非 核 構 成 員 の家 計 へ 一般 化 す る た め、 は じめ に 、臨 界核 所 得 概 念 を拡 張 す る。

[1.1]第1、 第2臨 界 核 所得

 非 核構 成 員数 ノV=1の とき は 、一 つ の家 計 の 臨界 核 所 得 水 準 は、非 核 構 成 員 の 賃 金 率wと 指 定 労 働

時 間hを 所 与 と した と き、 当該 家 計 に個 有 の唯 一 の水 準 で あ った。

 N=2の 家 計 に つ いて は 、第1臨 界 核 所 得1*と 第2臨 界 核 所 得1*2が 区別 され る。 前 者 は 、家 計

の 現実 の核 所 得 水 準 が 、1*を 超 え ると、 非 核 構 成 員 は1人 も就 業 しな くな る よ う なそ うい う核 所 得

水 準 で あ り、 後者 は 、現 実 の核 所 得 が1*2の 水 準 を 超 え る と(そ して1*以 下 で あ るか ぎ り)、1人 だ け

就 業 す る よ うな そ うい う核 所 得 水 準 で あ る。

 非 核 構成 員 が2人 で 、 各 々 の賃 金 率wと 指定 労 働 時 間hが 相 等 しい場 合 に つ い て 、所 与 の 一 家 計

に 関 す る第1、 第2臨 界 核 所 得 水準 を 図(皿1-1-1)に 示 す(wの 異 る ば あ い は後 述[3]を 参

照)。

 所 得 線!4Q9、1*2 q3、 等 の 縦 軸 に対 す る傾 きは2人 の 非 核;構成 員 に 共 通 な 賃 金 率wを あ らわ す。

これ は く厂=1の 第III章 の ケ ー ス と 同 じで あ る。 図 は、 任 意 の 一 家 計(〈T=2と す る)に5個 の 核 所 得

水 準14、1*2、Iz、1*、 お よ びjaを 、代 替 的 に与 え た場 合 を示 して い る。 た だ し、

               14<1*2<IZ<1*<lo

で あ る。

 この 家 計 の 就 業 行 動 は 、 つ ぎの 三 つ の 場 合 の どれ か で あ る。 す な わ ち、1人 も就 業 しな い場 合(h

=0)、1人 就 業(h-h)、2人 就 業(h=2h)。

 1.1.1 核 所 得 が10の と き

 核 所 得 がIoで あ る と き、 非 核 構 成 員 が1人 就 業 す る と、 指 定 労 働 時 間 はhで あ るか ら、家 計 の 余

暇 、 所 得 の 状 態 は所 得 線Io Ao上 の 点Aoに 位 置 す る。(こ の と き余 暇 はT-h、 所 得 はIo+whで
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あ る。)点Ioの 効 用指 標 とAoの それ を比 較 す る。 Ioを 通 る無 差 別 曲 線 はIo 40で あ るか ら、 Aoを

通 る無差 別 曲 線(図 に 書 い て な い)は 明 らか にjoを 通 るそ れ よ り低 位 にあ る。 したが って 、点Ioが 選

択 され 、h-0で あ る。 す な わ ち非 核 構 成 員 は1人 も就 業 しな い。

 1.1.2 核 所 得 が1*の とき 一第1臨 界核 所 得 一

 核 所 得 が 、点1*に 一 致 して い る と き は、1人 就 業 す る と所 行 線 上 の 点9iに 位 置 し、1人 も就 業 し

な けれ ば点1*に 位 置 す る。1*を 通 る無 差 別 曲 線 は4iを 通 って い るか ら、1*とQ1は 無 差 別 で あ

る。1*を 第1臨 界 核 所 得 と よぶ。(〈T=1の ケ ース(第II章)で は この 臨 界 核所 得 だ け を 問 題 に す れ

ば よか った。)現 実 の 核 所 得 が 第1臨 界 核 所 得 よ り大 きけ れ ば 、 この 家 計 の 就 業 者 数 は ゼ ロ で あ る

(h=0)0

 1.1.3 核 所 得 がIZの と き

 核 所 得 が 、 図 の12の よ うな位 置 に あ る と きは 、1人 就 業(h=h)す る と、点Piに 位 置 し、2人

就 業(h=2h)す る と点B2に 位 置 す る。 点Bzは 非 就 業h=0(点Iaに 位 置 す る こ と)の 状 態 よ り

も劣 り、 点PZは 非 就 業 状 態 よ り ま さ って い る。 故 に1人 就 業(h=h)の 状 態(点Pz*)が 選 択 さ

れ る。

 1.1.4 核 所 得 が 点1*2に あ る と き 一 第2臨 界 核 所 得 一

 核 所 得 が 点1*2(の 横 座 標)に 等 しい と きは 、1人 就 業(h=h)す る と点Asに 、2人 就 業(h=

2h)す る と点B3に 位 置 す る。 こ こで 、 AaとB3は ち ょ う ど同 一 の無 差別 曲線 上 に あ る。 した が っ

て 、1人 就業 す るの も、2人 就業 す るの も無差 別 で あ る。 そ して 、 非就 業 状態 は 、 これ らの就 業 状 態

よ り も劣 る(1*2を 通 る無 差別 曲 線 はA3 B3を 通 る無 差 別 曲線 ω2よ り低 位 に あ る)。核 所 得 水準1*2

            〔皿 一1-1図 〕
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を第2臨 界 核 所 得 とよ ぶ 。

 現 実 の 核 所 得!が 第2臨 界 核 所 得1*2よ り大 き く、 か つ 第1臨 界 核 所 得1*よ り小 さけ れ ば、 家 計

の 就 業 変 数 は1人(h-h)で あ る。 す な わ ち 、

                  ノ*2〈1〈1*

な らば 、h=hを 選 択 す る こ とは 、 h=0よ り も有 利 で あ り、 h=2hを 選 べ ばh=0よ り不 利 で あ

り、 した が って 、h=hが 選 択 され る。

 1,1.5 核所 得 が14に あ る と き

 現 実 の 核 所得 が第2臨 界 核 所 得1*2に お よ ば な い とき、 例 え ば図 のIaで あ る と き は、1人 就 業(h

=h)す る と点A4に 位 置 し、2人 就 業(h=2h)す れ ば点Bqに 位 置 し、1人 も就 業(h=0)し な

け れ ば 点14に 位 置す る。 点14を 通 る無 差 別 曲線 よ り も点 ん を通 る無 差 別 曲線 は高 位 に あ り、 ま た、

後 者 よ り も点B9を 通 る無 差 別 曲線 は よ り高 い位 置 に あ る。 したが って 、 点B9が 選 択 され る。 す な

わ ち 、就 業 者 数 は2人(h=2h)で あ る。

 1.1.6 ま とめ

 以 上 を ま とめ る と次 の よ う に な る。

   1) 1>1* な ら   h=0

   2) 1*>1>1*2な ら  h=h

   3) 1*2>1 な ら  h=2h

[1.2]第2臨 界 核 所 得(N人 の 場 合)

 前 項[1.1]の くT=2の ケ ー ス は一 般 にN人 の 非 核 構 成 人 員 の 家 計 に拡 張 され る こ とが 明 らか で

あ る。

 N人 の ケ ー スに つ い て は 、 図(皿1-1 1)と 同様 に 第1、 第2、 … …、 第Z、 … … 第N臨 界 核

所 得 が 定 義 され る。 一 般 化 の ためN=2の ケ ー スを 再 考 しよ う。

 第1臨 界 核 所 得 とは 、 家 計 所 得 が 核 所 得 だ け で あ る状 態 と、1人 就 業 した と き と無 差 別 で あ るよ う

な 、 そ う い う仮 設 的 、 潜 在 的 な 核 所 得 水 準 で あ る(1皿 一1-1図 の 点1*とqlを 比 較 せ よ)。

 第2臨 界 核 所 得 とは 、 家 計 所 得 が 、 核 所 得 と1人 就 業 した非 核 構 成 員 の 所 得 か ら構 成 され る(と き

の 余 暇 ・所 得 の 組 合 せ の)状 態 と、2人 就 業 した状 態 とが無 差別 で あ るよ うな 、 そ う い う潜 在 的 核 所

得 水 準 で あ る(図(皿 一1-1)の 点 、43とB3を 比 較 せ よ)。

 以 上 か ら、 第3臨 界 核 所 得 とは 、④ 家 計 所 得 が 核 所 得 と2人 の 非 核 構成 員 の 就 業 に よ る所 得 か ら構

成 され る(余 暇 ・所 得 の)状 態 と、◎ 家 計所 得 が 核所 得 と3人 の 非核 構成 員 の 就業 か ら構 成 され る状

態 を 比 較 し、④ と ㊥ が 無 差別 で あ る よ うな 潜在 的 核 所 得 の 水 準 を 指 す こ とが 理 解 され る。

 図 上 で いえ ば 、 所 得 線 が あ る位 置 にお か れ た と き、 その 所 得 線 の 出 発 点(図 のTT'上 の ど こ か に
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あ る)を 通 る無 差 別 曲 線 が 、 特 別 な 一 点 、 す な わ ち所 得 線 上 の 縦 座 標 がT-hに な る点 、を通 っ た と

す る。 そ の と き、 出 発 点(TT'上 の あ る一 点)は 第1臨 界 核 所 得 を与 え る点 で あ る。 これ と同 様 の

推 論 で 、 第2臨 界 所 得 に つ い て は 次 の よ うに な る。 所 得 線 が あ る位 置 に お か れ た と き、 そ の 所 得 線 上

の 二 つ の 点 、 す な わ ち 、 縦 座 標 がT-hの 点 とT-2hの 点 、 が 同 じ無 差 別 曲線 上 に あ っ た と せ よ

(所 得 線 上 の 、 縦座 標 がT-hの 、点 を 通 る無 差 別 曲 線 が 、 同 じ所 得 線 上 で 縦 座 標 がT-2hに な る点

を 通 る こ と)。 そ の とき 、 この 所 得 線 の 出発 点 、 す な わ ち 、TT'上 の 点(図 の1*2)は 第2臨 界 核 所

得 を 与 え る点 で あ る。

 した が って 、 図 上 で第3臨 界 核 所 得 は次 の よ うに 示 さ れ る。 す な わ ち 所得 線 上 の 、 縦 座 標 がT-

2hで あ る点 と縦 座 標 がT-3hで あ る点 とが 同 じ無 差 別 曲線 上 に あ る とき 、 そ の所 得 線 の 出 発 点 は

第3臨 界 核 所 得 の水 準 を与 え る。(図 皿一1-2参 照)

 以 上 を ふ ま え る と、 一般 に 、第2臨 界 核 所 得 の 定 義 は次 の と お りで あ る。 所 得 線 上 の 、T一(i-

1)hを 縦 座 標 と して もつ点 と、7「一ihを 縦 座 標 と して もつ点 とが 同 じ無 差 別 曲線 の 上 に あ る とき 、

そ の所 得 線 の 出発 点 と な る点 の横 座 標 は、 第Z臨 界 核 所 得 で ある。但 し、i=1,2,… …Nと す る。

                 〔皿 一1-2図 〕

第1,

一々

一
々

㌧
ぬ

T

1*s 1*2 1*

A3

Tノ

AS Bg

Ps

    0

・,2,… …,N臨 界 核 所 得 を、

ノ>1*        な ら

ノ*〉!>1*2   な ら

1*(i-1)>1>1*i な ら

j*N>1       な ら

紹

0

万

z

=

=

,

ん

〃

*!

h=(i-1)h

 h;〈jh

-56一

・.1*S,・・… ・1*Nと か くと、

   (就 業者 な し)

   (1人 就業)

   ((i-1)人 就 業)

   (N人 就 業)



              §皿 雇用機会モデルの一般化一§IIへの補論

[2] 臨界核所得分布と供給確率 一N人 家計への拡張 一

 個別家計の臨界核所得水準は家計間での選好関数の形の差により相異なる。 この差は臨界核所得の

分布であらわされ、臨界核所得分布の定積分は供給確率を与える。A型 家計(〈r=1)に っいては、

この ことを第TI章 で明 らかにした。

 非核構成員がN人 の家計における第1,… …,N臨 界核所得分布についてこれを拡張することがで

きる。

[2.1] 非核構成員2人 の場合

 は じめに非核構成員数Nが2の 場合を考察する。N=2の 家計群を一つ考える。個々の家計の非核

構成員に提示された賃金率wと 指定労働時間hは 所与かつ共通 であるとする。第1、 第2臨 界核所

得は、群内の任意の一家計を2と して

                  1*=1*(w,h, rti)

                  1*・一1・ ・(w,h, r=)

で あ る。 す な わ ち 、 両者 は賃 金率w、 指 定 労 働 時間h、 お よ び 家 計Zの 選 好 関 数 の パ ラ メ タ集合ri

に 依存 して き ま る。 した が って 、 当 該 家 計群 中 の 個 々 の 家 計2は そ れ ぞ れ の第1お よ び第2臨 界 核所

得ltsお よ びj*ziを も って い る 。

 家 計 間 に お け る1*と1*2の 差 は 、図1皿一1-3の 分 布 で あ らわ され る。上 は第1、 下 は第2臨 界 核所

得 の分 布 で あ る。この 家計 群 に 、共 通 の核 所 得1を 与 え た と しよ う。そ うす れ ば 、家 計 群 中 の 任 意 の 一

家 計 を 採 った と き 、その 家 計 の 臨 界 核 所 得 が 、第1臨 界 核 所 得 を超 えて い る家 計で あ る確 率 、す なわ ち、

                       1>/*

な る確 率Pr(1>1*)は 、 第1臨 界 核 所 得 の(密 度)分 布 曲 線 下 の 面 積B1で あ らわ され る。 この

確 率 は、 前 項 の考 察 に よ り、 採 られ た任 意 の 家 計 の 就 業 者 数 が 零(h=0)で ある確 率 に 他 な らな い 。

同 じ図 の 面 積 、41は、 した が って 、1人 就 業 又 は2人 就 業(h-h又 はh-2h)の 家 計 で あ る確 率

を与 え る。 す なわ ち、

  3.2.1-1)      面 積Bi;」Pr(h=0)

  3.2.1-2)      面 積.41=Pr(h=h)+P,(h=2h)

で あ る。

 第2臨 界 所 得 分 布 曲 線 の 下 の 面 Azは 、 任 意 の 一 家 計 に お い て 、 現 実 に与 え られ た 核 所 得1が 、

第2臨 界 核 所 得 にお よば な い、 つ ま り、

                      1<j*z

で あ る確 率 で あ る。 この 碚 率 は 前 項 の 考 察 か ら、 採 られ た 任 意 の 一 家 計Oi)就 業 者 が2人(h=2万)

で あ る確 率 に他 な らな い。 したが って 、 同 じ図 の 面 積B2は 、 任 意 の 一 家 計 が 、 零 人 、 又 は1人 の 就
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〔III-1-3図 〕
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業 者 を も つ(h=h又 はh=0)確 率 で あ る。 す な わ ち 、

  3.2.1-3)面 積.82;P,(h=h)+・Pr(h-0)

  3,2.1-4) 面 積AZ=P.の=2h)

を 得 る 。

 1人 就 業(h=h)の 家 計 で あ る確 率Pr(h=h)は3.2.1-1)と3.2.ヱ ー3)か ら 、あ る い は 、

3.2.1-2)と3.2.1-4)か ら 求 め ら れ る 。3.2.1-1)と3.2.1-3)か ら は 、

             B2=Pr(h=h)+B,

故 に 、

  3.2. 1-5)             1)r (hニ h)=Bz-B1

を 得 る。 あ る い は 、3.2.1-2)と3.2.1-4)か ら 、

             オ1=pr(h=h)+A2

故 に 、

  3.2. 1-6)             f)r (hニ h)=ノ41_ノ4z
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を得 る。3.2.1-5)又 は3.2.1-6)の ど ち らも 、1人 就 業 の 確 率 を 与 え 、3.2.1-1)は 就 業 者

零 の 確率 、3.2.1-4)は 就 業 者2人 の 確 率 を 与 え る。

 こ こ に、3.2.1-5)、3.2.1一 一6)か ら

           Bz-BI≡ ≡、41-A2 0r 、41+B,≡Az+B2

を 得 るが 、 これ は確 率 密 度 分 布 の 性質 か ら当然 で あ る。

 以 上 の 考 察 か ら、N=2の 家 計 群 に つ いて 、 供 給 確 率 μは 、1)、4)、5)を 使 って 、

3.2.1-7)u=2{2xP,(h=2h)+1xP,(h=h)+OxP,(h=0)}

      一者{2×(面 積A2)+1・(醋 β・一面積 β1)+・ ・(面積 β1)}

       一音{2・(醐 ・)+(面 積B・ 一醋 β1)}

に よ って 求 め られ る 。

 あ る い は 、3.2.1-1)、3.2.1-4)、3.2.1-6)を 使 って 、

  3.2.1-8)μ 一者{2・(面 積A・)+(醋A一 面A・)}

         一者{面 積 、41+面積Az}

に よ って も求 め られ る。

 第1お よ び 第2臨 界 核 所 得 分 布 を

  3.2.1-9)                g*(1*Iw, h)

  3.2.1-10)          9*Z(1*21w, h)

とか け ば 、 面 積 、41は 、

  3.2.1-11)  A-Jb9*1(1*眇,h)d・ ・

面積AZは 、

3.2.1-12)  dAz=J g*

r・(…lw・h)d…

で 計 算 さ れ る 。

3.2.1-11)と3.2.1-12)を3.2.1-8)に 代 入 す れ ば 、 供 給 確 率 μ は 、

3.2.1-13)μ 一 者{Jb9*(1・1ω ・万)d1・+rdJ

r 9・ ・(1・ ・lw・h)dl・ ・

に よ って 与 え られ る。

 3.2.1-11)、3。2.1-12)の 右 辺 の 積 分 を 、G*(IIw,h)、G*2(IIw,の

                    一59一



とか けば 、3.2.1-13)に 代 入 して 、供 給 確 率 方 程 式

  3.2.1-13') μ一 音{G・(ノ1ω,万)+…(・lw・h)}

又 は 、

  3.2.1-14)     μ=F(Ilw,h)(供 給 確 率 方程 式)

を得 る。 これ は 、N=2の 家 計 群 に お い て 、核 所 得 水準 を任 意 の 値1に 与 え た ときの 供 給 確 率(賃 金

w、 指 定 労 働 時 間hの 就業 機会 に 対 す る)を あ らわす 式 で あ る。

[2.2] N=3の 場 合

N=3の 場 合 、 非 核 構成 員 の供 給量hは 、

   ① 1>1*       な ら     h=0     (零 人)

   ②1*>1>1*2 な ら  h=h  (1人)

   ③1*2>1>1*3 な ら  h=2h  (2人)

   ④ 1*3>1     な ら    h=3h   (3人)

で あ る。 た だ し、1*、1*2、1*3は 第1、2、3臨 界 核 所 得 で あ る。1*、1*2、1*3の 分 布 を そ

れ ぞれ 図(皿 一1-4)に 示 す。1>=2の と き と同様 に 、

  3.2.2-1)     面 積 、81=P,(h=0)

  3.2.2-2)     面 積A=P,(h-h)+Pr(h=2h)+P,(h=3h)

 面 積B2は1>1*2な る 確 率 で あ る。1>1*2な るケ ー ス は 上 の ① と ② で あ るか ら、面 積Bzは

h-2h又 はh=3hな る確 率 に ほか な らな い。 す な わ ち 、

  3.2.2-3)      面 積Ba=P,(h=0)+P,(h=h)

故 に 、

  3.2.2-4)     面 積Az=P,(h=2h)+Pr(h=3h)

 面 積Aaは1〈1*3な る確 率 で あ る。 この ケ ー スは ④ で あ るか ら、 面 積Asはh=3hな る確 率 に

ほ か な らな い。 す な わ ち、

  3.2.2-5)      面 積 、43=Pr(h=3h)

故 に 、

  3.2.2-6)      面 積B3=Pr(h=0)+P,(h=h)+P,(h=2h)

で あ る。

 Pr(h=h)は 、3.2.2-2)3.2.2-4)か ら求 め られ る 。す な わ ち 、

  3.2.2 -7)                  Pr (h= h)=ノ41『Az

 Pr(h=2h)は 、3.2.2-4)3.2.2-5)か ら求 め られ る。
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〔皿 一1-4図 〕
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  3.2.2-8)                      P,(h=2h)= A2-Aa

 3.2.2-1),5),7),8)を

      u=3{3xPr(h=3h)+2xP,(h=2h)+lxP,(h-h)+OXP,(h=0)}
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  3.2.2-9) u=3{3XAs+2X(Az-As)+(At-Az)}

            =3{Ai+Az+Aa}

に よ っ て 、N=3の 場 合 の 供 給 確 率 が 求 あ られ る 。 g*(1*Iw,h)、9*2(1*21ω,h)、9*3(1*31

w,の を そ れ ぞ れ 第1、 第2、 第3臨 界 核 所 得 分 布 と す る と 、 面 積 、41、A2、 Asは 、

3.2.2-1・)A-r.aJ

r 9・(ノ ・1ω ・h)d1*一 脚*1ω ・の

3.2.2-11) a2Az=J g*z

r(∫ 紹1ω ・h)dl*2-G*z(1*21ω ・の

3.2.2-12)幽 ず ρ*3(ノ ・・ゆ ・の4ノ*3-G*s(∫*31ω ・の

に よ って 計 算 され る。

 3.2.2-10)、11)、12)を3。2.2-9)に 代 入 す れ ば 、1>=3の と きの供 給 確率 方 程 式

  3.2.2-13)μ 一13{G・(・ ・1ω ・ 〃)+G・ ・(1・ ・w,h)+G・ ・(1・ ・lw・h)}

を得 る。

[2.3] N人 家 計 に お け る供 給 確 率方 程 式

 前 項['2.1]、[2.2]お よ び第 皿章 の 考察 か ら、 次 の 一般 的帰 結 を得 る。

 まず 、A型 家 計(ノV=1)に お い て は 、 供 給 確 率 は 、

3.2.3-1)・ μω ず1嬬(1*lw,h)d1・

に よ って 求 め られ た。 こ こに μ(1)は2V=1の 型 の 家 計(A型 家 計)の 供給 確 率 、 alは 臨界 核 所 得 分

布 の 上 限 値 、gあ は 、 この 型 の 家 計 の 臨 界 核 所 得 分 布 で あ る。 この場 合 の 臨界 核 所 得 は他 の型(N>

1の 型)の 第1臨 界 核 所 得 に 相 当 す る。

 N=2の 型 の 家 計 に お い て は 、[2.1]の3.2.1-13)式

3.2.3-2)働 一 吉{i.bgcz>J

1(1・lw・h)d・ ・+廊(矧 ω ・h)dj*z}

に よ って 供 給 確 率 μ(2)が求 あ られ る。 た だ し・9(2,・9(鬢 は この型 の家 計 の第1・ 第2臨 界 核 所 得 分

布 で あ る。

 N=3の 型 の 家 計 に お いて は・[2.2]の3・2・2-13)式 よ り、

3.2.3-3)緬 一13{∫ ㌦ 拳(・ ・lw・h)dl・+('a2J*29c3>(1*W)dl*2
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+ｰ3*3
19ca)(1・ ・lw・h)d…}

に よ っ て 、 供 給 確 率 μ(3)が 求 め ら れ る。 た だ し、9<a)、g留 、 *39 c3)は こ の 型 の 家 計 に お け る 、第1、2、

3臨 界核所得分布である。

 これか ら、明 らかにN人 の非核構成員からなる家計の供給確率 μ(nnは、

  3.2.3-4)  μ・nn一礁 ハ 翻 ・(・病1ω ・h)d1・i}
                      1

に よ って 与 え られ る こ とが わ か る・ た だ し・g蒲(1*ilω ・h)は ・ 非 核 構 成 員N人 家 計 の第Z(Z

-1 ,…,〈D臨 界 核 所 得(密 度)分 布 、a;は そ れ らの 上 限 界 で あ る。

[3] 臨 界 核 所 得 分 布 の 拡 張 一 非 核 賃 金率 が 相 異 る場 合 一

 前 節[1][2]で は 、N人 の 非核 構 成 員 に提 示 され た賃 金 率 が 構 成 員 の間 で 相 等 しい ケ ース を 扱

った。 次 に 、 賃 金 率が 相 異 な る場 合 を考 察 す る。

[3.1]N=2の 家計 に つ い て

 非核 構 成 員 が2人 の家 計 に お い て、 第1構 成 員 に提 示 され た 賃 金 率 はwl、 第2構 成 員 に つ い て は

w2で あ り、 wl>w2と す る。 た だ し指 定 労 働 時 間 は共 通 で あ る。

 この ケ ー ス も、推 論 の本 質 は[1]に お け るの と変 りは な い。 次 の 図(皿 一1-5)に お いて 、

所得 線 の1*、41部 分 お よ び 、1*2、43部 分 の 縦 軸 に対 す る勾 配 は ど ち ら も賃 金 率 ω1を 示 し、 お な じ

く、.41、81部 分 とA3B3部 分 の勾 配 は賃 金 率w2を 示 して い る。 賃 金 率 が 、2人 の 非 核 構 成 員 の 間 で

異 な る とき は 、所 得 線 は1*A,B,、1*2A3 B3の よ うに、 直 線 で は な く折 れ 線 の 形 を と る。

              〔DI-1-5図 〕

                1*2          1*
                                    T'

h

h

As        vAi

               ω1

 Bg          Bl

     w3

O
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 この よ うに 所得 線 が 折 れ 線 の 形 を と る とい う点 を別 に す る と臨界 核 所 得 に 関 す る定 義 お よ び そ の分

布 をめ ぐる所 論 は 、 賃金 率 が共 通 の[1]に 述 べ た こ とを 、 そ の ま ま適 用 で き る。

 [1]の 考察 と ま った く類 推 的 に 、 図(皿 一 ユー5)の 点1*の 核 座 標 は第1臨 界 核 所 得 で あ り、

点1*2は 第2臨 界 核 所 得 を与 え る。

 前 と同様 に 、1*と1*2の 分 布 が与 え られ る と供 給 確 率 は[2.1]の(3.2.1-13)式 に よ って 計

算 さ れ る 。

〔3.2]N人 の 家計 に つ いて

 非 核 構成 員N人 の 家 計 に お いて 、 第2臨 界 核 所 得 は、 次 の よ うに定 義 さ れ る。

 所得 線 は(N-1)個 の[折 れ 目」 を もつ折 れ線 で あ らわ さ れ る。 所 得 線 は もち ろん 、 核 所 得 の 変

化 と と もに平 行 に 移動 す る。 所 得 線 が 図 のTT'線 上 の あ る特 定 の 位 置か らひか れ て い る もの とせ よ。

そ の と き、所 得 線 上 の 一点A、 す な わ ち そ の縦 座 標 が[T一(2-1)h](i=i,… …,N)で あ る

点 お よ び も う一 つ の点Bす な わ ち、 その 縦 座 標 が[T-ih]で あ る点 と を と り、AとBが 同 じ無 差

別 曲 線 上 に あ るな らば 、 そ の所 得 線 の 始 点(TT'上 に あ る)の 横 座 標1*iは 、 第2臨 界 核 所 得 を与

え る。 こ こに、 〈1=2、Z=1と お け ば、 図(皿1-1-5)の 第1臨 界 核 所 得 を得 、 N=2、2=2

とお け ば、 同 じ図 の第2臨 界 核 所 得 点1*2を 得 る。

[4] Allen-Bo wley型 選 好 関数 を もつN人 家計 の臨 界核 所得 の 導 出

[4.1] N=2の 場 合

 非核 構 成 員 が2人 の場 合 、Allen-Bowley型 選 好 関 数

  3.4.1-1) w=2rlX・+y・X+r・X紬 濯+者 ・・∠・

か ら、第1FECI(臨 界核 所 得)、 第2PECIを 求 め る 。[3.1]の 図(皿 一1-5)で 、 点1*

にお いて は 、

  3.4.1-2)         X=1*, 」=N:T  (ただ し,ノV=2)

で あ る。 こ こ に、Tは 非 核構 成員1人 当 りの処 分 可 能 な総 持 時 間(一 定 の単 位 期 間 内 に おけ る)で あ る。

 点 、41にお い て は 、

  3.4.1-3)        X=1*+wl h, !1=NT-h

で あ る。

 点1*を 通 る無 差 別 曲線 ω1に お け る ω の値 ω1*は 、3.4.1-2)を1)に 代 入 して 、

  3.4.1-4).wr*=2rl(1*)2+r・1*+y31*NT+r・NT+1r5CNT2 )・
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  3.4.1 -6) 1*_                     一 rlw1十 ya

を 得 る。

第2臨 界 核 所 得1*2を 与 え る式 は 、 次 の とお りに 求 め られ る。 図(III-1-5)の 点Aa・ の 座 標 は 、

  3.4. 1-7)            X=1*2+wlh     ;!7=ノ>T-h

で あ り、B3の 座 標 は、

  3.4.1_g)           X'=1*2+wlh+w2h  ; ノ7=・ハTT-2h

で あ る。

3.4.1-7)を3.4.1-1)に 代 入 して 、

  3.4.1-9)ω ・、=1rl2(1・ ・+wlh)・+r・(…+wlh)+r・(…+wih)(NT-h)

                     +r4(NT-h)+2r5(NT-h)z

3.4.i-s)を3.4.1-1)に 代 入 し て 、

  3.4.1ヨ ・)ω ・、一2y,[1・ ・+(wl+w・)h]・+r・[1・ ・+(wl+w・)万]

            +r3 C I*2+(wr+w2)h][NT-2h]+r4 CNT-2h]

            +lr2・(NT-2万)・

を得 る。 ω43=X83の 条 件 か ら、 第2臨 界 核 所 得 は 、3.4.1-10)と9)の 右 辺 を等 置 して求 め られ る。

す な わ ち

  3.4.1-11)1・ ・一=1r-w+r3{rl(2wZh+w,w・h)+・ ・w・+Y・[w・(NT-2h)一wlh]

             一r・+・ ・(32万 一NT)}

が、第2臨 界核所得方程式である。

                    一65一
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で あ る。

 点 、41を通 る無 差 別 曲 線 の ω の 値 ω41は 、3.4.1-3)を3.4.1_i)に 代 入 して 、

  3.4.1-5)ω ・1一 者 ・1(1・+wlh)・+y・(1*+wlh)+r・(1・+wlh)(NT一 万)

                   +r・(NT一 万)+1r2・(NT-h)・

で あ る。1*が(第1)臨 界 核 所 得 で あ るた め には 、定 義 に よ り、 ωA1=ω,*で な けれ ば な らな い。故

に3.4.1-4)、5)の 右 辺 を 等 置 して1*に つ いて 解 け ば、 第1臨 界 核 所 得1*を 与 え る式

          2rlw・ 万+r・wl+r・wl(NT-h)一Y・+lr2・(万 一2∬)



 ω1== W2; Wと お いて 、3.4.1-6)お よ び11)に 適 用 す れば 、 非 核 構 成 員 の 賃 金 率 が 共 通 で あ る と

きの 、第1、 第2PECI方 程 式 が求 め られ る。 す な わ ち 、1*は6)のWlをwと か き 変 え れ ば よ

い 。1*2は3.4.1-11)に お いて 、w1=・ w2=wと お い て 、

             書 rl w・万+・・w+r・w(NT-3万)一 ・r4+rs(号 万一醐)
  3.4.1 -12)     1*2=                      一71 W十73

で あ る。

[4.2] N人 家 計 の第i臨 界 核 所 得

 N人 家 計 の 第i臨 界 核 所 得 を求 あ る一 般 式 は 次 の よ うに して 導 か れ る。

 所得 折 線 上 に お い て、 ∠の 座 標 が 、

  3.4.2-1)             ノd=1>'T一 (i-1) h     (i=1, 2, 一一・・, i,・9。。・・,ハ1)

で あ る 点(Pi)に お い て は、 所 得Xは

                      ぎ コ

  3.4.2-2)                  X :1+ h Σ  Wt
                       t冨1

で与 え られ る。 こ こに、 ω1は 第1非 核 構 成 員 の 賃 金 率 、 ω2は 第2非 核 構 成 員 の賃 金 率 、(以 下 同様)

を あ らわ し、 ま た 、

  3.4.2-3)        WN > zv N-1 >'."○'>Wi >一一'●'.>w1>Wo

で あ る。 た だ し、i=1と お くと きのWi一 正、 す な わ ちWoに つ いて は 、

  3.4.2-4)                     Wo ≡≡… 0

と定 義 す る。

 次 に 、所 得 折 線 上 で ∠の 座 標 が 、

  3.4.2-5)                  ノ1=ハIT}ih

で あ る点(Pi)のX座 標 は、

                    ヘ  ゴ

  3.4.2-6)                X= 1+ h `Σ7 Wt
                     t "=1

に よ っ て 与 え られ る 。

3.4.2-1)と2)を[4.1]の3.4。1-1)式 に代 入 す る と

  3・ 4・ 2・一7)%一 音 ・・(   i-11+h2wt  t=t)・+r2(・曙 砺)+r3(・+万 幽)

            [NT一(i-1)h]+r・[NT一(i-1)万]+音 ・・[NT一 (i-1)万]・

を得 る。
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3.4.2-5)と6)を 同 じ選 好 関 数3.4.1-1)に 代 入 して 、

  3.4.2-8)wP;=2Yt( _ ゴノ+hEω ∫   '電1)・+r2(・+万加)+r・(1+ih E wtr=t)(NT-ih)

             +r4(NT-ih)+2rs(NT-ih)z

を 得 る。 核 所得1が 、第i臨 界 核所 得 で あ るた め に は 、 そ の定 義 に よ って 、

  3.4.1-g)              ωP卜1=ωpゴ

で な けれ ば な らな い。 この条 件 か ら、3.4.2-7)と8)の 右 辺 を等 置 して1に つ いて 解 く。 この と

き!は 第Z臨 界 核 所 得 で あ るか ら、1*iと か け ば 、第2臨 界 核 所 得 を与 え る式 、

  3.4.2-1・)1*t 1-rlw;+。,{2rthw`(2葦1一 ・)+卿 ・

            +r3[NT w=一h(Etwt+iw=)]+r4 C2i-1)t=i

            +ZrsCh(2i-1)一2NT]} (isN)

が導 か れ る。 これ はN人 家 計 の第Z臨 界 核 所 得 を与 え る。 この 式 で2=1と お け ば(wo≡0を 考

慮 し て)第1臨 界 核 所 得 が 、i=2と お け ば 第2臨 界 核 所 得 の 式 が 、(以 下 同 様)、2=ノVと

お け ば 第N臨 界 核 所 得 の 式 が与 え られ る。 ま たwp=wq(p,4=1,… …, N;p≠4)と お け

ば 、賃 金 率 が 共通 の場 合 の第2臨 界 核 所 得 を与 え る式 が求 あ られ る。 した が っ て、3.4.2-10)は

Allen-Bowley型 選 好 関 数 の も とで の 臨 界 核 所 得 方 程 式 の 一般 式 で あ る。

[5] 供 給 限 界 曲 線

[5。1] N=1の とき

 ノ〉=1の 場 合 の供 給 限界 曲線 の方 程 式 を、Allen-Bowley型 選 好 関 数 か ら導 出 す る。

 任 意 の 核 所 得 水 準 を1と し・ 点1を 通 る無 差 別 曲線 ω1と  〔皿一1-6図 〕

所 得 線IBの 交 点mを 求 め る。 mの 縦 座 標 を 煽 とす れ ば

NT一 煽 は、 核 所 得1, w=tanθ 、な る場 合 の供 給 限界 で

あ る。(III-1-6参 照)

 点1を 通 る無 差 別 曲線 の方 程 式 を求 め る。点1に お いて は、

  3.5.1-1)   X=1, 、4=NT

で あ るか ら、 これ を 選 好 関数 に代 入 して、

                    一67一
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  3.5.1-2) ω・≡ 音 ・1∫・+r・1+・ ・INT+r・NT+者 ・・(NT)・

を 得 る。 した が って ω1の 方 程 式 は

  3.5.1-3) wA=ZytX・+r・X+r・ ×紬 ∠+lr2・ ∠・

で 与 え られ る。

 所 得 線 の方 程 式 は

  3.5.1-4)                  Xニ ・1+w(!>'7、 一 ノ1)

で あ る。3.5.1-3)と4)を 連 立 して ■ につ いて解 く と、 点mに お け る ∠の値

             r1(2wx-NTw2)+2rzw-2ra(x+wxNT)一2r4-2NTr5  35
.1-5)  ∠翅=                       r

lw2-2r3w+r5

を得 る。 煽 は供 給 限界 の 軌跡 を与 え る。 ただ し、x=1+wNTで あ る。 左 辺 を労 働 時 間 にか きか

え る と、供 給 限界 曲線 の 方 程 式

  Hm-2r,(NTW-x)w-2y2w+2r3ylw2-2r、(x-2WNTZU+y5一)+2ra+2NTr5・x・+WNT

又は

  3.5.1-6)Hm=一2yi/w-2yzw+2ysY12U,(1-NTw)+2r9-Zra w+r5+2NTYs(た だ 姻 一1)

を得 る。Hmはm点 の 労 働 時 間 座 標 で あ る 。

3.5.1-6)式 か ら、供 給 限界 曲線 が 右 下 りで あ る ため の 条 件 と して 、∂Hm/∂1〈0、 す なわ ち 、

                   一rl w+rs〈03.5.1-7)   rlw2-2r3w+y5

が導かれる。Hmはm点 の労働時間座標である。

[5.2] N=2の 場合

 非核構成員2人 かつ、2人 の非核構成員に提示された賃金率が相異なる一般的な場合(Wp≠WQ:

p,4=1,2,… …,の について、供給限界方程式を求める。

 ノV≧2の 場合には、供給限界の軌跡は賃金率wl、 w2の 各々について定義される。第1供 給限界と

は、所与の核所得と当該賃金 wtの もとで、企業が誘引 しうる供給時間の最大限の値である。 第2

供給限界とは、wlの 賃金率(wl>w2)でh時 間を誘引できるとき、この労働時間にさらにw2の

賃金率で誘引できる最大限の労働時間を加えた労働時間を指す。

 1>=2の ときは、第2供 給限界が、臨界核所得の概念と密接に関連 している。すなわち、核所得水
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〔IQ-1-7図 〕
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準 を代 替 的 に種 々 に与 え る と き、 当 該 家 計 の 第2供 給 限 界 が ち ょ う ど2hに 一 致 す る よ うな潜 在 的 、

仮 想 的所 得 水 準 が 第2臨 界 核 所 得 で あ る。(皿 一1-7図 参 照)。

 同 様 に して N=3の とき は第3供 給 限界 が 〈[=iの と き は第i供 給 限 界 が 、第i臨 界 核 所 得 概 念

と密 接 に 関 連 して い る。               〔皿_1_8図 〕

 彡人 の 非 核 構成 員 か ら成 る一 家 計 を 考 え る。 ∠

所 与 の 核所 得 水準 を1、 第1,2,… …,i等 の

非核 構 成 員 の賃 金 率 を ω1,ω2,… …,Wiと し、

      w1>w2>,… …,>wi

で あ る とす る。 指 定 労 働 時 間 ぬは ゴ人 に共 通 で

あ る とす る。

 i-1番 目の構 成 員 の就 業 状 態 を 皿 一1-8

図 の 点Ai-1で 示 す 。 点 、4`_1を 通 る無 差 別 曲線

Q)i-1と所得線Ai一、 Biの 延長との交点をCiと O                    X

する。点Ciに おける労働時間が、所与の核所得 と非核賃金率のもとにおける第i供 給限界である。こ

の点の座標を求める。

 まずAi,1点 の座標は、

              ゴ  

  3・5・2-1)    X= 1+ h 』Σ7 Wt,       3.5.2-2)    ノ1=ノ>7T一 (i-1)一 万'               t=1
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で あ る。 故 に 点At.1を 通 る ω臼 の方 程 式 は 、

  3.5.2-3) %.1=ZrtX・+Y・X+Y・X11+Ygll+古 研

こ こ にwA= 一1はAllen-Bowley型 選 好 関 数 に 、3.「5.2-1)、2)を 代 入 し た 値

  3・5・2-4)勉 、.1一者 ・1[ 一i-11+h.Σwt   t=t]2+r・[1+万 絅

               +r・[・+hElwr]CNT一(i-1t=t  )h]+r・[NT一(z-1)司

               +lr2・CNT一(i-1)万]2

である。

 点 、4伺か ら出発する所得線 ん.L&α の方程式は、

  3.5.2-5) X=[・+万 銅+w=[H一(z-1)h]

で 与 え られ る。 こ こ にHは 、 非 核 構 成 員 が 就 業 して 供 給 す る労 働 時 間 合 計で あ り、 もち ろん 、hの 整

数 倍(就 業 した 核 、 非 核 構 成 員 数)の 値 を と る もの とす る。 した が って 、

  3.5.2-6)                      ∠+H'=!>T

で あ る。 これ よ りH=〈TT一 ∠ を 得 、5)に 代 入 す れ ば

  3・5,2-5')X一[∫+万i-1E wtr=t]+勿 ・[N7一 ル σ 一1)h]

を 得 る。3.5.2-3)と5')を 連 立 して 、π につ い て解 けば 、C;点 の ∠座 標 が 求 め られ る。 ∠の 解 は 、

  3.5.2-6)∠ 侮一 〔yl{w;2[NT一(i-1)万]+2w[1+藤']}+2r・w

             -2r・(・+万 芝;の 一2・・一r・[NT一(z-1)万]〕 ・1

た だ し、            9≡rlw=z-2yawt+y5

と な る。 〈TT- C=を 求 めれ ば 、 C=点 に お け る労 働 時 間 座 標Hct、 す な わ ち、供 給 限 界 が 求 め られ る。

   7)H`=一{r・ 卜(2-1)hw=Z-2w;(1+万:一tE wtt=t)}2r・w;

           +2・ ・[1+藤 謂 司+2r・+r・[2NT一(z-1)h]}・1
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た だ し、              9≡rlw=Z-2r3w=+Y5

これ が 、2人 家 計 の 第Z供 給 限 界 の方 程 式 で あ る。3.5.2-7)に お い て 、i-1と お き 、 w;.1≡

wo=0と お け ば 、[5 .1]の3.5.1-5)式 が 導 か れ る 。

供 給 限 釉 線 が右 下 りで あ るた めの 条 件(供 給 限 界 軌 跡 の 右 上 り条 件)axe,az<・ は ・3.5.2-7)か ら・

                  一rlw=+r33.5.2一一8)    i一一一一 一 くOrlw=一2rswt+r5

で与 え られ る。

§2 家計の労働供給の一般理論 とそれによるA型 家計の位置づけ

 この節では、家計の労働供給の一般理論の中で、A型 家計の位置づけをおこなう。

 家計労働供給の一般理論の立入 った考察は §皿でおこなわれるので、 ここでは一般理論の帰結のう

ちA型 家計の位置づけにかんする考察の一部をできるだけ簡単にまとめて示す。

 成年構成員2名(お よび不特定数の未成年構成員)か らなる家計をとりあげる。この家計の構成員

2名 は、各種の条件の もとで さまざまな就業形態をとるであろう。一般理論によれば、その条件は次

の二つであることが示される。

 第1は 構成員にとって開かれた所得造出機会特性、第2は 当該家計の無差別曲線の特性であり、こ

れ らは後の表皿一1に 例示されるような形で就業形態を規制する。

 (1)所 得造出機会について 一6種 の収入率系 一

 所得造出機会には、雇用されることによる機会と、自営所得の造出をおこなう機会とが区別される。

後者は家計のおかれた初期条件により、ある場合は、農業や非農 自営業からの自営所得造出であり、

またあるときは生産のための土地や設備を殆 ど考慮する必要のない 厂内職」による自営所得造出機会

である。 これらのうちどの場合であれ任意の一家計はそれに個有な初期条件によって規制 される自営

所得造出能力を潜在的にもっている。ある家計では造出能力は大きく、ある家計では極めて小さいで

あろう。造出能力は一般に自営所得造出(生 産)関 数

            y-y(hd,a)・dydhd>・ ・dzydhd2〈 ・,

で示される。hdは 自営所得造出のたあに投入される労働時間。 yは 自営所得、 aは パラメタである。

関数yは 余暇 ・所得平面上の自営所得造出曲線で図示 される。
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 雇用所得造出機会は、2名 の構成員のそれぞれに対 して、賃金率W,とWZで 与えられ、指定労働時

間は共通の値hと する。Chの 値がそれぞれの機会について(W,、 h,),(Wz, hZ)の ように異な

る場合についても以下の図式は容易に拡張できる。(§Vldを参照)]

 自営所得造出関数のhd=0に おける限界自営所得造出力(限 界生産力)を

                 (dy/dhd)o

とか く。また、当該家計の処分可能な全時間hmaxを すべてyの 造出のために投入したとき、すな

わちhd=hmaxに おける限界所得造出力を

                 (dy/dhd)m

とかくことにする。

 就業形態を決定する、所得造出機会の条件としては、次の6痼 のケースが基本的に重要である。こ

れ らのケースを、それぞれ、収入率特性1系 、……、VI系 とよぶ。

収入率特性1系

〃 II系

〃  皿系

〃  IV系

〃  V系

陥>Wz>(裁 〉(dyldh
d/m

陥 〉(_dydh
d o>Wz>(dyahd)m

陥 〉(dydh
d a>(dydhd m>Wz

(dy/dhd/o>陥 〉(dy/dhd/m>W2

(dy}dhd/a>陥>Wz>(dy}dhd/m

    〃 鯀  (dy/dhd/a>(dh/m>Wt>Wzd

 ただし、雇用収入率(賃 金率)W1とWzはP71>Waと 定義 してある。

 ② 無差別曲線の特性について

 1か らVIま でのうち、どれか一っの収入率系をもつ多数の家計(成 年2人)を 考える。家計間で無

差別曲線の形に差があるために、ある家計では自営機会だけへの就業が、ある家計では雇用機会だけ

への就業が、またある家計では両方の機会への同時就業が発生する。以下の各図と表は、家計間の無

差別曲線の特性の差を、いかなる指標で把握すればよいかを示している。

 2.家 計の労働供給の一般理論の概要と帰結

 労働供給の一般理論を収入率系1を もつ家計についてだけ概述する。他の収入率系についての詳細
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は §VIQを参 照 され た い 。

[1] 収 入 率特 性1系 を もつ 家 計 の 供 給行 動

収 入 率 特 性1系 はWi>Wz(dy/dh
d/g>dy/CdhdJmで 示 され る・ 図(皿+1)でrglqは 自 営 所

得 造 出 曲線(y=y(hd))で あ る。 y aの(縦 軸 へ の)勾 配 は 確1、 a a'の 勾 配 はWzを 示 す。図 のh

は指 定 労 働 時 間 。aq, bqはyqを それ ぞ れa, bを 始 点 に して画 い た 曲線 で あ る。

 (1.1) H(h*)〈hな る家 計                〔皿 一2-1図 〕

 H(h*)は 継 の労 働 時 間 座 標 を示 す 。1系 収 入 率 特 性

の も とで 、 この 種 の 家 計 は 無 差別 線 との 接 点h*がaよ り

上 方 に あ る。 二 つ の ケ ー スに わ か れ る。

 (1.1a) H(b,)>hな る家 計:収 入 機 会 が 自営 だ け

で あ る と した と きの 最 適 労 働 投入 時 間 を 示 す 点 をg1(YQ

と無 差 別 線 の 接 点)と す る。91を 通 る無 差別 線 ω1とraa'

の交 点 をb,と か く。b,の 労 働 時 間 座 標 をH(b,)と す る。                X

こ の家 計 で はb,はaよ り下 方 に あ る(図 皿 一2-1と 反 対)。

この 家 計 で は 点aが 選 ば れ る。理 由:こ の家 計 は(1)g1(自 営 就 業 の み)、(2)a(W1の 雇用 機 会 の み)、

(3)b(確1とW2の 雇 用 機会 の 両 方 へ 就 業)、(4)雇 用 ・自営 の 両 方 へ 就 業 、の4つ の 選 択 に直 面 す る。

(4)は さ らに 二 つ に わ か れ る。 第1は(π1,h)な る雇 用 機 会 と 自営 機 会 併 用 で 、 aq上 の ど こか に 位

置 す る。 第2は(確1,h)と(W2, h)の 二 つ の 雇 用 機 会 へ 就 業 しか つ 自営 就 業 もお こな う就 業 形

態 でbq上 の ど こか に 位 置 す る こ とを 意 味 す る。 これ らの うちaを 通 る無 差 別 曲 線 が 最 高 位 に あ る。

 (1.1b) h>H(bl)な る家 計:9iが 選 ば れ る。 点      〔皿一2-2図 〕

a、b、ab間 の点 、 aq上 の 点 の ど れ を 通 る無 差 別 曲 線 よ  ■

り も91を 通 る ω1は 高 位 に あ るか ら。

 (1.2) 2h>H(h*)>hな る 家 計。

図(皿 一2-2)に 示 す よ うにh*がab間 に あ る家 計 で

二 つ の ケ ー ス に わ か れ る。

 (1.2a) 2h>H(bZ)な る家 計:図(皿 一2-2)

で ・aqはYQをaを 始点 に か いた もの。 aq上 の 無 差 別 線                  X

との 接 点 を9zと か き、 接 す る無 差別 線 を ω2と す る。ω2と

ab(又 は そ の 延 長)の 交 点 をb2、 その 労 働 時間 座 標 をH(b2)と か く。 この家 計 はbZがbよ り上 に

あ る。92が 選 択 され る。 理 由:a、bの ど ち らよ り も92は 高 位 の無 差 別 曲線 上 に あ るか ら。
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 雇 用 機 会 にh時 間 、 自営 収 入 の た め に[H(92)一h]時 間 が投 入 さ れ る。

 (1.2b) H(bz)>2hな る家 計

 図(皿 一2-2)で 、 ω2とab線 の 延 長 とが 変 る家 計       〔皿 一2-3図 〕

で あ る。 点bが 選 ば れ る。 雇 用 機 会 へ2h(う ち わ け は   4

(π!1、h)と(Wz、 h)の そ れ ぞ れ へ就 業)供 給 し、 自営

就 業 は な い。

(1.3) H(h*)>2hな る家 計

図(皿 一2-3)に 示 す よ うに、h*がabの 延 長 上 に あ

る家 計 で あ る。図 のbqはYQをbを 始 点 に して か い た も

の で 、bq上 の無 差 別 曲線 との接 点 を93と す る。 接 す る無

差 別 曲線 ω3とbb'の 交 点 を ∂3と か く。 g3はbよ り下

方 に あ りH(93)>2h。 この 家 計 で は93が 選 択 され る。 aよ り もbよ り もrq上 の 無 差 別 曲線 の

接 点 よ り も93は 高 位 の 無 差 別 曲線 上 にあ るか らで あ る。

雇 用 労 働 に2h、 自営 所 得 の 造 出 にH(g3)一2h時 間 、(2)A型 家 計 の位 置 が 投 入 され る。

以 上 を ま と め る と表 皿 一1の とお りで あ る 。

表 皿一1 収入率特性1系 の ばあい

④ ⑬ 無 差 別 曲 線 の 特 性
   ◎
自営就業 雇用就業

⑪ 0

一 一 一

1.la h>H(h*)H(bl)>h 無    h RZ a

一 一

1.1b h>H(h*)H(b,)〈h 有  墾 RI

1.2a

      一一

2h>H(h.*)>h 2万>H(bz)H(92)>H(o) 有    h R3 a
一

L2b 2万>H(h*)〉 万2万 くH(∂2) 無    2h R4 a

1.3
     一 一

H(h*)> 2h   H(g3)> 2 h 有    2h R5 a

 このように、1系 収入率特性をもつ家計群中の任意の一家計の就業形態は、当該家計 のH(h*)、

H(b,)お よびH(b2)の 存在する位置の組合せに依存 して完全に決定されることがわかる。(こ れ

ら三つの時間変数は所与の収入率特性のもとでは当該家計の余暇 ・所得選好の特性を示すパ ラメタと

見 ることもできる。)

 表(皿 一1)は 、収入率特性1系 のもとで発生 しうるすべての就業形態を網羅 しているが、それら

のうち、⑥欄にaで 示す ものはA型 家計を含んでいる。それ らの うち(1.1a)と(1.2b)は 、

成年2名 が夫婦であるときは、それぞれ核所得のみおよび核所得プラス非核雇用所得を収入源泉とす

るA型 家計である。(1.2a)と(1.3a)に はA型 のほかに、兼業農家や非農自営業家計で一部構

成員が雇用労働に働きに出ている家計をふ くむであろう。(1.1b)は 専業農家、専業 非農 自営家計
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で あ る。 こ う して 、 こ の表 か ら、 収 入 率 特 性1系 を もつ 家 計 群 の 中 で のA型 家 計 の 位 置 づ けが知 らさ

れ る。

[2] 1系 収 入 率 特 性 を もつ 家 計 群 か ら各 種 就 業 形 態 の家 計 の 発 生 す る確 率

 3個 の変 数H(h*)、H(b,)、 H(b2)は 選 好 関 数 の パ ラ メ タを 媒 介 に して 相 互 に 関 連 して い る。

H(h*)の 家 計 間 で の差 を と りあ げれ ば 、 この 差 はH(bユ)の 差 と対 応 して い る。 この 関 係 を 、

                H(∂1) = ξ1 [H(h*)]

で あ らわ す。 た だ し ξ1はh>H(h*)>0に つ いて 定 義 され る。(図 皿 一2-1参 照)

 図(皿 一2-2)のH(b2)とH(h*)の 関 係 を、

                H(b2) =  ξ2[H(h*)]

で あ らわ す。 た だ し、2h>H(h*)>hで あ る。

〔皿 一2-4図 〕

2h
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 図(皿 一2-3)のH(b3)とH(h*)の 関 係 を

               H(b3) = ξ3[H(h*)]

で あ らわ す。 た だ し、H(h*)>2hで あ る。

 関 数 ξ1、 ξ2、 ξ3を 導 く手 続 き は §V皿章 を参 照 され た い。(注)

 ξ1、 ξ2、 ξ3を 図 皿 一2-4の 第1象 限 の0/K,、KZMIK3、K4K5で それ ぞれ 示 す 。
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 図 の第4象 限 は 、図(皿2一 ヱ,～ 皿12-3)のrab又 は その 延 長 上 に お け る無 差 別 曲 線 との 接 点H

(h*)の 家計 間 に お け る分 布 を示 す 。H(h*)の 値 は、 収 入 率 特 性W1、 W2、 所 得 造 出 関 数 の パ ラメ

タ αの値 を所 与 とす れば 、 ま っ た く選 好 関 数(無 差 別 曲 線 の 方 程 式)の パ ラメ タに の み 依 存 す る。 し

たが って 、 家 計 間 で の 選 好 関 数 の パ ラメ タの 差 を あ らわ す 分 布 が 与 え られ て いれ ば 、H(h*)の 分 布

は(Wi、 PV2、 α 所 与 の も とで)確 定 す る。

 表 皿 一1所 掲 の 無 差 別 曲線 の 特 性 と、 家 計 の就 業 形 態 を 図1皿2-4と 照 応 させ れ ば 、 各形 態 の発 生

第4象 限の 面 積R1・ … ・・Rsで 与 え られ る こ とが わ か る(表1⑪ 欄 に 当 該 面 積 を 示 す)。

 雇 用 労 働 機 会 へ の 供 給 確 率 μ1は 次 の よ うに して 求 め られ る。

  (A) μ1一 麦[・ ・Ri+1・(R・+R・)+2・(R・+R・)]一 壱[R・+R・]+R・+R・

た だ し、Ri、 … …、 Rsは 図V皿 の 当 該 面 積 で あ る。

 H(h *)の 分 布 関 数 ノ●1は

        (B)      fi[H(h*)iWi, W2, h,γ,Ct]

とか き あ らわ され る。 す な わ ち 、 図 皿2-4第4象 限 の 分 布 形 はWi、 W2、 h、 γ(選 好 関数 の パ ラ

メ タ分 布 の 特 性 値 一平 均 、分 散 一)と αが 所与 で あ る と き に確 定 され る 。(注)

 W2+W3は ノ'1の定 積 分 で あ り、

(c) 一 一 庸 佃(h・*)・1・pv,・VV,・ 一E・ 7・ a]・dH(h・)

で 与 え られ る。 ただ し、 積 分 の 上 、 下 限 は図 皿2 一4のH(h*)軸 上 の 該 当値 で あ る。上 下 限 値hf,、

hf,の 求 め方 は(§ 皿)を 参 照 され た い 。

 同様 に

                

(D) R4+島 一 恥[H(h・)lw,・w・ ・T・ 7・ Ct]・dH(h・)

               12

である。

(C)(D)を(A)に 代入 して、

(E)角 一者癖 五[]dH(h・)+噺[]・dH(h・)

 こ こ に 姥 、 雁 の 値 はWl、 w2、 h、 r、 α の 関数 で あ る(第 田 章)。 した が って 、(E)は 、

  (F)              μ1=μ1[Wi,W2,hlr,α]

とあ らわ され る。

各 種 の 就 業 形 態 別 の 発 生 確 率(表 皿一1)は 、 も ち ろん 次 の よ うに して 求 め られ る。
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  (1・1b)はflの0 から iiまでの 定積分。

  (1・1a)は.f,の 11か ら hま での 定積分。

  (1・2a)は ∫1のh か ら tzま での 定積分。

  (1・2b)は.fの izか ら2hま での 定積分。

  (1・3 )は ∫1の2hか ら 。・までの 定積分。

 [II][IVコ[V]系 などのタイプは 、む しろ 「第2種 兼業農家」に多いか もしれないが、これは、

都市家計調査か らはもともと排除されている。都市型家計で、立地条件がよい場合、自動販売機を据

えつけるなどして兼業自営収入を稼得する場合 も、[IV]な どの労働の限界自営収入造 出力の逓減ス

ピー ドの大きい型に属す ことになろう。これ らの仕事では、少数時間を兼業のため使 うことが必要不

可欠だが、それ以上の労働投入の分については限界収入率がほとんどゼロだか らである。 しか し、こ

のような条件のもとにある都市家計の数は極めて限 られたものであろう。

匸3] A型 家計の位置づけ

 皿一1表 に掲げたのと類似の各ケースをII系 ～VI系 についてつくれば、成年家計人員が2人 の家計

において発生 しうるすべての就業形態を網羅する(§皿を参照)。成年構成人員2人 の家計を、農業に

よる自営所得造出関数をもつ群と、その他の業種による自営所得造出関数をもつ群に分類し、それぞ

れの群をさらに、収入率特性によって分類 したとせよ。この分類に もとついて、[1][2]で 述べた

分析を適用すれば、任意の一家計が通常よばれるところの農家、第1種 、第2種 兼業農家、非農業自

営業、勤労家計、事業内職を伴 う勤労家計等この うちどの範疇の就業形態を採るかを叙述することが

できる。この意味において、[1][2]の 分析は2人 家計の労働供給の一般理論である。

 一般理論か らみれば、A型 家計という分類は都市勤労家計調査をふまえた、ある程度便宜的な側面

をもつともいえる。

選好関数特性
1「1 r2 r3 rs

収入率特

E1 A A NA A

EZ NA NA A A

En 八TA NA A ● ● ● A

上の表に例示 したように、同じ収入率特性をもつ家計群で も選好関数特性のちがいによってA型 にも

なるし、非A型(NA)に もなる。詳 しくいえば、同 じ雇用機会を提示された多数家計の うち、所得あるい

                     一77一



は余暇の限界効用曲線の形の差によって、ある家計はA型 の就業構造をもち他は自営業家計になるこ

ともありうる。すなわち、A型 家計とは就業形態による分類であり、就業形態自体は外生的条件では

なくいわば内生的にきまるものである。 したがって労働供給の一般理論という高度に自律的な体系の

枠の中でみるときは、A型 家計という就業形態による家計タイプの分類は外生的なコントロール要因

による分類ではない。 この意味で、就業形態による分類は便宜的なものである。外生的なコントロー

ル要因は、供給の一般理論の示すところによれば、収入率特性および選好関数特性である。 したがっ

て、一般理論の厳密な文脈においては、家計のタイプは、収入率特性と選好関数特性によって、分類

されるべきであることが理解 される。

 A型 家計という就業形態による分類は、便宜的側面をもっとはいうものの、収入率特性 と選好関数特

性による分類に対するかなり高度の近似であることも強調 されるべきであろう。なぜならば、さきに

考察 したとおり、1系 のタイプの収入率特性をもつ家計が、都市家計調査にいう勤労家計の殆どを占

めると考え られるか らである。

 以上の理由により、 §IIのA型 家計に関する労働供給理論は収入率系[1]を もつ家計の特殊理論

であると、高い近似度をもって、見做す ことができる。

§3 最適供給時間と第1,第2臨 界核所得の関係

 勤労家計を一般図式という広い体系(そ の中の収入率特性1の ケース)の 中で扱った際に、分析のお

もな要具となったのは最適供給時間H(h*)の 分布であり臨界核所得の分布ではなかった。 しか し最

適供給時間と臨界核所得の関係がわかれば、最適供給時間分布は臨界核所得分布にかきかえられ、 し

たがって、一般図式の中で示 された供給確率決定理論 と第II章 の臨界核所得分布による供給確率決定

理論は直接に結びつけられる。

 この補論では臨界核所得と最適供給時間の二つの概念の関係を考察する。この目的のためには、雇

用機会と自営機会の両方の収入機会をもつ家計群をとりあげるのがもっとも一般的であるが、二つの

概念の関係を示すという目的に即 して、かつもっとも簡明に叙述するために、以下では成年人員3名

とし、うち1名 に雇用機会(w,,h)が 、他の2名(非 核;構成員)に それぞれ共通の雇用機会(w2,h)

(w,>w2)が 開かれており、自営所得造出機会はないものとするケースだけを扱 う。

[1〕 臨界核所得と最適供給時間の関係{1)

 一 一般的な考察一
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 (1)最 適供 給 時 間 と第2供 給 限 界                               〔皿
一3-1図 〕

 右 図 で ∠は核 構 成 員 の 分 ま で を含 む 、家 計 の 余 暇 時 間

(OYは 処 分 可 能 な総 時 間)、 Xは 所得 を示 す。 指 定 労働

時 間 をhと し(核 、 非 核 構 成 員 に共 通 とす る)、 核 所 得

はa点 の 横 座 標 で 示 され る。

 核 お よ び 非 核 構成 員 の 労働 供 給 時 間合 計 をHと し、核

の 賃 金 率 をwi、 非 核 の そ れ をwZ.と す れ ば、図 の 所 得 造

出線raBの う ちのaB部 分 の 方 程 式 は、
                          n'                   i'X

  皿3.1-1)            X=zol h+w2(H-h)

で あ る。

 aB上 の最 適 供 給 時 間 は、 IV・3・1-1)の 制 約 の も とで 効 用 関数

  皿3.1-2)         ω=ω(X,∠,r, u)

を最 大 化 して 求 め られ る。 た だ し、Tを 家 計 の 総 持 間 と して 翅=T-Hで あ る。 rは 選 好 関 数 の パ ラ

メ タ集 合 で,uは パ ラ メ タの 家 計 間 に お け る差 を 示 す 確 率 変 数(注)で あ る。1)を

                X=(wl-w2)h+wzH

の 形 に して2)に 代入 し、

  皿3.1-3)      ω=ω[(wl-w2)h+wzH,7"一H, r,u]

に っ い て

                    dw  皿3
.1-4)                      =o                    dH

の 解 をH*と す れ ば 、最 適供 給 量(時 間)の 方 程 式 は

  皿3.1-5)      H*=H*(w2,1,r,u)… … 最 適 供 給 時 間

とあ らわ さ れ る。 た だ し、1≡wlhで あ る。 T-H*は 皿一3-1図1)*点 の 余 暇 の 座 標 を与 え る 。

 次 に、第2供 給 限界 ブ点 の座 標 を求 め る。bを 通 る無 差 別 曲線 は次 の手 続 き で求 め られ る 。

b点 のX座 標

                 Xb=1+w2 h

とb点 の ∠座 標

                 為=T-2h

を効 用関 数 皿 ・3・1-2)に 代 入 して 、wb一 ω[1+w2h, T-2h, r,u]を 求 め 、2)の 左 辺 を

h

π貞

rノ

 ■卩卩 ・

a

h

h

i

惣

0

jwb

B

(注) §II [2・2・3・2]に 述べた理由によ って複数個の選好パ ラメタの うち、た だ1個 だけが家計間で値が異 るもの とす る。

  したが って、選好関数は(皿 ・3・1-2)の 形にかかれ る。
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ωδに等 置 す る。 す なわ ち、

  皿3.1-6)    ω[1+w2h,T-2h,r,u]=ω[X,濯 ・r,u]

がb点 を通 る無 差 別 曲線 ωδの 方 程 式 で あ る。

 σ6線 の方 程 式 皿3・1-1)と6)を 連 立 して 、Hに っ い て解 け ば、第2供 給 限 界7点 の 労 働 時 間 、

H;が 求 め られ る。解 を 、

  皿13.1-7)       H;=H;(1,wZ,r,u)… 第2供 給 限界

と か け ば、 これ が 第2供 給 限 界(又 は臨 界 指 定 労働 時 間)の 方 程 式 で あ る。T-Hゴ は ブ点 の 余 暇 座 標

鴻 を与 え る。

 ② 第2臨 界 核 所 得 の 導 出

 皿一3-1図 か ら明 らか な と お り、 第2供 給 限 界 ブ点 がC点 に一 致 す る と き、a点 の横 座 標(核 所

得 水 準)は 第2臨 界 核 所 得 を 与 え る。

 したが って 、皿3.1-7式 の 左 辺 のH;を3hと お けば 、右 辺 の 核 所 得1は 第2臨 界 所 得1*2と な る。

  皿3.1-g)      3h=H;(1*2,wZ, r,u)

こ の式 を1*2に つ いて 解 けば 、 第2臨 界 核 所 得 の 方 程 式

  皿3.1_g)       1*2=1*2(w2,万, r,u)… …第2臨 界 核 所 得

を得 る。

 (3)第1臨 界 核所 得 の導 出

 第1臨 界 核所 得 は 、定 義 に よ り次 の条 件 か ら導 かれ る。 皿 一3-2図 のa'点 を 通 る無 差 別 曲 線 が

所 得 造 出 直 線a'Bと 交 わ る点 す な わ ち第1供 給 限界 をkと す る。点kが 点b'と 一致 す る とき 、a'点

の 横 座 標(核 所 得)は 第1臨 界 核 所 得 の水 準 に あ る 。

 a'点 を通 る無 差 別 曲線 を 求 め る。a'のX座 標 は

                  Xa一=ω1 h=1

翅 座標 は

                  浸〆=T-h

で あ る。 これ らを 効 用 関 数 皿3.1-2)に 代 入 して 、

              wa,一cv(1, T-h, r, u)

を得 る。 皿3.工 一2)の 左 辺 を ω。'でお き か え れ ば 、

  皿13.1-10)   ω(1,T-h, r,u)=ω(X,ノt, r,u);∠ ……7'一H

がa'を 通 る無 差 別 曲 線 ω。'の方 程 式 で あ る。

 10)と1)を 連立 して 、Hに つ いて 解 け ばh点 の 労 働 時 間

  皿3.1-11)Hk=Hk(Irw2, r, u)
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が第1供 給 限界 の方 程 式 で あ る 。図 か ら明          〔DI-3-2図 〕

らか な よ うに 、

        Hk=2h
                        r

の とき 皿3,1-11)』 式 の 右 辺 の1は'第1臨

                       h界 核所 得 で あ る
。 した が って 、

      2h=Hk(1,w2,r,の   一                       h

を/に つ いて 解 き、 第1臨 界 核 所 得 の方 程 式

  皿3.1 -12) 1*1=1*1(w2, h, r, u)

         … … 第1臨 界 核 所 得

を得 る。

 (4)最 適供給時間H'*と 第2供 給限界H;  0

  お よ び第1供 給 限 界Hkの 関 係

 最 適 供 給時 間H*を 与 え る 皿3.1-5)式 と、第 皿3.一1図 の ブ点 の 労 働 時 間H;を 与 え る 皿3.1

-7)式 か ら
、uを 消 す と(注)、 H*とH;の 関 係

  IH 3.1-13)           ηノ[H*, H; l zo2, 1', h]= 0

を 得 る。

 皿13.1-5)式 と11)式[(ID 3一一2図)のk点 の労 働 時 間 を 与 え る 式]か らuを 消 去 す る と 、H*

とHaの 関 係

  皿3.1-14)     η々 [H*,Hklwz,1,h]=0

を得 る。

 ⑤ 最 適 供 給 時 間H*と 第1,第2臨 界核 所 得 の関 係

 最 適 供 給 時 間H*を 与 え る 皿3,1-5)式 と第1臨 界 核 所 得1*1を 与 え る12)式 か らuを 消 去 す れ

ばK*と1*1の 関 係 を 与 え る式

  1矼3.1一 一15)          ψ1(H*, 1*11w2, 1, h, r)= 0

が 導 か れ る。

 同 様 に 、 皿3.1-3)と 第2臨 界 核 所 得 式9)か らuを 消 せ ば(注)、H*と1*2の 関 係 を 示 す式

A

rノ

a'

bノ

k w a'

  B
b

注(1)

注(2)

選好関数 ω(X,!1)に 確率変数uが ただ一個含 まれ るときは、uを 消去す ることによってH*とH;、H*とHk

の関係 が得 られ る。第IV章 の選好関数の場合が これ にあたる。 Allen-Bowley型 選好関数のr2とr4の 両方が家 計間

で異 なる場合の ように 二つ以上の確率変数をふ くむ ときは、H*とHJの 関係は皿3 .1-5)、7)の 二 本の方程 式の

組 で与 えられ 、H*とHkの 関係はII[3.1-5)、11)の 組で与え られ る。 この場合 も、 H;とH*、 HkとH*の 関係

はwZ、1、 hの 値をパ ラメタと してふ くみ、これ らの値 によって関係 はshiftす る。

 選好関数が二つ以上の確率変数を含む ときは、皿3.1-3)と9)の 組がH*と ノ*2の 関係を、皿3.1-3)と12)

の組がH*と1*1の 関係を与え る。 これ らの関係が1価 関数であ るか否か は選好関数の特性 によ る。
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  III 3.1-16)

が 求 め られ る。

ψ2(H*,1*21wa,1, h,r)=0

[2] 臨 界 核 所 得 と最適 供 給 時 間 の 関 係(2) 一Allen-Bowley型(2次 形 式)選 好 関 数 の 場 合一

 次 の 章(§N)で,臨 界 核所 得 の概 念 を 中心 と した雇 用 機 会 モ デ ル は 、Allen-Bowley型(2次 形

式)選 好(効 用)関 数 に も とつ い て展 開 され て い る。 したが って 、 こ こで は前 項1の 所 論 を この型 の

選 好 関数 に つ い て適 用 した結 果 を示 して お く。

 [1]最 適供 給 時 間

 Allen-Bowley型 選好 関数 の もとで の 最 適 供 給時 間(核 、非 核 に関 す る合 計)H*を 導 く。

 所 得 造 出線 の 方 程 式

  皿3.2-1) X=1+w2(H-h)   ただ し、 T≡ 濯+H、 1;wlh

の制 約 の も と で 、Allen-Bowley型(2次 形 式)選 好 関 数

  皿3・2-2) ω 一 音 ・1X・+r・X+r・X4+・ ・∠+者 ・・∠・

を最 大 に す るHの 値 、H*を 求 め る。 π ……T-Hと 皿3.2-1)を2)に 代 入 して

                      血=O
                      dH

を解 くと、

            (r3-rlw2)1+rlwZh-r2w2-r3wz(T+h)+r4+r5T  皿3
。2-3) H'*=

                    rl wZ-2r3 wZ+r5

を得 る。 これ は、 核 収 入 者 の 収 入 がwlh(≡1)に 与 え られ 、 そ の 労 働 時 間 力翊 に与 え られ た と きの

家 計構 成 員 全 体 の 供 給 時 間 で あ る。 した が って 、H*一hが 非 核構 成 員 の最 適供 給 時 間 で あ る。

 (2)H;(第2供 給 限 界)を 決 定 す る方 程 式 の 導 出

 皿3.1-7)式 の 具 体 的 な 形 を 、Allen-Bowley型 選 好 関数 の も とで 導 く。

 (皿 一3-1図)b点 を 通 る無 差別 曲線 の方 程 式 皿3.1-6)は

  皿3.2-4) ω・一 麦 ・1X・+r・X+r・X∠+r・ 濯+lr2・ ∠・

     ただ し、

          141b=2Y1(1+w・万)・+r・(1+w・h)+r・(!+w・ 万)(T-2h)

                 +raCT-2h)+2rsCT-2h)z

                    -82一



              §皿 雇用機会モデルの一般化一§IIへの補論

とな る。 これ と、IH 3.2-1)を 連立 して ∠に つ い て解 く。 た だ し、1)のHをH≡7L翅 で お きか

えて お く。 この解 は 、第2供 給 限 界 ブ点 の ∠座 標 す なわ ち 湾 を与 え る 。

皿32珈 ・巡 坐 堕 墜 嚇 轟 蠶1結 ω2乃)一2Ya-Y5(T-2h) .

この式 は、 核 収 入 者 の収 入1と 労 働 時 間hが 与 え られ た とき の 、 非 核 構成 員 に 関 す る供 給 限 界 の 方

程 式 で あ る。 た だ し、H*は

                    3h>H*>2h

の 範 囲 に あ る もの と す る。 皿3.2-5)の 左 辺 を 、 π∫≡T-H;に よ って か きか え る と、 ブ点の 労 働

時 間 座 標 を得 る。

            一2yi lw2-2r2wz+2ra(/+wZh-Tw2)+2Ya+2r5(T-h)  III 3
.2-6)  H;_                     r

lw2-2r3w2+r5

 (3)H;(第2供 給 限界)とH*の 関 係 一 ηゴ関 数 の導 出 一

 H*が3h>H*>2hな る と きの 第2供 給 限界H;とH*の 関 係 皿3.1-13)式 をAllen-Bowley型 選

好 関数 の場 合 に つ いて 導 く。H*を 与 え る 皿3.2-3)式 の 両 辺 に2を 乗 じてH;の 式6)か ら辺 々減

                 〔IQ-3-3図 〕

2h

ル(H*)

第2供 給 限界

0

一2h

       !ノ1
      /ノ1     / 

ノ 1    /  
ノ  1   /  

ノ  1

  !/  ノ   1
 /     '    1    

!    1/ 
40/   1        コ

   /   2乃
  !

  ノ

 !

      H.7=2H*一2h
      /
     /
     /
    !
   /

  /
 !

   tan g=2/ θ

 1

 i

ノ
'

H*
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じ る と、

                  ノ匚ノン ー 2H*=2h

と い う関 係 を得 る。 か き か え て 、

  皿3.2-7)    H'=一2h+2H*   た だ し  3h>H*>2h

こ れがAllen-Bowley型 選 好 関 数 の もとで の ηブ関 数 、 す な わ ち 、 H*とH'の 関係 で あ る。 両 者 の

関 係 は お ど ろ くほ ど簡 明 で あ る。Hゴ とH*の 関 係 は核 収 入 者 の 指定 労 働 時 間hに よ って の み動 き 、

w2やr2に 対 して 不 変 で あ る。

 III 3.2-7)か ら、 HL 11*=H'*一2hを 得 る 。 これ は、 第2供 給 限 界 と最 適 時 間 の差 は、 H*の

線 型 関 数 で あ り、 そ の係 数 は1に 等 しい こ とを 示 して い る。H*が ユ時 間 減 る と きは 、 H'とH*の 差

も1時 間 減 る 。

 Allen-Bowley型 ω関 数 の もとで は(皿3.1-13)式 η∫曲 線 は、 勾 配 が2の 直 線 で あ る こ とが わ

か る 。

 最 適 供 給 時 間 も第2供 給 限 界 も、 それ ぞ れ、1,wZ、 u等 に よ って 変化 す るけ れ ど も、 H*とH;の

関 係 はhに だ け依 存 す るの で あ る。

 (4)Hk(第1供 給 限 界)とH*の 関 係 一 ηゐ関 数 の 導 出 一

 H*が2h>H*>hで あ る と きの 供 給 限 界HkとH*の 関 係 皿3.1-14)式 をAIlen-Bowley型 選

好 関 数 か ら導 く。皿 一3-2図 のa'点 を通 る無 差 別 曲線 の方 程 式 は、 次 式 で与 え られ る。

  皿3.2-8) %'一 者 ・IX・+r・X+r・X紬 ∠+lr2・ ∠・

 ただ し、

           tea'=2YI I・+・ ・1+r・1(T-h)+・ ・(T-h)+1r2・(T一 万)・

で あ る。

 所 得 造 出線a'Bの 方 程 式 は、

  1ll 3.2-9)                    X= 、t+wZ(T一 ノ1-h)

で あ る か ら、これ と8)を 連 立 して 濯に つ いて解 くと、解 為 は第1供 給 限 界k点 の 余 暇 座 標 を与 え る.

            y1[wz2(T-h)+21w2]+2Yzzo2-2Yg/-2Yq-Y5(T-h)  皿3
.2-io)   /霊々  二=                    7

1ω孑一2raw,+r5

これ を 、T一 為 …・Hkの 関 係 を使 って 、 労働 時 間 で あ らわ せ ば 、

皿3.2-11)Hk-ri(wZh 21wz)2rzwz+2rs(1_wzT)+2r4+r5(2T=h)
riwz-2r3wz+r5

                    -84一
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を得 る。

 最 適 時 間H'*の 方 程 式 皿3.2-3)の 両 辺 に2を 乗 じて 、 ユ1)を 辺 々減 く と、HkとH*の 関 係

  皿3.2-12)    Hkこ 一h+2H*   た だ し、 2h>H*>h'

を 得 る。 これ は 皿3.1-14)式 の η彦 関数 に相 当 す る。 この 関数 は 皿3.2-7)式 の ηノ関 数 を、hだ け

上 方 にshifし せ しめ た 形 に な って い る こ とが わか る(注)。

 (5)現 実 の 核 所 得 が 臨 界 核 所 得 水 準 に あ る と き の最 適 供 給 時間

Allen-Bowley型 効 用 関 数 の 一 つ の 特 性 と して 、 現 実 の 核 所 得 水 準 が た ま た ま第2臨 界 核 所 得 と第

1臨 界 核 所 得 に あ る と き 、最 適 供 給 時 間 は指 定 労 働 時間 に の み似 存 す る こ とを 示 そ う。

 (1∬一1-1図)か ら明 らか な よ うに、現 実 の核 所 得 が第2臨 界 核 所 得1*2に あ る な らば、1*2の 定

義 に よ って 、供 給 限 界 、す な わ ち 、q3点 の労 働 時 間 座 標 は(核 の 労 働 時 間hを 考 慮 して)3hに 等 しい 。

                   〔皿 一3-4図 〕

          (第1,第2供 給 限界)

  一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1一 一 一 一 一   Hj =2}肇 一2h4h

                  /1

     第1MHSL i-i  /第2MHSL     Hk=2臣h
l l/

                 /1!3h

                   ii

              ・/ 1
2h

                   Ii           /ノ1          
!/!1

        //l  l
h  I!/ {  1

/i/;i
・//h 2h 3h   壁

   !  ノ
  ,   ノ

  ノ  !
h    i

   !
   !
   !
  !
  i

2h

(注)  η∫、η々 関数の導出において、Allen_Bowley型 効用関数を使 うと、乃以外 のパ ラメタはす べて消去 されて しま う。 こ

  れはAllen_Bowley型 関数 の顕著な特性 であ る。
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 この 条 件 を 、H;とH*の 間 の 基 本 方 程 式 皿13.2-7)に 代 入 す る と

                 3h一 一2h+2H*

これ よ り

  III 3.2-13)    H*=2h

を 得 る。

 す な わ ち 、 現 実 の 核 所 得1が1:k2に 一 致 して い る と きは 、い か な る家 計 にお い て も、 最 適 供 給 時 間

は共 通 で あ り、2hと3hの ち ょう ど中 間 に あ る とい う こ と に ほか な らな い。

 現 実 の 核 所 得1が 第1臨 界 核 所 得 水 準1*'に あ る と きは 、(皿一3-2図)か ら明 らか な とお り、Hk

=2hが 成 立 す る。皿13.2-12)に これ を 代 入 す る と 戛

                  2h=一h+2H*

とな り、 これ よ り

  III 3.2-14)    H*=2h

を 得 る。

 任 意 の家 計 に お いて 、1=1*1に あ る と きは 、H*はhと2hの 中 間(皿 一3-2図a/b'の 中点)

に あ る こ とを示 して い る。

 ⑥ 最 適供 給 時間 と臨界 核 所 得 の関 係

  ① 臨 界 核 所 得 の 方 程 式

 Allen-Bowley型 選 好 関 数 の も とで 、 H*と1*2の 関 係 を導 く。 た だ し、家 計 間 に お け る 選 好 の 差

は 皿3.2-2)式rqの 差 異 に の み依 存 す る ケ ース(こ の ケ ース が重 要 な 理 由 は §IV参 照)を 扱 う。

 は じめ に/*2の 方 程 式 を求 め る。 第2臨 界 核 所 得 の定 義 か ら、1=1*2の ときH;=3hで あ る。

したが って(皿3.2-6)式 の 左 辺 を3hに お いて1に つ いて 解 く。 第2臨 界 核 所 得 は次 の形 に な る。

  皿3.2-15)  ノ*2=                    Y
3-yiwz

 I*1の 方 程 式 は 次 の よ う'に求 め られ る。 第1臨 界 核 所 得 の定 義 か らII1・2-11)式 の 左 辺 を2h

に お き、1に つ いて 解 く。 第1臨 界 核 所 得 は次 の とお りで あ る。

           2Ylhw2+r・w・+r・(T-2h)w・ 一r・一1r2・(2T-3h)
  皿3.2-16)1*1=

号 ・1駕+・ ・(τ一4万)ω ・一Yq+・ ・w・+r5(書 万 一T)

                    r3-rlw2

15)、16)か ら第1、 第2臨 界 核 所 得 の 差 を 求 め る こ とが で き る。 す な わ ち、

皿3.2-17)  1・ ・一/・ ・一 一h(Yl wZ-2r・w・+r・)
                     r3-rlw2

た だ し、1*1-1*2>0で あ るか ら、

                   一86一
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  皿3.2-18)   一h(ylw2-2yaw・+r・)〉 。
                   r3-rlw2

が 要 請 され る。

 皿3.2-17)式 はAllen-Bowley型 選 好 関数 か ら導 か れ た第1、 第2臨 界核 所 得 の特 性 を示 して い

る。 す な わ ち 、

    イ)第 ユ、 第2臨 界 核 所 得 の 差 は 、 非 核 構 成 員 に提 示 され た賃 金 率w2と 指 定 労 働 時 間 に依

     存 す る。

    ロ)第1、 第2臨 界 核 所 得 の 差 は 、 指 定 労 働 時 間 に 比 例 す る。

    ハ)第1、 第2臨 界 核 所 得 の 差 に影 響 す る選 好 関数 の パ ラ メ タは 、Y1、 r3、 ysの3個 で あ

     り、 所 得 と余 暇 の 限 界 効 用 曲 線 の 截 片YZ、 Yqは 無 関 係 で あ る。

 以上 の特 性 か ら、家 計 間 の選 好 の 差 がyz又 はYqで 反 映 され るか ぎ り、第1、 第2臨 界 核 所 得 分 布

は 、wZが 所 与 で あれ ば、 相 互 に他 を平 行 移 動 して 求 め られ る こ と、 移 動 距 離 は指 定 労 働 時 間hに 比

例 す る ことが わ か る。

  ② 臨 界 核 所 得 と最 適 供 給 時 間

 1*2とH*の 関 係 を 導 く。 (皿3.2-3)と(皿3.2-15)か らr4を 消 去 す る と、1*2とH*の

関係 が 求 め られ る。 す なわ ち、

  III 3.2-19) H*=5h+r3-rlw2一(1-1*z)2 rlw2-2r3w2+r5

これは、核所得1が 所与の家計群において、種々の/*2を もつ家計の各々に個有なH'*の 値を与える

式 で あ る・CI=1・ ・の と きH・ 一 号 万 鹹 立 す る こ とが 示 され て い る こ とに 臆)

 所 与 の 核 所 得1を もつ 家 計 群 につ いて 、H*の 分 布 を1*2の 分 布 に 、皿3.2-19)を 使 って 、 変 換

す る こ とが で きる。

 次 に1*1とH*の 関 係 を求 め る。(皿3.2-3)と(皿3.2-16)か らy4を 消 去 す れ ば 、 H*と

1*1の 関 係 は 次 の とお りで あ る。.

皿3.2-2① H*=2h+r3-rlw2r
lw2-2r3w2+rCI5-1*i)

 これ は 、 核 所 得1が 所 与 の 家 計 群 に お いて 、 種 々の1*1を もつ 家 計 の 各 々 に個 有 なH*の 有 を与 え

る式 で あ る。 所 与 の 核 所 得1を もつ 家 計 群 につ いて 、H*の 分 布 を1*1の 分 布 に変 換 す る に は 皿3.2

-20)を 使 え ば よい
。

 19)と20)を 比 較 す る と、H*と1*ユ の 関 係 とH*と1*2の 関 係 との ち が い は、 w2を 所 与 と す れ

ば 、常 数 項 に お いて 万 の 差 が あ る に す ぎ な い。 これ は 、 所 与 のwZの もとで1*1と1*2は 定 数 で
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あ る こ と(皿3.2-17)を 参 照)か ら も 予 期 さ れ よ う 。

 皿3.2-19)と 皿3.2-20)か ら た だ ち に1*1と1*2の 関 係 皿3.2-17)が 導 か れ る 。
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§IV AIIen-B・wley型 選 好 関数 に も とつ く

    A型 家計 の 雇 用 機 会 モ デ ル

一選好パ ラメ タの第1次 計測 一

[4.1]選 好 関 数 の 特 定 化

 我 々 は 選 好 関 数 を 特定 化 す るに あ た って 、次 の 諸点 を考 慮 す る。第1に 、選好 関 数 が 、§II(2.2.7.1-

4)に 掲 げ た条 件 を み た して い る こ と。第2に 、研 究 の 現段 階 に お い て は 、 非 核賃 金 率wと 非 核構 成

員の最適供給時騨 の関係が、核所得を所与 とするとき、wの 値の変化 とともに劣 ≧ ・の種々の

値 を と る可 能 性 を 先 験 的 に排 除 して しま うよ う な性質 を もつ 関数 で 記 述 さ れ る こ とは 好 ま し くな い こ

と。 賃 金 率 と最 適供 給 時 間 の 関 係 が所 与 の 核 所 得 の も とでbackward bendingで あ るか 否 か先 験 的 に

は もち ろん わ か らな い 。所 与 の 核所 得 水準 の も とで 、wの 一 部 の領 域 に お い てah8w*〉 ・、他 の領 域 に

お い てah8w*〈 ・ で あ る とい う可 能 性力・存 在 す る.し た が って 、嫐 的 に この可 育旨性を排 除す る よ う

な 選 好 関 数(ahaw*〉 ・ 又 はahaw*〈 ・をす べ て のwに 文寸して与 え る)を 分析 の は じめ の鵬 で選 択

す る こ とは 不 適切 で あ る 。 選 好 関数 のパ ラ メ タが 計 測 さ れ た あ とで 観 測値 が 、 種 々 の 計 測結 果 に お い

て 、 常 に 、ah*aw〈 ・(或 はahaw*〉 ・)の 部 分 に あ る こ とが確 か め られ れ ば 、 b・・kw・・d b・ndi・g

curve・を 与 え る(与 え な い)よ うな 解析 的 性 質 を もつ 関数 形 を用 い る こ とが容 認 さ れ るで あ ろ う。

 われ わ れ は 、第1条 件 を み た し、 か っ第2条 件 の 成 立 を 先験 的 に排 除 しな い関数 形 の うち 、単 純 の

原 則 に した が って 、2次 形 式(Allen-Bowley型)選 好 関 数 を採 用 す る。

[4.2]2次 形式選好関数のもとでの臨界核所得方程式

 任意の一家計Zの 選好関数は

(4.2-1)  ω一吉 ・lx2+・rX碗X∠+磁 瑞 ・げ

と特 定 化 され る 。riS(S=1,2,… …,5,)は 家 計2の 選 好パ ラメ タで あ る。

 §II(2.2-7式)の ω関数 に(4.2-1)式 を使 い、 〈 §IIの2。2>で 一 般 的 に 述 べ た 手 続 を

適 用 す れ ば2次 形 式 選 好 関数 の も とで の 臨 界 核所 得 方 程 式 を 求 め る こ とが で き る。 す な わ ち、〈 §II

2.2>の(2.2-8)、(2.2-9)を(4.2-1)に 適 用 して 、(2.2-11)式 は

(4.2-2)  ω ・=1rij22 +r`/z+r`13・T+r4T+2r5 TZ
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とな る。

 また 、(2.2-13)に あ た る式 は(4.2-1)を 使 って 、

(4.2-3) ω6一 麦 ・1σ+wh)2+yz(1+wh)+rt(13+wh)(T-h)

                +r4(T-h)+2r5(T_h)z

と な る。1が 臨 界 核 所 得で あ るた め の条 件(2.2-14)、 す な わ ち

                    ω。=ω6

を(4.2-2)(4.2-3)に 適 用 して1に つ い て 解 き、 これ を1`と か け ば 、 彡家 計 の 臨界 核 所 得 を

与 え る式 が 導 か れ る。 た だ し、hは 指 定 労働 時 間 。

(4.2-4)・ 斎 一r4-rZw-r3w(T-h)+r5(Tri
w-r3-lh2)一2y`wZhi

 これ は選 好 関 数 を2次 形 式 と した と きの(2.2-6)式(IIの<2.2.2>に お け る)に 相 当 す る 。

[4.3〕2次 形 式 選 好 関 数 の も とで の供 給 限 界方 程 式

 (4。3.1)供 給 限界 方 程 式 の導 出

 2次 形 式 選 好 関数(4.2-1)を 使 って 、 §IIの 〈2.2.4>に 考 察 した 供給 限 界 方 程 式 を求 め る こ

とが で き る。

 まず 図(II-3)のA点 を 通 る無 差別 曲 線 の方 程 式 を 求 め る。 式(4.2-1)にX-1、 翅=T

を 代 入 して

(4.3-1)

ωoはA点 を通る無差別曲線の指標である。

C4.3-2)

ω・ 一 吉 ・lz2+・r∫2+y31T+・ ∠7+1r5Tz2

      したがってA点 を通る無差別曲線は、

2r;IZ+rzl+r31T+r4T+2r5TZ

一 者 ・fx・+r`X2+・ 伽+和+12・1」2

と な る。 図(II-3)の 点Cの 座 標 は、 この 式 と、

 C4.3-3)

た だ し 、

              1+wh-X 但 し h=T一 ∠

を連立 してXと 翅について解けば求められる。∠に関する解は、

                      riwZT  2(r4-rZw)            2(Y;w-y3)
                    1+         ム=

r=T5
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        §IV Allen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

 (4.3-4)                        2≡ri zo2-27ぽw+ 7♂

(4.3-3)の 左 辺 をhに か きな お す と、

(4.・3-5)hl一 一2(讐 画 」 夢 τ+2(㌻ 砌+T+亨

           一一2(ii・1一1e=一zlW r・)∫ 一2(「 ・SLLr・Tw)+254+2詮 丁

これは づ家計の供給限界方程式である。又は書きかえて、

          h・ 一 一2(rlw-r3)・+2「 ・T+2グ ・云2(「 ・+「 ・Tw)

 (4.3.2)供 給 限界 曲 線 が 右下 りで あ る た め の条 件

 §llの(2.2.5)に お い て 要 請 され た供 給 限 界 曲 線 が 右 下 りで あ るた め の(必 要 十 分)条 件 は 、2

次 形 式 選 好 関数 の も と にお い て は 、(4.3-5)式 か ら、

                       ゴ     ゴ

(4・・3-6)    
,i w・讐 詬3+,1>・

とあらわされる。この条件から、選好関数のパラメタには、以下に述べる制約が課せられることにな

る。

 記号の簡単化のためi家 計を示す添字iを 略 し、(4.3-6)の 分子分母を 〆1で 除すと、

(4・・3一・6r)   
w・ 一稀+,9>・

た だ し、

 (4.3-7)                   r5 ≡≡ r3/rl ,  rg.≡ ≡ rs/rl

で あ る。(4.3-6')の 左 辺 の 分母 分子 は 同 符 号 で な け れ ば な らな い か ら、wに 関す る3次 不 等 式 、

 (4.3一 一8)                 (w- r≦)(w2- 2 r5 w+ rg) > 0

の 成 立 が 要 請 され る。3次 方 程 式 、

 (4.3-9)                F≡ (w- r§)(w2- 2rsw+ r9) = 0

のwの3つ の 根 は、

 (4。3-10-1)                      w1 =  r§
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 (4.3-10-2)

 (4.3-10-3)

で あ る 。 大 小 関 係 は 、

 4.3-11)

と な る 。(IV-1図 参 照)

w,=75+./(y'3)2-y'5

w、=y'3-Vて75)・ 一r'5

w3<w,<w2

図IV-1

F

ys一

A

        i
        i

        II
- Y3  1

丶W1 .i1(r3)2-r5/一
ワ73

i

i
ii)k細

僻

〉

rE
I

i

i

i
i

i

 (r'3>0の ば あ い のF曲 線)

                       F>0のWの 領域

 r'5;≧0に よ って二 つ の ば あ い が 区別 さ れ る。                                       図
N-2

[A]y'5>0の ケ ー ス
                               F

 r'3≧0に よ って 三 つ の ば あ い を考 え る。

 【a】r'3≠0の とき

  (1)(r'3)2-r'5〈0 の とき は、 一 つ の実

   根 を もつ 。(図(N-2)の 曲線(a>参 照)

    この ば あ い は、w>y'3で あ れ ばF>0.

  す な わ ち 、

   y'5>0,(r'3)2-r'5〈0,な る と き は、

    y'3>0な ら w>r'3に お いてF>O

    r'3〈0な ら w>0 にお いてF>0

  (2)(y'3)2-r'5>0の と きは 二 つ の 実 根 を もつ 。 この ば あ いr'3COで 次 の 二 っ の ケ ー スが

   区別 さ れ る。
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        §IV AIIen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

   (2)一③ y'3〈0の と き (図IV-3)            F        図IV-3

      w>y'3+ (y'3)2-r'5

    の領 域 でF>0と な る。こ こ に不 等

    号 の右 辺 は負 だ か ら、w>0の 領 域

    でF>0。

     す な わ ち、

     y'5>0、(7§)2-y'5>0、r'3〈0の と きはw>0に お い てF>0

   (2)一⑤ y'3>0の と き (図IV-4)

                           F            図N-4     この ば あい は
wの 二 っ の領 域 で

    F>0と な る。

    r'3>w>r'3一 (r'3)2-r'5

    お よ び

    w>r'3+ (r'3)2-r'5

    が そ れ で あ る。 す な わ ち 、

     r'5>0、(Y'3)2-r'5>0、r'3>0の とき は 、

                    r'3>w>%一 (r'3)2-r'5

    お よ び 、

                    w>r'3+ (r'3)2-y'5

    に お い てF>0。

 【b】r'3=0の と き

  F≡(w-y'3)(wz-2r3w+r'5)>0に お いて 、 r'3=0と お け ば、 F=w(ω2+y'5)>

  0、w>0で あ る か らw2+r'5>0な らF>0で あ る。 い ま はr'5>0の ば あい を考 え て い

  る か ら、w(>0)の 全 領 域 でF>0、 す な わ ち、

   y'5>0,r'3=0な ら, w>0でF>0。

[B]%〈0の ケ ー ス

                     ー93一

          A

/(＼  ノ0

r) 3 恥
一

y3+4(Y3)z-Y5

A

l    l冖

i      i

;  1

レ1「刈

o
-
i
i

i

0

/
巳か

一ノi
_.一W

y3
'訂(

y3)2-r5 Y3+4(y3)z_y5

>0の とき は 、



 この ケ ー ス に お いて は、 か な らず

               (r'3)2-y'5>o

が成 立 す る。 す なわ ちFはWに つ いて 二 つ の 実 根 を もつ 。

 【a】r'3≠0の とき

  ④ r'〈0の とき (図IV-5)                                      図N-5

                            F
  w>r'3+ (y'3)2-76

  の領 域 でF>0。(た だ し、

   (r'3)2-y'5 >ly'31)

  す な わ ち 、

   y'5〈0,r'3〈0の と き                          W

  はw>y'3+ (r'3)一r'5に

  お いてF>0。

  ⑤r'3>0の と き、(図N-6)

   二 っ の領 域 、                                      図IV-6

    ys>w(>0)                         F

  お よ び 、

   w>y'3+ (y'3)2-r'5

  に お い てF>0.す な わ ち 、

  y'5<0,r'3>0の とき は 、

  y'3>Wお よ び 、w>y's+

   (y'3)2-r'5 に お い て

  F>0.

 【b】r'3=0の とき 、

    F≡(w-y'3)(ω 亀2y'3w+y'5)>0に お い て 、 y'3=0と お け ば 、 F=w(wZ+

   y'5)>0  した が って

                w2>一r'5 (但 し、 Y'5〈0)

   す なわ ち、

               w>》=r'5>0に お い てF>o.

   y'5〈0,r'3=0の と き はw>V=r'5>0に お いてF>0.
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§V[Allen-Bowley型 選好 関数 に もとつ くA型 家計 の労働供給 の雇用機会 モデ ル

[4.4]選 好 関数 へ の 確 率 変 数 の 導 入

 [4,4.1]限 界 効 用 曲 線 の 載 片 の 分 布

 前 項[4.2]の(42-4)式 で 導 いた 臨 界 核 所 得 お よ び4.3-1供 給 限 界 の 方 程 式(4.3-4)式 は 、

個 有 の 選 好 パ ラ メ タ の集 合ri、 壕 、 壕 、 壕 、 癆 を もつ 家 計iに 関 す る もの で あ る。 プ1(s=1,

 …,5)の 家 計 間 で の 差 を あ らわ す た め に 、rlをiに よ って異 る確 率 変 数 と み な し、そ の分 布 を

導 入 す る必 要 が あ る。

 わ れ わ れ は 、 選 好 パ ラ メ タの値 は 、iを 固定 す れ ば(特 定 の家 計 を 採 れ ば)そ れ に 固有 の定 数r9

σ;定 数)を もつ とい う設定 を 採 用 す る 。 もち ろ ん 、特定 家 計 づの選 好 パ ラ メタ は定 数 で は な く、

時 々 刻 々 に 時 間'に 関 して も ラ ンダ ム に変 動 す る とい う設 定 を考 え る こ と もで き る。分 析 の順 序 と し

て は 、 しか し、 ま ず 有業 率 の横 断面 お よ び 時系 列 に か ん す る 変 動 の経 験 法 則(§1に お け る ダ グ ラ ス

ー ロ ング ー有 沢 法 則)をgenerateす る の に必 要 ・十 分 な も っ と も簡 単 な モ デ ル を設 定 す るの が 適切 で

あ る 。 この 見 地 か ら、 わ れ わ れ は 、.擁 は 彡に 関 す る確 率 変 数 とみ な し、か つ 、代 替 的 な二 つ の ケ ー

スを 設 定 す る。 す なわ ち、 一 つ は所 得 の 限界 効 用 曲 線 の 載片 、 擁 が 家 計 間 で 異 り、 他 のパ ラメ タは

家 計 間 で 共 通 の 値 を もつ ば あ い で あ り 、他 は 、余 暇 の 限界 効 用 曲線 の載 片 疫 が 家 計 間 で 異 り 、 他 の

パ ラメ タ は家 計 間 で 共 通 の値 を もつ ば あ い で あ る 。

 第1の ケ ー スで は、 所 得 と余 暇 の 限 界 効 用 は そ れ ぞ れ

(4・・4-1)    霰 一 ・ぎ+・ ・A+・1X

(4.・4-2)    芻 一r・+・ ・X+r,A

                                 

と あ らわ され る。 これ をr2変 位 モ デ ル と よぶ 。

 第2の ケ ー スで は、

(4.・4-3)    {幾 一r・+・,A+・1X

                   ∂ω   づ (4
.4-4)

                   ∂A=「 ・+「 ・X+「 ・A

                                 

とあらわされる。これをr4変 位モデルとよぼう。

 [4.4.2]対 数正常(規)分 布に従 う載片の変位

 壕 又は 壕 の分布関数として対数:正常分布が採用される。対数正常分布関数においては所得およ

び余暇の限界効用曲線の載片の負値が排除されうる。これが第1の 理由である。

 第2の 理由:分 析の現段階では選好パ ラメタは、観測対象 とされる1961年 から、1964年 の間に
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わたって、定数であるとされる。 しか しながら、所得あるいは余暇に関して習慣形成過程が作動する

ならば、選好パ ラメタが不変であるという設定は、短期間における第1次 近似 として容認できるとし

ても、習慣形成の長期にわたる影響は個々の家計の選好パ ラメタの現在値にその痕跡をとどめている

であろう。習慣形成の作動によって、単位期間ごとに(例 えば年々)余 暇あるいは所得の限界効用曲

線の載片が微少量ずつ変化 してゆくものとしよう。載片の時間的変化率は過去における余暇、あるい

は所得のあり方に依存するが、期間毎の変化率は近似的にランダムとみなす ことが許されるという単

純なばあいを考えよう。そのばあいは、出発点における各個別家計の所得又は余暇の限界効用曲線の

載片yi2又 はyd4の 家計i(i=1,… …,の の間での分布 の形いかんにかかわりな く、長期間

の経過の後には、・載片yt2又 はy`4の 分布は対数正常分布の形をとるであろう(注)

 以上の理由から、もっとも簡単なケースか ら入るという原則によって、限界効用関数のパ ラメタは

その載片r`z又 はy`4がiに 関して対数正常分布にしたが うという設定が採用された。

 したがって、r2、r4を 他のパ ラメタと共に全家計2に 関 して共通の定数とし、 u`aお よびu`4

をそれぞれ、

 (4.4-5)                     E  (uZ ) =  1

 (4.4-6)                   E (u4 ) =  1

な る対数 正 常 分 布 に従 う確 率 変 数 とす れ ば EZお よ びr'4は

(4.4-7)

(4.4-8)

2-7,婦

ゴ        `プ
4 =  グ4 u4

と書 く こ とが で き る。 こ こに 、

(4.4-9)

4.4-10)

E(yz)=yz

F(rわ=y、

である。

 [4.4.3コ 余暇と所得の限界効用曲線の相対的位置にかんする補論

 余暇と所得の限界代替率は

(4.4-11)   袈 一1絵 篶1斐

に よ っ て 与 え ら れ る。 分 母 分 子 を71で 除 し て 、r`4/r1≡(r'4)'、 rS/r1≡y's(S=2,3 ,4,5)

(注) Aitchison and Brown・The Logn(πmal Distribution,1963.
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        §V[Allen-Bowley型 選好 関数 に もとつ くA型 家計 の労 働供 給の雇 用機会 モデル

と か け ば 、

(4.4-12)   1旻一iだ綴 業 奏∠

こ こ に、r,=一1と ノ ーマ ラ イ ズで き る か ら、限 界 代 替 率 は選 好 パ ラ メ タ の比 が 与 え られ れ ば 一 義 的

に規 定 され る。

 家 計aに お け る無 差別 曲 線 の 形 は 、ノ ーマ ラ イズ され た所 得 の 限界 効 用 曲 線 の 載 片(y`2)'と 余 暇

の それ 、(r`4乂 の 両 方 か らそ れぞ れ影 響 を うけ る。 つ ま り、(y`4)・ と(7わ'が 共 に 同 じ割 合 で変 化

して も無 差 別 曲 線 の 形 は 影 響 を うけ る。 した が って 、 余 暇 と所 得 の(ノ ーマ ラ イズ した)限 界 効 用 曲

線 の 載 片 の そ れ ぞ れ に 同 時 に 分布 を 導 入 す る こ とは 、 どち らか に だ け 導 入 す る こ と と同 じで は な い。

一 般 的 に は
、 した が って 、

                 1旻 一riz+r・ ∠+・1 x

                 ∂ω   i                      +プ
3丿(+r5∠                万万=プ4

とい う設定 が考 え られ る。 この よ うな設 定 で な く、[4.4.1]の(4.4-1)(4.4-2)式 あ る いは

(4.4-3)(4.4-4)の 二 つ の ケ ース す な わ ち 、Y2変 位 モ デル とy9変 位 モ デル を代 替 的 に設 定 す

るの は 、簡 単 な ケ ー スか ら入 るた め に ほか な らない。

[4.5]rz変 位 モ デ ル お よびr4変 位 モ デ ル に お け る 臨 界 核 所 得 方 程式

 [4.5・1]r2変 位 モ デ ル に お け る臨 界 核 所得 方 程 式

 rZ変 位 モ デ ルの 所 得 、 余 暇 の 限 界 効 用 方 程 式 は[4.4.1]の(4.4-1)、(4.4-2)で あ らわ

され る。(4.4-1)に(4.4-7)を 適 用 して 、

(4.5-1) 器 一ErZ uz+r・ π+ylX    所得の限界効用

          aw (4
.5-2)       一

          ∂zf=r4+r3 X+r5∠              余 暇 の 限界 効 用

 [4.一2]の(4.2-4)式 のyt2を(4.5-1)のr,u`zで 代 置す れ ばr2変 位 モ デ ル に お け る 臨

界核所得方程式

        *r4-r2wuZ-r3w(T-h)+r5(T-2)一2rlwZh
                     r,w- r3

を得 る。(Y`2以 外 のパ ラメ タ は全 家 計 に共 通 ゆ え、 添 字Zを 省 く)

 所与の賃金率wと 指定労働時間hの もとで、臨界核所得Iiとu`zの 関係は、線型方程式
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 (4.5-5)

 (4.5-6)

で あ る 。

 [4.5.2]

 (4.5-4)         1:*=So+S'utz (u`z》0)… …臨 界 核 所 得 方 程 式

とい う形 を と る こ とが、(4.5-3)か ら、 わ か る。

 ζ こに 、

             y4-ys(T-h)w+r5(T-2)一2ylw2h
         So

   r,w- r3

    -y2wS'
   y,w- y3

      r4変 位 モ デ ル に お け る臨界 核 所 得 方 程 式

 r9変 位 モ デル の 所 得 、 余 暇 の 限 界効 用方 程 式 は 、[4.4.1]の(4.4-3)(4.4-3)で あ る 。

(4.4-4)に(4.4-8)を 代 入 して 、 所得 と余 暇 の限 界 効 用方 程 式 は

                 ∂ω                   
=72+73/1+プ1X (4.5-7)                 ax

(4.5-8)   馨舞 一 ・・u`4+r・X+r・ ∠

とな る。

 [4.一2]の(4.2-4)式 のy`4を74u`4に お き か えr9変 位 モ デ ル の 臨界 核 所 得 方 程 式 は 次 の

形 に な る。

          r4u4-r2w-r3w(T-h)+r5(T-2)一2r,wZh
 (4.5-9)  1;                  r

lw- r3

 [4.4.1]に 述 べ た よ うに 、r`4以 外 のパ ラ メ タは 、ま え と 同 様 に全 家 計iに 共 通 で あ る と い う設

定 に よ り、 添 字iを 省 いて あ る。

 (4.5-9)か ら、1;とu`4の 関 係 は 、 所与 のwとhの も とで 、 や は り、線 型 関係

 (4.5-10)         1=*=Hu+H'uE4 (u`4>0)… …臨 界核 所 得 方 程式

にあることがわかる。ただ し、

             一rZw-rs(T-h)w+r5(T-h)一2r,wZh
         Ho 4.5-11)

 (4.5-12)

で あ る 。

   r,w- r3

     ygHi

   プ1w- r3

_gg一



§VI AIIen-Bowley型 選好関数 にもとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会 モデル

[4.6]r2変 位 モ デ ル とr4変 位 モ デル の経 験 的 妥 当性 の検 討

 [4.6.1]標 準 化 され た 妬 お よ び 婦 にか ん す る臨 界 核 所 得 方 程 式

 家 計 間 の選 好 の 差 を示 す 確 率 変 数 は、r2変 位 型 、 r4変 位 型 の ど ち らに お い て も、対 数 正 常 分 布 に

従 う もの とさ れ て い る[4.4.2]。

 r2型 に お いて は、 婦 は、 平 均 と分 数 を それ ぞ れM2、 σノ と して 、

(4.6-1)・      1・9妬 ～N(m,,・ ♂)

 r4型 に お いて は、 婦 は、 平 均 と分 数 を それ ぞ れ 、 M4、 σ42と か いて 、

 (4.6-2)                   10g z4～ ～  1V (m4, σ1)

 こ こで 、log妬 お よ びlog婦 を標 準 化 した確 率 変 数 、 袴 、々 で あ らわ そ う。

(4・・6-3)   '・9〃い ・誠(k-2 , 4)

 π臨は、 もちろん、 々にかかわ らず分散1、 平均零の正常分布に従 う。

                      
 (4.6-4)                 uih～ 〈厂(0,1)

(4.6-3)か ら、

 (4.6-5)                      10g u迂 =Mh + σk ulk   (k= 2,4)

又 は 、

                             ホ

 (4.6-6)                         u迂 = emk● eσkuik      (k= 2,4)

を得 る。

 (4.6-6)のkを2と お き、[4.5]の(4.5-4)お よ び(4.5-10)に 代 入す る と、r2変 位

型 の 臨 界 核所 得 方程 式 は 、

(4.6-7)    ii-S。+S{、 m・.,… ヤ・… …,、 変 位 型

r4変 位型の臨界核所得方程式は、

                               

 (4.6-8)     '    ii=Ho+Hi〆4.eo4 eCi4… …r4変 位 型
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とあ らわ され る。 あ る い は、

C4.6-7')

(4.6-8')

            

Ii-S。+Sleσ ・U・ 2

           

ii-H。+H,e a・ Ui・

(72変 位 型)

(y4変 位 型)

た だ し、

(4.6-9)

c4. s  ion

S,≡S'・gm2

H,=Hiem4

で あ る 。

 r2>0、 r4>0を 考 慮 す る と 、[4.5]の(4.5-6)お よ び(4.5-12)式 か ら、(4.6-9)

                                      

(4.6-10)式 のSlとHi(あ る い はs 1'とH i「)は 互 に異 符 号 で あ る ことが わ か る。

 [4.6.2]観 測 値 と標 準 化 され た 臨 界 核 所 得 方 程 式 との 対 応 に関 す る準 備 的 考 察

 標 準 化 され た 確 率 変 数 で あ らわ した 臨 界 核 所 得 方 程 式(4.6-7')(4.6-8'))と 観 測 事 実 と の対

応 を 考 察 す る。

 (4.6一 7')(4.6-8')は 選 好 の 家 計 間 に お け る差 が ぢ 又 はriで 示 され る と きの 、任 意 の 家

計 ゴの π羚 の 値 と、 当 該 家 計 の 臨 界 核 所 得 、 ∫済 との 間 の 関 係 を記 述 す る式 で あ る。言 いか えれ ば、

                                      
家 計 間 の 選 好 の 差 を 標 準 化 した 形 で 示 す π請分 布 を 臨 界 核 所 得 ム 分 布 へ 変 換 す る方 程 式 で あ る。

 こ こで 、 も し、 い くつ か のiに 関 して(4.6-7')又 は(4.6-8')の 左 辺 の変 数ilと 右 辺 の

%ち の 相 対 応 す る値 が 観 測 され るな らば 、SO、Si、 σ2又 はHo、Hi、 σ4に 相 当 す るパ ラメ タ を何

らか の 適 当 な 方 法 で 測 定 す る こ とが で き る。 以 下 は、 この 点 に関 す る準 備 的 考 察 で あ る。

 さて 、 現 実 に 妥 当 す るモ デ ル が 、r2型 かr4型 の ど ち らか で あ る な らば、 S1とHiは 異 符 号 と

                                  
い う こ とが わ か って い るか ら[4.6.1]、 現 実 に観 測 され る1 とuの 関 係 に は右 上 りの ケ ー ス と

右 下 りの ケ ース が あ りう る。 す な わ ち 、Ao、 A1を パ ラメ タ と して 関 係 式

(4..6、_11)    、i一 ん+A、e・ui

(u*の 添 字kを 省 く)が 観測 され る とき に は 、二 つ の ケ ー ス、

 (4.6-12)                           A1 >  0

お よ び

 (4.6-13)                           A1 〈  0

が あ り う る。 た だ し、r2変 位 型 な ら、4,>0と かY4型 な ら.42〈0と か 、 き ま って い る わ けで は

な い こ と に注 意 した い。
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        §VI AIIen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

 (4.6.2.1)A,>0の ケ ー ス に お け る1*分 布

 こ の ケ ー スで は、u;=一 。。 の 家 計2に お い て は 、 Ii=Ao(u==。 。に お い て は1;=。 。)。

す な わ ち 、家 計群 の中 で 最 低 の 臨界 核 所 得 を もつ 家 計 の 臨界 核 所 得 はAoで あ る。 Aoの 正 負 に よ っ

て(4.6-11)式 は図4.7-1の[1]又 は[2]の よ うな形 に な る。

 こ の ケ ー スで は臨 界 核 所 得 分 布9(1*1w,h)に は下 限値Aoが あ る。 分 布g(1*lw,h)は

Aoの 正 負 に応 じて 、[3]又 は[4]の よ う に示 され る 。

図[4,7-1] .41>0の ケ ー ス

u*

(Ao>0)

 (1)

i

i

i

i

i

i

為1

0
i

i
Ao+Ai

i

i一 ・.1

i i
i i

i 蓴

i i
i

SCI*)

u* (Ao<0)

i
i (2)

l  
 

l
0

糶 
  

1
0

 IAo+A1

沼ハ
l lO
I; I  Ao+Ai

  i

一

i i
l  l i
iii
l  l
i

i
i

i
i

i i

;1

!g(1*)l

   i

/*

0
1*

O

1*一Aa O

         I*=Ao+Al

     I*=Aa+A,

       (4)

1*

1*=Ao I*=Aa+A1

     (U*=0)

(3)
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 (4.6.2.2)A,〈0の ケ ー ス

 .4i〈0の と き は、 u;=一 。。 の家 計iで は1*=一 。。、 u==+。 。 の 家 計 で は1*=、40で

あ るか ら、 家 計 の 臨 界 核 所 得 に は上 限 値Aoが あ る。 A oの 正 負 に よ って 、 そ れ ぞ れ(4.6-ll)式

は 図(4.7-2)の[1]又 は[2]の よ うな 形 を と る。

 この ケ ー ス に お いて は、 臨 界 核 所 得 分 布g(1*lw,h)は 上 限値Aoを もっ 。分 布(1*Iw,h)

はAoの 正 負 に応 じて 、[3]、[4]の よ うな形 に な る 。

図[4.7-2] Al〈0の ケ ース

(Aa>0)

A"*   1
i

1

i
(1)

i

i
i

Ao+All

    卜40 3

0 l  l
l  I
I  l

lI
1  1
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i i

S(1*>  I  I

     i  i

     lI
     i

     I  l     
l     〔3〕

         i
     l  l
     I   l

    I

l  l
l  I
i

0 1*=Ao+AI I*=Ao
臼

      u*=一 〇〇(
u*=0)

1*

*
1

CAo<0)

u*

1   A
i

i (2)

i

1
i

A。+Al lA・

l
i

     ヨ卩■■.

0

i

i

i

i

i
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i
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i
1

i
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鏨
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牽
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*
1

*
1
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        §VI AIIen 一Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

 Ao〈0で あ れ ば 、[4]に 示 す よ うに 、す べ て の 家 計 の 臨 界 核 所 得 は マ イナ ス とな り、 プ ラス の

臨界 核 所得 を もつ 家 計 は一 つ もな い。 これ は 、任 意 の 核所 得 ∫ に対 して 、 全 家 計 で

                    ∫ 〉 ∫*

                                                           

が 成 立 す る こ とを 意 味 す る 。(2.2.5.4(a})と(3.7.1-4)に よ って す べ て の 家 計 に お い て 、 非核 構

成 員 の 就 業 者 は1人 も いな い こと に な る。 これ は、 観 測 事 実 に反 す る。 した が ってAo<0、Ai〈0と

い うケ ー ス は排 除 され る 。 この こ と はパ ラメ タへ の制 約 条 件 を与 え る。

 Aoは(4.6-7')又 は(4.6-8')式 のSo又 はHoに 相 当 す る。(4.5-5)又 は(4.5-

11)を 見 れ ば わ か る と お り、Aoはwとhの 関数 で あ り、 ま たrs(r2変 位 モ デ ル が妥 当 す るな ら

S-1,3,4,5;r4変 位 モ デ ル が妥 当 す る な ら、 S-1, 2,3,5)を パ ラメ タ と して含 む 。 した が って 、

Ai〈0の ケ ー スに お いてAo〈0を 発 生 せ しめ る よ うな パ ラメ タr、 の 集 合 は所 与(観 測 対 象)のw

>0、h>0の も とで 観 測 事 実 と整 合 しな い。

 [4.6.3]臨 界 核 所 得 方 程 式 の 計測 にっ い て

 (4.6.3.1)Ai>0の ば あ い

 (4.6.3.1-1)同 じ核 所 得lleを もつ 家 計 群kを と りあ げ(zvとhも 共 通 で あ る とす る)、 家

計 群 の ∫*分 布 と π*分 布 の 関 係 を考 察 す る。

 両 者 の 関 係 は(4.6-11)式 のAiが 正 の ば あ い と負 の ば あ いで 異 な る。

             図 〔4.7-3](Ai>0,Ao>0の とき)

                9(1*lw,h)

A 1*=lk
i

i
i
i

甅 卜

! i
i i μ々

置 i
i i

A。1

0 A Ik
i

fCu*)

人

1*

IoCu*=0)

μ々

0 0 *

鳶 O
u*
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 (4.6.2.1)(4.6.2.2)の 考 察 を ふ ま え る と 、A1>0の ば あ い の1*分 布 とu*分 布 は [図

                                          
4.7-3]の よ うに な る。u*分 布 のu*=一 。。が1*分 布 のAoに 対 応 し、 u*=。 。が1分 布

の ∫*=。 。 に対 応 して い る。

 u*の 分 布 はN(0,1)に した が うか ら、 そ の形 は既 に わ か って い る こ とに 注 意 した い。

 家 計 群kの 有 業 率 の 観 測 値 を 偏 とす る。1*分 布 の1*軸 上 に ム を とる 。g(1* lW,h)

分 布 の 形 は ま だわ か って い な い が、 昂 に お いて た て た垂 線 の右 側 に面 積 μ々が 入 るよ うな 形 を して

い る こ と はす で にわ か って い る(ll-6図 も参 照)。

 一 方 、U*分 布 のU*軸 上 に お いて 、 P(U*>U・le)=Pt・kで あ る よ うなU*の 値 す な わ ち 罐

を求 め る こ と は容 易 で あ る。 なぜ な ら、u*はN(0,1)に した が う こ とは わ か って お りu*〉 帚

で あ る確 率 がPtkに な る よ うな百 分 位 が 帚 で あ る か らで あ る。 N(0,1)のu*分 布 の上 で そ の

よ うな 百 分 位 罐 は容 易 に求 め られ る。 こ の よ うに して 君 と 纛 の対 を観 測値 か ら求 め られ る。

 解 析 的 に あ らわ せ ばつ ぎ の よ うに な る。

 核 所 得 ∫々 で あ る家 計 群 の 有 業 率 の 観 測 値 μ々 は

(4・・6・一14)    ・・ 一∫罰*lw, h)d・ 。

                       ∫*=∬々

で与えられる。

                                        
 ここで、積分の下限値 為 に等 しい臨界核所得をもつ家計の π の値、 臨 、を知りたい。 π*

と1*はA1>0に より単調増加変換の関係にあるから、 u*分 布における下限値 磯 から 。。

までの積分

(4・・6・一15)    
～毒 ∫鮟 伽 ・

                        麗 壽房海

の 値 は μん で な けれ ば な らな い。 したが って

(4・・6・一16)   …k一法 儲 晦
                           々

                                                                  
が 成 立 す る。 所 与 のJCL・leに対 す るu・leの 値 は この 式 に よ って求 め られ る。 (4.6-14)式 の1 の

積 分 の 下 限 値 為 と、(4.6 一16)式 の 積 分 の下 限値 嬬 は 臨界 核 所 得 方 程 式 で結 ば れ て い るか ら、

(任 意 の グル ー プ 々 につ いて)

                          ・罐                             
; Ai>0 (4.6-17)                   Ile = ノ40 + ノ41e

が成 立 す る。

 す な わ ち、 臨 界 核 所 得 方 程 式 のパ ラメ タ、 、40、A,お よ び σ を求 め るに は 、 家 計 群kの 核 所 得
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        §VI AIIen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

Ihを 左 辺 に と り、右 辺 に は 、 家 計群kの 有 業 率iCt・leを生 む よ うな 、(4.6 一16)式 か ら与 え られ る

城 の値 を 用 い て 、 回帰 方 程 式(4.6 一17)の パ ラ メ タを 推定 す れ ば よ い。

 方 程 式(4.6-17)は 図[4.7         図[4・7-4]Al>0

-4]の よ うに示 さ れ る
。              罐

 この 図 の 曲線 は 、 [図4.7-1]

の 曲線 と 同 じ形 を して い る が 、縦 、

横 軸 が観 測 値 を示 す 変 数 π茸、∫々

に な って い る点 で 異 って い る。

 た とえ ば 、(Ao>0の ケ ー ス

につ い て)liは 第1グ ル ー プ の                                          1
々

核所得、 硝 は第1ケ ループの有

業 率 μ1を 生 じる百 分 位(N(0,

1)分 布 に お け る)で あ る。

 為 と 塩 の 関係 は右 上 りで 上

方 に 凸 で あ る こ とに着 目 した い 。

 ・(4.6.3.1-2)観 測 さ れ たlhと 罐 の 関 係

 A,>0の ば あ い に は 、観 測 され る 為 と 罐 の 関 係 は 、[図4.7-4]に 示 す よ う に、 為 を横
                    

軸 と した とき 、 上方 に 凸 の 関 係 に な る こ とが 理 論 的 要 請 で あ る (4.6.3.1-1)こ とが わ か った。

 観 測 事 実 が この 要 請 を み た して い るか 否 か を し らべ るた め に 、1961年 か ら1963年 の 資料 か ら、各

年 ご とに 磁 と1 leを 求 め て 、両 者 の 関係 を[図4.7-4]に した が っ て 模 型 的 に 図 示 した の が 、

[図4.7-4']で あ る。
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 撒 布 図 は 、右 上 りで 上方 に凹 で あ

る こ とが2次 曲線 を あ て は め て見 た

結 果 か ら確 か め られ た。(た だ し64

年 に っ いて は明 確 で な い)

 した が って 、Ai>0は 観 測事 実

に反 す る と結 論せ ざ る を得 な い。

 (4.6.3.2)Ai〈0の ば あ い

 (4.6.2.1)(4.6.2.2)の 考 察

             
に よ り、A1〈0の と き1分 布 と

u*分 布 の照 応 は[図4.7-5]の

よ うに な る。 図 の%*分 布 は左 の方

が ㊦ で あ る こと に 注 意 され た い。

π*分 布 の π*=一 。。 に は ∫*分

布 上 のAoが 対 応 す る。 しか し、 Ai

が 正 の 場 合 と反 対 に 晦=+。 ・ に

対 して は、 ∫*=一 。。 が対 応 す る。

 核 所 得 が 島 で あ る家 計群 の有 業

率 の 観 測 値 μ々 は、

図[4.了 一5]A1〈0,Ao>O

   S(1*Iw,h)

A 1*=Ik

1

i

i

i

霾
μ々

i

0 廊 Ik Ao

1*0
/(u*=0)

fCu*)

μ々

1*

                                          u*
                  u*   ㊦   o   e  u*k

                        u*>O l  u*くO

                             i

(4.6-18)   uk-rAOJ a(1・1ω,ぬ)dj*
                   1*=lk

で 与 え られ る。

 こ こで 、 積 分 の下 限値Ikに 等 しい 臨界 核 所 得 を もっ 家 計 のu*の 値 、 uk、 を知 ろ う とす る。 u*

と1*は 、 、41〈0、 に よ り単 調 減 少 変 換 の関 係 に あ るか ら、u*分 布 に お け る積 分

(4.6-19) 毒 羃〆晦

の 値:が、 μ々で な けれ ば な らな い。 ゆ え に、

(4.6-20) 編纛 ∫涯ご晦
      *

          
が成立するように、 晦 の値を選べばよい。
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 以上の考察をふまえ、理論から、観測値 臨 と 為 の

間に成立すると期待される関係をえがいたものが[図4.

7-6]で ある。曲線は右下 りで上方に凸であることが

特徴的である。 この図の曲線は、[4.7-2]と 同 じ形

をしているが、横軸と縦軸が、実際に観測される 纛 と

為 で表示されていることに注意 したい。

 図[4。7-6]が 、実際に観測されるかどうかを確か

めるために、観測資料か ら、瓦 と 罐 の関係を求める。

      
 こ こで 塩 の 選 択 にお いて 、 次 の 点 で 、注 意 が 必 要 で

あ る。 す な わ ち、[図4.7-5]に お いて 、Pt・hの 値 は

                 
観測資料において与え られている。 晦 においてたてた
      り    

垂 線 の 右 側 の 面 積 、 μ 、々(ハ ツチ が 入 れ て あ る)の 大 き

さ は、Ai>0の ば あ い にお け る[図4.7-3]ハ ツ チ

Allen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

*

あ
馬

図[4.7-6]
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41十る

^

0
髪

                              コ           ロ    

の 面 積 と等 し くな けれ ば な らな い。 た だ し、[図4.7-3]のu*は 右 方 向が 正 で あ る の に対 して 、

               コ   の        

[図4.7-5]に おいては左方向が正である。したが って、このばあいはu集 の値はAi>0の 想定

のもとで求められた 纛 の値と絶対値は等 しいが、符号を逆にしなければな らない。

 以上の点に留意 して、1961～1963年 の資料から 昂 と 嬬 の撒布図をつくる。 結果を模型的

に示 せ ば[図4.7-7]の とお りで あ る。

                図[4.了 一7]

u*k

(1961年)

^

丶
丶

丶
丶

丶

0 丶
丶

9

丶

丶

丶

丶

丶

k
I

u*k

(1962年)

呆

u*k

(1963年)

k

        、

      
 琵 とUkの 関 係 は、 理 論 的 要 請 と整 合 して 、 右 下 り、 上 方 に 凸、 す な わ ち[図4.7-6]の 曲線

の 特 性 を もつ こ とが 確 か め られ る。
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 (4.6.3.3)以 上の分析の結果、臨界核所得方程式を計測するには、A,〈0の 条件のもとにIk

と 罅 を観測するべきであることが結論される。

 [4.6.4.]臨 界核所得方程式に課せられた制約条件と、rZ変 位型とy4変 位型選好関数の妥当性

 (4。6.4.1)理 論の内部的整合性から課せられた要請によって、回帰方程式

                          vuk                 Ik=A
o+A, e

をA,〈0の 制約のもとでIkとukの 資料を照合せしめ計測すれば、当該回帰方程式は、観測事

実と整合 した臨界核所得方程式とみなしうるという結論が得 られたC4.6.3.]。

 上記の回帰方程式を観測事実と整合的な臨界核所得方程式とみなしうるためには、A1が 負でなけ

ればならないという要請は、選好パ ラメタに関する制約 という観点からは何を意味するものであるか、

またこの制約は供給限界曲線が右下 りでなければならないという要請(こ れも理論と事実の照応から

得 られた:2.2.6.1-3を 参照)と いかなる関係にあるか、この点を吟味する。

 (4.6.4.2)YZ変 位型選好関数か ら、供給限界曲線右下 り条件のもとで、.41〈0が 発生するケース

 Aiは 、 r2変 位 型 選 好 関数 に も とつ くば あ い と、 r4変 位 型 選 好 関 数 に もとつ くば あ い と、二 様 に解

釈 で き る。

 r2変 位 選 好 関 数 に も とづ けば 、 Aiは(4.5-6)式 に よ って 、 Siと 対 応 せ しめ られ る。 す な わ ち、

(4・・6・一21)      Ai一 誘 望,
3 e M2

又 は分 母 分 子 をrlで 除 して 、

                       一 「i we M2 (4.6-21')                     A1 =                       w-r5

で あ る。 こ こ にrl L≡ 一1とnormalizeし て あ るか ら、%〈0。 したが って 、 r2変 位 型 選 好 関
                                         

数 の も とでAi<0な る た め に は 、

 (4.6-22)                  w- r 3r 〈 O  or  w〈  7∫

でなければな らない。

 また、一方において、供給限界曲線が右下 りでなければな らないという制約が選好関数のパ ラメタ
                                                                                                          

に課せ られて いるか ら、r2変 位型選好関数が経験的事実と整合的であるためには、供給限界曲線右

下 りの条件をみたす%とwの 値が、(4.6一 22)を 排除するものであってはならない。

 右下 り条件が(4.6-22)を 矛盾 しないなら、そのかぎりにおいてr2変 位型選好関数は経験的事実

と整合的であるといえよう。 したがって、われわれは、r2変 位モデルにおいて供給限界曲線右下り条
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        §VI Allen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

件 が 、(4.6-22)を 同 時 に 容 認 しう るよ うな 条 件 で あ るか ど うか を 吟 味 す る。

 [4.3.2.]に お い て考 察 した供 給 限 界 曲線 右 下 りの条 件 を整 理 す れ ば 表IV-0の とお りで あ る。 選 好

パ ラメ タが 各 種 の特 性 を もっ と き に 、供 給 限 界 曲 線 が 右 下 り に な る ため に は、 非 核 構 成 員 の賃 金 率 に

要 求 され る領 域 が 示 され て い る 。(右 下 り条 件 と して 指定 労 働 時 間 が 関与 しな い こ とに注 意 せ よ)。

                      表IV-0

r'5>0

 〃

 〃

 〃

 〃

r5<0

 〃

〃

◎

◎

[供給限界曲線右下 りの条件]

(y'3)2-y'5〈0の と き

     〃

r3 JZ-9"5

     〃

r'3>0な ら

r'3〈0な ら

ys<O

y3>O

r'=03

y3<O

r'>03

rs=0

     [右 下 の た めのwの 範 囲]

 w>r'3に お いて       ①

 w>0  〃        ②

 w>0  〃        ③

 y'3>w>r'3一(r'3)2-r'5④

 w>O

 w>r'3+(r'3)2-r'5⑥

{ll讚 篇 一y'5霧
 の ～一r'5      ⑨

④ と ⑦ が72変 位 型 選 好 関 数 か ら 、41〈0を 生 じる ケ ー ス

他 はYq変 位 選 好 関数 か らA,<0を 生 じる ケ ー ス

               図4-8

   ④
               プぎ

1   ・ぎ

1 州 右下 が りのためのw・Cl)範囲
        ロ
I         l
l          l

L_か_一tA,<喊 立 のた めのwの 範囲

                 [(4.6-22)式 よ り]

0
r'3

 

ω

L
「

r'3

        右下が りのためのwの 範囲        I

I

L___w.___⊥41<0成 立の ためのwの 範囲
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 すべてのケース9個 のうちで、④ と⑦ だけが、供給限界曲線右下りのための条件としてw<r'3

を要求 し、 したがって右下 り条件は(4.6-22)をwの 値にかかわ らず排除 しないのである。 すな

わち、この二つのケースだけに限って、Al〈0と いう条件がr2変 位型選好関数から導かれたと考

えても、供給限界曲線右下りの条件は、成立しうる(右 下り条件をA,〈0の 中にふ くむ)。 その意

味で理論的要請(供 給限界曲線右下り)と 矛盾 しない。他の7個 のケースは、供給限界右下り条件が

(4.6-22)の 成立を排除するのである。

 ケース ④ は、右下 りが成立するためには非核構成員の賃金率wが 、正の比較的狭い領域

                r3>w>r3一,J(rs)Z-r5

に な らな け れ ば な らな い こ と を要 求 して い る。

 ケ ース⑦ は、 右 下 りの た め に は④ よ りは広 い が(図IV-8)、 非核 構 成 員 の賃 金 率wがr・3以 下 で な

けれ ば な らな い こ とを 要求 して い る。

 (4.6.4.3)74変 位 型 選好 関数 か ら、供 給 限界 曲線 右 下 りの も とで 、A,<0が 発 生 す る ケ ー ス

 r4変 位 型 選 好 関 数 の も とで は 、 A,は(4.6-8')に よ って 、 H,に 対 応 せ しめ られ る。 す な わ ち 、

(4.5-12)を 考 慮 して

(4.6-23)   A,=Hi e m4=y4 e mgy
, w-y3

又 は 、分 母 分 子 をr'iで 除 して

(4.6-23')    A1=wr4r, em4
3

で あ る 。y'≡ 一1とnormalizeし て あ る か ら 、 y'4〈0。 し た が っ て 、 A,〈0な る た め に は 、

(4.6-24) w-r3>O or w>r3

で な け れ ば な らな い。

 他 方 に お い て、 供 給 限 界 曲 線 が 右 下 りで な け れ ば な らな い とい う制 約 が選 好 関数 のパ ラメ タ に課 せ

られて い る。で あ るか ら、r9変 位 型 選 好 関 数 が 経験 的事 実 の 要 請(A,〈0)と 整合 的 で あ るた め に は 、

供 給 限界 曲線 右 下 りの 条 件 が(4.6-24)を 排 除 す るよ うな性 質 を も って い て は な らな い。 右 下 り条

件 が(4.6-24)と 矛 盾 しな いな ら、 そ の 限 りに お いて 、y'4変 位 型 選 好 関 数 は経 験 的 事 実 と整 合 的

で あ る と い え る。

 供 給 限界 曲線 の 右 下 り条 件 はIV-1表 、に示 す と お り9個 の ケ ー スの う ち、7個 ま で がw>r'3を

要 求 して い る。 す な わ ち 、9個 中7個 ま で が 、(4.6-24)を 排 除 しな い 。(4.6-24)の 与 え る範 囲
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図4-9匸 右 下 り条 件 が 成 立 す る と きに は 、(4.6-24)w>r/3が み た され て い る か を吟 味 す る図 。]

     ①           プJ        r'3
0

",一
1   ω一 一 一 魂一右 下 りのためのwの 範囲
ロ

L一 一 一一w一 一 一 一 一i一,、A1〈0の 成 立 の た め のwの 範 囲
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の 中 にふ くまれ て い る。 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨ の ケ ー ス に お いて 、 観 測 事 実 と理 論 との 普 合 性 か ら求 め

られ たAl〈0と い う条 件 が 、 Y4変 位 型 選 好 関 数 か ら発 生 す る と考 え た と き 、理 論 的 要 請(供 給 限 界

曲線 右 下 り)と 矛 盾 しな い(図 妻 二9参 照)。

 ケ ー ス ① は、 右 下 りの た め に は非 核 構 成 員 の 賃 金 率wが 正 のr'3に 対 して 、w>y'3で あ る こ と

を要 求 して い る。

 ケ ー ス ② ③ ⑤ は右 下 りの ため にw>0を 要 求 して い る。

 ケ ー ス ⑥ ⑧ は右 下 りの た め に は、wが 、 正 の 値 、 r'3+ (r'3)2-r'5、 よ り大 きいことを 要 求 し

て い る。

 ケ ー ス ⑨ は、 右 下 りの条 件 が 成 立 す るた め に は、wが 、 正 の 値 、 一r'5よ り大 きい こ とを 要 求

して い る。

 これ らの ケ ー ス ① ② ③ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨ は いず れ もwに 上 限 の 指 定 はな いの が 特 徴 的 で あ る。

 (4.6.4.4)y4変 位 型 選 好 関数 の採 択

 (4.6.4.4-1)選 好 関数 がya変 位 型 で 、か つ供 給 限界 曲線 が右 下 りに な る とき、A,〈0が 発 生 す

るケ ー ス は、 ④ と ⑦ だ けで あ る。

 選 好 関 数 がr4変 位 型 で 、か つ供 給 限界 曲線 が 右 下 りに な る とき 、A,〈0が 発生 す る ケ ー ス は① 、②

③ 、⑤ 、⑥ 、⑧ 、⑨ で あ る。

 以上 が(4.6.4.3)ま で の考 察 で あ き らか に な った。 こ こで 次 の よ う に推 論 す る こ とが で き る。す

な わ ち 、選 好 関数 がyz変 位 型 で あ る とい う仮 説 が 、か りに普 遍 的 な真 で あ っ た とせ よ。ダグラスー ロ ン

グー有 沢(D-L-A)の 経 験 法 則 の第1法 則 は 、 ア メ リカ合 衆 国 に お い て は 、19世 紀 か ら1950年 代

まで 、 ひ ろ く観測 され る。 した が って 、 この 長期 間 に わ た って 、 非 核構 成 員 の賃 金 率 は

y'3一 (y'3)2-y'5〈w〈r'3(ケ ー ス ④ の ば あ い)

ま た は、

                   0<w〈r'3 (ケ ー ス ⑦ の ば あ い)

の範 囲 の 中 に あ りつ づ け た と考 え ね ば な らな い。 齟

 しか し、 これ は不 自然 で あ る よ うに お もわ れ る。 この 長 い期 間 の 間 にwは 上 昇 して い る。wが 上

昇 して もな おy'3以 下 に とど ま る ほ どr'3が 大 き い値 を もつ か 、 あ る い は、wの 上 昇 と共 に 、 偶 然 、

あ る い は 、何 らか の系 統 的 な メ カ ニ ズ ム に よ ってwよ り大 き い値 で あ る よ う にy'3が 増 加 した かで あ

る と考 え ね ば な らな い。 第 二 の可 能 性 を示 唆 す る よ うな根 拠 をわ れ わ れ は も って いな い。

 選 好 関数 が プ2変 位 型 で あ る とい う仮 説 が 、か りに 日本 の 家計(A型)に か ん す る特 性 で あ る とせ よ。

r'3が 一 定 不 変 の値 を と りつ づ け る が、 あ る い は、 それ が 変 化 して も、wの 上 昇 よ りも緩 慢 な 上 昇 で
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あ る限 り、(第 一 次 接 近 に お け る想 定 で は1961～1964に お いて は 近 似 的 に 一 定 とみ な しう る程度 の

変 化 と され て いる)や が て は、 賃金 率wは7'3を 超 え るで あ ろ う。 そ の と き、D-L-A第 一 法 則 は

崩 壊 す る こ とに な る。 しか し、合 衆 国 の 経験 の示 す と ころ に よ れ ば 、D-L-A第 一 法 則 は19世 紀 か

ら1950年 代 に わ た る長 期 間 に普 遍 妥 当 す る 法 則 で あ る。 した が って 、D-L-A第 一法 則 が妥 当 しな

くな る こ と を予 期 せ しめ る よ うな仮 説 は、 す くな くと も、 現段 階 に お い て 、最 初 に検 討 され るべ き仮

説 と は いえ な い。

 (4.6.4.4-2)賃 金 率wが%を 超 え る と、D-L-A第 一 法 則 が 崩 壊 す る とい う(%変 位 型

選 好 関数 の も とで の)命 題 は 、 あ る意 味 で 興 味 あ る 命 題 の よ う に も見 え る。 とい うの は、 この命 題

は、 家 計 内 に お け る核 構 成 員 と非 核 構 成 員 の 区別 を与 え る基 本 的 基 準 を与 え る よ うに もお もわ れ るか

らで あ る。 す な わ ち、 非 核 賃 金 率 がr'3を 超 え れ ば 、 当 核 構 成 員(こ こで はA型 家 計 で あ つ か う妻)

は もは や非 核 構 成 員 と は見 な され な くな り、D-L-A第 一 法 則 は非 核 構 成 員 に 関 す る法 則 で あ るか

ら、 当該 法 則 はw>孫 のwの 範 囲 に お いて は破 れ る のだ と解 釈 で き る よ う に も思 わ れ る。

 しか しなが ら、 この 解 釈 は不 自然 で あ る。 な ぜ な ら、 非 核 賃 金 率 の 核 収 入 に 対 す る相 対 的 な 大 小 関

係 で は な く、非 核 構 成 員 の賃 金 率wの 絶 対 水 準 がr'3を 超 え る と、核 収 入 の い か ん に か か わ りな く当

該 非 核 構 成 員 は非 核 構 成 員 で あ る こ とを や め る と い うこ とに な るか らで あ る。

 よ り正 確 に い うな らば、 研 究 の現 段 階 で はD-L-A第 一 法 則 を 成 立 せ しめ る よ うな 家 計 構 成 員 を

非 核 構 成 員 と み な し て い る。 わ れ わ れ は 、核 非 核 の 区別 に つ い て、 こ の 経 験 的 でbe havioralな

定 義 しか も って いな い。 この段 階 に お い て、 賃 金 率 が 一 つ の 絶 対 水 準 、r'3、 を 超 え れ ば 、た とえ い

か な る高 核所 得 階層 に お いて も、 当該 構 成 員 は核 化 す る と い う命 題 を ふ くむ 解 釈 を 設 定 す る こ とは避

け るべ きで あ ろ う。

 そ して 、何 よ り も、 や がてwの 絶 対 水 準 がr'3を 超 え る 日が あ ろ うか ら、その と き はす べ て の 構 成

員 が非 核 構 成 員 で な くな る と い うこ と(D-L-A第 一 法 則 の 崩 壊)を 期 待 せ しめ る仮 説 は、手 は じ

め に検 討 の 対 象 とす べ き仮 説 で は な い。

 (4.6.4.4-3)以 上 の 考 察 に よ って 、 わ れ わ れ は、Allen-Bowley(2次 形 式)選 好 関数 を基 本 的

出発 点 とす る限 りY4変 位 形 式 の 選 好 関 数 を 第1順 位 と して 採 用 す る こ と に した。

 な お 、[4.1]～[4.6]の 推 論 の プ ロセ ス の概 略 を 図(4-10)に 図 示 して あ る。

[4.7]y9変 位 型 選 好 関数 にか んす る臨 界 核 所 得 方 程 式 の計 測

 (4.7.1)Taylor展 開 に よ る間接 推 定 法

 [4.7.11]臨 界 核 所 得 方 程 式

 (4.7-1)                        1 = Ho + HZ eσu*

                    一113一
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        §IV Allen 一Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

のパ ラ メ タH。 、H2、 σ を推 定 す る一 つ の 間接 的 な方 法 と して 、1)を 、推 定 に必 要 な適 切 な次 数 の

整 次 多 項 式 に展 開 す る こ とが 考 え られ る。[(4.6-8')式 で は右 辺 第2項 の 係 数 をHiと 記 して あ るが 、

以 下 で は未 成 年 数 くrを導 入 す るの でeσuの 係 数 をH2で 示 す こと にす る]1)を 、

  (4.7-2)              f(u*) = Ho + H2 eσu*

 とか くと、u*に か んす るTaylor展 開 に よ り、

(4.・7-3)f(・ ・)一f(・S)+(1・iI。)u。 一 。象(・・一uS)+者(艦)u。 一uS(・ ・一 ・S)・

 を得る。ただ し、 螺 は観測値の最小値又は中央値とする。u*の1次 、2次 の偏導関数は、

                 ∂ノ'                   =H
2σeσu*  (4.7-4)                 ∂π*

  (4.7-5)   搬 一H・ σ・e・ u*

 で あ るか ら、 これ にu*=u*oを 代 入 して

  (4.7-4・)  (1一/i。)。_壕 一H、 σe・・呈

  (4.・7-5・)  (誰)u。 一u&一H、 σ・e au二

 を 得 る 。4')5')を3)に 代 入 し て 、

  (4.7-6) ・一嘱)+H・ σ・σπ2暢H・ σ・・吻

  た だ し、

                          り

  (4.7-7)               f(z6象) = Ho + H2 eσu*

  (4.7-8)                   h E- u* 一 u象

 で あ る。 こ こで 、

  (4.7-9)                ノ40 ヨHo + H2 eσ"集

                        り

  (4.7-10)                 A1 = H2 σeσu*

  (4.・7-11)   ん 一者H・ σ・e・・#2

 とお く と、 (4.7-6)式 は、 次 の形 に な る。

                   一115一



 (4.7-12)                1= ノ40 +ノ41h+ ノ42h2

1、h、 h2、 は いず れ も資 料 か ら求 め ら れ る か ら 、12)式 のパ ラメ タAo、 Ai、 A2を 最 小 自乗 法

                   バ     ヘ     ム

で推 定 す る こ とが で き る。 これ らの推 定 値 をAo、 A,、 、42と か くと 、 まず10)と11)式 か ら、σの

推 定値 ③ は 、

                        バ

(4.7._.13)       'B'一2」尋・
                       A1
                                 へ

に よ っ て 求 め ら れ る 。 こ れ を 、10)又 は11)に 代 入 して 、H2の 推 定 値H2が 求 め られ る。す な

わ ち 、

                         へ

(4・・7・一・14)  盆 一 篝)2・ 一罫

                    へ

13)と14)を9)に 代 入 す れ ばHoの 推 定 値H。 が 求 め られ る。 す なわ ち

                        ム

(4.7.一.15)    倉。一 毎(奐)2
                       2、A,
                    へ

 10)式11)式 にお いて 、 σは正 で あ る。 ま たH2は 負 で あ る こ とが 要 請 され る 〔(4、6.3)を 参 照 〕。

した が って 、

 (4.7一 一16)                      ノ41 く 0

 (4.7-17)                     ノ42 く 0

す なわ ち 、A1とA2は 負 で な け れ ば な らな い。16)17)は 、回 帰 方 程 式12)の 推 定 結 果 の 検 証 に 際

して 、 一 っ の 規準 を与 え る。

 [4.7.1.2]臨 界核 所 得 方 程 式(4.7-1)を 推 定 す る際 に 、前 項[4.7.1.1]に お い て はu*の 観

測値 を独 立変 数:、 ノの観 測 値 を従 属 変 数 とみ な した 。

 しか し、 家 計調 査 資料 は 、 核所 得 ノ に よ って層 化 され て い るので 、!を 独 立 変 数 と し、 〃*を 従

属 変 数 と してHoとHiを 推 定 値 す る方 が よ いで あ ろ う。 そ こで 、臨 界 核 所 得 方 程 式 、(4.7-1)を

∫ を独 立 変 数 と した形 に な おす 。

 (4.7-18)                      eau*=  ki∫ +  ko

た だ し、

 (4.7-19)                      ki ≡  1/H2

 (4.7-20)                      ko ≡ 一Ho/H2

                   -116一



        §IV AIIen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

で あ る。

 18)の 両 辺 の 対 数 を と り、 両 辺 を σで 除 す と、

(4.7-21)    u*=!10g(k11+ko)
                    Q

を得る。これは、1を 独立変数 とする臨界核所得方程式である。

 21)を ノについて2次 の整次多項式にTaylor展 開する。

(4.7-22)   au:81*一壽 天
1ノ+k。

                  2 281Za(k,j+ka)2

であるから、

(4.7-24) u・ 一116・9(kllｰ+k・)+喜1々
,∫㍉+k。(1-1・)

              +12(一 与 ～(1kllｰ+k。)、)(1-1・)・

を得る。ただ し、1。 は核所得の観測値の最小値又は中央値である。

 24)は 、                                         ・

(4.7-25)    Ao=vlog(k11ｰ+ko)

                  Al=k,1C4.7-26)    Qk,1ｰ+ko

                    -ki  1 (4
.7-27)                   Az                     2σ (k

110+ko)2

とかけば、

 (4.7-28)             u* = Ao + Ai(1- Io)+ Az (1- Io)z

とあ らわ され る。

 臨 界 核 所 得 方 程 式(4.7-1)に お いて 、H。は臨 界 核 所 得 分 布 の 上 限 値 で あ る。そ して、観 測 され る範

囲 に お いて 、 正 の 有 業 率 が存 在 す る こ とを 考 慮 す れ ば 、Haは 正 で な け れ ば な らな い 。 また 、 H,〈

0の 要 請 が み た され ね ば な らな い か ら、(4.7-18)に お いて 、

 (4.7-29)                       ko > 0

 (4.7-30>                        k1 〈0

                    -117一



で な け れ ば な らな い。

 ま た、(4.7-25)に お い て 、 当 然 、

(4.7-31) k,Io+ko>0

で な け れ ば な らな い。

 30)と31)か ら、26)のA,'は 正 、

(4.7-32) Ai>0

で な け れ ば な らな い 。 また 、(27)で σ>0で あ るか ら、

(4.7-33) Az<0

でなければならない。
                                       ム    バ

 回 帰 方 程 式(4.7-28)の パ ラ メ タA 'o、A '1、 A '2を 最 小 自乗 法 で 推 定 す る 。 推 定 値A '。、A '1、
バ

.4'2は 制 約 条 件(4.7-32)(4.7 一33)を み た し て い な け れ ば な ら な い 。

 次 に 、.4♂ 、Aa、 ・42'の 推 定 値 か ら 、25)26)27)を 使 っ て 、 ko、ki、 お よ び σ を 逆 算 す る 。 逆 算

は 次 の よ う に お こ な わ れ る 。

 25)26)27)に お い て 、

C4.7-34) kl Io+ko-y

とお くと 、

(4.7-35)

(4.7-36)

(4.7-37)

と か か れ る 。35)36)37)は 、

 (4.7-35')

C4.7-36')

(4.7-37ノ)

Ao=110gy
   Q

⊥

〃

動

σ
ヨ

Aa=一ki lv 
yz

  oAo' e  
= y

olq;y=k,

2QAZyL=一ki

 -118一



        §IV AIIen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

とな る 。36')式 の 両 辺 を2乗 し、 両 辺 に 一1を 乗 じ、 これ を37ノ)の 左 辺 と等 置 す れ ば 、

                     一2Aa (4
.7-38)                      Q =                     CA1)z

を得 る。 これ を35')と36')に 代 入 して 両 式 か らyを 消 去 す る とk,が 求 め られ る。

(4.7-39)  __2Azkl Ai・ 一2AZAoe(Ai)z

 っ ぎ に 、38)を35')に 代 入 して

                     一2AZ Ao

 (4.7-40)                     y = e   (Ai)z

が求 め られ る。39)と40)を34)に 代 入 して 、koを 得 る。 す な わ ち 、

                   ノ

 (4.7-41)             ko = eσAo (± 1 一 σASIo)

た だ し、 σは38)で 与 え られ る。

 [4.7.1.3]u*を 独立 変 数 とす る計 測結 果

 臨界 核所 得 方 程 式 はTaylor展 開 に よ って(4.7.1.1)の(4,7-12)式 の 形 に導 か れ る。この 式 のパ

ラ メ タ.40.41A2を 最 小 自乗 法 で 計測 した結 果 を示 す 。 また 、 臨 界 核 所 得 方 程 式 の パ ラ メ タ σ、

Ho、Hiは(4.7-13)、 お よ び(4.7 一13)を(4.7-9)(4. 7-10)又 は(4.7-11)に 代 入

して それ ぞれ 計 測 され る。

 た だ し、 この項 の計 測 に お いて は、 臨 界 核 所 得 方 程 式 に、 末 成 年 者 数Nが とり入 れ て あ る。す な わ

ち 、 臨界 核 所 得 方 程 式 は、

 (4.7.1.3-1)          1=Ho + HIN+ H2 eσu* =  f(u*,ム1)

と設 定 され て い る。 これ をTaylor展 開 す れ ば 、

(4.・7.・1.・3・一2)f(・ ・,N)一f(u象,め+(1疹
。)。。一u&(u・ 一 ・S)

+(9tfli)N
一 融 一 亙 ・)+壱[(謀)。 ・一 。£(U・ 一 ・&)・+(瀚N-M(N一 め ・

          +2( a2f∂u*∂ノV)u。 一 。&(u・ 一 ・&)(N一 め]

                   N=〈 厂o

                   -119一



とな る。 た だ し、uｰ、Nｰは 展 開 の 原 点 に お け るu*とNの 値 で あ る。 計 測 に お いて は、 これ らの

値 に は、 観 測 値 中 の 最 小 値 を使 った ば あ い と、 観 測 値 中 の 中 央 値 を 使 ったば あ いが 試 み られ た。2)

式 の偏 導 関 数 は 、1)か ら

(4.7.1.3-3) of8u:。=H,σ ・・u*・af=H,aN ・

aZf

8u*,一H・ σ・BQU*, aZfaN2一 ・・

 aLf    
=o∂N∂u

*

と計 算 され る。 これ を2)に 代 入 して 、

(4.7.1.3.一4)ノ ー ∫(・ 耕o)+H・QEau*ayl+Hik+2H・vleｰu*hz

と な る。 た だ し、

(4.7.1.3-5) h≡u*_uｰ、 k≡ ノV一 ノvo

で あ る 。 こ こ で 、

(4.7.1.3.一6.1)

(4.7.1.3.一6.2)

(4.7.1.3.一6.3)

(4.7.1.3-6.4)

             り

A。 ≡H。+H1〈 厂0+H, eou*

      ゆ

A,≡H2σeσa*

Az=H,

A3=2H26Zeｰu*

と お け ば 、4.7.1.3-4)は 、

(4.7.1.3.一7) 1=Ao+A,h+AZk+A3h2

と書ける。 この式を、 ∫を従属、 乃と 々を独立変数とする回帰方程式として、パ ラメタの最小自乗
       バ     バ     ハ     ム

法 に よ る推 定 値Ao、 A1、A2、 A3を 計 測 す る。
                                      ム    バ

 1961年 か ら64年 ま で の各 年 にか んす る推 定 結 果 は、表rV 一1の とお りで あ る。表 の 左 側 に!40、A1

£2、 冗3の 推 定値 お よ び 、決 定 係 数(お よ びd-W比)が 掲 げ られて い る。 な お各 年 の 標 本 は次 の

各 々 の ケ ー ス につ い て 分 類 され て い る。

 個々の観測点は、家計の核所得が同一の階層に入る家計のグループから構成されている。例えば、

第1核 所得階層に属す家計群の核所得の平均値が核所得の観測値 ム とされ、このグループの有業率

                   一120一



        §IV AIlen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

の 観 測 値 に 照 応 す るu*の 値 がu;と さ れ る。 この グル ー プ の1家 計 当 りの(平 均)未 成 年 者 数 がN;

と され る。 この グル ープ に含 ま れ る家 計数 をn;と す る。

 す べ て の 階 層 に 関 す る観 測値(1=,u;*, NE)を 計 測 に使 った ば あ い は表 側 に全 サ ンプ ル と記 して

あ る。

 ny>50な る観 測 値 だ け を 計 測 に 使 った ば あ い は 、 n>50と 表側 に 掲 げ て あ る。

 ま た、 展 開 の 原 点jo、 uｰ、 〈rｰに 、 観 測 値 中 の 最 小 値 を 使 った ケ ース は 表 側 に 「最小 値 」 と掲 げ 、

観 測 値 中 の中 央 値 を 使 った ケ ー ス は、 「中 央 値 」 と記 して あ る。

 次 に 、最 小 自乗 法 を適 用 す る際 に、 第i観 測 点 にお け る観 測 家 計 数n=をweightと した ケ ー ス

と、weightを 使 わ な い ケ ー スの 両 方 が 試 み られ て い る。 前 者 は表 頭 ウエイ トの 欄 に、 ウエイ ト有 と し

て 、 後者 は ウエ イ ト無 と して 示 され て い る。

 (〔4・6〕)項 の考 察 か ら、Hz〈0が 要 請 され て い る。 また σ>0、 したが って 、

(4.7.1.3-8)

(4.7.1.3-9)

A1<0

ノ4.3〈0

で あ る こ とが要 請 され る 。A2の 正 負 につ い て は ど ち ら と もい え な い。

 1962、63、64年 に お いて は、 条 件(4.7.1.3-8)9)を み た さな いケ ー スが あ る。 これ らの ケ ー

ス は排 除 さ れ る。

 条 件(4.7.1.3-8)、9)を み た す も の お よ び み た さぬ もの す べ て につ いて(4.7.1.3-6.1)～
                                    ム           ム

(6.4)を 使 って 、H。 、H1、H2を 逆 算 した結 果 はて 表 の 右 半 分 に掲 げ て あ る。 Ai<0、.43〈0

              ム            へ

を み た さぬ もの につ いて は当 然 σ>0、H2<0が み た され て いな い。

 バ             バ

 Ai<0、A3<0を み た し、 か つ 、 回帰 方 程 式(4.7.1.3-7)の 決定 係 数 が 低 くな いケ ー ス に
                                   バ     ヘ     ム

着 目す る。(例 え ば1961年 全 サ ンプ ル使 用 の ケ ー ス を 参 照 せ よ。)推 定 され たAo、 Ai、A2の 値 を

   バ    ム      ム     ム

使 って σ、H。 、H2、 Hiを 計算 し、 これ を 臨 界 核 所得 方 程 式(4.7.1.3-1)に 適 用 して 、従 属 変

           ム               ム

数1の 推定値(理 論値)1を 得 る。1と 実測値1の 間の相関係数が表の一番右の欄 に掲げ られて

いる。回帰方程式7)の 推定結果が、理論的要請を みた し、その決定係数が低 くないばあいにも、
   ム

∫と ∫の問の相関係数が極端に低いことがある。(前 記の例を参照)

 この種のケースは、三次項以下を省 くという近似、および展開の原点のとり方の両方又はどちらか

が不適切であったことから生 じたものと考えられる。よってこの種のケースは排除される。この種の

ケースは、原点に最小値を採用 したケースにあらわれている。た しかに展開の近似は、中央値を採る

方が、良好であろうという推論と、この事実は斉合的である。
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 [4.7.1.4] 1を 独 立 変 数 と した 結 果
                   ハ     ハ                ム             ム

 前 項[4.7.1.3]の 推 定 結 果 にお いて 、A2、.43のt値 はAi(お よ びAo)の それ よ り も概 して

          ム

低 い。 未 成 年Nの 係 数A2はt値 が ひ くい と共 に 符 号 に も安 定 性 が 欠 け る傾 向 が み られ る。 回帰 方

程 式(4.7.1.3-7)に お い て、Nとh2の 二 つ を 独 立 変 数 に 同 時 に導 入 す る こ と と、 この 不 安 定性

との 間 に は関係 が あ るか も知 れ な い。 そ こで 、 まず 、 ぬ と 解 を二 つ の独 立 変 数 と し

   4.7.1.4-1)       1= Ao +ノ41h+ A3 h2

            ム    ム    ム                                ム    ム    ム

の形 の 回帰 方 程 式 を推 定 し、Ao、 Ai、A3を 求 め 、次 に 、所 与 のAo、A1、A3の もとで 、回 帰 方 程 式,

              ム       ム                     ム

   4.7.1.4-2)   ∫=ノ40+ノ41h+A2〈 厂+143 h2

              ム

の決 定 係 数 が最 大 に な る よ う にA2の 値 を きめ る と い う推 定 を 試 み る。

 な お 、資 料 は、 核 所 得1に つ いて 層 化 され て い るの で 、 最 小 自乗 法 は 臨 界 核 所 得方 程 式(4.7.1.

3-1)に お い て 、u*を 従 属 、1を 独 立 変 数 の 形 にお く方 が 適 切 で あ る。 した が って 、一 般 的 な推

定 方 式 は 、[4. 7.1.2]に 述 べ た とお りにな る。

 [4.7.1.2]の(4.7-28)式 の 推 定 結 果 を4.7-12)式 の推 定 と と もに次 の表(rV 一2)に 掲 げ る。

 臨界 核所 得方 程 式 に お い て、H2く0が 要 請 され るか ら、

kllo+ko>O Cko>0) (logの 中 は正 を 要 す)

k,<0

A,く0

                 A2〈0

で な け れ ば な らな い。

 表 の 上 半 分 は π*を 独立 、下 半 分 は ∫ を独 立 乗 数 に採 って 推 定 した結 果 で あ る。π*を 従 属 に と っ

た ケ ー ス につ いて は,H。,H2の 値 が4.7 一19),20)式 で 求 め て あ る。

 これ らの 推 定 結 果 に 、 さ らに未 成 年 者 数 く厂を追 加 して 、 決 定 係 数 が 最 大 にな る よ う に、 亙 の係 数

を 推 定 した 結 果 もあわ せ て 表IV-3に 示 す 。

 Nの 係数 は、 も っ と もよ い結 果 を選 ん で み た と こ ろで も、 符 号 が 安 定 しな い。

 [4.7.1.5]展 開 法 に よ る結 果 の ま とめ。

推 定 結果 を ふ ま え て 、表IV-3の うち か ら、適 合 度 と係 数 の符 号 制 約 を考 慮 して選 んだ 各 年 の ㊧ 、

ヘ     ム           ム

So、5'2お よ びS1の 値 を示 した の が表(IV-4)で あ る。

                    一126一
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§IV AIIen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

            表N-4

          合格 とされたケ ースー4

〈
a

〈
Ho

〈
HZ HlR*    **Hl Tu

〈
v So Sz .SIR*

Rmax

SITu*
T-um8x

2.0252 53.661 一 192 .59 +i.o i.o 1.2288 59.365 一87
.545 o.o i.o

1.6341 49.112 一101
.10

一i
.o 3.0 0.74665 63.763 一70

.526
一3

.0 4.0

0.9715 50.58 一55 .25 o.o o.o 0.7533 61.07 一65 .14 o.o o.o

1961 1.208 47.64 一58 .06 +1.0 o.o 1963 0.7685 60.54 一65 .32 o.o 0.0

0.9945 48.44 一52 .44 +6.0 一6 .0

0.4582 78.38 一77 .02 0.0 o.o

0.5359 72.59 一73 .31 o.o o.o

0.05755 514.33 一516
.55

一1
.0 2.0 0.74853 75.528 一88 .976 o.o o.o

0.9681 65.552 一103
.70

一3
.0 4.0 0.82120 70.490 一85 .862 o.o o.o

0.05471 538.74 一540
.84

一i
.o 2.0 0.5033 91.221 一99 .879 +3.0 一2

.0

0.5164 83.405 一90
.394 +1.0 o.o 0.30397 136.36 一142 .56 +1.0 o.o

1962 1.0527 71.221 一131
.85 +4.0 一3 .0 1964 0.8770 65.12 一77 .68 o.o o.o

0.9825 65.265 一97
.497 +7.0 一6 .0 0.8768 65.19 一78

.23 o.o o.o

0.8602 77.16 89.75 0.0 o.o 1.471 51.85 一80 .62 +2.0 一1
.0

0.7368 68.71 一80
.92 +1.0 一i .o 1.472 53.06 一88

.12
一+一1

.0
一1

.0

1.549 50.82 一94
.83 +5.0 一5 .0

1.686 49.07 一96
.96 +7.0 一6 .0

 *は7～maxな る、**はT U maxな るHlの 値

未 成 年 の効 果 は 、正 の もの が 多 いが 、有 意 と はみ な され な い も の(値 が0)や 負 値 の もの も若 干 あ る。

 ム                                     ヘ                             ヘ                                   ム

 σ は お も に0.4～1.7の 範 囲 に 、Hoは50～95の 範 囲 に 、 H2は 一50～ 一135の 範 囲 に 、 Hl

                            へ
は 一7～+3の 範 囲 に、 主 と して ち らば って い る こ とが わか る。Hiに っ いて は符 号 の安 定 性 か らみ て

有 意 とみ な し難 い。

 匸4.7.2]非 線 型normal e quationの 解 を 直 接 に求 め る方 法

 [4.7。2.1]臨 界 核 所 得方 程 式 を 一 つ の 回 帰方 程 式 とみ な し、 直 接 に 非 線 型 方 程 式 の 推 定 を お こな

う。[推 定 法 を 区別 す るた め 、 上 記 のH。 、H2を 以 下 で はSO,S2と 記 す]S。 、S2、 σ の 推 定 値 を求 め

る(表IV-4の 結 果 に よ りNは 省 く)。 す な わ ち 、

 (4.7.2.1-1)                1=  So +  S2eσu*+ v

に お いて 、 ΣV2=minに な るよ うにSo、 S 2、 σ を 推定 す る。

 (4.7.2.1-2)          V≡≡ 、Σv2= 27(1_So _ S2 eσu*)2

とおき・    路 一
∂∂trb 一91/一 ・

                    一135一



     ム    ム    ム

に よ って 、So、 S 2、 σ を 求 め るた め のnormal equationを つ く る。 す な わ ち          '

             ∂γ                
=一227(1'一So-S2 eσu*)=0 (4.7。2、1-3)             ∂S

o

(4・・7・・2・1-4) 『託 一一2川 一3・ 一S・e au・)e Oa・一 ・

(4.・7.2.1-5) 1髫 一 一2Σ(・ 一S・ 一S・e ou*)S・u・e aU*一 ・

よ り 、

 (4.7.2.1-6)                、510n+ S2∠ Σ7eσu*= .Σ1

 (4.7.2.1-7)            So.Σ7 eσu*+ S2.Σ7 e20u*= .Σ∫eσu*

(4.7.2.1二8)  S。Xu。 ・・u*+S,Xu。e 2au*=Σ μ ・eO"*

を 得 る 。 た だ し、 η は 標 本 の 大 き さ で あ る 。

 6)7)をSoと5'2に つ い て 解 く と 、

                EI・ Σ e 2σu*一EI eσu*・xeσu・ (4
.7.2.1-9)         So =                  

nXe2σu*一(Σ eou*)2

                 πΣ ∫ θσ%*一 Σ θσ褓 ・Σ ∫ (4
.7.2.1-10)          S2 =                  

n.Y. e2σu・ 一(Eeσu*)2

と な る 。 こ の 二 式 を8)に 代 入 す る と 、 次 の 式 φ(σ)一 〇を 得 る 。

 (4.7.2.1-11)   φ(σ)= (ΣIu*eσu*) ・{ n.Σe2σu*_(.Σeσu*)2}

           +(.Σ ∫)・{Σeσu*・Xu。e 2σ"*一 Σθ・・u*}

        +(EI eσu*){Σ ・eaU*・Xu・eσu*一 nXu・e 20"*}=o

 こ の 式 に お い て 、!とec*は 観 測 値 と して 与 え ら れ て い る 。 した が っ て 、 φ は σ の 非 線 型 方 程 式

で あ る 。 σ に 種 々 の 値 を 与 え て 、 φ(σ)の グ ラ フ を っ く る(図IV-18)。

 σ=0は11)式 φ(σ)==0を 満 足 す る か ら 、 曲 線 は 原 点(0,0)を 通 る 。 σ>0で あ る か ら 、

                 バ

も し図 の 曲 線 が σ 軸 に漸 近 す るな ら、 σ な る一 根 が あ る。 グ ラフ に よ って 、 根 の 所 在 範 囲 が わ か れ

ば 、Newton法 に よ って 根 の 精 度 の 高 い値 が 求 め られ る。 この と き、 根 の 近 似 値 と して 与 え た 初 期 値

が ② と ③ の 範 囲 に あ る と き は、Newton法 に よ り、 真 の 値 σ に収 束 す る。 した が って 、 σ>0の

領 域 で σ が 何 根 あ るか 調 べ る必 要 が あ る。

                    一 ユ36一



§IV Allen-Bowley型 選好関数 にもとつ くA型 家計の労働供 給の雇用機会モデル

            図IV-9-1

φ(σ)

邑

 0  0・一

 i

 黜

曾 1 ④ ・1{r

i

i

i
I

I

a

一 v

全 サ ンプル(世 帯 数50以 下 の 階 層 も含 め た もの)に つ い て (世 帯 数 ウエ イ トを せ ず に)図IV-9

-1の グ ラ フをつ く り
、1961～1964年 にっ い て 、次 の領 域 に φ(σ)一〇の解 の あ る こ とが わ か った 。

               1961   1.251 <  σ 〈 1.281

               1962   0,041〈  σ 〈 0。051

               1963   1.181〈  σ 〈 1。191

               1964   0.691〈  σ < 0.701

Ne wton法 に よ り、上 記 の範 囲 の 中 で収 束 値 を求 め 、 この σ を(4.7. 2.1-9)、10)に 代 入 して 、

         ム      ム

(4.7.2.1-1)式 のSoとS2を 得 る。 結 果 は、 表IV-5の と お りで あ る。

                       表IV-5(注)

サ ンプ ル、 ウ エ イ ト

lWlの 有 無

1961 1962

6 Sa SZ a So SZ

1.全 サ ンプルW無 1.2745 57.398 一103
.18 0.04121 702.98 一704 .76

2.n>50W無 0.93885 49.934 一51
.556 1.0245 60.490 一86

.738

3.全 サ ンプルW有 1.2091 50.638 一70
.020 0.49371 84.428 一90

.043

4.n>50W有 1.21307 46.186 一52
.684 0.83077 63.747 一77

.303

1963 1964

6 Sa SZ Q So SZ

1.全 サ ンプルW無 1.1859 56.947 一76 .521 1.1859 75.444 一85
.037

2.n>50W無 0.69536 61.731 一62 .984 0.69536 57.922 一71 .367

3.全 サ ンプルW有 0.70295 63.876 一67 .771 0.70295 66.943 一79
.534

4.n>50W有 0.71426 60.931 一62 .690 0.71426 58.225 一72
.821

(注)各 年と も σ>0の 領域 で ノ(σ)嵩0な る根 は1根

  全てのケー スについて σ→ 。。 flat→0漸 近的に0に 近づ く

                一137一



 ム                                                                                              ム

 σ の値 にか な り大 き な変 動 が あ る ことが わ か る。 と りわ け62年 の σが小 さい。
                                          ム

 ⊂4.7.2.2]前 項 の結 果 で 、推 定 され たパ ラメタ に列 年 か な りの変 動 が あ る ことが わ か った。So、
ハ

S2は も と も と賃 金 率wの 関 数 で あ るか ら、 これ らが列 年 変 動 す る こ とは予 想 さ れ る。 しか し、 σ

                   ム                                 ハ

は列 年 に共 通 の選 好 パ ラメ タで あ るか ら、 σ の変 動 は好 ま し くな い。 σ の変 動 は 、未 成 年 数Nを[4.

7.2.1]の 計測 で お と して あ る こ と、と関 係 が あ るか も しれ な い。この 点 を 考 慮 して 再 推 定 を お こな う

こと に した。

 回 帰 方 程 式 は未 成 年 者 数 κ を 導 入 して 、

              1=3。+SIN+S,e ou*+γ

と書 か れ る。

 推定 は 次 の よ うに お こな わ れ る。 まず 、 σ、So、5'2に 、 前 項 匸4.7.2.1]の 推 定 結 果 表(IV-

5)の 値 を 初 期値 と して 与 え 、Siに は0を 初 期 値 と して 与 え 、 Newton法 に よ って、

                 ui11Σ V2=min

に な るよ うな 、 σ、SO、 S1、 S2の 収 束 値 を求 め る。 Uは 、

(4.7.2.2.一1)u≡X・V2-E(V w 1一 ～ITw s。 一Jib's, N-V万3, eσu*)2

で あ る。 た だ し、 ω は 各 観 測 点 の 含 む 家 計数 で あ る。

(4・7・2・2-2) ∂k6一 ∂讐 一 ∂∂3鬘 一 ・1誓 一 ・

を 満 足 す るSo、 S'1、 S 2、 σ の値 をNewton法 で 求 め る。

 2)をTaylor展 開 して 、3次 以上 の微 係 数 を省 く と次 の方 程 式 を 得 る。

(4.7.2.2-3)

au

aso

8u

as,

8u

as2

8u

as

儲 。).

儲1鑑

儲 、),

傷 】

十 (∂蜘

0
0

3
一む

3

0
1

33

0
2

0

3

σ

一

 

一

 
3

σ

0

0

0

0

こ こ に ・Sk(k=0,1,2)は パ ラ メ タSkの 初 馳 ・ σ0は ・ の 初 軅 で あ りauas
k)。(ん 一
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         §IV AIIen-Bowley型 選好 関数 にも とつ くA型 家 計の労 働供給の雇 用機会 モデル

0,1,2)はSkの 初 軅3'に お け るauas
kの 値 で あ る ・ ま た ・

                       8z uaS,6S;o

に お い て ・i,j=0,

.1・2,3で あ り・S・ 一 ・ で あ る ・ 添 字 ・ はSｰ・Sｰに お け る ∂82uSiaS;.i

の 値 を 意 味 す る 。

 3)式 か ら 、

                                一1

(4.7.2.2-3・)S・ Sｰ0    儲)
。

           ::一SiSｰz(蘓 ・縫;:

           ・」 σ0    (∂〃as)。

を得 る。 こ こ に、

               lsi -SOL l〈 ε  (i=0,1,2,3)

な るs=を 求 めれ ば よ い。

             書券一(au∂3)げ+(麹 。廻 一β・)一・

によって 髴 が計算される・ただし・

        砂≡ So「  βo- So (∂Zd∂β)。一儲1)s。一so

                                    8u/SI     S'    CaSIIS1=Si

                                    8u/Sa    SZ    CaSZJS2=Sz

             s・     s・    (aua s.,)S,一S3

で あ る。

次 に ・(4.7.2.2-1)式 か らauas
;(i=0,1・2,3),∂azs;∂u'S(ゴ ・ ブ ーo,i・2,3)を 計 算 す る・

イ) auas
。 一一2Σ 而 ∫一》万3・ 一V万31N一 π3・ ・ )>7
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                     a2u
                        =2Ew                     aS

oz

                   a2u                        
=2 .Σω ノV                   as

oas,

                    azu                             out
                        =2Ewe                  as

oas2

                    82u                        
=2Σ ω32π*eou*                  as

oaQ

・)∂auS
1一 一2E(画 一 ～S・ 一 ～砺31N一 ～S・2au*)～N

                    8Zu                        
=2EwN                  as

laso

                     82u                        
=2 、Σ朗V2                    8S

,z

                    8Zu

                  ∂S,∂S2=2・ ΣωNθ σ露*

                    8Zu                        
=2Σ ω321>π*θ σ露*                  ∂

S,∂ σ

一) 8uas
2一 一2Σ 面 ∫一而3・ 一〉万31N一 両8・eau*)8au*

                     82u

                   ∂S,∂S。=2Σ ωθσ〃*

                   8Zu                        
=2EwNeau*                  as

Zas,

                    a2u                        
=2EZUg2au*                    eS

Zz

                    82u                        
=2EwS,2u*22au*                   as

2aQ

二) 8u8 
a.一 一2置(而 ・一S・ 一π31N一 π3・eau*)π ε・u・eou*

                   ∂auQ as。 一2Σ 勿3・u・eau*

                     8u
                        =2EwS,1>u*eou*                   ∂σ∂S

,

                     8u
                        =2Ew2S, u。62au*                   aQas

z

                  8zu                     
=2EwS2u*(2u*)eaQU*

                  aQ2

た だ し、S3≡ σ

 イ)～ 二)を(4.7.2.2-3)に 適 用 し て 、3')は 、

                      一140一
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(4.7.2.2-4)

とな る。 た だ し、

    2Σ ω

    2Σ ω〈厂`
 8=

    2Σ ωθσ露*

    2Σ ω82π*60u*

β 一 β・ 一 β一1儲)β 一3・

2Σ ω1V6

2Σ 刎V。2

2Σ ω1>c6au*

2Σ ω ε2ハ 厂σz6*e2au*

2Σzoθ σ邸*

22ω ム厂620u*

2Ewθ20u*

2Σ2勿5セ 〃*62au*

2Σ ω32π*8au*

2Σ ω32A尾 。芻*60u*

2Σ2ω32π*e2au*

2Σ2ω5壱2uz22au*

 以 上 の手 続 に よ って、 σ、So、 S2の 初 期 値 に は、表IV-5の 値 を 用 い、 Siの 初 期 値 にはoを

    ム   ム    ム     ム

用 いて 、 σ、So、 Si、 S2を1961～1964の 各 年 に つ い て 推 定 した。

 推 定 結 果 は、表IV-6の と お りで あ る。表 に お いて 、 表 頭t年 表 側t年 の(   )内 の 数 値 は

表IV-5のt年 に 関 す る値 を 再掲 した も の で あ る(tこ61,62,63,64年)。 こ れ ら の数 値 の す ぐ

上 の 段 にあ るの が 、Newton法 に よ る収 束値 で あ る。

 IV-6表 所 掲 の 収 束 計算 は、 す べ て の パ ラ メ タを 初 期値 か ら変 動 させ 、パ ラメ タが動 か な くな る点

を パ ラメ タの 収 束 値 とす る。 す な わ ちNewton法 を 適 用 した もの で あ る。 これ に対 して 、7の 値 だ

            ム

け は、表IV-5の 値 す な わ ち σ の 初 期 値 に 固 定 して 変 化 せ しめ ず 、 So、Si、S2を そ れ ぞ れ の初 期 値

(S。 とS2はIV-5の 表 の 値 、5'1は 零)か ら出 発 してNewton法 を 使 って変 動 せ しめ る方 法 も考

え られ る。 この方 法 に よ っ たの が 表IV-7で あ る。

 以 上 二 つ の や り方 で 、 各 年 共 通 の σ の 値 が 存 在 す る と した と き、S。SiS2に い か な る推 定 値 が

得 られ るか が あ き らか に な った 。
 バ

 Siの 値 は、1961～1964年 に つ いて 、 符 号 の 安 定 した ケ ー スは 一 つ も得 られ な い こ とが 知 られ

る。

 [4.7.2.3]核 所 得1を 独 立 変 数 に と る方 法

 (4.7.2.3.1)前 項 お よ び前 々項[4.7. 2.1][4.7.2. 2]の 方 法 に お い て は 、 臨界 核 所 得 方 程 式

を 、 一 つ の 回 帰方 程 式 とみ な して そ のパ ラメ タを推 定 す る 際 に核 所 得 ∫ の観 測値 を従 属 変 数 に、 π*

の観 測 値 を 独立 変 数 に と って い た。 しか し、 この方 法 は か な らず し も適 切 で な い。 なぜ な ら、 観 測 資

料 は 、 核所 得 ∫ に よ って 層化 さ れ て い るか らで あ る。 核所 得 ∫ につ いて は層 化 とい う仕 方 で 、 コ ン

トロ ール が与 え られ て い る の で あ る か ら、 ∫ を独 立 、%*を 従 属 変 数 とみ な して 回帰 方 程 式 のパ ラメ

タを 推定 す る方 が 適切 な処 理 で あ る 。

 そ こで 、 臨界 核 所 得 方 程 式

              ノ=H。+H1/v+H2 e ou*

                    一141一
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表
N-
6の

ま
と
め

目
的
関
数
の
値

全  W  ア  リ

晦
愚

19
61
年

19
62
年

19
63
年

19
64
年

全 W ナ シ

使
っ
 

£
た
初
戳

値
19
61
年

19
6
2年

19
63
年

19
64
年

61
を

使
用

03
84
07

ｮ3
15
51

ｮ2
25
46

ｮ2
80
36

61
を

使
用

0 
12
05

ｮ 
15
92

ｮ 
 
97
5

ｮ 
 
49
7

62
 

〃
〃

ｮ3
94
20

ｮ2
88
57

ｮ2
35
14

ｮ2
96
82
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〃
 
〃

ｮ 
22
52

0 
 
42
6

ｮ 
25
18

ｮ 
16
83

63
 

〃
〃

ｮ3
93
74

02
79
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02
15
00

ｮ2
69
53
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〃
 
〃

0 
12
05

ｮ 
16
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97
4

し
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8
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〃
〃

ｮ3
90
76

ｮ2
83
79

ｮ2
15
93

02
66
69

64
 

〃
 
〃

ｮ 
12
17

ｮ 
16
64

ｮ 
 
98
7

0 
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9

一 &

n>
50 W ア リ

鑵轜
19
61
年

19
62
年

19
63
年

19
64
年

n>
50 W ナ シ

癖
19
61
年

19
6
2年

19
63
年

19
64
年

61
を

使
用

01
25
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ｮ1
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19

ｮ 
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ｮ1
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を

使
用

15
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〃
〃
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サ
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)1
96
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σ
o=
1.
20
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表
N-
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当
該

年
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推
定

値
を

σ
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初
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こ
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σ
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数
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§IV AI Ien-Bowley型 選好 関数 に もとつ くA型 家計 の労 働供 給の雇用機会モデル

表N一 了

全 サ ンフoルWeight有

1961 (Qo= 1.2091) 1962 (ao= 0.4937)

φ a So S, SZ φ a 30 S, Sz

61 38389.3

38406.6

12091

1.2055

53.378

52.557

一 3
.565

- 2 .819

一71
.538

-69 .777

61 39344.3

39419.9

0.4937

0.4952

67.353

69.888

4.179

2.954

一66
.'726

-70 .147

62 32555.3

31550.5

1.2091

1.1125

43.786

44.510

20.942

22.812

一96 .946

-94 .779

62 25790.1

28857.0

0.4937

0.4901

67.641

68.769

37.580

21.717

一108
.08

-89
.452

63 22540.6

22546.1

1.2091

1.2099

60.273

60.368

一11
.789

-11
.838

一67
.855

-68
.128

63 21981.5

23513.6

0.4937

0.4888

75.527

71.083

0.8954

0.5509

一75
.674

-67
.049

64 28035.8

28035.9

1.2091

1.2091

60.621

60.619

一 4
.667

- 4
.662

一79
.932

-79
.941

64 28179.3

29682.2

0.4937

0.4905

88.083

87.357

一 1
.0794

- 8
.669

一90
.155

-78
.934

引1

2

3

4

上 段 は1stepσ 電 σ と お い て動 か さ ず 、 Sa、31、 S2だ け 動 か して求 め たminφ な るso、 S1、 SZ、 σ

収 束 値 は全 て の ケ ー スで 第1step

minφ は σ=σ と お い てNewton法 を行 った時 の値

下段 は σ、So. S1, SZを 同時 に 動 か した時 のminφ な る φ、 a, sa.31、 SZ

表IV-7つ づ き

全 サ ンプル Weight有

1963 (Qo= 0.7030) 1964 (vo = 0.8432)

φ 6 So S1 SZ φ a So S1 S2

61 38928.9

39373.7

0.7030

0.7094

59.254

64.332

   1.859

- 1 .395

一62 .773

-70
.523

61 38712.8

39076.4

0.8432

0.8515

56.504

60.806

  0.3191

- 2.821

一63 .302

-70
.530

62 27543.2

27961.9

0.7030

0.7005

53.295

54.660

32.534

26.858

一96
.230

-89
.885

52 28849.5

28378.8

0.8432

0.7518

48.607

52.681

29.213

26.037

一93
.718

-89
.041

63 21499.6

21499.7

0.7030

0.7029

66.125

66.113

一 2
.988

- 2
.987

一67
.775

-67
.746

63 21492.7

21593.1

0.8432

0.8463

63.145

63.929

一 5
.535

- 5
.676

一66
.087

-68
.041

64 26911.4

26953.3

0.7030

0.70ao

73.749

73.923

一 1
.513

- 2
.721

一80 .994

-79 .365

64 26661.7

26668.9

0.8432

0.8438

68.249

68.125

一 2 .121

- 1 .604

一78 .889

-79 .581

一147一



      表IV-7つ づ き

全 サ ンプ ル Weight無

1961 (oo = 1.2745) 1962 Cvo = 0.04121)

φ a Sa 31 SZ φ a So S1 SZ

61 1196.3

1205.1

1.2745

1.2593

79.096

76.212

一29
.502

-27
.539

一110
.786

-101 .724

61 1369.3

2251.8

0.041211

0.04002

66.824

-135.34

一18 .545

- 7 .017

一654
.70

-100 .18

62 604.64

1592.3

1.2745

5.9760

26.197

39.563

52.176

2.920

一124 .21

-2344 .05

62 327.8

426.02

0.04121

0.04116

82.885

664.40

74.230

54.541

一891 .53

-703
.90

63 975.79

975.1

1.2745

1.2143

52.834

52.523

3.689

4.725

一 77 .994

- 75
.247

63 ios2.70

2517.98

0.04121

0.03876

578.92

96.261

25.802

9.637

一591
.10

- 71
.939

64 491.82

497.13

1.2745

1.2828

56.365

54.100

2.143

6.435

一 82 .772

- 86 .702

64 525.55

isa2.s

0.041Z1

0.03980

646.00

172.98

一10 .317

-80 .278

一632 .28

- 82 .105

     表N-7つ づ き

全 サ ンプル Weight無

1963 (ao =  1.1859) 1964 (Qo = 0.6987)

φ a
  9

Sa 31 SZ φ a Sa S, SZ

61 1202.1

1204.6

1.1859

1.1792

80.091

78.581

一28
.766

-27 .794

一106
.64

-102
.24

61 1252.3

1217.4

0.6987

2.6462

92.158

77.812

一24
.515

-41
.552

一 96
.496

-276
.97

62 579.62

1601.4

1.1859

6.0927

27.129

40.002

53.800

2.0212

一121 .16

-2517 .98

62 452.01

1663.9

0.6987

6.8449

41.444

42.386

  62.798

- 2.625

一118 .24

-4126
.96

63 973.69

973.7

1.1859

1.1865

53.146

53.197

5.133

5.117

一 76
.472

- 76
.651

63 986.69

987.1

0.6987

0.6973

60.529

60.178

13.703

13.650

一 77
.154

- 76
.212

64 472.22

488.2

1.1859

1.1941

57.995

55.513

2.220

7.082

  82.087

  86.456

64 419.08

419.1

0.6987

0.6987

75.429

75.433

0.02754

0.01448

一 85 .047

- 85
.035
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§IV AIIen-Bowlet'型 選好関数 にもとつ くA型 家計 の労働供給 の雇用機会 モデル

n>50Weight有

1961 (QO = 1.2131) 1962 CaO = 0.8308)

φ a So S, Sz φ 6 so S1 SZ

61 ユ2487.5

12564.6

1.2131

1.2237

40.373

42.538

7.598

5.497

一49
.102

-53
.230

61 12284.1

12910.3

0.8308

0.8455

42.235

48.905

1ユ.111

5.7935

一43
.407

-53
.576

62 16582.5

17019.1

1.2131

1.2049

54.629

57.028

   1.220

- 4 .521

一84
.310

-76
.979

62 15687.7

15874.7

0.8308

0.8283

58.534

59.897

9.575

5.386

一81
.570

-77
.129

63 9625.5

9629.3

1.2131

1.2138

58.866

58.946

一12
.235

-12
.270

一62
.753

-62
.998

63 8897.4

8949.8

0.8308

0.8331

62.110

62.705

一 6 .587

- 6 .646

一61
.327

-62
.867

64 13904.2

13923.6

1.2131

1.1893

58.316

58.598

一 4
.344

- 4
.967

一74
.530

-72
.075

64 14136.4

14137.0

0.8308

0.8595

63.822

63.197

一 〇.2847

  0.6744

一71 .181

-73 .595

n>50Weight有

1963 (ao = 0.7143) 1964 (6a = 1.0514)

φ 6 So S1 SZ φ a So 31 SZ

61 12237.4

12914.5

0.7143

0.7259

43.696

50.943

12.200

6.976

一43
.142

-53
.511

61 12392.6

12683.4

1.0514

1.0672

40.794

45.140

9.0685

5.088

一45 .939

-53 .457

62 15489.3

15869.8

0.7143

0.7116

61.716

63.411

12.291

6.139

一83
.444

-77
.048

62 16167.7

16368.1

1.0514

1.0473

55.478

57.065

4.6413

0.5476

一81 .869

-77
.121

63 8957.37

8957.4

0.7143

0.7143

64.525

64.523

一 4
.758

- 4
.758

一62
.664

-62
.659

63 9154.4

9224.9

1.0514

1.0553

59.666

60.252

一 9
.925

-10
.099

一61
.354

-63
.043

64 14490.3

14484.1

0.7143

0.7160

67.230

67.173

0.7962

0.8031

一72
.13ユ

ー72
.149

64 13840.7

13844.8

ユ.0514

1.0521

59.911

59.885

一 2
.5508

- 2
.262

一72
.210

-72
.850
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n>50Weight無

1961 (60 = 0.9389) 1962 (ao = 1.0245)

φ Q So 31 Sz φ a So ε1 Sz

61 153.86

156.0

0.9389

0.9445

45.123

47.190

6.1226

4.248

一48
.797

-51
.909

61 154.53

154.8

1.0245

1.0283

44.597

45.731

5.2668

4.1919

一50
.036

-51
.828

62 143.63

144.1

0.9389

0.9369

57.648

58.321

8.8363

6.838

一88
.909

-86
.623

62 144.83

145.7

1.0245

1.0216

56.619

57.509

6.805

4.314

一89 .560

-86
.581

63 67.087

70.9

0.9389

0.9493

63.759

64.575

一12
.782

-12
.241

一59
.786

-63
.681

63 67.944

71.9

1.0245

1.0369

62.798

63.573

一13 .824

-13
.370

一59 .$14

-X3
.781

64 127.609

127.8

0.9389

0.9489

61.105

60.908

一 1
.326

- 0
.5642

一69
.953

-71
.692

64 126.68

126.8

1.0245

1.0270

60.012

59.948

一 2
.443

- 2
.0474

一70
.589

-71 .453

n>50Weight無

1963 (vo = 0.6954) 1964 (ao = LO485)

φ a Sa 31 SZ φ 6 So S1 SZ

61 152.25

153.8

0.6954

0.7002

48.092

51.365

8.577

6.084

一47 .592

-51
.921

61 154.72

154.9

1.0485

1.0514

44.481

45.328

5.0289

4.217

一50
.443

-51
.800

62 141.33

143.7

0.6954

0.6930

63.776

64.891

14.804

10.242

一91 .327

-86 .465

62 145.20

146.2

1.0485

1.0451

56.399

57.382

6.2446

3.534

一89
.848

-86
.560

63 68.497

68.6

0.6954

0.6965

68.712

68.910

一 9 .748

- 9 .603

一62 .305

-63 .021

63 68.298

72.2

1.0485

1.0611

62.577

63.328

一14
.112

-13
.691

一59
.882

-63
.797

64 134.92

134.9

0.6954

0.6958

66.673

66.656

1.649

1.629

一70 .932

-70
.898

64 126.56

126.6

1.0485

1.0493

59.761

59.725

一 2
.759

- 2
.4907

一70
.833

-71
.399
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       §IV Allen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

を 、 ノ を 独立 変 数 と した形 に書 き換 え る。 ただ し、 以 下 で は簡 単 の ため 未 成 年 数Nの 項 を 省 いて 示

す 。(1を 独 立変 数 に お いた こ とを 示 す た め パ ラメ タ をH;で 記 す)ま ず 、

              Ho j__Hz 6au

 両 辺 の対 数 を と り、

            log(Ho - 1)= log (一Ha)+ Q u*

これ よ り、

            u・ 一 ÷[1・9(H。 一1)一1・g(一H,)]

additive errorをvと す れ ば 、

          u*=1[log(Ho-1)一log(一HZ)]+v             a

これ は、1を 独 立 変 数 とす る非 線 型 回 帰 方 程 式 で あ る。 Σ02をminな ら しめ る よ うに 、 Ho、 Hz、

σの推 定 値 を求 め る のが こ の項 の課 題 で あ る。 な お、 パ ラ メ タ に関 す る制 約 は

              Ho>1 … …rxoは 臨 界 核 所 得 の 極 大 値 」 と い う条 件 よ り

              HZ<0

               > o

で あ り、 変 数u*は

              u*<0

で あ る。

 、Σ〃2をvと か き、

       γ 一 Σ ・2-E{u・ 一 ÷1・9(H・ 一 ・)+÷1・9(一H・)}2

に お いて 、

             ay aV aV=oaxo-axe=aQ

な る よ うな 、Ho、 HZ、 σ の 値 を 求 め れ ば よ い。

 す なわ ち、

                   一151一



(4.7・2・3-1)∂ay'H
o-2Σ{u・ 一11v・9(Ho-1)+÷1・9(一H・)}。(一1Ho一 、)一 ・

(4.7.2.3-2)aH
2=2E{u*一flog(Ho-1)+Qlog(一HZ)}aHz=0

(4.7.2.3-3)aya 6-2Σ{u・ 一11Q・9(H。 一1)

            +÷1・9(一H・)}109(Ho-1)Qz-109(一H・)一 ・

 2)式 か ら、nを 標 本 の大 き さ と して 、

(4.7.2.3-4)Eu・ 一1EIQ・9(H。1)+Qlog(一H,)一 ・

故 に 、

(4.7.2.3-5) 1・9(一H,)一 麦 Σ1・9(Ho-1)一 ㌘ ・・

を得 る.5)を1)に 代入する.た だ し1)の 両辺に_12・ をかけてお く・代入の髞 は・

(4.7.2.3-6) E{u・ 一 ÷1・9(H・1)+÷[nE1・9(Ho-1)

            一nEu・]}H。1_1-o

両辺に σをかけて整理すると、

      Σ vuH o一*1一 Σ109(HoHo≡II)+inΣ[Σll歪}。(Ho_1-1)]

            一6nΣ[ Eu*Ho一ノ]一 〇

 これ よ り、 σ はパ ラ メ タHoで あ らわ され る。 す な わ ち 、

            _Σ10『(HoHo一 テ「1)一1n ['Σ1鑑(Ho-1-1)] (4
●7.2.3-7)   σ一 Σ

H。u*1 - 1nΣ[ Eu*Ho-1]

を得 る。7)を5)に 代 入 す る と、HzはHaで あ らわ され る 。 Hoで あ らわ したHzを3)に 代 入 し、

7)を3)に 代 入 す る と、3)式 はHoだ けを含 む 方 程 式 と な る。 この 計 算 手 続 は 以 下 の 通 り で あ

る。

 まず3)の 両 辺 に σ3を か け る。

 4.7.2.3-3')       Σ σu*{109(Ho - 1) 一109(一HZ)}一Elog(Ho-1)[lo9(Ho-1)
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        ー lo9(一Hz)]+Elo9(一HZ)[lo9(Ho-1)一log(一HZ)]=0

こ れ を 整 理 し て 、

       ・{Eu・1・9(H。 一1)一 Σ π・1・9(一H,)}一 Σ[1・g(H。 一1)]2

       +Elog(Ho- 1)●109(一Hz)+ ・Σ109(一H2)・109(Ho- 1)

                一 Σ[1・9(一H,)]2=0

ゆ え に、

       σ{ Eu* ・lo9(Ho- 1)一 Σu*・109(一Hz )} 一E[lo9(Ho一 ノ)]2

       +2Σ1・g(H厂1)・1・9(一H,)一E[1・g(一H,)]2-0

こ れ に4.7.2.3-5)を 代 入 す る 。

(4・7・2・3-8)・{Σ ・・1・9(H厂 ・)一 Σ ・・[麦 Σ1・9(H。 一1)一 号 Σ ・・]}

         一E[1・9(H・ 一1)]2+2[nEl・9(H。 一1)一 号 Σ ・・]・Σ1・9(H。_j)

            一n{nEl・9(H・ 一 ・)一nEu・}2一 ・

を得る。これを整理する。

     ・Eu・ ・1・9(H。 一1)一 号 Σ …1・9(H。 一1)+zvn(Σ ・。)・

     一E[1・9(H厂1)]2+2n[El・9(H・1)]2一 穿 Σ … Σ1・9(H。 j)

     _1n[Σ1・9(H。_1)]2+穿 Σ1・9(H。 一1)・ Σ ・。 Q2n(Σ ・。・)・一 ・

さ らに整 理 して 、

(4.7.2.3-9) ・Eu・ ・i・9(H厂1)一 号 Σ … Σ1・9(H。 一 ・)

           一 Σ[1・9(H・1)]z+n[E1・9(H。1)]2一 ・

とな る。 この式 の σに7)を 代入 す る。 た だ し、7)の 右 辺 の 分母 を 払 って お く。 代 入 の 結 果 、次 の

よ う な 、 パ ラ メ タHoだ け を含 む方 程 式 が求 め られ る。 この 方 程 式10)は 、 観 測値1、 u*、 を パ
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ラメタとする、H。 にかんする非線型方程式である。

(4・・7・・2・3-1・){Σ 膳 一麦 Σ Σ'碧 髦チ ∫)}・

         {EU・1・9(H・ 一 ・)一 靜 …Xl・9(H。 一 ・)}

   一{ΣH。u*_1一 麦 ΣH㌍}}{X[1・g(H・ 一 ・)]・一麦[X1・g(H・ 一 ・)]・}一 ・

又 は10)の 左 辺 を 非 線型 関数Fと して 、

 (4.7.2.3-10')           F (Ho l I, u*) =0

                            ム

とな る。 この 方 程 式 のHoの 根 が ΣV2をminな ら しめ る推 定 値Hoで あ る。

 バ                                                 バ                 ヘ    ム

 Hoが 求 め られ た な ら、 これ を7)に 代 入 して σが求 め られ る。 Hoと σを5)に 代 入 す れ ば 、

ム

H2が 計 算 され る 。

 した が って 、 問 題 は、 方 程 式(4.7.2.3～ 10)の 根 を 求 め る こ とに帰 着 す る。

 (4.7.2.3.一2)方 程 式F(Holl,u*)一 〇の解 法

 (a)グ ラ フ解

 Hoは 臨 界 核 所 得 分 布 の 上 限 値 で あ る と い う こ とか ら、 観 測 され る(有 業 率 が 正 の)核 所 得 の 最 大

値 、max l、 よ り大 き くな け れ ば な らな い。 す な わ ち、

                max∫ 〈ffo

 した が って 、max Iを 初 期値 と して 、 Hoを 正 方 向 へ 動 か す こ と に よ って 、 F(Ho)の 値 の 動 き

を 数 値 計 算 に よ って 知 り うる。Hoと(4.7.2.3-10')式F(Ho)の 関 係 を グ ラフ に か き(IV 10-1

図)、F(H。)がH。 軸 を 切 る点 のH。 の 値 を方 程 式 の 根 とす る 。

 グ ラ フか ら、 この よ うに 近 似値 を 求 め る こ とが で き るか ら、 この 近 似 値 を 適 切 な 方 法 で さ らに 近 似

1注}(4.7.2.3-10)式 は

            1

         cov[H。 一1・1・9(H・ 一1)]●cov[u・ ・'09(H.・ 一1)]

             i               
, u*] ● var [109(Ho - 1)] ; O          COV            H

o-1

 という形をしていることがわかる。
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            図N10-1

Fmoo)

0

食

max I

Ho

度 を 高 め る。

 この グ ラ フ解 の 方 法 は、 二 つ の 欠 点 を もつ て い る。第1に 、根 が何 個 存 在 す るか 明確 で な い。 第2

に グ ラフ をっ くる と きのHoの き ざみ 巾 の と り方 に 任意 性 が あ る。 二根 以上 あ る とき 、 IV-10-2図

の よ うにHo(1>とHo(2}の 間 に あ る二 っ の根 を見 逃 す お そ れ が あ る 。

                  図IV 10-2

F(Ho)

0

、

、

 
 
＼

、
点

-

丶

/

ノ

辱
ノ

,

HoC1)
軸鞠 一'

Ho(2)

Ho

(b)Newton法 に よ る 解 法

方 程 式(4.7.2.3.一10)は

(b-1) F(Ho)=CA(Ho)一B(Ho)]CC(Ho)一D(Ho)d

一CE(Ho)一G(Ho)7 CKCHo)一L(Ho)7=0

た だ し、

(b2-1)

(b2-2)

)～ H(910

～一 H
…

β 三 麦 Σ1・9(H・1)・ ΣH
。11
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 (b2-3)         C≡Eu*・lo9(Ho-1)

(b2-4)   ・… 麦 Σ… Σ1・9(H・_1)

                      u*
 (b2-5)              E≡ ≡≡Σ                     Ho-1

(d2-6)   G=nEu・ ・ΣH
。1-1

 (b 2-7)               K=E CIog(Ho - 1)JZ

(b2-8)   L=1n[El・9(H・ 一1)]2

で あ る。(∂ 一1)をHoで 微 分 して 、

        F'(Ho)=dHo=CA'(HO)一B'(Ho)7 CC(Ho)一D(Ho)7

       +[A(Ho)一B(Ho)][C'(Ho)一D'(Ho)]一 匸E'(Ho)一G'(Ho)コ[κ(Ho)一L(Ho)]

           一[E(Ho)一G〔Ho)][K'(Ho)『L'(Ho)]

を 得 る 。 た だ し 、

(b3-1)  A'(H・)≡dAdH
。一E上 黔 ⊥

(63-2)B'(H・)一dB_1dH
o-n{Σ 疏 主

,厂 ・噛 一g(Ho-1)・E(一1Ho-1)Z

(b3-3)  C'(Ho)=dH
o=Eu*Hol-1

(b3-4)  D'(H・)一 髪号1一 麦 Σ … Σ π
。1∬

(b3-5)  E'(H・)=dE=EdHo(一u.Ho一*1)・

(b3-6)  G'(H・)_dGdH
。一 麦 Σ …E(H。 一1_1)・ ・

(b3-7)  K'(H・)一 鑑 一2Σ ・'og(Ho-IH
o-1)

(b3-8) L'(H・)__dLdH
。一 号 Σ1・9(H・1)・ ΣH。1_1

で あ る。
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(b-4)   fi・一H・ 一 嬲 露

に よ り 、

               ハ

 (b-5)             Ho-Ho〈 ε

     バ

を満 足 す るHoが 求 め られ る。 た だ し、 ε は任 意 の 小 な る正 の 値 で あ る。

 New tOn法 に よれ ば、 方 法(a)の 欠 点 は 除 かれ る。 た だ し、 計 算 誤 差 の累 積 の 影 響 は(a)よ り大 きい 。

    ム                                                                    ハ                   ム                          ハ

 推 定 値Hoを4.72.3-7)に 代 入 して σ が 求 め られ る 。 Hoと σ を(4.7.2.3-5)式 に 代

   へ

入 してH2が 求 め ら れ る。(4.7.2.3-5)式 は 、

(b-6) 1・9(一H・)一i Xl・9(H厂 ・)一 鈩 ・・

で あ るか ら、

         H,一 刃 。p[炉1。9(H。 一・)一房 Σ・。]

で あ る 。

 こ こ に 、

                             

             HS-H,/em =H,/e-iσ

         ム      へ

な る関 係 が あ るか らH2はH5に 変 換 で き る。

 (C)グ ラ フ解 で 求 め られ たHo、 σ、 H2(お よ びH5)の 値 を表IV-8に 掲 げ る。

 第2欄 に はF(H、(1))か らF(H。(2))へ うつ る と きFの 符 号 が 変 ったH。(1)とH。(2)の 値 が示 さ

れ て い る。 そ の中 央 値 を第3欄 に掲 げ る。 他 の パ ラメ タの 値 は この 欄 の 数 値 に も とつ い て 計算 され た

もの で あ る。

 表 側 の ケ ー ス は、 これ らの ケ ー ス にお いて(4.7.2。3-10)式 は解 を も った こ とを 示 して い る。

他 の ケ ー ス はH。>1 maxの 制 約 域 にお いて 根 を もた な か った 。所 掲 の ケ ー スに っ い て はNewton

法 で 収 束 計 算 を お こな い、パ ラ メ タの 精 度 を 高 め る こ とが で き る。

 各 年 、 各 種(ウ エ イ ト有 無 、 全 標 本 、 家 計 数50以 上 の別 に よ る)の デ ー タ につ いて 、 す べ て 解 が あ

る と い うわ けで は な い。

 試 み に 各 年 、 各 ケ ー ス別 に 、(4.7.2.3-9)式 に よ って 、Hoと σ の関 係 を し らべ て みた の が 、

表IV-9で あ る。 Hoに 対 す るF(Ho)、 σ、 晒 の関 係 を 計 算 し た の が(表IV-10)で あ る。
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    表N-8

F(Ha*〉 □0に お け る σ,HZ, H'z(注)

F(H。1)・F(HZO)<0
  *
Ho 6 HZ H'z

t. TW62 113～114 113.5 0.3846 一 ヱ25
.53

一135
.16

2. TW64 146～147 146.5 0.2781 一152
.40

一158
.41

3. T 62 128～129 128.5 o.4io7 一157
.16

一170
.99

4. W62 60～ 61 60.5 1.0550 一 88
.27

一153
.99

5.  W63 67～68 67.5 0.6386 一 71
.53

一 87
.70

6.   62 60～ 61 60.5 1.1154 一 96
.18

一179
.17

7.   63 78^'79 78.5 0.4688 一 78
.11

一 87
.18

  (注)
            

     ぞω・10響 云∫∂ 一毒{ダ ω・1・9(H♂ヨ ∫)}{肪 嵩 、}
                i   σ =

     ダω・ 講 う、 一 或{尹 ω幽 ・}{ w=Ho*一/:}
                i

   H・ 一 一 ゆ(Σ い ω・1・9(H*0-ll)一 一Yllt一;一. ・XW・Ui・)

   HS一 H,/,一s・2

 (注つづき)Tは 全サ ンプル、Wは ウエイトありを示す。

 ま た、 図rv 一11の グ ラ フは 、 表IV-9か らえ が い た もの で あ る。

 分 析 の この 段 階 に お け る基 本 的 認識 と して は 、パ ラ メ タ σ は、ri(i=1,… …,5)と と もに選

好 関 数 の パ ラ メ タで あ り、 そ の値 は 、観 測 期 間 を通 じて安 定 的 で あ る とされ て い る。 したが って 、 各

年 に お け る σ の 推定 値 が増 大 した り減少 した り大 き く変 化 す る こ とは、推 定 法 を再 考 せ しめ る問 題 点

と いわ ね ば な らな い 。

 以 上 の 分 析結 果 か ら、Newton法 を 適用 した とき の収 束 値 は 、パ ラメ タの初 期 値 に か な り大 き く依

存 す る こ とが知 られ た。 した が って、 列 年 共 通 の安 定 し た σの 値 が 存 在 す るば あ い に も、 σ の 初 期

値 の与 え方 が不 適 切 で あ る と き は、 各 年 ご と に相 異 な る収 束 値 が 得 られ て しま う とい う可 能 性 もす く

な くな い。初 期 値 の適 切 な値(あ る とす れ ば)を 探 索 す る こ とが 必 要 で あ る。 〔σ の 与 え 方(又 はHo

の 与 え方)に よ ってHo(又 は σ)の 値 がか な り変 る こ とが わ か る 。 表IV-10、 図IV-11参 照 一〕
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§IV Allen-Bowlet'型 選好関数 にもとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会モデル
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(4.7.2.4)そ こで σの 値 を 探 索 す る こ と に な る 。

 以 下 の 計算 はつ ぎ の と お りで あ る。 各 年 共 通 に一 つ の σ の値 を与 え、(4.7.2.3-10)式 か ら求 め
            ム

たHoを 使 って(b-6のH2の 式 か ら)H,を 求 め る。

 σ の値 に は、IV-8表 にお ける σの次 の値(グ ラ フ解 か ら求 め た)、

表IV-11 W

W

7

T

1962

1964

1962

1962

1963

1962

 63

Q = 0 .3846

  0.2781

  0.4107

  1.0550

  0.6386

  1.1154

  0.4688

の うち 、0.5以 下 の4個(下 線 がつ け て あ る)を 採 用 し、 そ の 中 間 の値 を は さん で 、以 下 の11通 りを

与 え る こ とにす る 。(IV-9表 か らきめ た もの)

      表IV-12

   1.  0.20            4.  0.30           7.  0.40           10.  Qss (0.4688)

   2.  0.25            5.  0.35           8.  aTsz (0.4107)  11.  0.50

   3.  QTW64 (0.2781)  6.  6Twsa (0.3848)  9.  0.45

4.7.2.4(a)F(Ho)=0の(Newton法 に よ る)解 の 精 練

さ き に 得 たHoの 第 一 次 近似 解 は 、次 の範 囲 の 中央 値 で あ った。

  1.  7「W64  146～ 147

  2. TW62  113～114

  3. T  62  128～129

  4.     63   78^一 79

上 記 の領 域 それ ぞ れ の 中でHoの 解 をNewton法 に よ り確 定 す る。

F(H。 丿=0な る方 程 式 の根 を 、H。 に近 似 的 な 初 期 値 を与 え てNewton法 で 求 め る方 法 は(4.7.

2.3-2(b)で 述 べ たが 、 こ こ に再 び観 測 点 に ウ エ イ ト(家 計 数)wを 付与 した形 で 示 して お く。

     F(H・)一{Ew'og(Ho-IHo-1)一Elw awl・9(H・1)・ ΣH。w l}

                   i                     Ewu
*●Ewlog(Ho- /)}     x{ Ewu*log(Ho - 1)一

                  .Σw

      一{EwH。u*1一 Σい 万。w_1・Ewu・}

                   一166一



       §IV AIien-Bowlet'型 選野関数 にもとつ くA型 家計 の労 働供給 の雇用機 会モデル

    ・{Ew[1・9(H。 一1)]・ 一 夛 ω[Σ ω1・9(H。_1)]・}

こ のF(Ho)をHoで 微 分 す れ ば 、

         F'(Ho)=[ノ1'(Ha)一 β'(Ho)][C(Ha)一D(石ro)]

           +CA(Ho)一B(Ho)]CC'(Ho)一D'(Ho)]

           一[E'(Ho)一G'(Ho)コ[K(Ho)一L(Ho)]

           一CE(Ho)一G(Ho)7 CK'(Ho)一L'(Ho)7

但 し 、

             A(H・)一 Σω'og(Ho-1Ho-1)

             A'(H・)一Ew 1-log CHo-ICHo-1)z)

           B(H・)一 売 ・Σ刎 ・9(H・ 一1)・ ΣωH。ij

      B'(H・)一iEw{(Σ ωH。11)2+awl・9(H・1)・ Σ(一wHo-1),

              C(Ho) = Ewu* lo9(Ha - 1)

                        1              C'(H
o)=Ewu*                      H

o-I

           D(H・)一 纛Ewu・ ・Ewl・9(H・ 一1)

             D'(H・)一 蒲 Σω… ΣH。w_I

                        u*               E(H
o)=Σ ω                      H

o-1

                     -wu*              E'(H
o)=E                    CH

o-1)z

            G(H・)一 訪 ・Σ晦 ・ΣH。w_I

            G'(H・)一 纛 ・即 〃・・Σ(一wHo-1)・

              K(Ho) = Ew[109(Ho- 1)]2

             K'(H・)一2E wlog(Ho-IHo-1)

                  一167一



             乙(H・)一 謁[E・WI・9(H・ 一・)]2

            L'(H・)一 孟 Σ刎 ・9(H・ 一・)・ΣH。告

    ム                                                    ム                                                   ム

で あ る 。H。=H。 一F(Ho)/F'(Ho)に よ り、 H。 が 求 め ら れ る(H。 は 初 期 値)。 ま た 、 Ho

                      ム

がNewton法 で 求 め られ た な ら、 これ を 次 式 に入 れ て σ が 求 め られ る。

            バ

     ,a-E・v timt(,H-oi ')一 t'[XWI・g(島 一z)][Σ 詳 ノ

            加 禽〃三ズ 夛ω跏 ・・Σ罷 ∫

 バ                             ム    バ

 Hoと σを次式に入れてH2が 求め られる。

       鳥 一一,xp[夛 ボ ω1・9(H・一1)一 轟 一]

 ム        ム

 H2か らH5へ の変 換 は、

                 ム
          <   <   _⊥σ2          Hを

=H2/e 2

で 与 え られ る。

 表IV・一1ユ所 掲 の 各 ケ ー ス(7ケ ース)に つ い て 以上 の方 法 で 、パ ラメ タの 確 定 値 を 求 め た 。 そ の 結 果

は表IV一 ユ3の通 りで あ る。

     表IV-13  F(Ho)==0ニ ュー トン法 によるHoの 計算お よび σ、H2、 砺

Ho a Hz H'z R

一

R Theil U

1. TW 62 1ヱ3.711 0.3835 一 ヱ25 .69 一135 .28 0.9824 0.9i88 0.0941&

2. TW 64 146.86 0.2772 一152
.73

一158 .72 0.9867 0.9848 0.08149

3. T  62 128.55 0.4104 一157 .20 一171
.02 0.9860 0.9832 0.08386

4.  W 62 60.03 1.0816 一 89 .27 一160 .22 0.9948 0.9934 0.05134

5. W 63 67.42 Q.6403 一 71
.49

一 87
.75 0.9923 0.9904 0.06ユ95

6.    62 60.96 1.0890 一 95 .08 一172 .03 0.9949 0.9937 0.05033

7.    63 78.93 0.4642 一 78 .45 一 87 .38 0.9924 0.9905 0.0616

4.7.2.4(b)所 与 の σ に対 す る1ノ。、HZ、 HZの 計 算

 σを ど う与 え るか は、 前 項 の σ の範 囲 か ら決 定 す る。7個 の σ の うち 、0.5以 下 の値 の もの を一

種 の ベ ンチ マ ー ク と して 、 次 の11通 りを与 え る こ とに した。(表N-12の 値 を次 に再 掲 す る)

                   一168一
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Q=0.20

  0.25

  σTW 64 =0.2781

  0.30

  0.35

  Qrwsz =0.3848

  0.40

  6TSZ  =0.4107

  0.45

  6s8   =0.4688

  0.50

 TW61～TW64、 T 61～T 64、 W61～W64、61年 ～64年 の各 種 の デ ー タの 各 々 に つ い て 、 そ れ

ぞ れ 上 記 の σ を 与 えHo、 H2、 HSを 求 め る。

 σ を 与 え てHoを 求 め る計 算 に は 、(4.7.2.3-7)式 を使 う。7)式 を 、 分 母 を 払 い 、 ウエ イ ト

ω を 付 与 した 形 で 書 くと、

         の(H・)一・{Σω論 か 一・・Σ詣}

         一[   wlog(Ho - Ir      Ho-1) 一 Σ≒。{Xw・log(H・ 一1)}・S■ 。41]一 〇

 この 式 に σ の 所 与 値 を 代 入 して 、Hoの 根 を 求 め れ ば よ い 。 根 を 求 め るに はNewton法 を 使 う。

まず 、

    の'(H・)一 ・XWU・(ml-77i)・ 一 WE W.U*・X(詳 ∫)・一Σωと 黔

         闘[Σ 詣]・+XW・1・g(H・ 一 ・)・Σ(詣)・}

に よ って の'(Ho)が 求 め られ る。

             倉・一H・ 一 繰1)(・ ・gi・・n)

     ム                      へ

にお いて 、Ho-Ho<ε な るHoが 求 め られ る。 た だ し、 Hoは 初 期 値 、εは任 意 に小 さ く定 め た

      ム                                                 ム      ム

数 値 で あ る。H。 が 求 め られ た か ら、 前 述 の よ うにH2、H2ノ も求 め られ る。 計算 結果 は表rv・一一14のと

お りで あ る。

                    一169一
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§IV AIIen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計の労働供給の雇 用機会モデル
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[4.8]臨 界 核 所 得 方 程 式 の パ ラメ タか らr=へ の 逆 算 一 お よ び結 果 の 吟 味一

 前 項[4.7.2.4]の 計 測 作 業 に よ り、臨 界 核所 得 方 程 式 のパ ラメ タ σ、Ho、Hz、(H'z)の 値 が 求

め られ た。 これ らの 数 値 を 使 い 、 す で に 求 め られ て い る選好 パ ラメ タ σ を別 と して 、 η Z=1∴ …

5)の 値 を逆 算 す る。 次 で 、 求 め られ たyiと σ に 関 して 、安 定 条 件(求 め られ た無 差 別 曲線 群 が 原

点 に対 して 凸 で あ る)を 吟 味 す る。

 [4.8.1]y=の 推 定

 前 項[4.5.1]に 示 した とお り、 臨 界 核 所 得 方 程 式 は 、

        ・ 一r・w-r・w(T-h)+r・(T'一-hz)一zrlw2h+ ・L u
                  rlw-r3           r,w-r3

である。(ただ しwは 非核賃金率、hは 指定労働時間)

       H・ 一一「・ω一圃 写〒浩,「 ・(T一 ÷ の 一÷71ω2ん

                     74                班=
                   71W- 73

とかけば、臨界核所得方程式は

                1*=H。+Hl u

の形をとる。ここに、

                     _ユσ2                H
2=HSe2 ,

              ム     ム     ム

で あ る。 前項[4.7]に お い て 、Ho、 H2、 HS、 σ が測 定 さ れて い る。

 (4.8.1-3)よ り

                       1

               「1 w 一 「・=「 ・'Rs

 又は、

(4・8・1-4)   ω一許 際(爺)(・1一 一1)

を得 る。

 (4.8.1-2)よ り

                   一174一

=∬D㎝13q

獻ω
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だ
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く
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・

式
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「
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13q
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 (4.8.1-8)    y=

と お け ば 、

 (4.8.1-9)

ま た 、 こ の 式 は 、

        §IV AIIen 一Bowley型 選好 関数 に もとつ くA型 家計 の労働供給の雇用機会モデル

(一 一5)' Ho(w+ '1;i)蓬 穿)一 詞 ん一織 与)

を得 る。

 4)と5)は 、riを 推 定 す る基 本 的 関係 式 とな る。

(fi)、(の の齪 は・4)を 使 ってお こなわれる・1961-1964年 の非楯 金率w・1&既 知で

あ り、H5の 推 定 値 は前 項(4.7.2.3)で 求 め られ て い るか ら、4)を 一つ の回 帰 方 程 式

(4・・8・・1・一6)    w-a+∂ ㈲

とみな して、 σ、 ∂を最小二乗法で推定すれば、

                   a-est(r3r,)
 (4.8.1-7)

                   ⑤一est(y471)

に よ っ て 、r3/r1、 r4/rlを 求 め ら れ る 。

 rl≡ 一1とnormalizeし な お せ ば 、 r3、 r4の 値 も求 め られ る 。

胤(;i)の 推定は(4・・8・・1-5)式 でおこなわれる・5)の 左辺に畷 舞)を 代入 し・欄 束
                                      へ

8時 間労働を考慮 して近似値h-1/3を 代入 し、各年のwを 代入 し、 さらに列年のHoを 代入すれ

ば、各年における左辺の値は既知である。すなわち、

          一 島@est(;i))+・ ・t(2)W(T一 9)+音 ω2(吉)

 (4.8.1-10)

とか け ば 、 回 帰 方 程 式

T-12(13)

〃=一;(w
T 2(吉))

    」:廴 ≡ a'    r
l

     y2-b     7
1

      -175一



                 a'+b'w(4.8.1-11)  y   IT Z(3/

の形 に な る。 列 年 のyと 右 辺 のw/[T一 ÷(÷)]と の 間 の 回 帰 分 析 に よ り、a'、 b'が 最 小 二 乗

法 で 求 め られ る。

                ㊧ 一・・t(2」571)
 (4.8.1-12)

                b'=・ ・t(y271)

に よ り、r5/rlと72/r,の 推定 値 が 得 られ る。 プ1…≡一1な るnormalizationに よ り、 r5、 r2

の 推 定 値 が 得 られ る。

 以 上 求 め られ た 〆2/yi、 r3/〆1、 r4/71、 r5/r,お よ び σ が選 好 関 数 のパ ラメ タ で あ る。

 推 定 に お い て は、 回 帰 方 程 式 の 独 立 変数 と従 属変 数 の と り方 を変 え て 、次 の4つ の ケ ースを 試 み た。

                        1  
caseｮ         w=a+b                        HZ

case

'∂十'α=
n

ん⊥

2

 

「T

w=a+b

 w

T-2h

   iH2,

乃⊥
27

1
超

case

=a"+b"

      T-2h

= a"'十b"'・w

case⑪

            w     
=a'+b'

          T-2hT-2h

   1=a"'+b"'wHa

              w  =a"+b" A

             TZh   T-2h

た だ しAは(4.8,1-8)式 の 分 子

175頁 で は、case⑧ に つ い て述 ぺ た わ け で あ る 。③ ◎ ⑪ も これ に準 じて 理 解 され よ う。
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        §IV AIIen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

 case④ に よ る回 帰 方 程 式 の 推定 結 果 と、求 め られ た選 好パ ラメ タ を次 の 表N-15～17に 示 す 。

 表 頭11個 の ケ ー・ス は[4.7.3.3]に お け る11個 の ケ ース に あ た る。

 また ケ ー ス ⑧ 、◎ 、⑪ の 回帰 方 程 式 の推 定 結 果(④ と同 じ回 帰 方 程 式 とな る もの を省 く)と 、 それ

ぞ れ の ケ ー スに お け る選 好 パ ラ メ タの推 定 値 を掲 げ る。(表IV-18～24)

 以 上 の 推 定 結 果 を ま とめ る と表IV-25の よ うにな る。

表IV-25

パ ラメ タ 方法 ⑧ ⑧ ⑥ 0

プ2

r3

rq

75

  140～100

-29
.6～ 一29.1

2200^1900

3400^一2200

160^一110

-29
.6～ 一29.1

 2200～1900

4400～2600

   68-v73

-16
.0^一 一21.6

 4400～2950

-2300^一20

  270～100

-16
.0～ 一21.6

4400^2950

8000～1800

   [ただし、rl=一1と してある。ウエイ トのとり方により数値に巾がある。〕

 [4.8.2]安 定 条 件 の 吟味

 選 好 関数 の パ ラメ タ の推 定 結果 は 、所 得Xと 余 暇 」の観 測 値 の近 傍 で安 定 条 件 を み た して い るで あ

ろ うか 。 この 点 を 吟 味 す る た め 、 各 年 にお いて 、 観 測 され た各 核 所 得 階 層 の 所 得Xｰ(i:階 層)1と 溜

に お いて 、 次 の条 件 、

                 ∂ω

                 ax>o

                 aw

                 万万>0

および、

         2r・{甥 ・awaX-r・(awax)2-rl(芻)2>・

が充足されているかどうかを調べる。

 余暇と所得の限界効用は、

            ∂ω
       .  η=r・x+Y・u+r・ ∠

            8w             
=71X+72+73∠            ax

で あ る。 余 暇 の 限 界効 用 は、Xと ∠ を所 与 と した ば あ い も、 な お、 uの 値 の家 計間 に お け る差 の た

め に、 ち らば る。uの 値 の最 大値 をumax最 小 値 をuminと す る と、所 与 のXと ∠ を もっ 家 計

群 中;余 暇 の 限 界 効 用 が 最 大 で あ る家 計 に つ いて は 、
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          (∂ω∂z1)一rmax・X+r・umax+r・ 翅

最小である家計に対しては、

          (∂ω∂∠)mi。_r・X+r・umi・+r・ ∠

とあ らわ さ れ る。

 任意の年度における任意の核所得階層iの 所得および余暇の観測値xl、 tOに 対 して、この階層

榊 のumaxの 家計とumi・ の家言+の両者の(∂ ω∂!望)max(黝minを 言+算し・両方力按

定条件を充足しているかど うかを調べねばならない。

 なお、んoの値は、近似値2/3を 使用する。

 i階 層の観測値 濯 、 OX Eに対 して、余暇の限界効用が最大なる家計においては、

           (∂ω∂z1)of rmax・umax+嘱+y・OX=)

余暇の限界効用が最小なる家計においては、

           (aw∂翅)ofmi。 r・umi・+(r・ ∠9+r・aX=)

で あ る。

 ここ にumaxは 、

               E(109 u) + 3σ

と し、uminは 、

               E(109の 一3σ

                          _1Q2                           2 で あ る
。とす る。 た だ し、E(u)=1と お くゆえ 、 E(log u)=e

 限界 効 用 が正 で あ るか ど うか 、 お よ び安 定 条 件 の チ エ ック は、 余 暇 に っ い て

                (aw∂濯)ofmax

なる家計お鳳   (黝 拙

なる家計にっいておこなう・所得については・(劉
,

の値 につ いて 安 定 条 件 を チ エ ックす る。
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§IV AIlen-Bowley型 選好関数 にもとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会モデル
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         §W Allen-Bowley型 選好関数にもとつくA型 家計の労働供給の雇用機会モデル

 結 果 は表N-26に 掲 げ る と お りで あ る。 限 界 効 用 が 正 と い う条 件 は 、 ほ とん ど の年 数 と核 所 得 階 層

で み た され て い る が 、安 定 条 件 は 、 ご く一部 の ケ ー ス に お け る二 三 の 高所 得 階層 を別 と して 、充 足 さ

れ て い な い 。

 以 上 の 吟 味 の 結 果 、[4.8,1]に お い て 計測 さ れ た ④ 類 の選 好 パ ラメ タの 組 の う ち、(すべ て の 観 測

値 の 近 傍 にお いて)Umex, Uminに 対 して安 定 条 件 をみ たす も の は、一 つ もな い ことが 知 られ た。(注)

[4.8.3]賃 金 率 資 料whに かん す る補 足

 [4.8]の(4.8.1-1)式 のwお よ び、 本 稿 の 以 下 の分 析 に お け るwは 、A型 家 計 の非 核 構 成 員 が

潜 在 的 に提 示 され るす べ て の 開 か れ た雇 用 機 会 の 平 均 賃 金 率 で あ る 。家 計調 査 資 料 か ら直接 に観 測 さ

れ る賃 金 収 入 は同 調 査 対 象 中 就 業 者 にか ん す る値 で あ る か ら、 これ をwhに 照 応 させ る こ とは実 験 計

画 上 適 当 と は いえ な い。 したが って 、本 稿 の 研 究 で はwhの 近 似 値 と して毎 月勤 労 統 計 所 掲 の 全 女 子

賃金 の値 を 用 い る 。 この値 は12800(1961)13900(1962)14700(1963)15800(1964)円 で

あ る(1961年 固 定 価 格)。 推 定 の プ ロセ スで 指定 労 働 時 間hが パ ラメ タ と して変 化 せ しめ られ る とき

は 、 そ れ に応 じてwの 値 は変 る 。

(注) 安定条件(無 差別曲線が原点 に対 して凸)は 、一部の ケ ースにおいてはUmax,Uminの どち らを採用 したばあいにも

  充足 され ない。 これ らのケースではす べて の家計 にお いて(計 測 された無差別曲線 は)原 点 に対 して凹の形を して いるこ

  とになる。その他のケ ースにおいて はUminの 値を採用 したとき安定条件が充足 され ていない。これ らのケースで は、全

  観測 家計の中でUminの 値を もつ家計 において原点 に凹の形を してい ることになる。無差別曲線が凹で あれ ば、あ る賃金

  率 を境界値 として、それよ り上では非核構成員(妻)は 処方可能な全時間(1日 単位で は24時 間)を 働 らくことが最適で

  あ り、それよ り下では全 く働 らかない ことが最適であ る(Corner maximun)こ とを意味す る。

                      一189一
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§IV AIlen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計 の労働供給 の雇用機会 モデル
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§IV AIIen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計 の労働供給の雇用機会モデル
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§IV Allen-Bowley型 選好関数にもとつ くA型 家計 の労働供給 の雇用機会 モデル
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§IV AIIen-Bowley型 選好関数に もとつ くA型 家計の労働供給の雇用機会 モデル
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        §IV AIIen…Bowley型 選好関数にもとつ くA型家計の労働供給の雇用機会モデル

 以 上 の 吟 味 の 結 果 に よ る と、 局 部 的 条 件 を み た す もの は あ って も、 す べ て の 条 件 に 合 格 す る もの は

な い こと、 が わ か るが 、 条 件 の局 部 的 充 足 の タ イ プ は表IV-27の5種 類 に わ け られ る 。

表IV-27

 一部充 足のタイプ
.条件

1  2  3  4  5

(8w∂!1)_〉 ・
0  0  0  0  0

(8w∂zl)min>・
O  O  x  x  x

(8wax)〉 ・
O  O  O  O  X

(8w∂!f)_(8wax)
X  O  O  O  O

における安定条件

(aw∂zl)min(a wax)
x  x  x  O  O

における安定条件

○ 充 足、 × 不充 足

 例 え ばTW36(σ=0.3、 umax)に お いて 、 第7階 層 で は1の タ イ プ、8階 層 で は2の タ イプ

で あ った。TW36(σ=0.4 umin)に お いて は、10階 層 で は タ イ プ2、11階 層 で は タ イ プ3で あ

った。

 次 にumax～uminの 領 域 をせ ば め て み て 検 討 した 。 上 記 のcheckは ±3σ で あ った が 、 これ

を 、 ±2σ 、 ± σ の よ うに 範 囲 を せ ま くす る。 しか し、結 果 は改 善 され な か っ た。

 以 上 の 吟 味 は[4.8.1]の 推 定 結 果 の うち ④ 類 にか ん す る もの で あ る。 そ こで 、 ⑧ ◎ ⑪ 類(選 好

パ ラメ タ を逆 算 す る際 の 最 小 二 乗 法 の 誤 差 方 向 を 変 え た ケ ー ス)に つ いて も ±3σ のumax～u

minの 範 囲 で 吟 味 をお こ な った が す べ て の条 件 を み た す 結 果 は一 つ も得 られ な い ことが わ か った 。

 最 後 に、 ④ ③ ◎ ⑪ 類 の す べ て のy;、 σ の セ ッ トを 、 次 の 条 件 が 充 足 され て い るか ど うか に つ い

て 吟 味 した 。

1

り
4

Q
J

供給限釉 線が右下がり((1ヂ)r>・)で あるという制約

所得の限界効用は正(8wCax)1>・)
            ε

Hz<0
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 4.Ho>Imax(臨 界 核 所 得 の 上 限H。 は観 測 され る μ>0な る階層 の最 大核 収 入1maxに

  上 で あ るべ き こ と、 と い う制 約)

 5. 6>0

6.余 暇の限界効用は正((1署)O
imaxと(書 努)Omi。 について)

 7.安 定 条 件

 ④ ③ ⑪ 類 は す べ て 上記 の条 件1をcheckし た。 そ の結 果 は すべ て不 合 格 で あ っ た。 ◎ 類 に お け る

吟 味 の 結果 は表N-28の 通 りで あ る 。表 に お い て 、表 側 の1はTW(全 家 計 群 、ウ エ イ ト付 き)、2はT

(全 家 計群 、 ウエ イ トな し)、3は 家 計数50以 上 の 家 計 群 を ふ くむ 観 測 点 に つ い て 、 ウエ イ ト付(w)、

4は50以 上 の 家 計 群 を ふ くむ 観 測点 に つ い て 、 ウエ イ トな し(無 記 号)、 の各 ケ ー ス で あ る。

 表 頭 の数 字 は 、[4。8,1]に お け る σ の値 に よ って わ け た11個 の ケ ース で あ る。(例 え ば1は σ=

0.20, 116 Q=0.5)

表N-28

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 

 

2
  

りQ

 
 

4

(Ttiの

(T)

(W) i

1

1

1

2

i

1

2

1

6

2

1

6

2

1

1

6

2

1

1

6

2

1

1

6

1

1

1

6

1

1

1

6

i

l

i

6

 表の中の数字は、上記の条件のどれによって不合格とされたかを示す。

 以上の吟味の結果、④ ⑧ ◎ ⑪ のすべてのばあいにおいて、全制約条件をみたす選好パラメタの組

は、1つ もないことが明らかになる。すなわち、臨界核所得方程式を回帰方程式とみなし、そのパ ラ

メタを推定 し、これから選好パラメタを逆算 してみたところ、理論的要請をみたすパラメタの組は、

ついに1組 も得られなかったのである。
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§V選 好パ ラメタの探索一雇用機会モデルによる第2次 計測

[5.1] 考 え方 の基 本

 (5.1.1)第1次 計 測 の 吟 味

 選 好 パ ラ メ タを 決 定 す る際 の、 節 項 〔4.8.〕 に お け る、 基 本 的 な考 え 方 は、 次 の 通 りで あ った 。 ま

ず 、 臨 界 核 所 得 方 式 はNの 項 を 略 して か け ば、

 (5.1-1)                      /==Ho+H2 eσu*

とあ らわ され る。 こ こに 核 所得 ∫は外 生 産 数 で あ り、 有 業 率 の 観 測 値 μに対 応 す る 御*の 値 は内 生 変

数 で あ るか ら、 この方 程 式 は一 つ の誘 導 形 方 程 式 とみ な され る。Ho、H2、 σは誘 導 形 パ ラメタで あ

る。(σ は 構 造 パ ラ メ タ で も あ る。)わ れ わ れ は、 まず 、 この 誘 導 形 パ 彡メ タ を測 定 した[4.7]。

 誘 導 形パ ラ メ タHoとH2は 選 好 関数 のパ ラ メ タす なわ ち構 造 パ ラ メ タri(i=1,・ … ・・,5)お

よび賃 金 率 ωか ら構 成 され て い る。 この 関 係 を使 って 誘 導 形 パ ラメ タの 測 定値 か ら構造 パ ラ メ タの推

定 値 を 逆算 した 。誘 導 形パ ラメ タ の うち σはそ れ 自身構 造 パ ラメ タ で もあ るか ら、 構 造 パ ラ メ タ σは

直 接 に誘 導形 方 程 式 のパ ラメ タ推 定 に よ って 求 め られ た。

 誘 導 形 パ ラ メ タを 推 定 す るに あ た って は 、 誘 導形 方 程 式(5.1-1)に1とu*の 観 測 値 を 代 入 した

と き、 両 者 の 相 関 が 最 大 に な るよ うにパ ラメ タを決 め る方 法 が 使 われ た。 す な わ ち(5.lr 1)を 、内

生 変 数u*が 従 属 変 数 に な る形 に か き な お し、additive errorの 平 方 和 を最 小 な ら しめ る よ うに、
ム    ゐバ

H。 とH2を 決 定 した 。(additive errorが 正 常 分 布 に従 うな らば、 これ は、 誘 導 形 パ ラメ タを 最 尤 推

定 法 で 推 定 した こ とに な る。)

 この 手 続 き に よ って求 め られ た構 造 パ ラメ タriと σの推 定 は、 しか し、す べ て 理 論 的 制 約 す な わ

ち 、安 定条 件 お よ び供 給 限 界 曲線 の右 下 り、 と い う制 約 を(r4〃 のUmax～Uminの 全 域 にわ た って

は)充 足 して い な い こ とが見 出 され た 。

 こ の結 果 につ いて は、 二 つ の 解 釈 が 考 え られ る。

 一 つ は、2次 形 式(Allen-Bowley型)選 好 関 数 をふ ま え 、 前 章(§IV)に お い て 与 え られ た、

πの分 布 特 性 等 の 特 定 化 の も と にお け る人 員 次 元 に関 す る労 働 供 給 理 論 は 、 観 測 され た 事 実 と整合 し

な い 、 と い う解 釈 で あ る。

 もう一 つ の解 釈 は、 前 項 の パ ラ メ タ推 定 の 方 法 が 不 適 切 で あ った と考 え る こ とで あ る。
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 [4.1]～ 匸4.6]に お け る考 察 の 範 囲 にか ん す るか ぎ り は、しか し、そ こ に お いて 示 され た とお りの 理

論 的 な特 定 化 が、観 測 事 実 と よ く整 合 して い る こ とが わ か って い る。とす れ ば 、第 二 の解 釈 を とること、

す な わ ち 、選 好 パ ラメ タ(構 造 パ ラメ タ)の 推 定 法 につ い て再 考 す るの が 適 切 で あ る と考 え られ る。

 (5.L2)第2次 計 測 の必 要 性

 前 章IVの[4.8.2]に お け る推 定 法 の基 本 的手 続 は 、次 の よ うに 図示 され る(図V-1)。

 所 与 の 観 測 値(1,u*)に 対 して 、 誘 導 形 パ ラメ タ空 間 に お いて 、 、4'が決 定 さ れ る。 additive

errorが 正 規 分 布 に従 うば あ い は 、 A「 は最 小 自乗 推 定 値 で あ る と と もに最 尤 推 定 値 を与 え る こ と に

                     図V-1

               資料 へのfitの よい もの                           資料 と
のfitの よ くないもの

         {γ,}                          T

               月▲    α                ノ

                            構造パラメタの空間                ノ

                /
               ,     ,        理論的制約を満足する               

,    ,        構造パラメタの領域
                               σ

           O    l    ノ

       (H。, H2)1/

0

 i   i

 i 

i 

lレ

 、 ●a'
A'×

誘導型パ ラメタの空間

A'は 最小二乗推定値

   a

(所与の観測値 の もとで)

なる。A'が 決定されれば、これに対応する構造パ ラメタの組Aが 、構造パ ラメタ空間において決定さ

れる。

 誘導形パラメタのセットA"が 最尤推定値であれば、A"は 所与の観測値がもっと も発生 しやす い

という想定で求め られた誘導形パ ラメタの値であり、したがって、構造パ ラメタの値Aも また、所与の

観測値の発生確率が最大であるようなそういう構造パ ラメタの値である。換言すれば 構造パ ラメタ

がAで あるとき、もし、この構造パ ラメタをもつ体系か ら、最 も発生す る確率の大きい観測値が、得

られるとすれば、それは所与の(手 元の)観 測値である。

 誘導形方程式のadditive errarが 正規分布に従 わないばあいには、誘導形パ ラメタの推定値は、
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           §V 選好パラメタの探索一雇用機会モデルによる第2次 計測一

もち ろん 最 尤 推 定 値 で は な いで あ ろ う。 そ れ は 、最 小 二乗 推 定 値 で あ る とい う意 味 に お いて 、 所 与 の

核 収 入 に対 す る π*の 推 定 値 が 、観 測 され た π*の 値 に最 も接 近 した値 に な る よ うな、 そ う い う誘 導 形

パ ラメ タ の推 定 値 で あ る。 したが って 、構 造パ ラメ タ の値 がAで あ る とき 、観 測 値 が 、 誘 導 形 方 程 式

のadditive errarの 平 方 和 が 最 小 に な る よ うに 発生 す るな らば 、 ま さ に手 元 に あ る所 与 の観 測値 が

得 られ るで あ ろ う。

 しか し、 誘 導 形 パ ラ メ タのadditive errarが 正 規 分布 に 従 う と き 、所 与 の観 測 値 が いつ も最 大 の

発 生 確 率 を もつ 観 測 値 で あ る とい う保証 は 、 も とよ り、 な い 。additive errorが 正 規 分 布 に 従 わ な

い と き、 そ の 平 方 和 が 最 小 に な るよ うに 発生 す る とい う保 証 も、 ま た 、 な い。 す な わ ち、 最 小 二 乗 法

で 推 定 され た誘 導 形 パ ラ メ タか ら逆算 され た構 造 パ ラメ タ オ が 、構 造 パ ラメ タ(選 好関 数 のパ ラメ タ)

の 真 の 値 に十 分 よ く近 似 して い る とい う保 証 は な い(と くに小 標 本 の ば あ い)。

 実 際 、 構 造 パ ラメ タ空 間 にお い て 、 点 αが 、 選 好 関 数 パ ラ メ タの 真 の 値 で あ る と しよ う。 そ して α'

が 構 造 パ ラメ タの 真 の 値 に対 応 す る真 の 誘 導 形 パ ラ メ タの 値 で あ る と しよ う。 この ば あ い は 、 誘導 形

        の                                                                                      

パ ラメタの最小二乗推定値Atは 真の構造パラメタのよい近似を与えないことはもちろんである。

 このとき、構造パ ラメタ空間内の領域T(ハ ッチの領域)が 理論的制約を(所 与の観測値のもとで)

充足するものとすれば、選好関数のパラメタの推定値五は、当然理論的制約を充足しない。

 [4.8.2]に おいて推定された選好パラメタは、構造 パラメタ空間において図のA点 のようなもので

あった、という可能性を考慮 しなければな らないであろう。

 なお、選好パ ラメタの推定において、留意 しなければならない点がある。それは、[4.8.2]の 分

析の経験が示すところによると、選好パラメタの値を比較的に幅広く変化せ しめても、誘導形方程式

のあてはまりの良さ(additive errorの 平方和)は 、あまり敏感に変動 しないということである。も
                                       ム   ム   ム

ちうん、あてはまりをもっともよくする(平 方和を最小にする)誘 導形パ ラメタの値(Ho,H2,σ)

は推定可能であり、これに対する構造パ ラメタの値 も決定できる。 しか し、このようにして決定され

た構造パラメタの値からある程度離れた値を使って誘導形パ ラメタH。+、H2+値 を計算 し、このパ ラ

メタを適用 して誘導形方程式からπ、の理論値を求め、これと観測値の差をっ くり、その平方和を求

めても、最小二乗法による誘導形方程式から求められる平方和と大きなちがいは生 じない。同じこと
     ム     ム

で あ るが 、H。 、H2の 値 とHo+、H2+の 値 の 間 に は 、 そ れ程 の差 は生 じな い の で あ る。

 この よ うな事 実 が生 じる原 因 は 、 もち ろ ん 、観 測 値 の具 体 的 な 数 値 に もよ るで あ ろ う。 理 論 モ デル

の 解析 的 な 性質 に も依 存 す るか も しれ な い。 理 由 は と もか く、 構 造 パ ラメ タ の変 化 に対 して 誘 導 形 パ

ラ メ タが 比 較 的 不感 能 的 で あ る。 こ の事 実 は 、構 造 パ ラメ タ はidentifiableで はあ る けれ ど も、誘 導

形 パ ラ メ タか らの逆 算 に お い て、 精 度 の 高 い(真 のパ ラメ タ の値 に近 い)構 造 パ ラメ タ を(最 小 二 乗

怯 で)求 め る こと を 困難 に す る一 つ の理 由 と な って い る。
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 この よ うな事 情 が あ る ので 、 も し、 真 の パ ラ メ タ(理 論 的要 請 を充 足 す る)aが 存 在 して お り、 か

つ ま た 、aに 対 応 す る真 の誘 導 形 パ ラ メ タa'が 、 最 小 二 乗 推定 量A'の 近傍 に あ って も、 わ れ わ れ が

誘 導形 パ ラメ タ の最 小 二乗 推 定 量 か ら出 発 して 構 造 パ ラ メ タを 決 定 す る とい う方 法 を採 用 して い るか

ぎ り、真 の選 好 パ ラメ タaへ 接近 す る こ と はで きな い とい うお そ れ は十 分 に あ る とい わ ね ばな らない。

 この 点 を考 慮 して 、 選 好 パ ラメ タの 推 定 方 法 を変 更 す る必 要 が あ る。

 〔5.1.3〕 選 好 パ ラメ タ の、 直 接 的 探 索

 (5.1.3.1)基 本 方 針

 前 項 〔5.1.2〕 の考 察 をふ まえ て 、 選 好 パ ラメ タの 別 の 推 定 方 法 を 採 用 す る こ と に した 。 この方 法

は 、 選 好 パ ラメ タ(構 造 パ ラメ タ)を 誘 導 形 パ ラメ タか ら逆 算 す るの で な く、 直 接 的探 索 で求 め よ う

とす る もの で あ る。

 下 図 に示 す よ う に、 構 造 パ ラ メ タ(選 好 パ ラメ タ)空 間 に お いて 、 安 定 条 件 お よ び供 給 限 界 曲 線 が

右 下 が り、 と い う理 論 的 要 請 を み たす パ ラメ タ の組 、{r=}、 σの領 域 をTと す る。 領 域Tの 内 部 に

お いて 、 任 意 の{r=}、 σの 組 を一 つ選 び(図 の点A,)、 この 値 に対 応 す る誘 導 形 パ ラメ タの 値 を 計

                    図V-2
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〔誘導形パ ラメタ空間〕

rd

a

算す る(点rl)。 誘導形方程式(臨 界核所得方程式)に この値を代入して、1の 観測値liに 対す る

     ム ロ                                                 ノ 
u*の 理論値 歿 を計算する。観測値を 峻 とすれば Σ(娠o一 娠)2の 値を求めることができる。
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           §V 選好パラメタの探索一雇用機会モデルによる第2次 計測一

                        ム

Aiか ら出発 して 、領 域Tの 内部 にお いて 、 Σ(iO iu*u*)2の値 が 最 小 にな る よ うな 、 構 造 パ ラ メ タ
                   `

(選好パラメタ)の 組(図 のα)を 探索 して見出す。

 (5.1.3.2)パ ラメタの制約条件と準備的推定結果

 選好関数のパ ラメタが充足するべき、理論的制約条件を次のとおりに与える。

  〔a}供 給限界曲線が右下が りであること(P.63)。

  (b)所 得の限界効用の符号は正

  (c}余 暇の限界効用の符号は正

  (d》無差別曲線は原点に対 して凸

 また、誘導形方程式すなわち、臨界核所得方程式のパラメタは、次の制約条件をみたしていなけれ

ばならない。

  (e)Ho>lmax

  (f)  H2'〈 0

  (9}σ>0

 条件(e)におけるImaxは 、任意の年度において観測された核所得階層のうち、正の(零 でない)有

業率をもっ各核所得階層で、かつ最大の核所得階層の核所得の値である。この階層においては当該核

所得のもとで、非核構成員(妻)が 就業 している家計が、すくなくとも一個は存在する。 この家計の

核所得はこの家計の臨界核所得水準に達 していない。一方、Hoは[4.6]に 示 した とお り、考察の

対象とされている全家計の臨界核所得の最大値であり、任意の核所得階層の家計群の核所得がすべて

この値を超えていれば、有業確率は零となる。 したがって、正の有業率をもつ最高の核所得階層にお

いては、(e)が成立 していなければならない。

 条件(f}については(§IV)に お いてすでに述べた。(9)は確率変数 πを標準化 した際の定義による。

 選好パ ラメタは、(a}～(d)の条件をみたすとともに、選好パラメタか ら形成 され る誘導形パ ラメタ

(ただしσは構造パ ラメタでもある)が(e)～{9}を充足するような値をもっている必要がある。

 また、(a}～(d}が観測値の近傍においてのみ充足されるということのないように、す くな くともつぎ

の領域にかん しては(a}～(d)が充足されるべきものとす る。

 所得Xに ついては(1 minを ∫胤 に準 じて定義 し)、

∫"吻 ≦x≦lmax

余 暇 につ いて は 、

0.25 ≦ ノ1≦ 1.0

指定労働時間については、
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                  0.25≦h≦0.50

家 計 間 の選 好 の ち らば りを 示 す確 率 変 数%に つ いて は、

                 π加π≦ 〃 ≦ 〃瑠 多

た だ し、 π・maxはE(logの+3σ に対 応 す るuの 値 で あ り、%繭 はE(10gの 一3σ に 対 応 す る

πの 値 で あ る。

 な お 、 分 析 の 現 段 階 に お い て は、 楕 円 タ イ プ の無 差 別 曲線 を対 象 とす る。 す な わ ち、

                    rl〈0

と して 、

                    
                  r3-rl rsく0

を条 件 に課 す 。 した が って 、

                    rs〈0

3t>・ なる条件について例示的に示すとつぎのとおりである・ ・1一 一1と ・・lm・1izeして・

          器 一一+・ ・+・・π〉 ・ 又は… 〉 蚤 一 責 ・・

この不等式は、r2とr3の 領域に制約を与える。

                   X  1
                 「・=7-77・

に お いて 、

               ・,一・ のとき、 ・、一芽

               r3 =0  の と き、 r2=X

 こ こで 、XとAに 上 記 の領 域 を与 え る。 xの 最 大 、 最 小 値 の 間 にお け る任 意 の 値 を1。 とす ると、

IO/A max<IO/A minで あ る。 ま た、1翩 〃 鯲 く1 m。。/A minで あ る。 観 測 資 料 か ら、

                Io/Amin〈1 max/A max

で あ る こ とが わ か るの で 、

             ・〈素 く漁 く藷 〈篶

なる関係が得 られる。

・,、r、 平 面 に お いて 、1爰 〉 ・ を与 え る ・・とr・ の 領 域 は・ 下 図 の よ うに な る・
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 ノ"asx

.4痂

Imax

、4翅σκ

 Io

∠癬"

＼

 Io

、4紹 κ

を∴

≧,
 /   /

   ・イ/

   バ.二多
二冫
 をノ

ク

     r3一       ∠
溺σ∫

/

  乙

    im a x

図V-3

   10  1         r2       
max

         O     lo      //      「2

          撫 誌5ノ /彡2/一
                      1 max   1               1           !o       「

3 =一A 
min-A minγ2γ3-A min一 煽 ゴn「2

{ri}(i=2,… …,5),σ の 領 域 を 与 え る 制 約 条 件 は 、 以 下 の(a)～(9)で あ る。

  {a}rl-rl rs<O

                       rs<0(楕 円)r1<O

    rlw-r3<0

  (b) r3≧0の と き

     r2<0な ら     一1 min+r2+r3 A min>O

     r2>0な ら     一1 max+r2+r3 A min>O

    r3〈0の と き

                  一 ∫ max+r2+r3 A max>0

  (c}、r3>0、 r4〈0の と き

                  プ3∫ 嘛+r4 U max+グ5 Amax>O

    r3>0、 r4>0の と き

                  r31 min+r4 u min+rs躍 鷹>O

    r3<0、 r4>0の と き

                  r31 max+r4π 痂+rs A max>0

た だ し、(c〕の 第1の ケ ー ス は

                       グ

                      H2<0

と整合 しないので排除される。

 原点に対して無差別曲線が凸という条件は

                      一225一

   Imax  l
r3= max  r2max



(d)

で あ る。

 た だ し、

2y3(r3 X+r4 u+rs/1)(r, X+r2+r3∠1)一r5(r, X+y2+Y34)2

-r,(r3X+y4u+%∠)2>0

uに は 、二 つ の値

umax, umin

を適 用 す る。

 ∠ に は、

∠max, zl min

Xに は、

Imax, Io

を適 用 す る。

  (el Ho>lmax

   一 ・・w-r・w(T-h)+r・(T-Zh)一irlw2h2
Ho=
           r,w-r3

>Imax

   ダ

(f)H2<0

     y4H'=
z   r

ユw-r3

(g)Q>o

                                 >o

            Σ u*Ho-1-1nΣ π*・Σ  ixo-1

以 上 の条 件 は 、 そ れ ぞ れ次 のパ ラメ タ セ ッ トご と に、 制 約 を課 す こ と にな る。(表V-1)

                   表V-1

   lowHo一 テ1)一1nΣ109(Ha-1)・ Σ 1Ho-I
v =

式 所与とされる変数 制約 されるパ ラメタ

(a) w Y3 r5

(b) 一 r2  プ3

lc) 一 y3  r4 75

(d) 一 プ2  73  74 r5

(e) w   h yz  r3 75

(f) 一 r3  y4

(gl w rZ  r3 y5

 この 表 か らわ か る とお り、73は すべて の制 約 関 係 式 に共 通 に入 って い るの で 、 まずr3の 値 を 試 験

的 に種 々 の 代 替 的 な 水 準 に さだ め る。 以 下 順 次 に 、(a}～(9}の 不 等 式 を充 足 す る選 好 パ ラメ タの セ ッ ト
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を求 め る。(図V-4)

図V-4

      γ5の領域
  (a)

   (b)      r
zの 領域r3

    の

      r4の 領域

(領域中の任意の1,っの値を選ぶ)

C

       i

   (の

安定条件
のcheck

 hの 値
 を与える

(の H
o 

の 計算

  Cg)

 σの値

 の計算

  (c)

 ∂ω   の計算

 ∂翅

 (正 なることのcheck)

r2 , r3 , r4   r5

 y
R[u・ 。u=1,a{1・g[H。(・)一 ノ]一1・9[一H、(r)]}コ

     (u*とuの 相 関 の 吟 味)

 1961～1964年 の各 年 に つ い て 、条 件 を 充 足 す るパ ラメ タは以 下 の表V-2の 通 りで あ る。

 σの値 を 、0.1オ ー ダ ーで 区 分 し、そ れ に 照応 す る合 格 の{γ1}の 度 数 を、表V-3に ま とめ て あ る。

次 の 点 が 知 られ る。

〔a)h=0.5の と き よ り、h=0.25と お い た とき の方 が σの値 は大 き くな る傾 向 が あ る。

(b)σ の 値 に は 列年 傾 向 的 な変 化 は認 め られ な い。

(c)h=0.25と お い た とき の方 が 、 σの 値 の ち らば りは小 さ い 。

〔d)σ 二 〇.4～0.5の 値 の頻 度 が 高 い。

(e》1961年 度 に お い て は 、全 サ ンプ ル を対 象 と した ケ ー ス に つ い て は探 索 した数 値 の範 囲 の な か に

 は制 約条 件 の吟 味(h=o.25,h-0.5の 両 方 の値 に お い て)に 合 格 す るケ ース が な い 。 た だ し、探

 索 領 域 の 中 で与 え られ た パ ラメ タ の 試験 値 の き ざ み幅 が 大 き い か ら、 そ の た め適 合 値 が もれ て しま

 っ た と い う可 能 性 も否 定 で き ない 。 な お 、1961年 は他 の 年度 に 比 べ て 調査 され た家 計数 が約%で

 あ る こと に も留 意 した い。
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              図V-5計 算 過 程

DATA   I*tj u*tj wt;Wt(wt;はweight)

Constant  ma.、;1.00 Amin=0.25

      hmax =0.50  hmin = 0.25

structural parameters  rs=一10,0,10,20,30

flow(参 考)

r2,r4,r5の 水 準4レ ベ ル

   1

Tz  50

r4 6000

r5 -400

 2    3

 100   150

7000    8000
-1400   -2400

 4

 200

9000
-3400

                          4×4×4=64ケ ース r3=given

                          64×(Tsの5ケ ース)二320ケ ース

吟味するべき制約条件

 ・無差別曲線は楕円 σ>0

 .SL(供 給限界軌跡)の 勾配>0(供 給限界曲線の勾配が負)

  ∂ω 
・一> O

  aX

  aw 
・.  > 0

  ∂ノ1

安 定 条 件

       Imaxで μ>0だ か ら

:瞬 ㎜}H・ 一1〈 一Hz・(∵u*c;〈 ・ 観 測 デ ー タか ら)

 計 算 フ ロ ー(参 考)

 r3 given

④一 供嬲 軌跡の勾配>Ol譌2
… 〉。(nor3>。の曾ξ膿 墾 ら ④/¥ｰ7

鵜繍蹴 ∴1◎l
         Ho=Ho(2);(Ho z)はh=0.25の と きの値)weight, no weightす

③ 一 一 ・,・ 〉 ・ は じめ にw・ig贈 きで 計 算 ⑧ 一n・w・ightに 変 え るnoな ら④

器 〉 ・  ;:lmijma二+1'4Zbm+?"42tim:ニ工耽:X>o(rX>o(r:二 離 導 ⑧
                 1

安定条件1甑 鰯 蹠 潔ll}の4点 で・noheck
               l              

u*の 計算

στあ

④
一228一

⑧no weightで 計 算;no(不 合 格)

         な ら④ へ
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表v-21961年

〔・1夛〈・aWax>・ ・安定条件 傷 〉・・綴 …)〕

Na サ ンワ0レ ウェイ ト Y3 y2 74 Y5 h r2 74 y5 a Ha HZ Σ π2 Tu R

i T W 一io 2 1 1 1 100 6000 一400 0.333 164.6 一363 .8 37.31 0.406 0.637

2 T W 0 2 1 i 1 0.753 105.3 一176
.5 1.35 0.130 0.596

3 T
一10 2 i i 1 0.504 164.6 一338

.6 5.17 0.206 0.637

4 w 一10 2 i 1. i o.igi 164.6 一378 .4 145.3 0.623 0.784

5 W 一10 2 i 1 2 0.293 115.5 一139
.5 2.39 0.177 0.783

6 W 一io 2 1 2 1 一1400 0.132 212.7 一381
.3 137.0 0.616 0.785

7 W 一10 2 i 2 2 0.231 136.7 一141 .8 0.574 o.ioo 0.784

8 W 一10 2 i 3 1 一2400 0.104 260.8 一382 .6 96.6 0.574 0.785

9 W 一10 2 i 3 2 0.191 158.0 一143
.0 2.91 0.287 0.784

10 W 一10 2 1 4 1
一3400

0.0855 308.9 一383
.2 46.06 0.482 0.785

11 一10 2 1 1 1 一400 0,173 164.6 一378
.9 163.4 0.637 0.784

12 一10 2 ユ 1 2 0.279 115.5 一140 .1 3.18 0.19$ 0.783

13 一io 2 i 2 i 一1400 0.126 212.7 一381 .6 153.7 0,629 0,785

14 一10 2 1 2 2 0.221 136.7 一142 .1 0,683 0.106 0.784

15 一10 2 1 3 1 一2400 0.0993 260.8 一382
.7 108.9 0.588 0.785

16 一10 2 i 3 2 0.182 158.0 一143
.2 2.57 0.264 0.784

17 一10 2 1 4 i 一3400 0,0819 308.9 一383 .3 52.5 0.498 0.785

Ho,私 はnを 使 って計算 した値

サ ンプル欄の、Tは 全サ ンプル、無記 号は標本の大きさ50以 上 の ものについての結果 。ウエイ ト欄 のWは 階層 内家計数で ウエイ ト、

無記号 は ウエイ トな しの結 果。r2,γ4,r5欄 の1,2等 は レベ ルによる略表示 。実数を右欄 に示す 。 h欄 の1はh=0.5,2はh
=0 .25を 示す。1961年 のTWケ ースで合格す るケースはない。

                   1962年

Na サ ンフ0レ ウェイ ト 73 rZ Y4 r5 h r2 y4 r5 a Ha HZ Σ π2 Tu R

ユ T W 一10 2 1 1 1 100 6000
一400 0.249 154.4 一326

.8 100.7 0.515 0.860

2 T W 一io 2 i i 2 0.393 112.0 一lai
.s 0.895 0.101 0.860

3 T W 一10 2 i 2 1 一1400 0.184 196.5 一331
.5 91.19 0.503 0,859

4 T W 一10 2 i 2 2 0.311 13ユ.2
一125

.4 3.00 0.208 0.860

5 T W 一10 2 1 3 i 一2400 0.145 238.6 一333
.5 58.4 0.447 0.858

6 T W 0 2 i i 1
一400 0.443 103.8 一195

.6 16.7 0.302 0.859

7 T W 0 2 i 1 2 0.478 99.3 一96 .3 2.93 0.204 0.858

8 T W 0 2 1 2 i 一1400 0.312 130.8 一205 .6 18.94 0.315 0.860

9 T W 0 2 1 2 2 0.376 115.1 一100 .5 6.36 0.331 0.860

io T W 0 2 i 3 1 一2400 0.242 157.8 一209
.6 12.18 0.270 0.860

11 T W 10 2 1 1 1 一400 0.743 80.0 一120 .4 0.955 0.0975 0.848

12 T W is 2 1 1 2 0.567 90.6 一 77
.9 6.16 0.325 Q,856

13 T W 10 2 1 2 1 一1400 0.473 99.9 一141
.9 2.93 0.155 0.858

14 T W io 2 1 2 2 0.443 103.9 一82
.9 9.82 0.438 0.859
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15 T 一io 2 i i 1 一400 0.318 154.4 一320 .5 44.42 0.415 0.860

16 T 一10 2 1 1 2 0.507 ila.o 一115
.7 3.34 0.227 0.860

17 T 一10 2 1 2 i 一1400 0.233 196.5 一328
.0 40.87 0.405 0.859

18 T 0 2 1 1 1 一400 0.575 103.8 一182
.9 3.22 0.161 0.859

19 T 0 2 1 1 2 0.622 99.3 一88
.9 7.61 0.386 0.858

20 T 0 2 1 2 1 一1400 0.400 130.8 一199
.2 4.78 0.189 0.860

2] W 一10 2 1 1 1 一400 0.212 154.4 一329
.6 137.7 0.583 0.936

22 W 一io 2 1 1 2 0.325 112.0 一124
.8 0.825 0.0975 0.941

23 W 一io 2 1 2 i 一1400 0.157 196.5 一332
.9 122.1 0.568 0.934

24 W 一io 2 1 2 2 0.261 131.2 一127 .2 0.672 0.103 0.938

25 W 一io 2 1 3 1 一2400 0.125 238.6 一334 .4 79.74 0.515 0.932

26 W 一10 2 1 3 2 0.219 150.4 一128 .5 6.86 0.412 0.936

27 W 一10 2 i 4 1 一3400 0.104 280.8 一335
.3 32.37 0.403 o.9si

28 W 0 2 i i 1 一400 0.363 103.8 一202
.1 32.49 0.403 0.942

29 W a 2 1 1 2 0.388 99.3 一100
.1 0.379 0.0746 0.943

30 W 0 2 1 2 1 一1400 0.262 130.8 一208
.5 32.09 0.402 0.938

31 W 0 2 i 2 2 0.313 115.1 一102
.8 2.58 0.223 0.940

32 W 0 2 i 3 i 一2400 0.206 157.8 一211 .3 20.92 0.352 0.936

33 W 0 2 1 3 2 0.262 130,8 一104 .3

5

9.98 0.526 0.938

34 W 0 2 1 4 1 一3400 0.169 184.8 一212 .8 7.35 0.243 0.934

35 一io 2 1 1 1 一400 0.222 154.4 一32$ .9 120.1 0.566 0.936

36 一io 2 1 i 2 0.341 112.0 一124
.1 0.473 0.0761 0.941

37 一10
. 2 1 2 i 一i400 0.165 196.5 一332

.5 106.4 0.551 0.934

38 一10 2 i 2 2 0.274 131.2 一126
.7 0.966 0.126 0.938

39 一io 2 i 3 1 一2400

   一m

O.131 238.6 一334
.2 68.9 0.497 0.932

40 一10 2 1 3 2 0.230 i50.4 一128
.2 7.40 0.436 0.936

41 一io 2 i 4 1 一3400 o.ios asos 一335
.1 27.20 0.383 0.931

42 0 2 1 1 1 一400 0.381 103.8 一200
.7 26.87 0.381 0.942

43 0 2 1 i 2 0.408 99.3 一99
.3 0.603 0.0971 0.943

44 0 2 1 2 1 一1400 0.275 130.8 一207
.8 26.72 0.380 0.938

45 0 2 1 2 2 0.328 115.1 一ioa
.Z 3.12 0.252 0.940

46 0 2 1 3 1 一2400 0.216 157.8 一210
.9 17.13 0.329 0.936

47 0 2 1 3 2 0.275 130.8 一103
.9 10.52 0.549 0.938

48 0 2 i 4 i 一3400 0.178 184.8 一212
.4 5.63 0.220 0.934
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      1963 年

Na サ ンフOJレ ウェイト y3 yz Y4 循 h rz r4 y5 6 Ha HZ Σ π2 Tu R

1 T W 一ユ0 2 1 1 i 100 6000 一400 0.227 148.3 一301 .4 ユ41.4 0.564 0.735

2 T W 一io 2 1 1 2 0.361 iio.o 一115 .2 2.61 0.163 0.705

3 T w 一io 2 1 2 1 一1400 0.167 187.0 一305
.0 129.0 0.552 0.747

4 T W 一10 2 1 2 2 「 0.283 127.7 一118
.1 3.53 0.214 0.723

5 T W 一10 2 1 3 i 0.132 225.6 一306
.6 84.53 0.499 0.754

6 T W a 2 1 1 1 一400 0.406 102.9 一187
.9 29.42 0.372 095

7 T W 0 2 1 1 2 0.441 98.6 一92
.6 3.67 0.218 087

8 T W 0 2 i 2 i 一1400 0.281 128.4 一196 .2 34.18 0.389 0.724

9 T W 0 2 1 2 2 0.34ユ 113.5
一96

.3 6.49 0.317,0.710

10 T W 0 2 1 3 i 一2400 0,216 153.9 一199
.4 23.87 0.347 0.737

11 T W 0 2 1 3 2 0.281 128.4 一98
.1 15.42 0.552 0.724

12 T W 0 2 i 4 1 一3400 0.176 179.4 一200
.9 9.42 0.252 0.745

13 T w 10 2 i 1 i 一400 0.753 80.5 一114
.7 3.21 o.i78 018

14 T W 10 2 1 i 2 0.530 90.7 一75
.8 6.66 0.322 066

15 T W 10 2 1 2 i 一1400 0.433 99.5 一138
.6 8.52 0.245 oss8

16 T W 10 2 1 2 2 0,402 103.4 一80
.4 9.88 0.417 0.696

17 T 一io 2 i i 1 一400 0.391 148.3 一286
.5 22.15 0,342 0.735

is W 一io 2 i 1 i 0.186 148.3 一304
.0 179.7 0.628 045

19 W 一10 2 1 1 2 0.279 109.8 一118
.3 1.82 0ユ44 0.946

20 W 一10 2 1 2 i 一1400 0.139 186.9 一306
.3 155.4 0.610 0.945

2] W 一10 2 1 2 2 0.226 ユ27.7
一iigs 0.460 0.0874 0946

22 W 一10 2 1 3 i 一2400 0.111 225.6 一307
.4 99.8 0.557 045

23 W 一10 2 1 3 2 0.190 145.6 一120
.7 7.56 0.463 0945

24 W 一10 2 i 4 i 一3400 0.0928 264.3 一307
.9 39.8 0.441 0944

25 一io 2 i 1 1 一400 0.183 148.3 一304
.1 186.4 0.632 0.945

26 一10 2 1 1 2 0.275 109.8 一118 .4 2.04 0.151 0946

27 一10 2 1 2 1 一1400 0.137 187.0 一306
.4 161.0 0.615 045

28 一10 2 1 2 2 0.223 127.7 一119
.9 0.411 0.0820 046

29 一 ユ0 2 1 3 1 一2400 o.ilo 225.6 一307
.4 103.5 0.561 045

30 一10 2 1 3 2 0.188 145.6 一120
.8 7.43 0.457 0945

31 一io 2 i 4 i 一3400 0.0917 264.3 一307
.9 41.4 0.446 044

231



1964年

Na サ ンフOレ ウェイ ト プ3 r2 Y4 y5 h y2 Yq r5 a Ha H2 Σ%2 Tu R

i T W 一io 2 1 i i 100 6000 一400 0.292 141.3 一266 .2 70.8 0.459 0.908

2 T W 一10 2 i i 2 一400 0.438 107.1 一102 .5 2.19 0.163 0.906

3 T W 一io 2 i 2 i 一1400 0.219 176.0 一271 .2 59.9 0.438 0.909

4 T W 0 2 i i i 一400 0.477 101.6 一169
.5 13.4 0.269 0.905

5 T W 0 2 1 i 2 一400 0.509 97.6 一83
.3 5.50 0.284 0.904

6 T W 0 2 i 2 i 一1400 0.346 125.3 一178
.9 13.58 0.270 0.908

7 T W 0 2 1 2 2 一1400 0.411 111.4 一87
.2 11.08 0.444 0.907

8 T W 0 2 1 3 i 一2400 0.272 149.1 一183
.0 7.34 0.214 0.909

9 T W 10 2 1 1 i 一400 0.724 81.0 一110
.9 1.1i 0.0979 0.899

io T W 10 2 1 i 2 一400 0.579 90.8 一69 .3 9.31 0.397 0.903

11 T 一10 2 i 1 1 一400 0.299 14ユ3 一265 .6 65.0 0.448 0.908

12 T 一10 2 1 i 2 一400 0.451 io7.1 一101 .9 2.61 0.181 0.906

13 T 一io 2 1 2 1 一1400 0.224 1'76.0 一270 .9 55.5 0.429 0.909

14 T a 2 1 1 i 一400 0.492 101.6 一168 .2 11.2 0.252 0.905

15 T 0 2 1 1 2 一400 0.527 97.6 一82 .6 6.20 0.308 0.905

16 T 0 2 i 2 i 一1400 0.355 125.3 一178 .3 11.79 0.257 0.908

17 T 0 2 i 2 2 一1400 0.423 111.5 一86 .79 11.68 0.462 0.907

18 T 0 2 i 3 1 一2400 0.278 149.0 一182 .7 6.34 0.202 0.909

19 T 10 2 1 i 1 一400 0.757 81.0 一108
.3 0.811 0.0868 0.899

20 T 0 2 1 i 2 一400 0.601 90.8 一68 .4 10.23 0.424 0.903

21 W 一io 2 i 1 i 0.246 141.4 一269 .5 77.14 0.524 0.884

22 W 一10 2 1 i 2 0.362 107.1 一105 .6 0.471 0.0873 o.sss

23 W 一ia 2 1 2 1 一1400
0.ユ86 176.0 一273

.0 64.4 o.soi o.gg2

24 W 一io 2 1 2 2 0.295 123.5 一107
.9 2.82 0.252 0.886

25 W 一io 2 1 3 1 一2400 0.149 210.8 一274 .7 37.85 0.435 ossi

26 一io 2 i 1 i 一400 0,229 141.3 一270 .6 95.59 0.550 0.884

27 〆 一ia 2 1 i 2 一400 0.337 107.1 一106 .6 0.399 0.0769 o.sss

28 一10 2 1 2 i
一1400 0.173 176.0 一273 .7 80.1 0.528 0.882

29 一io 2 1 2 2 0.274 123.5 一108 .6 2.12 o.aio 0.886

30 一10 2 1 3 1 一2400 0.139 210.8 一275 .1 47.99 0.464 osgi

31 一10 2 i 3 2 0.232 139.9 一109
.8 10.33 0.584 0.884

32 一io 2 1 4 i
  I

一3400 0.116 245.5 一275
.9 i5.80 0.332 0.880
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         表V-3

1・ 値の ち らば り1
(全 サ ンプ ル 、 ウ ェイ ト 有 、無)

1961年 1962年 1963年 1964年 計

a 1 2 i 2 1 2 i 2
h=0.5

 i

h .=0.25

 2
計

0 ^一 〇.1

0,1～0.2 1 1 2 0 2

0.2-vO.3 な 1 3 2 2 6 0 6

0.3～0.4 2 3 2 2 4 5 9

0.4^一 〇.5 2 2 2 2 2 4 6 8 14

0.5^一 〇.6 し 1 2 i 3 1 6 7

0.6～0.7 i 1 0 2 2

0.7～0,8 1 i 2 4 0 4

表頭の1はh=0.5,2はh=0.25の とき、全サ ンプル とは階層内家計数10以 上の ものす べて を指す。 ウエイ ト有 は階層 内家計数

で ウエイ トしたばあいを指す。

 表V-2の 考 察 の 結 果 、 σと{7ゴ}は 例 年 ほ ゴ安 定 した値 を もつ とい うわ れ わ れ の仮 説 と矛 盾 した

事 実 は見 出 され な い 。

 そ こで 最 近年 次 の1964年 の パ ラメ タ の値 を1961～1964年 の共 通 の数 値 と して採 用 し、 各 年 に こ

の 値 を適 用 して 、Ho(')、 HZ t)を 計 算 す る(t-1961、1962、1963)。 この数 値 に よ り、各 年 に つ き

               1;(t)=Ho+H,θ 娠(t・

を求 め る。 た ゴ し ブは各 年 の核 所 得 階層 で あ る。

 各 年 につ いて 上 式 と観 測 値 の 間 に よ い一 致 が得 られ るか ど うか吟 味 した(次 表V-4)。

 な お 、1964年 の パ ラメ タセ ッ トの うち 、全 サ ンプ ル ・ウ ェイ ト付 き を採 用 して あ る。 こ れ らは、

TW 211(y3ニ ー10)、 TW211(y3=0)、 TW 211(y3=10)、 TW 212(73二 〇)の4個 の,

ケ ー スで あ る(211等 は表V-2のYZ Y4 Y5 の値 を指 す)。 各 年 でHa,HZの 計算 値 が異 る の は各

年 のWの 値 が 異 る ため で あ る。

 hmaxは 指 定 労 働 時 間h=0.5を 与 え た ば あ い で あ り、 hmi.はh=0.25と 与 え た ば あ いで あ る。

 各 年 、 各 ケ ース にお いて 、hmaxを 与 え た ぱ あ い と、 hminを 与 え た ば あ い の 二 つ の極 端 な ケ ー ス の

理 論値 を 示 す 曲 線 は 、 実績 値 を 上下 か らは さむ形 に な って い る こ とが わ か る(図V-6参 照)。

 第1次 の 探 索 で は 、 適 合 す るパ ラ メ タが得 られ な か った1961年(全 サ ン プル の ケ ース)に つ い て も、

こ こで 求 め た二 つ の 理 論値 曲 線 は観測 値 を は さむ こ とに 成功 して い る点 に注 目 され るべ きで あ る。 こ

れ は1961年 にお いて 、 理 論 的制 約 を 充 足 し、 か つ 観測 事 実 と整 合 す るパ ラメ タセ ッ トが存 在 す る こ

とを 示 唆 して い る。 と共 に、 第1次 の 探索 で は、 試 験 的 に与 え るパ ラ メ タの き ざみ 幅 が 大 きいために、

適 合 パ ラメ タ を見 お とす お そ れ の あ った こ と を示 唆 す る もの で あ る。

                    一233一
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図V-6 1961年TW;図 の 「上 」はh=0.50を,「F」 はh-0.25を 与 え た と き。

(σ は1964年 の推 定 値 に よ る。)
hmax(0.50)

① 上TW 211(rs=一10,σ=0.292)

u*

一4
.0

_3 ,000.1%

一2
.0

0
②4%
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      .148

    17%一1 .0
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    ①27%

  ②36%

  ④
  ｮ45%0
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        ② 上TW 211(r3=0,σ=0.477)        ④ 上
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        ③ 上TW 212(rs=0,σ=0.346)

                       μ
                     .0003
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      1963年TW  (σ1964年)
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[5.2]パ ラ メ タ の推 定 一 上 ・下 限 界 か ら収 束 させ る試 み 一

 指 定労 働 時 間hを0.5に 置 い た と き と0.25に 与 え た ば あ い と、 各 ケ ー ス に つ い て 、二 組 の 誘 導 形 パ

ラ メ タが把 え られ た。 真 の指 定 労 働 時 間 は0.5と0.25の 間 にあ る と考 え て よ い。(二 つ のhの 値 を使 っ

た 理 論値 は 、実 測 値 を は さん で い るか ら)。

 そ こで 、 ま ずh=0.5をhの 値 と したパ ラメ タの組 に つ い て 、Newton法 で す べ て のパ ラメ タ(hを

を ふ くむ)に シ フ トを与 え 、best fitの パ ラ メ タ値(h,σ,{y}と す る)を 求 め るd(*)つ ぎ に 、

h=0.25をhの 値 に採 用 し たパ ラメ タの 組 につ いて 、 お な じ く、Newt on法 に よ っ てす べ て の パ ラメ

タに シ フ トを与 え、best fitの パ ラメ タの 値(h',〆,{r'}と す る)を 求 め る。 h、 σ、{r}とh'

σ'、{r'}と が一 致 す る こ とが もっ と も望 ま しい。

 Newton法 に よ ってbest fitを 求 め る作 業 の 結果 は次 の表(V-5)の と お りで あ る。

             表V-5

。初 期 値 にhmax ,Qhmaxお よ びhmtn,6hmin(表V-4参 照)を 与 え ニ ュー トン法

に よ る 収 束 を求 め る

8個 の

ケ ー ス

1-1) TW211

1-2)

2-1)TW211

2-2)

3-1) TW212

3-2)

4-1)7「 レレ厂211

4-2)

収 束状況

r3=一10

r3=0

Yg=0

73=10

h=0.50

h=0.25

h=0.50

h=0.25

h=0.50

h=0.25

h=0.50

h=0.25

Q=0.292

6=0.438

6=0.477

6=0.509

σ匹0,346

6=0.412

6=0.724

Q=0.579

上記 の各ケ ースと も収束せず、制約条件 に触れ る。

1-1) 3

3

4

5

7

7

7

7

σ

ん

φ

ioo

-io

6000

-400

0.292

0.500

22495.1

→

 i

112.2

-io .0

7532.7

-641 .7

0.374

0.499

9164.8

→

 2

124.3

-io .0

9168.9

-926 .8

0.468

0.498

3262.7

→

 3

133.2

-io .0

10679.6

-1249 .1

0.564

0.497

芻 く・
r4、ys、 σが 大 き く動 き、 hは 動 か ず 。

芻 一r・X・r、u+r、 ∠<・ の 領 域 へ 入 って しま う・

r,・が 小 さ く な り す ぎ て(一4・ ・一 一926.8)、 芻 く ・}・な った と思 わ れ る.

(注)* この ときのbest f2tの 値 は無制約 のばあいと異 るものと期待 され る。
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1-2) 72

73

74

75

σ

ん

φ

100

-10

6000

-400

0.438

0.250

614.1

→

  1

56.9

-9 .8

5166.4

-2500 .8

0,358

0.250

毅 一一+r、+y3<・ とな った の は

y2が 小 さ くなりす ぎたため。

毅 く ・

hは 動か ない。

2一 ユ) 72

73

74

75

σ

ぬ

φ

100

  0

6000

-400

0.477

0.500

4223.3

→

  1

106.3

0.014

7087.1

-554 .7

0.585

0.4997

1295.0

→

  2

ユ07.7

0.0379

7962.7

-747 .8

0.686

0.4994

502.6

一 一〉

  3

ユ04.2

0.0400

8647.3

-760
.7

0.787

0.4990

芻 く・

r,が 小 さくな ったため、i該 く ・ hは 動 か な い。

2-2)

3-1)

72

73

74

75

σ

ぬ

φ

100

  0

6000

-400

0.509

0.250

1549.1

→

こ の ケ ー ス はr274 Y5

  i
-40 .4

0.491

3471.4

-7426 .8

0.164

0.250

aw

ax〈 ・

rZが100か ら 一40・4に な りax〈0に な った ・

7
2

73

74

75

σ

ん

φ

100

  0

6000

-1400

0.346

0.50

4312.7

→

σ について大幅な変動 がある。

  ∂ω                 hは動かない
。

  1

195.9

0.0978

7183.2

-1817 .1

0.426

0.4997

1411.6

芻 イ,X+・ ・u+Y,π<・

・→

  2

io$.7

0.190

8210.8

-2199 .6

0.503

0.4994

芻 く・

r5が 小 さ くなりす ぎたため。

hは 動かな い。
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§V 選好パ ラメタの探索 一雇用機会 モデルによ る第2次 計測一

3-2) 2
 

0
り

4
 

尸D

7

7

7

7

σ

ん

φ

ioo

 O

6000

-1400

0.411

0.250

3093.7

→

 1

1155.9

-9 .15

30201.2

4455.6

3.58

0.247

劣 く・

全 て の ケ ー スの 中で 一 番 大 きな 動 きを み せ る 。楕 円か らr3 2-rlrs
                                      

=:(一9 .15)2一(一1)(4455.6)>0と 双 曲 線 に か わ り、S. L.〈0(供 給 限 界 曲 線

 右 上 り)の 領 域 に入 る 。

4-1) 72

73

74

75

σ

〃

φ

100

 10

6000

-400

0.724

0.50

397.6

→

 1

88.3

10.1

6439.4

-937 .5

0.7gi

O.49999

芻 く・

r・の変化 によ り劣 が負 となる。

hは 動か ない。

4-2) 72

73

74

75

σ

乃

φ

100

 io

6000

-400

0.579

yzプ3 r475σhを 同時 に動か した場合に はr4とY5が 最 も大 き く動 き、yz、σが次で、

Y3 hは 比較 的安定 を して いる。

このことか ら最終的 な収束計算 を行 う場合 に、 ニュー トン法では収束がはかばか しくない

と思われ る。

4-2)は 第1ス テ ップで制約条件 をはずれ る。

 以 上 の考 察 か ら、{y=}はNewton法 に よ って 大 き く動 き 理 論 的 制 約 の範 囲 を逸 脱 して し ま う こ と

が わ か った。 これ は、r4とr5をNewton法 で 決 定 す る こ とが 困 難 で あ る こと を示 唆 して い る。他 の

方 法 が必 要 で あ ろ う(そ の 際 もr4と75の き ざみ 幅 は小 さ い方 が よ いで あ ろ う)。

 σの動 き は 、比 較 的 安 定 なば あ い もあ るが 、 大 き く動 くケ ー ス もあ る。hは 動 き が に ぶ い。

                      一241一



表V-6

TW21ユ (y3=一 ユ0) φ 一 ΣvZ:r w:t(wrrは ウ エ イ ト)
   :,t

1 2 3 4 5 6 z 8 9 10 11

h6 0.292 0.307 0.321 0.336 0.350 0.365 0.380 0.394 0.409 0.423 0.438

1 0.250 1119.3 779.9 544.9 392.8 306.9 274.1 284.4 329.4 402.7 499.0 614.2

2 0.275 2366.5 1743.2 1268.0 911.5 650.8 467.8 348.3 281.0 256.5 267.6 308.2 6.6

3 0.300 4025.ユ 3097.1 2363.ユ ユ785.5 ユ334.7 987.6 725.7 534.4 401.5 3ユ7.5 274.4

4 0.325 5967.0 4722.4 3718.8 2910.0 2260.2 工740.6 1328.7 1006.1 ?58.2 572.9 440.3

5 0.350 8103.3 6536.1 5257.3 42123 3358.3 2661.7 2095.3 1637.5 1270.6 980.3 754.7

6 0.375 10371.6 8479.9 6923.7 5640.3 4580.1 3704.2 2981.2 2386.0 1898.2 15009 1180.4

7 0.400 12727.0 105ユ1.6 8678.4 7ユ56.5 5889.9 4834.3 3954.2 3221.0 2611.4 2ユ06。3 isgo.1

8 0.425 15137.6 12600.8 10492.6 8733.7 7261.7 soa7.i 4990.3 4119.4 3388.2 2775.3 2263.2

9 0.450 17579.7 14725.4 12345.1 10351.5 8676.1 7264.1 6072.0 5064.2 4212.2 3492.1 2884.6

io 0.475 20036.4 16868.9 14220.3 11995.2 10118.8 8531.5 7185.7 6042.6 5070.8 4244.5 3542.4

li 0.500 22495.1 19019.6 16106.7 13653.5 11579.0 9818.8 8321.3 7044.6 5954.6 5023.3 4227.6

TW211 Crs=0)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

h 0.477 0.480 0.483 0.486 0.490 0.493 0.496 0.500 0.503 0.506 0.509

1 0.250 ユヱ71.6 1207.8 1244.3 ユ281.3 1318.6 1356.3 ユ394.3 ユ432.5 ユ47ユ.1' ユ5ユ0.0 ユ549ユ

2 0.275 559.5 583.2 607.6 632.8 658.6 685.1 712.3 740.0 768.4 797.3 826.7

3 0.300 294.0 302.4 311.9 322.6 334.3 347.0 360.8 375.5 391.1 407.6 424.9

4 0.325 293.8 284.9 277.5 271.7 267.4 264.5 262.9 262.7 263.8 266.1 269,6 7.8

5 0.350 499.9 472.2 446.5 422.8 401.0 381.0 362.9 346.4 331.7 sis.5 306.9

6 0.375 868.3 820.8 775.7 733.1 692.7 654.9 619.1 585.5 553.9 524.3 496.7

7 0.400 1366.2 1298.0 1232.9 1170.6 1111.1 1054.4 1000.3 948.7 899.7 853.0 808.6

8 0.425 1968.2   18788
F

1793.0 1710.5 1631.3 1555.3 1482.3 1412.4 1345.3 lzsi.a 1219.5

9 0.450 2654.7 25438 2436.9 2333.8 2234.5 2138.8 2046.? 1957.9 1872.5 1790.2 1711.1

10 0.475 3410.4 3277.7 3149.5 3025.6 2905.9 2790.3 2678.6 2570.8 2466.7 2366.3 2269.3

11 0.500 4223.3 4068 3918.8 3773.8 3633.6 3497.9 3366.6 3239.5 3116.6 2997.8 2882.8
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§V 選好パ ラメ タの探索 一雇 用機会 モデルによる第2次 計測 一

 TW212 (r3=0)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

h 0.346 0.352 0.359 0.365 0.372 0.378 0.385 0.392 0.398 0.405 0.411

1 0.250 2046.3 2150.3 2254.7 2359.5 2464.5 2569.7 2674.8 2779.8 2884.7 2989.3 3093.7

2 0.275 1007.2 1090.1 工175.5 1263.0 1352.4 1443.5 1535.9 1629.6 1724.2 isigs 1915.8 6.6

3 0.300 451.3 501.0 555.8 615.2 678.5 745.5 815.7 888.7 964.4 1042.2 1122.2 7.2

4 0.325 260.9 268.7 284.6 307.7 337.4 373.0 413.9 459.8 510.0 564.2 622.0 7.8

5 0.350 352.3 311.7 282.5 263.5 253.8 252.6 259.2 272.9 292.9 318.9 350.2 8.4

6 0.375 664.8 571.0 492.0 426.4 373.2 331.2 299.5 277.2 263.5 257.8 259.3 9.0

7 0.400 1153.7 1.002.9 870.6 755.1 655.0 569.0 496.0 434.9 384.8 344.7 313.9 9.6

8 0.425 ユ785.4 1574.8 1386.4 1218.3 1068.8 936.5 819.9 717.8 629.0 552.4 487.2 10.2

9 0.450 2534.7 2261.9 2015.2 1792.5 1591.6 1411.0 1248.9 iio4.o 974.8 860.2 759.1

10 0.475 3382.0 3045.3 2738.7 2459.5 2205.7 1975.2 1766.2 1577.0 1406.1 1252.1 1113.7

11 0.500 4312.7 3910.5 3542.4 3205.5 2897.4 2615.7 2358.5 2123.9 1910.0 1715.5 1538.8

TW211 Cra= 10)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

h 0.579 0.594 0.608 0.623 0.637 0.652 0.666 0.681 O.G95 0.710 0.724

i 0.250 2662.1 1774.9 1943.0 3230.8 3421.6 3612.5 3803.4 3994.2 4184.7 4374.8 4564.5

2 0.275 913.5 ヱ042.0 1178.0 2ユ14.4 2288.5 2464.8 2643.1 2822.8 3003.7 sis5.s 3368.2

3 0.300 499.5 583.4 679.0 1320.5 1468.? 1621.7 i77s.9 1939.7 2103.7 2270.3 2439.3

4 0.325 316.2 348.5 397.2 784.9 899.9 1022.7 1152.4 1288.2 1429.4 1575.3 1725.3

5 0.350 324.2 299.1 295.4 460.2 536.1 623.工 720.2 826.1 939.8 ioso.5 1187.5

6 0.375 493.4 406.2 345.7 310.6 342.6 389.4 449.5 521.5 603.9 695.9 796.2

7 0.400 800.6 647.3 526.0 308.7 292.8 295.6 3ヱ5.3 349.9 397.9 458.0 529.0

8 0.425 1227.9 1004.8 819.5 433.3 366.2 321.8 297.9 292.3 303.2 328.9 368.0 10.2

9 0.450 1761.2 1465.2 1212.9 668.0 546.6 452.2 382.1 333.8 305.2 294.3 299.4

io 0.475 2389.5 2017.6 1695.6 999.6 821.4 674.5 555.9 462.7 392.5 342.9 312.2

ii 0.500 2850.8 3040.4 3230.8 1418.2 1180.7 979.1 809.8 669.7 555.9 466.0 397.6
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           §V 選好パ ラメタの探索一雇用機会モデルによる第2次 計測一

 以上 の こ とか ら、{rt}を 固 定 し、 σとhだ け を 動 か して み る。

 hは0.25～0.50を11段 階 に区 分 し、 σは 各 ケ ー ス の最 大 最小 値 間 を11段 階 に 区分 して 、 メ ッ シュ

をつ くり、 各 セ ル の ケ ー ス に つ い て残 差 の平 方 和 を求 め た。(表V-6を 参 照)

 残 差 平 方 和 を 最小 に す る σとhの 領 域 が 、 明 瞭 に 現 わ れ て い る。

 1964年 の各 種 のパ ラ メ タセ ッ トを1961～64年 に通 して適 用 した 結果 、 残 差 平 方 和 を最 小 に す る

パ ラ メ タセ ッ トは 次 の組 で あ る(表V-7参 照)。

{rzY4プ5}

τレv211

TW211

TW212

TW211

Y3

-10

 0

 0

10

 6

0.409

0.500

0.375

0.sgi

 h

O.275

0.325

0.350

0.425

 φ

256.5

262.7

252.6

292.3

 な お、 これ らの パ ラメ タか ら、 誘 導 形 パ ラ メ タHo、H2を 計 算 す る と(表V-7下 段 参 照)、 そ の
                 ム    へ

値 は 、最 小 二乗 法 に よ って推 定 され たH。 、H,の 値 に よ く近 似 して い る。 また 、上 表 σの値 は誘 導 形

パ ラメ タ の最 小 二 乗 法 定 値 と近 似 して い る。 これ らは、[5 .1]の 考 察 を裏 付 け る結 果 とい え る。

 次 に以 上 の情 報 を ふ ま え、 さ らにr3の 試 験 値 の 範 囲 を 拡 げて 、1964年 資 料 につ いて 、 構 造 パ ラメ

タを 探 索 した 結 果 を 掲 げ る(表V-9)。 パ ラ メ タ の レベ ル は表V-8の と お りで あ る 。

 図V-7に は表V-9に 示 したパ ラメ タ領 域(理 論 制 約 を み たす)が 、 図 示 さ れて い る 。

表v-s パ ラ メ タの レベ ル

rZ 50 100 150 200

r3 一io 0 io 20 30

プ4 6000 7000 8000 9000

r5 一400 一1400 一2400 一3400

一245一



表V-9 1964年 τ レ7 (グ3一 一10)

No. Case h r2 Y3 Y4 Y5 6 Ho H2 Σ π2

i 211 1 100 一10 6000 一400 0.292 141 一266 70.8

2 211 2 0.438 107 一102 2.2

3 212 工
一1400 0.219 工76

一271 60

4 213 1 一2400 0.175 211 一274 34

5 221 1 7000 一400 0.292 141 一311 112

6 22ユ 2 0.438 ion 一120 0.77

7 222 i 100 一io 7000 一i400 a.ai9 176 一316 ils

8 222 2 0.353 124
一124 1.13

9 223 1 一2400 0.175 211 一319 89.0

10 224 1 一3400 0.146 245 一321 52.9

11 231 1 8000 一400 0.292 141 一355 155

12 231 2 0.438 107 一137 2.94

13 232 i 一1400 0.219 176 一362 173

14 232 2 0.353 124 一141 1.51

15 233 1 100 一io 8000 一2400 0.175 211 一365 158

16 233 2 0.296 140 一144 0.73

17 234 1 一3400 0.146 245 一366 121

18 241 1 9000
一400 o.asz 141 一399 199

19 241 2 0.438 107 一154 7.47

20 242 1 一1400 0.219 176 一407 235

21 242 2 0.353 124 一159 5.89

22 243 1 一2400 0.175 211 一410 235

23 243 2 0.296 140 一162 2.81

24 244 1 一3400 0.146 245 一412 206

25 244 2 0.255 156 一164 0.748

26 311 i 150 一10 6000 一400 0.172 214 一274 31.0

27 sil 2 0.235 166 一109 61.3

28 312 i 一i400 0.144 249 一275 7.04

29 312 2 0.209 183 一110 109

30 313 1 一2400 0.124 284 一276 2.23

31 313 2 o.lss 199 一111 .i78

32 314 1 一moo 0.108 319 一276 32.9

33 32ユ 1 7000 一400 0.172 214 一319 85.5

34 321 2 0.235 166 一128 26.5

35 322 1 一1400 0.144 249 一321 48.9

36 322 2 0.209 183 一129 54.9

37 323 i 一2400 0.124 284 一322 15.9

38 323 2 o.ユ88 199 一129 98.9

39 324 1 一3400 0.108 319 一322 0.718

40 324 2 0.170 ais 一130 162

41 331 i 8000 一400 0.172 214 一365 155

42 331 2 0.235 166 一146 8.19
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§V 選好パ ラメ タの探 索一雇用機会 モデルによる第2次 計 測一

43 332 i 150 一io 8000 一1400 0.144 249 一367 117

44 332 2 0.209 183 一147 23.0

45 333 i 一2400 0.124 284 一368 70.5

46 333 2 0.188 199 一148 49.3

47 334 1 一3400 0.108 319 一368 28.4

48 334 2 o.i70 216 一148 90.0

49 341 1 9000 一400 0.172 214 一411 233

50 341 2 0.235 166 一165 1.14

51 342 i 一1400 0.144 249 一412 201

52 342 2 0.209 183 一166 6.43

53 343 i 一2400 0.124 284 一414 152

54 343 2 0.188 199 一166 19.9

55 344 1 一3400 o.ios 319 一414 95.8

56 344 2 o.i70 216 一167 44.2

57 411 i 200 一io 6000 一400 0.122 288 一276 3.54

58 411 2 0.161 226 一111 340

59 412 i 一1400 o.io7 322 一276 38.9

60 412 2 0.148 242 一111 479

61 413 i 一2400 0.095 357 一277 127

62 413 2 0.137 259 一111 650

63 414 i 一3400 0.086 392 一277 284

64 414 2 0.128 275 一112 857

65 421 1 7000 一400 0.122 288 一322 13.2

66 421 2 0.162 226 一iso 210

67 422 i 一1400 o.io7 322 一322 0.742

68 422 i o.i4s 242 一130 310

69 423 i 一2400 0.095 357 一323 21.7

70 423 2 0.137 259 一130 435

71 424 i 一3400 0.086 392 一323 90.0

72 424 2 0.128 275 一130 592

73 431 i 8000 一400 0.122 287 一368
65.6

74 431 2 o.isi 226 一148 123

75 432 i 一1400 0.107 322 一368 24.7

76 432 2 0.148 242 一149 193

77 433 i 一2400 0.095 357 一369 2.07

78 433 2 0.137 259 一149 285

79 434 i 一3400 0.086 392 一369 io.o

80 434 2 0.128 275 一149 401

81 441 i 9000 一400 o.iaa 288 一414 146

82 441 2 0.161 226 一167 65.6

83 442 1 一1400 o.io7 322 一414 90.0

84 442 2 0.148 242 一167 113

85 443 i 一2400 0.095 357 一414 40.0

86 443 2 0.137 258 一168 178

87 444 1 一3400 0.086 392 一415 7.36

88 444 2 0.128 275 一168 263
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1964年 TW (YS=O)

No. Case h r2 Y3 Yq r5 6 Ha HZ Σ 〃2

1 211 i 100 0 6000 一400 0.477 101 一169 13.4

2 211 2 0.509 97 一83 5.5

3 212 1 一1400 0.346 125 一179 13.6

4 212 2 0.411 ユ11
一87 11.1

5 213
,i

一2400 0.272 149 一183 7.34

6 221 1 7000 一400 0.477 101 一198 24.7

7 221 2 0.509 97 一97 1.60

8 222 1 一1400 0.346 125 一209 30.1

9 222 2 0.411 111 一102 3.51

is 223 1 一2400 0.272 149
    .

一213 24.9

ユ1 224 ユ
一3400 0.224 173 一2ユ6 ユ4,0

12 23工 1 8000 一400 0.477 102 一226 37.4

13 23ユ 2 0.509 98 一 ユユユ 0.74

14 232 1 一1400 0.346 125 一238 50.0

15 232 2 0.411 1ユ1
一its 0.820

16 233 i 一2400 0.272 149 一244 48.9

17 233 2 0.346 125 一119 2.26

1$ 234 i 一3400 0.224 172 一247 38.1

19 241 1 9000 一400 0.477 ioa 一254 50.7

20 241 2 0.509 97 一125 1.92

2] 242 1 一1400 0.346 125 一268 71.7

22 242 2 0.411 11ユ
一ユ31 1.42

23 243 1 2400 0.272 149 一274 76.9

24 243 2 0.346 ユ25 一137 0.724

25 244 1 一3400 0.224 172 一277 69.2

26 244 2 0.298 is9 一ユ36 1.46

27 311 i 150 0 6000 一400 0.266 152 一183 6.56

28 311 2 0.275 147 一91 60.3

29 312 i 一1400 o.aao 175 一185 1.04

30 312 2 0.245 161 一92 99.&

31 313 1 一2400 o.is8 199 一18? 3.96

32 313 2 0.220 174 一92 154

33 314 i 一3400 0.164 223 一187 22.8

34 321 1 7000 一400 0.266 152 一214 23.9

35 321 2 0.275 i4s 一io7 30.0

36 322 i 一1400 0.220 175 一216 12.8

37 322 2 0.245 161 一ユ07 54.7

38 323 1 一2400 0.188 199 一218 s.is

39 323 2 0.220 ユ75 一2ユ8 90.9

40 324 i 一3400 0.164 223 一108 1.36

41 324 2 0.200 is9 一ion 141

42 331 1 8000 一400 0.266 152 一244 48.1

43 331 2 0.275 i48 一122 12.3
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§V 選好パ ラメタの探索 一雇用機会 モデルに よる第2次 計測 一

44 332 i 150 0 8000 一1400 0.220 175 一247 36.5

45 332 2 0.245 161 一123 26.7

46 333 1 一2400 0.188 199 一249 21.0

47 333 2 0.220 175 一123 49.6

48 334 1 一3400 O.164 223 一250 7.11

49 334 2 0.200 189 一124 83.5

50 341 1 9000 一400 0.266 152 一275 76.&

51 341 2 0.275 148 一137 3.41

52 342 1 一1400 0.220 ユ75 一278 67.8

53 342 2 0.245 161 一138 10.3

54 343 ユ
一2400 0.188 199 一280 50.9

55 343 2 0.220 175 一139 23.7

56 344 ユ
一3400 0.164 223 一281 30.9

57 344 2 0.200 189 一140 45.2

58 411 1 200 0 6000 一400 0.185 202 一187 5.Q 8

59 411 2 0.190 198 一93 281

60 412 1 一1400 0.162 225 一187 26.0

61 412 2 0.175 211 一94 386

62 413 i 一moo 0.144 249 一188 71.0

63 413 2 0.162 225 一94 516

64 414 i 一3400 0.129 273 一188 147

65 414 2 0.151 239 一94 618

66 421 i 7000 一400 0.189 202 一218 2.48

67 421 2 0.190 198 一109 iso

68 422 1 一1400 0.162 225 一219 1.90

69 422 2 0.175 211 一109 257

70 423 1
一2400 0.144 249 一219 16.4

71 423 2 0.162 225 一109 353

72 424 1 一3400 0.129 273 一220 52.2

73 424 2 0.151 239 一ヱ09 471

74 431 1 8000 一400 0.185 202 一249 19.3

75 431 2 0.?90 ユ98 一124 110

76 432 1 一1400 0.162 225 一250 5.97

77 432 2 0.175 211 一ユ25 166

78 433 1 一2400 0.144 249 一251 0.70a

79 433 2 0.162 225 一ユ25 237

80 434 1 一3400 0.129 273 一251 9.22

81 434 2 0.151 239 一125 326

82 441 1 9000 一400 0.185 202 一280 48.9

83 441 2 0.189 198 一140 63.2

84 442 i 一i400 0.162 225 一281 28.8

85 442 2 0.175 211 一140 102

86 443 1 一2400 0.144 249 一282 11.2

87 443 2 0.162 225 一141 154

88 444 1 一3400 0.129 273 一282 1.38

89 444 2 o.i5i 239 一141 220

249



1964年 TW (Y3-10)

No. Case h r2 y3 Yq r5 a Ho HZ Σ%2

i 211 1 ioo 10 6000 一400 0.724 81 一111 1.11

2 211 2 0.579 91 一69 9.31

3 221 1 7000 一400 0.724 81 一工29 2.91

4 221 2 0.579 91 一81 4.09

5 222 1 一1400 0.498 99 一149 6.86

6 222 2 0.468 103 一86 6.68

7 231 i 一400 0.724 81 一148 5.72

8 231 2 0.579 91 一92 1.5

9 232 1 一1400 0.498 99 一170 13.6

10 232 2 0.468 103 一98 2.3

ii 233 1 0.382 117 一179 15.6

12 241 1 9000 一400 0.724 81 一166 9.15

13 241 2 0.579 91 一104 0.734

14 242 1 一1400 0.498 99 一191 21.5

15 242 2 0.468 103 一110 0.768

16 243 1 一2400 0.382 117 一201 27.0

17 243 2 0.394 115 一114 1.37

18 244 1 一3400 0.311 135 一206 25.8

19 311 1 150 10 6000 一400 0.373 119 一135 1.14

20 311 2 o.si4 134 一78 59.9

21 312 1 一1400 0.305 137 一138 0.967

22 312 2 0.280 146 一79 93.3

23 313 1 一2400 0.258 155 一i40 5.50

24 313 2 0.252 158 一79 138

25 321 1 7000 一400 0.373 119 一157 6.30

26 321 2 0.314 134 一91 32.9

27 322 1 一1400 0.305 137 一161 3.14

28 322 2 0.280 146 一92 54.7

29 323 1 一2400 0.258 155 一163 0.765

30 323 2 0.252 158 一93 85.7

31 324 1 一3400 0.224 i7s 一is4 2.72

32 324 2 0.229 170 一93 127

33 331 1 8000 一400 0.373 119 179 15.5

34 331 2 0.314 134 一104
is.1

35 332 1 一1400 0.305 137 一184 12.1

36 332 2 0.280 146 一105 29.7

37 333 1 一2400 0.258 155 一186 6.47

38 333 2 0.252 158 一106 50.2

39 334 1 一3400 0.224 173 一188 1.76

40 334 2 0.229 170 一106 79.2
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§V 選好パ ラメタの探索一雇用機会モデ ルによ る第2次 計測 一

41 341 1 150 10 9000 一400 0.373 119 一202 27.2

42 341 2 0.314 134 一117 6.35

43 342 i 一1400 0.305 137 一207 25.3

44 342 2 0.280 146 一118 14.0

45 343 i 一2400 0.258 155 一209 19.1

46 343 2 0.252 ユ58 一ユユ9 26.8

47 344 1 一3400 0.224 173 一211 11.0

48 344 2 0.229 170 一120 46.1

49 411 i 200 io 6000 一400 0.254 157 一140 6.44

50 411 2 0.217 117 一80 241

51 412 1 一1400 0.221 175 一141 21.0

52 412 2 0.200 189 一80 326

53 413 i 一2400 0.195 193 一142 49.0

54 413 2 0.186 201 一81 429

55 414 1
一3400 0.175 211 一142 94.5

56 414 2 0.173 213 一81 551

57 421 1 7000 一400 0.254 is7 一163 0.703

58 421 2 0.217 177 一93 159

59 422 1 一1400 0.221 175 一is4 3.34

60 422 2 o.aoo 189 一93 221

bi 423 i
一2400 0.195 193 一165 14.3

62 423 2 0.186 201 一94 299

63 424 i 一3400 0.175 211 一166 37.4

64 424 2 0.173 213 一94 392

65 431 i 8000 一400 0.254 157 一186 5.87

66 431 2 o.2i7 177 一io7 ioi

67 432 i
一1400 0.221 175 一188 1.44

68 432 2 0.200 189 一107 147

69 433 i 一2400 0.195 193 一189 1.45

70 433 2 0.186 201 一ion 205

7ユ 434 ユ
一3400 0.175 211 一189 9.15

72 434 2 0.173 213 一108 277

73 441 i 9000 一400 0.254 157 一209 18.2

74 441 2 0.217 177 一120 61.7

75 442 i 一1400 0.221 175 一211 10.1

76 442 2 0.200   189 一121 94.4

77 443 i 一2400 0.195 193 一212 3.29

78 443 2 0.ユ86 201 一121 ユ37

79 444 1 一3400 0.175 ail 一213 0.704

80 444 2 0.173 213 一121 191
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1964年 TUノ 「(ys-30)

Nα Case h yz プ3 Y4 y5 v Ho HZ Σ π2

i 312 1 150 30 6000 一1400 0.509 98 一86 4.64

2 312 2 0.348 125 一61 85.7

3 322 i 7000 0.509 98 一ioo 1.26

4 322 2 o.34s lz5 一70 55.4

5 332 i 8000 0.509 98 一114 0.843

6 332 2 0.348 125 一81 34.5

7 333 1
一2400 0.421 lio 一119 0.709

8 333 2 0.314 134 一82 51.4

9 342 1 9000 一i400 0.509 98 一ユ28 2.42

10 342 2 0.348 125 一91 20.2

it 343 i 一2400 0.421 110 一134 2.04

12 343 2 0.314 134 一92 31.7

13 412 1 200 30 6000 一1400 0.354 123 一91 17.9

14 412 2 0.250 159 一62 253

15 413 i 一2400 0.310 135 一93 32.3

16 4ユ3 2 0.232 168 一63 324

17 422 1 7000 一1400 0.354 123 一io7 6.22

18 422 2 0.250 159 一73 179

19 423 1
一2400 0.310 135 一io8 13.5

20 423 2 0.232 168 一73 233

2] 432 ユ 8000 一1400 0.354 123 一122 1.33

22 432 2 0.250 159 一83 125

23 433 1
一2400 0.310 135 一124 3.93

24 433 2 0.232 168 一84 166

25 434 1 一3400 0.275 148 一125 9.86

26 434 2 0.217 177 一84 217

27 442 i 9000 一1400 0.354 123 一137 1.04

28 442 2 0.250 159 一94 85.2

29 443 1 一2400 0.310 135 一139 0.749

30 443 2 0.232 168 一94 117

31 444 1 一3400 0.275 148 一141 2.29

32 444 2 0.217 177 一94 156
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§V 選好パ ラメ タの探索 一雇 用機会 モデルによる第2次 計測一

1964年 TW Crs=20)

Nα Case h Y2 Y3 y4 75 a Ha HZ Σ π2

1 312 1 150 20 6000 一1400 0.400 113 一107 2.45

2 312 2 0.314 134 一69 88.9

3 322 i 7000 0.400 113 一125 0.779

4 322 2 0.314 134   80 55.0

5 323 1 一2400 0.335 128 一ias i.os

6 323 2 0.283 145 一81 82.1

7 332 1 8000 一1400 0.400 113 一143 3.41

8 332 2 0.314 134 一92 32.2

9 333 i 一2400 0.335 128 一147 1.75

10 333 2 0.283 145 一92 50.8

11 334 1 一3400 0.289 143 一ヱ49 0.696

12 334 2 0.258 155 一93 76.2

13 342 1 9000 一1400 0.400 113 一161 8.88

14 342 2 0.314 134 一103 17.3

15 343 1 一2400 0.335 128 一165 6.82

16 343 2 0.283 ユ45 ごユ04 29.4

17 344 1 一3400 0.289 143 一16? 3.67

18 344 2 0.258 155
一io5 47.0

19 412 1 200 20 6000 一i400 0.284 144 一1ユ2 18.8

20 412 2 0.225 172 一70 284

21 4ユ3 i 一2400 0.250 159 一113 38.3

22 413 2 0.209 183 一7ユ 368

23 422 1 7000 一1400 0.284 144 一130 4.77

24 422 2 0.225 i7a 一82 197

25 423 i 一2400 0.250 159 一131 13.6

26 423 2 0.209 183 一82 261

27 424 1
一3400 0.224 173

一132 30.3

28 424 2 0.195 193 一83 338

29 432 1 8000 一1400 0:284 144 、
一149 0.701

30 432 2 0.225 172 一94 134

31 433 1 一2400 0.250 159 一i50 2.63

32 433 2 0.209 183 一94 183

33 434 1 一3400 0.224 173 一15ユ 9.40

34 434 2 0.195 igs 一94 242

35 442 i 9000 一1400 0.284 144 一168 3.34

36 442 2 0.225 172 一105 89.1

37 443 1 一2400 0.250 159 一169 0.992

38 443 2 0.209 183 一106 126

39 444 i 一3400 0.224 173 一170 1.30

40 444 2 0.195 193 一106 171

253



 以 上 の 計算 結 果 の 中 か ら、念 の た め表V-7に 掲 げ た ケ ース に相 当 す る もの を と りだ し、{ri}を 所

与 と して 、 σと 勿 こつ いて メ ッ シ ュを き り、 メ ッ シ ュの セ ル に っ いて残 差 平 方和 を求 め た 。

 これ は、 表V-6と お な じもの で あ るが、 一 つ の点 で異 な って い る。 す なわ ち、 まえ の 計 算 で は、

                                      ム

φを 求 め るの に 、 Σ(u*一u*)2w(wは ウ エ イ ト)を 使 っ た が 、今 回 は 、 Σ(μ 一 μ)2wを 使 っ

て い る点 で あ る。 この よ うに残 差 平 方 和 φを定 義 した結 果 、 φをminに す る σとhの 組 が 異 っ たか

ど うか が 一 つ の 問題 で あ る が両 者 を比 較 す る と、多 少 の差 は あ る が 、大 き く結 果 に ひ び く こと は な い

こ とが わ か る。(V-10の 表 を参 照)

 φと して は、 この定 義 の方 が よ い の で 、以 下 の分 析 に お け る φは、 これ を用 い る。

 表V-11は 、{ri}を 所 与 と して φ minに な る σ とhの 探 索 結 果(表V-10)を 、 上 段 に お いて ま

と め た もの で あ る。

 表 の下 段 で は 、1961～64の 各 年 に、{ri}と φ minを 与 え る σとhの 値 を使 って 、各 年 ご との 臨 界

核所 得 方 程 式 を求 め て あ る。

表V-10 φ の 値

                 ム
  TVV 211 r3=一10  φ ・・ Z(μ 一μ)2w(wは ウ エ イ ト)

i 2 3 4 5 6 7 8 9 io 1i

h 0.292 0.307 0.32ユ 0.336 0.350 0.36ら 0.380 0.394 0.409 0.423 0.438

1 0.250 22.75 17.15 12.71 9.50 7.57 6.93 7.58 9.52 12.70 17.10 22.6?

2 0.275 45.76 37.94 30.72 24.25 iss5 14.02 10.44 7.97 6.62 6.42 7.37

3 0.300 66.65 58.82 50.99 43.39 36.20 29.57 23.62 18.45 14.16 10.80 8.42

4 0.325 82.43 75.57 68.31 60.89 53.47 46.22 39.27 32.78 26.84 21.57 17.05

5 0.350 93.27 87.73 81.60 74.99 68.09 61.05 54.00 47.10 40.47 34.23 28.48

6 0.375 100.54 96.25 91.28 85.70 79.64 73.24 66.61 59.87 53.16 46.60 40.29

7 0.400 105.28 102.05 98.15 93.58 88.46 82.86 76.88 70.63 64.21 57.74 51.33

8 0.425 iosso 105.86 102.89 99.29 95.05 90.28 85.04 79.42 73.49 67.36 61.14

9 0.450 110.26 108.47 106.23 103.39 99.94 95.94 91.43 86.47 81.12 75.47 69.59

10 0.475 lii.s3 110.22 108.54 106.33 103.54 100.23 96.40 92.08 87.33 82.20 76.77

11 0.500 112.26 111.37 110.05 108.38 106.20 103.47 100.24 96.53 92.35 87.75 82.79
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§V 選好 パ ラメタの探索 一雇 用機会 モデルによる第2次 計測 一

                                               へ

                   T V」V 211 r3-0  φ ・一 Z(μ 一 μ)2w

i 2 3 4 5 6 7 8 9 io 11

h
0.477 0.480 0.483 0.486 0.490 0.493 0.496 0.500 0.503 0.506 0.509

1 0.250 62.03 64.37 66.76 69.19 71.66 74.16 76.71 79.30 81.93 84.60 87.30

2 0.275 20.78 22.00 23.27 24.59 25.96 27.38 28.84 30.35 31.91 33.52 35.17

3 0.300 7.01 7si 7.65 8.05 8.49 8.98 9.52 10.11 10.75 11.44 12.17

4 0.325 8.09 7.70 7.35 7.05 6.79 6.58 6.41 6.28 6.20 6.16 6.17

5 0.350 16.43 15.58 14.76 13.98 13.24 12.53 11.86 11.22 10.62 10.06 9.54

6 0.375 27.72 26.59 25.48 24.40 23.35 22.33 21.33 20.36 19.42 18.51 17.63

7 0.400 39.59 38.32 37.06 35.82 34.60 33.40 32.21 31.05 29.90 28.78 27.68

8 0.425 50.85 49.53 48.23 46.93 45.64 44.36 43.09 41.83 40.59 39.35 38.13

9 C.450 60.96 59.6? 58.38 57.09 55.80 54.52 53.23 51.96 50.68 49.41 48.15

ユ0 0.475 69.76 68.53 67.30 66.06 64.82 63.58 62.33 6ユ.08 59.$3 58.58 57.33

11 0.500 77.26 76.12 74.97 73.81 72.64 71.47 70.29 69.10 67.90 66.70 65.50

TW212   r3=0
         へ

φ=Σ(μ 一 μ)2w

ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ユ1

h 0.346 0.352 0.359 0.365 .0.372 0.378 0.385 0.392 0.398 0.405 0.41i

1 0.250 141.80 149.51 157.36 165.34 173.45 181.68 190.01 198.44 206.97 215.59 224.29

2 0.275
    ,

55.01 60.16 65.55 71.17 76.99 83.03 89.26 95.67 102.27 109.03 115.95

3 0.300 is.si 19.41 22.20 25.26 28.60 32.20 36.06 40.16 44.50 49.07 53.87

4 0.325 6.52 6.78 7.33 8.17 9.30 10.71 12.40 14.35 16.58 19.07 21.81

5 0.350 10.62 9.22 8.09 7.22 6.61 6.27 6.20 6.39 6.85 7.57 8.54

6 0.375 21.36 18.88 16.61 14.55 12.72 11.11 9.73 8.59 7.68 7.01 6.59

7 0.400 34.35 31.26 28.32 25.53 22.91 20.46 18.19 16.11 14.23 12.56 11.09

8 0.425 47.29 43.95 40.69 37.52 34.46 31.52 28.71 26.04 23.52 21.16 18.96

9 0.450 59.09 55.74 52.42 49.13 45.90 42.73 39.65 36.65 33.76 30.98 28.32

10 0.475 69.35 66.15 62.93 59.70 56.48 53.28 50.11 46.99 43.92 40.93 38.OI

11 0.500 77.99 75.03 72.02 68.96 65.88 62.77 59.66 56.55 53.47 50.4ユ 47.40
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TW211 グ3=ユ0 φ一Σ( 〈μ 一μ)2w

i 2 3 4 5 6 7
    [
8 9 10 11

   a

h 0.579 0.594 0.608 0.623 0.637 0.652 0.666 0.681 0.695 0.710 0.724

i 0.250 183.50 199.37 215.67 232.36 249.41 266.81 284.52 302.52 320.79 339.31 358.06

2 0.275 92.94 104.88 117.44 130.58 144.27 158.49 173.20 188.38 203.99 220.01 236.42

3 0.300 41.70 49.64 58.31 67.70 77.77 88.49 99.84 111.79 124.30 137.37 150.95

4 0.325 16.12 20.48 25.61 31.50 38.14 45.50 53.56 62.30 71.70 81.74 92.39

5 0.350 6.70 8.09 10.24 13.13 16.76 21.ユ3 26.23 32.04 38.54 45.73 53.58

6 0.375 6.99 6.10 5.88 6.34 7.50 9.36 11.92 15.17 ヱ9.13 23.77 29.09

7 0.400 12.79 10.23 8.23 6.82 6.03 5.87 6.36 7.49 9.29 11.74 14.86

8 0.425 21.34 17.69 14.43 11.66 9.40 7.68 6.53 5.96 5.99 6.63 7.89

9 0.450 31.07 26.64 22.55 18.89 15.58 12.72 io.s2 8.43 7.06 6.24 5.97

10 0.475 40.92 ss.li 31.53 27.20 23.19 19.57 16.28 13.39 10.95 8.98 7.49

11 0.500 50:31 45.37 4Q.56 35.90 31.45 27.25 23.33 19.80 16.56 13.72 ユ1.29

表v-11
min Σ( 〈μ一μ)zw

TW211 Crs =一]0) TW211 Cr3 =  0 ) TW212  ( rs =  0  ) TW211  C ra =  10 )

ア2 ioa 100 ioO 100

ra
一 亅0 0 0 】0

r4 6000 6000 6000 6000

rs 一400 一400 一1400   400

minE'(u*u*)Zw o 0.409 0.500 0.378 o.sai

h 0.275 0.325 0.350 0.425

   【Evew
256.5 262.7 252.6 292.3

minE'(ｵ一u)Zw al 0.423 0.506 0.385 0.652

h 0.275 0.325 0.350 0.400

F,L2w 6.42 6.16 6.20 5.87

1961 1962 1963 1969 1961 1962 1963 1969 1961 1962 1963 1964 1961 1962 1963 1964

Ha
ト119

.4 115.5 113.0 〉>o.a 102.1 100.9 100.1 99.0 125.2 122.1 120.2 117.7 83.5 84.1 84.9 84.7

Hz 一150
.1

一135
.3

一126
.2

一115
.6

一134
.0

一123
.4

一116
.7

一ios .s 一152
.3

一140
.3

一132
.7

一123
.9

一115
.5

一108 .4 一103
.8

一98
.0

H2 一1fi4
.2

一148
.0

一138
.1

一126
.4

一152
.3

一140
.3

一132
.7

一123
.4

一164
.1

一151
.1

一142
.9

一132
.9

一142
.9

一134 .1 一128
.3

一121
.2

Σ02 0.023 o.ozs 0.023 0.020 0.023 0.027 0.029 0.017 0.023 o.ozs 0.023 o.ofs o.ozz o.ozs 0.024 0.018

R 0.785 o.aoa o.si2 0.948 0.787 0.811 0.910 0.947 o.ass o.soa 0.9]4 0.949 0.791 0.819 o.sos 0.945

T.u o.ias 0.158 0.118 0.0926 o.187 0.]57 0.王24 0,0877 0.185 0.160 0.119 0.0887 0.178 0.157 o.izz o.ossz

W 46.5 50.5 53.5 57.5 39.4 42.8 45.2 48.6 36.6 39.7 42.0 45.1 32.0 34.8 36.8 39.5

σの行 のminE(u*一u*)zw,痂 既 Σ(μ 一 μ)2w,は σを 計 算す る と きの 目的 関数 を 示 す
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           §V 選好パ ラメタの探索一雇用機会モデルによる第2次 計測一

以 上 の4個 の ケ ース(表V-11)のparameterをrefineす るた め に、 Newton法 を 適 用 して み る 。New-

ton法 は、この 際 適 当 で な い こ と は ま え に述 べ た と お りで あ るが 、実 際 次 の よ う に、収 束 に成 功 しな い 。

1.TW211(rs -10)

      (1)

  ra r   ioO

  ra I  - IO

  r4 1   6000

  r5 1  -400

  QIO.423324

  h  I  O.275

  φ     6.42

2.TW211 Cr3 0)

      (1)

       1001

        0

       6000

      - 400

      0.506

      0.325

       6.42

→

y

 (2)

96.41

-5 .03

5695.4

-401 .]

0.5165

0.754

111.1

 (2)

251.3

-7
.28

5308.5

-375
.4

0.1ユ5

 4.66

→

(3)

 157.4

 25.16

15607.0

 403.4

 0.753

 25.25

(3)は

 4zl   <o

 d1

すなわち、供給 限界 軌跡が右 下 り

とな って しま う。

② は Im｢x>Haと な って し ま う。

収束のために山登 り法を適用した結果を参考までに表V-13に 示す。パ ラメタの推定値は初期値か
                             ム

らあまり変化せず、したがって、求められたパ ラメタを用いて μ(理 論値)を 計算すると、あてはま

りの改善には見るべきものがない。

表V-12山 登 り法収束結果

1'W211(r3=一10) TW211(r3=0) TW212(r3=0) TW211 Cr3=10)

初期値 収束値 初期値 収束値 初期値 収束値 初期値 収束値

r2 100 99.9998 100 99.999997 100 99.999965 100 99.999934

r3 一 10 一10 .000 0 一〇
.0000659 0 o.ooooi 3a 10 10.000038

r4 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

r5 一400 一400 一400 一400 一1400 一1400 一400 一400

a 0.42331 0.41140 0.50610 0.49992 0.38494 0.382141 0.65163 0.64585

h 0.275 0.27877 0.325 0.32407 0.350 0.35139 0.400 0,402383

φ 6.4185   6.3907 6.1615 一6 .156997 6.2002 →6 .19630 5.8717   5.854]
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TW211(rs=一10)

■

初期値 収束 値(71step)

φ 6.4185 6.3260

r2 100.0 99.894

r3
一10

.0
一8 .5756

r4 sooo. o 6004.3

r5
一400 .0

一396 .06

6 0.4233 0.4245

h 0.275 0.2779

1961 1962 1963 1964

H 116.4 112.9 110.8 108.1

HZ 一146 .4
一132

.4
一123 .8

一 ユ13 .6

HZノ
一160 .2

一144
.9

一135
.5

一124 .3

Σ π2 0.0240 0.0279 0.0228 0.0187

R 0.786 0.806 0.915 0.949

Tu 0.192 0.160 0.119 0.0898

TW221(r3=0>

初期値 収 束値(32step)

φ 6.1615 6.1186

r2 100.0 99.459

rs o.o 0.1050

r4 6000.0 5999.19

r5
一400 .0

一400
.58

a 0.5061 0.4997

h 0.325       0.3183
1

1961 1962 1963 1964

Ha 101.2 100.1 99.25 98.2]

H2 一131 .3 一121 .0
一114

.4
一106

.4

Hる 一148 .8
一137

.0
一129 .6

一120
.6

qua 0.0233 0.0278 0.0233 0.0178

R 0.788 0.810 0.913 0.947

Tu 0.186 0.159 0.120 0.0883

TW2】2(r3= 0)

初期値 収 束 値(23step)

φ 6.2002 6.1907

rz 100.0 100.003

r3 0.0 0.0797

r4 6000.0 6000.4

r5
一1400

.0
一1399

.3

a 0.3849 0.3839

h 0.350 0.3501

1961 1962 1963 1964

Ho 125.0 121.9 120.0 117.5

Hz
一152

.2
一 ユ40

.1
一132

.5
一 ユ23

.3

H'z
一163 .8

一150
.8

一142 .7
一132

.7

。Σ π2 0.0232 0.0284 0.0229 0.0177

R 0.786 0.804 0.915 0.949

Tu 0.186 0.161 0.119 0.0879
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§V 選好パ ラメタの探索 一雇用機会 モデルによる第2次 計測 一

      TW211 (r3= 10)

初期値 収 束 値(32step)

φ 5.8717 5.8408

r2 100.0 99.918

r3 io.o 10.100

r4 6000.0 6000.0

r5
一400 .0

一398
.00

a 0。65工6 0.6387

h 0.400 0.3936

1961 1962 1963 39

Ha 83.53 84.10 84.42 84.78

HZ
一114 .8

一107
.7

一103
.1

一97
.38

H'z 一140
.8

一132
.1

一126
.4

一119
.4

Σ π2 0.0227 0.0278 0.0239 0.0173

R 0.792 0.818 0.910 0.945

Tu 0.180 0.158 0.122 0.0884

 表V-11は 、推定するべきパラメタについて(多 元的に)メ ッシュをっ くり、その中から適合度の

比較的良好なパラメタの値を選択 した結果の適合度を示すものであり、V-12は すべてのパラメタを

V-11を 初期値:にして山登 り法で(Newt on法 は収束に成功 しないので)収 束させた結果である。 V

-12に おいて、理論値の適合度に目立った改善が見 られないのは、形式的にいえば、最小にするべき

目的関数が局地的な谷を(初 期値の近傍で)も っていることを意味 している。 したがって、これ以上

の適合度を求めるには、表V-11に 所掲の初期値そのものが改善される必要がある。

 選択された初期値に影響する要因は大別 して二つある。第一は試験的に変化 させるパ ラメタの変域

であるが、 これについては理論制約を充足す る領域を、許される限り広汎に探索 してある(残 された

大きな問題はないと考えられる)。第 二の要因は初期値(V-12表)の 選択に際 して使われた理論モ

デルそのものである。ここまでの分析ではA型 家計の非核構成員(妻)が 就業 ・非就業の選択対象と

するのは雇用就業機会だけであり、自営機会(内 職)は 考慮 していない、すなわち雇用機会(第1次

近似)モ デルが使われている。 したがって残された問題としては、初;期値の計算に使われたモデルの

近似度が考えられる。

 V-15表 の初期値そのものを再検討するために、より一般化 された理論を導入 し、これにもとつい

て、初期値の再選択がおこなわれるべきであろう。次の §VIはこれを扱 う。
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      §VI雇 用 自 営 総 合 理 論 へ の 拡 張 一A型 家 計 一

             選好パ ラメタの推定値の精度 の向上(注)

               第3次 計測値 を求 め ること

[6.1] 雇用就業、内職就業、雇用内職兼業、非労働力化の四者択一の理論

 A型 家計の余暇所得選好関数の計測において、いままでは、非核構成員(妻)の 雇用機会への就業

と非就業のメカニズムに着目し、自営所得の造出すなわち妻の事業 ・内職収入の稼得については、と

りたて 丶考察を加えなかった。

 観測資料にお`1て は、 しか し、妻は雇用就業のほか内職にも従事することが示されている。 したが

って、選好関数の計測に際 して使用されるべき理論は、厳密にいうと、所与の非核構成員(妻)に つ

いて、次の四つのケースを叙述できるものであることが要請される。

  (1)雇 用にも内職 にも就業しない。

  ② 雇用に就業せず、内職に就業する。

  (3)雇 用に就業 し、内職に就業 しない。

  (4)雇 用と内職の両方に就業す る。

 今迄に展開した理論は、雇用機会への就業、非就業だけを叙述する型の雇用機会モデルだから、今

迄の計測結果は内職への就業を捨象 していたという意味で第1次 近似 とみなされる。

 この項では上記(1)～(4)のケースを叙述する理論を設定 し、これをふまえてパラメタの第2次 計測値

の精度を高めて、第3次 計測値 を求 め る方法 を述 べ る。なお、今迄通り効用関数は2次 形式(Allen-

Bowley型)で 与えられる。

 (6.1.1) 自営所得造出メカニズムを考慮に入れたばあいのA型 家計の労働供給理論

 家計調査結果の観察か ら、核所得稼得者を夫、非核構成員(成 年)を 妻 とする。妻の就業の有無に

は前記の(1)～(4}がある。妻の内職にかんす る所得造出関数を、妻の内職への労働投入時間の1次 関数

で近似する。 したが って所得造出曲線は直線となる。

 以上の設定の もとで、労働供給の一般理論(§IV-2お よび §別)を 適用す る。

 1.1-1 就業パターンを決定する条件

 所与の核所得水 1(図VI-1)を もつA型 家計のグループを考える。

 妻の限界自営所得造出力(内 職の限界収入率)をv(所 与の定数)と する。

 妻にとって開かれた雇用機会の賃金率をw(所 与の定数)、 指定労働時間をh(同 上)と する。

G注) §VI [6,3]の 実験1～16は1981年 度慶應義塾大学学事振興資金によるものである。
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§VI 雇 用 自営総合理論 への拡張一A型 家 計一

 aか ら直線ABを ひく。直線AB

の縦軸に対する勾配(tan By)はv

である。線分akの 縦軸に対する

勾配(tari ew)はwで ある。ただ し、

k点 の労働時間座標はhで ある。

 kを 通りABに 平行な直線CD

を引く。折線akDは 〔 §皿 〕

に述べるように、妻の有効所得造

出曲線である。すなわち、雇用労

働機会に就業すれば、余暇 ・所得

の状態は点kで 与えられ、さらに

内職に労働時間を追加投入すると

余暇 ・所得の状態はkD上 の各点

で示される。

T

h

 

、

、

、

、

図VI-1

0

C

   αl

    l ew

__ _1ρ ・____

    1      々l
    i ¥     i

    l       l
    i

    i  ¥    IBU
    i

    置

    i
    i

1 B D
X

 いま、点aを 通る無差別曲線を考える。個々の家計間で、家計間の選好の差によって、aを 通る無

差別曲線のa点 における傾きが異る。a点 における無差別曲線の傾き、すなわち余暇と所得の限界代

;:の絶対値 訊 ・鶴 線の傾きの絶対値i・ 眦 較する・すべての家計のうちで

(1.1.1-1)   dXdal a>v  (・趾 に接点のない家計)

である家計の集 りをグループ1と よび

(1.1.1-2)    dXdal a〈v  (aB上1こ,,,の ある家計)

である家計群をグループIIと よぶことにする。

あきらかに、グループ1はaB線 上において無差別曲線との接点がない家計群、 IIは接点がある家計

群である。

                   陽 レ 〃 (・趾 の接点がaである家言+)

なる家計、すなわち、a点 における無差別曲線の傾きとAB線 の勾配が等 しい家計は、 AB線 上にお

ける無差別曲線との接点が点aに 位置する家計である。

 2)が 成立する家計(グ ループII)に おいては、 AB線 上の無差別曲線との接点は、あきらかに、

AB線 上で、点aよ りも下方にある。

 同様にして、1)が 成立する家計(グ ループ1)に おいてはAB線 上における無差別曲線との接点

                    一261一



が 、 無 差 別 曲線 の非 有 効 域Aaの 部 分 に あ る と見 なす こ とが で き る。

 1.1-1・1 グ ル ー プ1(aB上 に接 点 の な い家 計 群)の 就 業 行 動

 1.1.11-1 図VI-2で は(図

VI-1に)グ ルー プ1に 属 す1家 計

の無 差 別 曲線 をか き込 ん で あ る。

 グル ー プ1の 特 徴 を示 す た め 、

AB上 で 無 差 別 曲 線 が 、 そ の非 有

効 領 域 で 接 す る状 況 を点 線 で か い ・

て あ る(接 点 をdと す る)。

 点aを 通 る無 差 別 曲 線 を ω。と し、

これ とakの 交 点 をmと か く。 図

VI-2で は点mは 点kよ り上 方 に

あ る。 この よ うな 特 性 の 無 差 別 曲

線 を もつ 家 計 で の 就 業 行 動 を考 察

す る。

∠

1
 
 

 
 

 
一
ん

A丶1

 鳩dh

 、＼  亀
、

   、

図V:卜2

〔aを 選 択 〕

m

k

w

0 B D
X

 すなわち、この家計で、妻が内職にも雇用労働にも就業 しなければ、点 αに位置する。

 雇用労働に就業すれば点kに 位置する。

 雇用労働に就業 し、かつ追加時に内職収入を稼得するときは、kD間 のどこかに位置するであろう。

内職にだけ就業することはない。aB上 に無差別曲線の接点はないか らである。

 これら三つのケースのうち、点aは 、あきらかに、最高の無差別曲線上にある。 したがって、雇用

に も内 職 に も就 業 しな い 状 態 が 選 択 され る。

 1.1.11-2 図V【一3は 、 点a

を 通 る無 差 別 曲 線 がakの 延 長 上

の 点mで 交 る家 計 を 示 して い る。

 この 家 計 に お い て 、a点 は 非 就

業 、kは 雇 用 機会 へ の 就 業 状 態 を

あ らわ す 。 な お 、kD線 とCrJaの

交 点 を ノ とす る。kノ の 間 に位 置

す る と きは 、 雇 用就 業 の ほか さ ら

に 内 職就 業 の お こな わ れ る状 態 に

あ る。 そ こで 、 も し雇 用 就 業 の 他

T

h

、4、

丶1
 、覧

d、
 覧、

図VI-3

丶
.C

 f 〔kを選択〕

丶k

 、丶 m

ノ ・、ωσ
   、

   、E

0 D
X
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              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型家計一

に、追加時に内職就業が行われるとすれば、その状態は線分 々ノ間における無差別曲線との接点で与

え られる(ノD間 に接点はありえない)。 内職就業においては労働供給時間は主体(妻)に よって自

由に調整可能(指 定時間で拘束されない)だ からである。て こで留意するべき点は、 しか し、線分 ノ々
                                       

の上に無差別曲線との接点は存在 しないということである。か りに、接点が 々ノ間に存在したとせよ。

この点をgと する(図 にかいてない)。 そのときは、Tfな る核所得水準における非核の最適供給時

間はfgの 縦座標差だということになる。ところでTaな る核所得水準の家計の非核の最適供給時間

は、最適供給時間の軌跡が右上が りであ るという要請(§ 皿 参照)か ら、aB(ノ ●Dに平行であ

る)上 の一点、 しかも9点 の労働時間座標より大きい労働時間をもつ1点(こ れをSと する。Sは 、
            

aB上 のB点 に よ り近 いで あ ろ う。9とDの 縦 座 表 差 よ りSとBの そ れ は小 さ くな けれ ば な らな いか

ら。)で な けれ ば な らな い 。 しか る に、 い まAB上 の 接 点 はaよ り上 方 にあ る。 した が って 、ノ'D線 上

の 無 差 別 曲 線 は ノ々間 に は あ りえ な い。

 以 上 の 考 察 か ら、 図VI-3の よ うな無 差別 曲 線 を もつ 家 計 にお いて は、 kノ(kD)間 の す べ て の

点 を 通 る無 差 別 曲線 は 、 点 々を 通 る無 差 別 曲線 よ り低 位 に あ る。 さ ら に、 図VI-3に お いて 、 点kは

αよ り、 あ き らか に 、 高位 の無 差別 曲線 上 にあ る。 した が って 、 々が 選 択 され る。 す な わ ち、 妻 は雇

用機 会 に就 業 し、追 加 的 内職 就 業 は お こな わ な い。

 1.1一 1. 2 グル ープ9(aB上 に接 点 の あ る家 計 群)の 就 業 行動

 グル ー プ ∬ に属 す 家 計 で は σβ

上 に 無 差別 曲 線 との 接 点dが 存 在             図VI-4

す る。                     
、4 N

 1.1.1.2.1 接 点dがapの 間

  に あ る家計

 1.1.1.2.1-1 aBと 無 差別 曲

線 の 接 点 が(図VI-4)のap間

にあ る家 計 にお い て 、 吻 とakの

交 点 をm'と し、m'が 点kよ り上

方 に あ る 家 計 の就 業行 動 を 考 察 す

る。 た だ し、 点Pはk点 を 通 る水

平線 とaB線 の交 点 で あ る。

 この 家 計 で は 、 四 つ の選 択 対 象

が あ る。 一 つ は 、雇 用 ・内 職 と も

に非 就 業 の状 態 で あ る点a。 第 二

∠
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就業状態は点a、雇用就業状態は点

kで 示される。内職にだけ就業す

る状態は点dで ある。 この家計で

雇用就業をした上で さらに追加時

に内職に就業す ることはありえな

い。なぜなら、追加内職をおこな

うとすればkノ 間に無業別曲線と

の接点がなければならないが、 し

かし、kノ 間にあるとす ると最適

供給時間の軌跡は右下がりとなり、

2次 形式選関関数のもとでは供給

は、自営に就業 して雇用就業はしない状態である点d。 第三は雇用就業状態の点k。 第四は雇用就業
                               (1)し

、 さ らに追 加 時 に 内職 就 業 す る状 態 で 、 これ はk1)間 の点 で 示 され る。

 これ らの うち、 あ き らか に、 点dが 最 高位 の無 差 別 曲線 上 に あ るか ら、dが 選 択 され る。 す なわ ち

内職 に就 業 して 、雇 用 就 業 は お こなわ な い。

 1.1.1.2.1-2 ω4と の 交 点 が 、ak間 に な く、 そ の延 長 上 に あ る家 計 につ いて 。

 図V【一5で 、akの 延 長 上 のwdと.            図VI-5

の 交点 を 〃〆とす る。 この 家 計 で非

                  ∠
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限界軌跡 も、また、右下が りになってしまう。そ して これはダグラスーロングー有沢の第1法 則に反する

からである。 したがって、 ノ々間の点は、 々を通る無差別曲線よりも低位の無差別曲線の上に位置 し
                                  の    

て い る。aよ りdが 、 dよ りkl間 の点 が、 そ して 々ノ間 の点 よ り も 々が、 よ り高 位 の 無 差 別 曲線 上

                                         (2)
に あ る。 故 に 々が選 択 され る。 す な わ ち、 妻 は雇 用 機 会 へ 就 業 し、 内職 就 業 は お こな わ れ な い。

 1.1.1.2.一 2 接 点dがPB間 にあ る家 計

 図VI-6に 示 す よ うにaB線 上 の無 差 別 曲線 と の 接 点 が 点Pよ り下 方 に あ る家 計 に つ いて 考 察 す

る。 この種 の無 差 別 曲線 を もつ家 計 に っ いて は 、 さ らに 、二 っ の種 類 の家 計 が 区別 さ れ る 。

 1,1.1.2.2-1点 々を通 りaBに 平 行 な 直線fD上 に お け る無 差 別 曲線 の接 点eがkよ り上 方 に

  あ る家 計(々 ノ上 に接 点 の な い家 計)

 図VI-6の よ うに点eが 々よ り上 方 に あ る家 計 を考 察 す る。

(注)(1)第4の 状況 は,(dか らakに 平行 な線を ひきkDと の交点をEと し)点Eに よってもまた示 され る。 Eはdよ り(そ
    してkよ り)低 位 にあ る。

  (2)雇 用 ・内職兼業 の状態は,dか らaFに 平行 に引いた直線 とkDと の交点Eと しても示 され る。 この交点はあ きらかに

    kよ り低位にあ る。故にkが 選択 され る。
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              §v[

 この家計で、選択対象は、非就

業状態a、 内職にだけ就業する状

態d、 雇用にだけ就業する状態k、

および、雇用就業をおこないさら

に追加時に内職就業する状態であ

る。 これら四つのうち最後の状態

はkD間 の1点 で示 される。ある

いはd点 からakに 平行にひいた

直線とんD線 との交点E'で 示され

る。

 ところで、図VI-6の ように、

線分kDの 上方への延長線fk上

雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

            図V卜6

∠
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に無差別曲線との接点eが ある家計においては、kD線 上のleよ りも下方に位置す る点(le D間 の点)
               の    

は、点 々を通る無差別曲線よりもより低位の無差別曲線上にある。なぜな らば、この家計では、点 々

             dX                は
、線分le Dの 縦軸に対する勾配IVl(Vは 内職の限界収入率)における無差別曲線の勾配             dA 

k

より大きい(eが 々より上にあることに留意せよ)か らである(無 差別曲線はle D線 を下か ら切る)。

 a、d、 kお よびkノ 間のすべての点のうち、 dはaよ り、 ノ々間の点はdよ り、そして点kは 、
                      コ

k1間 の点(そ してE'よ りも)よ りもより高位の無差別曲線上にあり、 kが 選択 される。 すなわち、

雇用機会に就業 し、追加的内職就業はおこなわない。

 1.1.1.2.2-2点kを 通 りaBに 平行な直kR f Z)上における無差別曲線の接点eがkよ り下方にあ

  る家計(ん ノ間に接点のある家計)           図V[一7

 図V:ト7の よ うに点eがkよ り

下 方 に あ る家 計 を考 察 す る。 この

家 計 で は、a、 d、 k、 eの4点

の うち、eが 最 も高 い無 差 別 曲線

上 にあ る。 したが って 、 点eが 選

択 され る。

 す な わ ち、 妻 は雇 用 機 会 に就 業

す る と と もに、 さ らに追 加 的 に 内

職 就 業 に従 事 す る。
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 1.1.2 就 業 行 動 の 理 論(A型 家 計)

 1.1.2.1 上 記 の1.1_i項 で 考 察 した と こ ろを ま とめ て み る。

                      表V【一1

(グループ1)

鬮:1灘 織i!繋一
             に位置す る家計    (雇用就業 あ り、内職 な し)

(グノレープ ∬)

薫 黌2-1穩麟{:ll灘 岡 欝1:一
                        下方に位置する家計   (雇用あり、内職なし)

         2-2纏 嬰 {1::難1瘍}難 錘 の
                        下方に位置する家計   (雇用、内職ともに就業する)

 さて、d点 の労働時間座標をH(d)、 m点 の労働時間座標をH(m)、 m'点 の労働時間座標 を

H(m')、m'点 の労働時間座標をH(〃〆)、e点の労働時間座標をH(e)と かくことにする。 k点 とp 、

点の労働時間座標はいずれもh(指 定労働時間)、B点 とD点 の労働時間座標はどちらもT (処分可

能総時間)で ある。a点 の労働時間座標は0で ある。 これらの記号を使って、表VI一一1を 書きなおす

と、表VI-2の とおりである。

                   表V【一2

(1)HCd)<0

(2) H(d)>0

(1-1)H(m)〈h  →

(1-2)H(m)>h →

(2-1)(OC )H(d)<h

(2-2)T>H(d)>h

 雇 用、内職 ともにな し

 雇 用就 業あ り、内職 な し

/::∴1:溜二攜勤
            内職なし

1:1:∵擁1鶴
            内職あり

①(図VI-2)

②(図VI-3)

③(図V[一4)

④

0

⑥
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              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

 1.1.2.2 H(d)〈0に な る家 計 のH(m)とH(d)の 関 係

 以 上 を 理 論 図 式 に構 成 す るた め、 まずH(d)<0す な わ ち 、d点 がaよ り上 方 に あ る家 計(表V[

一1 、VI-2の1.1-2の 家計)に つ い て再 考 察 しよ う。

                      コ                                    

 この種 の 家 計 で は 、 図VI-2に 示 した と お り、 a点 を通 る無 差 別 曲線 とakの 交 わ る点mの 位 置 が

就 業行 動 の 決定 に お い て 重要 で あ る。

 図VI-2お よ び 図VI-3の 点mと 点dの 間 に成 立 す る関 係 を、

 (1-1)    .       H(〃z)=q[H(d)]     q関 数

とか く こと に す る。 こ こに 、

 (1-2)               H(d)〈0

で あ る。 関数gの 具体 的 な形 は2次 形 式 選 好 関数 の ば あ い に つ いて 後 に述 べ る。

 1.1.2。3H(d)>0、 h>H(の な る 家計 のH(M「)とH(d)の 関 数 につ いて(2-1の 家 計)

 H(d)>0す な わ ち 、d点 がaよ り下 方 に位 置 す る家 計 で は、3.2の ば あ い と ちが って 、図V[一4、
                                                        

図VI-5に 示 す と お り、 aB線 に接 す る無 差 別 曲線 とak線(又 は その 延 長)と の 交 点m'の 位 置 が

就 業 行 動 の 決定 に お い て 重要 で あ る。 点m'と 点dの 労 働 時 間 座 標H(m')とH(d)の 間 に成 立 す る

関係 を

 (1-3)            H(m')=・ f[H(d)]     f関 数

とか くこ と にす る。 こ こ に、

 (1-4)                h>H(d)>0

で あ る。 関tw fは 後 に2次 形 式 選 好 関 数 につ いて 導 か れ る。

 1.1.2.4H(d)>0、H(d)>hな る家 計 のH(d)とH(の の 関 係 に つ い て(2-2の 家 計)

 H(d)がhを 超 え る家 計 で は 、 点eの 位 置 、H(e)、 が 重 要 で あ った 。 点eとdの 労 働 時 間座 標

H(e)とH(d)の 間 に成 立 す る関 係 を

 (1-5)                H(e)==ψ[H(d)]       ψ 関 委攵

とあ らわ す 。 こ こ に、

 (1-6)                  H(d)>h

で あ る。関 数 ψ の形 は2次 形 式 選 好 関 数 につ いて 後 に導 か れ る。

 1.1.2.5 関 数g,ア,ψ と就 業 の 型 につ い て

 関 数q、f、 ψが 、 そ れ ぞ れ 単 調 増 加 関 数 な らば 図VI-8、9の 曲線 αα'、α'β 、 r r'の よ うに

示 され る。 曲線 αα'と α'βと は点 α'にお い て 接 合 して い る こ とに 注 意 した い。H(d)=0に おいて は

g[H(d)]=f[H(d)]で あ る こ とが 、図V[一3と 図VI-4又 は図VI-3とVト5を 比 較 す る こと

に よ って 知 られ る。 した が って αα'と α'βは 点 α'を共 有 す るの で あ る。
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図VI-8 観測 と矛盾 す るケ ース

         H(m')=f〔H(d)〕
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 図V[一8と 図VI-9の 大 きな ち が い は 、 aa'とa'Q曲 線 す な わ ち、 関数9と ψ の 性 質 が ちが う点

で あ る。 図V【一8で はa'の 位 置 力>hよ り上方 に あ るの に対 して、 図VI-9で はa'カ>hよ り下 方 にあ

る。
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              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

 図VI-8か ら考 察 しよ う。 表VI-2の 条 件 か ら、 同表 の ケ ー ス ① 、 ② 、 ④ は 図V[一8で αα'、α'β

曲 線 上 の 当 該 部 分 に書 き こま れ て い る。 ケ ー ス ⑤ と ⑥ はr・r「曲 線 上 の 当 該 部分 に 示 され て い る。

 こ こで 注 目す べ き点 は 、 関 数gとfが 図VI-8の よ うな 形 に な る と きは 、 ケ ー ス ③ に該 当 す る就 業

パ タ ー ンを もつ 家 計 が 存 在 しな い こ とで あ る。 す な わ ち、 雇 用就 業 せ ず 内職 に の み従 事 す る家 計 は存

在 しな い 。 しか し、 観 測 資 料 に よ れ ば ③ の就 業パ ター ンの 家 計 は存 在 す る。 した が って 、g、 f、 ψ
                         コ                      ら                    コ                                                

が 単 調 増 加 関 数 で あ る とき は 図vr-8の よ うな φどfの 形 は事 実 と 整合 せ ず 、排 除 さ れ る。

 αα'、 α'β曲線 が単 調増 加(右 上 が り)の とき の と り うる、 も う一 つの 形 は図VI-9に 示 され て い

る。 表VI-2の ①③ ④ は αα'、 α'β曲線 上 の 当該 部 分 に あ た り、⑤ と⑥ はr・r'の 当該 部 分 に相 当す る。

 注 目す べ き事 は 、 図VI-9に お いて は③ の就 業 パ タ ー ンが 発 生 し得 る こ とで あ る。 ま た、 ケ ー ス②

の パ ター ンは 発生 しえ な い け れ ど も、② は④ お よ び⑤ と お な じパ タ ー ン(雇 用 就 業 あ り、 内職 な し)

で あ るか ら、 図VI-9に お い て 、 すべ て の観 測 さ れ る就 業 パ タ ー ンす なわ ち、 妻 は、 雇 用 ・内職 と も

に 、 非就 業 、 雇 用 に非 就 業 で 内職 に就 業 、 雇 用 に就 業 し内職 に非 就 業 、 雇 用 ・内職 と もに就 業 の4つ

のパ ター ンが発 生 し うる。 この意 味 に お いて 、g、 f、 ψが 単 調 増 加 の と き は図vr-9に 示 す よ うな

                                                         

g、f、 ψ 関数 の形 が 事 実 と整 合 して い るの で あ る。

 g、f、 ψ が単 調 増 加 の ば あ い は、 ケ ー ス②(図VI-3)と ③(図V[一4)は 排 反 的 で あ って 並 存

しえ な い。

 関 数9、f、 ψが 単 調 増 加 で あ るか 否 か は、 も ち ろ ん ω の 関 数 形 に 依 存 す る が 、 例 え ばfが 単

調 増 加 関 数 で な いば あ い と して 図VI-10④ の よ うな 形 が 考 え られ る。 また 、 gが 単 調 増 加 で な いば あ

い と して は、 例 え ば 図VI-10③ の よ うな 形 が あ り う る。 これ は 、 図VI-3と 図V[一4が 併 存 す るケ ー

ス で あ る。 図④ 、 ⑧ に お いて それ ぞれ 関数fとqが 非 単 調 で あ り、 ④ で はfの 値 万 に対 してH(d)

                    図VI-10④
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図VI-10⑧
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の値は二価、③では9の 値万に対 してH(d)は 二価である。

 1.1.2.6 4種 の就業形態の発生するメカニズム

 g、f、 ψが単調増加である場合に観測事実と整合的な図V卜9に 則 して、妻の就業にかんする4

種のパターンすなわち

  (1)雇 用 ・内職ともに非就業     (3)雇 用にのみ就業

  ② 内職にのみ就業        (4)雇 用 ・内職ともに就業

が発生するメカニズムを考察する。

                      図VI-11

                             a'β曲線      _
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 図VI-11は 第1、2象 限 に 図VI-9を そ の ま 丶 うつ して あ る。 第3、 第4象 限 に は、 長 短 さ ま ざ ま

のH(d)を もつ全 家 計 に か ん す るH(d)座 標 の(密 度)分 布 曲線 を示 す 。

 全 家 計 の な か で、 図VI-1のaB線 上 に無 差 別 曲線 との 接 点 を もた な い家 計 数(妻 数)の 割 合 は第

4象 限 の面 S,で 与 え られ る。aB線 上 に接 点 を もつ 家 計 数 の 割 合 は第3象 限 にお け る分 布 曲 線 下

の面 積(Sz+s3+.Sq)で 与 え られ る。

 表VI-2の 考 察 に よ って 、 S,は 就 業 パ タ ー ン(1)、す な わ ち、 雇 用 に も内 職 に も非 就 業 で あ る妻 数

の全 家計 数(全 妻 数)に 対 す る比 率 を与 え る。S,を 非 就 業 確 率 と よぶ(S'1≡ 非 就 業 妻 数/全 妻 数)。

比 率SZを 内職 就 業 確 率 と よ び、 μ4と か く。

 .S3の 面 積 は就 業 パ タ ー ン(3)、す な わ ち雇 用 機 会 にの み 就 業 す る妻 数 の 比 率 で あ る(s3≡ 雇 用 就 業

妻 数/全 妻 数:)。 比 率S3を 雇 用 就 業 確 率 と よ び μθとか くこ と にす る。

 面 積.Sqは 就 業 パ タ ー ン(4)、す な わ ち、 雇用 就 業 し、 さ ら に追 加 的 に内 職 に も従 事 す る妻 数 の 比 率

で あ る(Sq三 雇 用 ・内職 の両 方 に従 事 す る妻 数/全 妻 数)。 比 率Sqを 兼 業 確 率 と よ び、 μ84と か

く。

 い うまで もな く、

              非 就 業 確 率+μ4+μ θ+,CLed=1

で あ る。

 図VI-11は 、 所 与 の 核 所 得1、 所 与 の 賃 金 率w、 所 与 の 内 職 収 入 率(限 界 自営 収 入 造 出 力)vの も

とで の図 で あ る。 これ らの 条 件 が 変 れ ば 、H(d)の 分布 密度 曲 線 お よ びg、 f、 ψ 曲 線 の すべ て が

変 位 す る。 この 変 位 に応 じて 、 μ4、 μθお よ び μθ4の値 は 変 化 す る。 三 種 の 就 業 確 率 μ4、 μθ、fed

の変 化 を定 量 的 に叙 述 す るた め に は、 した が って 、g、 f、 ψ 関 数 の 形 とH(d)分 布 の 形 お よ び 、

g、f、 ψ 関 数 の 値 とH(d)の 値 が 、 w、 v、1に よ って ど う変 るか を解 析 的 に 求 め る こと が 必 要

とな る。 以 下 この 点 を 考 察 す る。             図VI-12

 g、.f、 ψが 単 調 増 加 で な い ケ

ー ス
、 例 え ば 図V[一10③ の ケ ー ス

にお いて は 、H(d)の 分 布 と の

照 応 は右 図 の よ うな 形 に な り、 同

じ就 業 パ タ ー ンの 領 域 が(例 え ば                   
H(d)

s,とS'3の よ う に)離 散 す る。

この よ うな ケ ー ス に つ い て は 、夫

この領 域 の 面 積 を合 計 す れ ば そ れ

ぞ れ の パ ター ンの 発生 す る確 率 が
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求 め られ る。

(6.1.2)g、f、 ψ関 数 の導 出

 この項 で は、2次 形 式 選 好 関 数 か らg、.f、 ψ関 数 を導 く。

 1.2.1 g関 数 の 導 出

 1.2.1-11.1.2.2に 述 べ た と お り、図VI-1のaB線 上 に接 点 の な い、家 計 に お いて 、 a点 を通 る

無 差別 曲 線 ω、とak線 の交 る点mの 労 働 時 間 座 標 をH(m)と す る と、 Aa線 上 に お け る接 点dの 労

働 時 間 座 標(マ イ ナ ス)H(d)とH(m)の 関 係 を述 べ るの が ρで あ る。

 gを 求 め る た め に、 まず 、 図VI-2又 は3のd座 標 を計 算 す る。 aB線 の 方 程 式 は、

 (2-1)               X=1+vh

で与 え られ る。hは 労 働 時 間;Xは 所 得 で あ る。

 選 女子関数 は、

(2-2)  w=2y1Xz+rZX+rsX!1+れ ∠+麦 雇 ・

で 与 え られ る。 た ゴ し、 ∠≡T-hで あ る。

 1)の 制 約 の もとで2)を 最 大 にす るhの 値 が マ イ ナ スで あ る と き(そ うい うr9の 値 で あ る 家 計

に つ い て)こ の値 がH(d)を 与 え る。1)の もとで2)を 最 大 化 す る と、

(2-3)  H(d);(rlv-r3)1-yCrz+r3Tr
lv2-2rav+r5)+r4+y5T

が 得 られ る。 た だ し、H(d)〈0で あ る。

こ こにH(d)の 値 は個 々 の 家計 に お け る74の 値 の ちが い に よ って 家 計 間で 異 る。 い まH(d)〈0と

した の は 、 マ イ ナ ス のH(d)の 値 を与 え る よ うな そ うい うyqの 値 を も って 家 計 を対 象 に して い る と

い う こ とに他 な らな い。

 1.2.1_2 つ ぎ に、図VI-2、3に お け る無 差 別 曲線 ω。の方 程 式 を求 め る。

 waはQ点 を通 るか ら、 選 好 関 数2)の 右 辺 にaの 座 標

 (2-4)               X=1  (1は 所 与)

 (2-5)               ∠=T   (Tは 定 数)

を代 入 す る と

(2-6)  cva=2yrl・+r・1+r・IT+r・T+12 r・T・

を得 る。 無 差 別 曲線 ω。の方 程 式 は、 した が って 、
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(2-7)  wa=2r1X・+r・X+r・X翅+Y・ 濯+12 r・∠ ・

とか け る。 た だ し、 左 辺 の ω。の値 は6)式 で 与 え られ 、1を 所 与 とす れ ば ω。は も ち ろん 所 与 の 定

数 と な る。

 1.2.1-3 ω、と図VI-2、3のak(又 は それ を延 長 した 直 線)と の交 点mの 座 標 を 求 め る。

 akと そ の延 長 直線 の方 程 式 は、

 (2-8)               X=1+wh

で あ る。 した が って 、7)と8)を 連 立 して 、hに つ い て 解 けば 、 そ れ が 交 点mの 労 働 時 間 座 標 で あ

る。 これ をH(m)と か くと、

(2-9)H(m)=(一y,w+rs)1-w(r2+r3T)+r4+r5T2

(rlw2-2r3w+rs)

とな る。

 1.2.1-4以 上で9関 数 導 出の 準 備 が で き た。前 述 の 通 り、わ れ わ れ は、観 測 事 実 との 整合 性 を考 察

して 、 家 計 間 で 選 好 関 数 の パ ラ メ タ74が 異 る とい う特定 化 を 採 択 して い る (§IV 参 照)。 した が

って 、H(d)の 値 は 、3)式 に 従 ってr4の 家 計 間 の差 で 家 計 ご とに 異 り、9)式 に よ ってH(m)

の 値 もまたr4の 差 の た め に家 計 間 で 異 る こ とに な る。 で あ るか ら、 Hぐd)が あ る値 を もつ家 計 に お

いて は、 これ と1対1の 対 応 関 数gに 従 って あ る値 のH(勿 が 対 応 す る こ とに な る。 この 関数gは 、

3)式 と9)式 か ら共 通 に含 ま れ るr4を 消 去 す る こ とに よ って 求 め られ る。

 実 際 、3)と9)か ら 〆4を 消 去 す る と、

(2-1・)H(m)一2(r,v2-2r3v+r5rlwZ-2rsw+r
5)跚+黯)一 φ関数

を 得 る。 これ が 求 め る関 数gで あ る。

た だ し、 こ こにH(d)<0と す る。

 1.2.2 f関 数 の 導 出

 f関 数 は(1.1.2)に 述 べ た とお り、 図Vト4、 図VI-5に お け るa、8線 に点dに お いて 接 す る無

差 別 曲 線 がak線(又 はそ の 延 長)と 交 わ る点m'と 、 d点 との 関数 を示 す もので あ る。

 d点 の 座 標H(d)は2-3)式 す な わ ち

(2-3) H(d)一 一(rlv-r3)1-v(rz+rBT)+r4+r5Tr
,vz-2r3v+r5

で与えられる。ただ し、今度はaB線 上に接点dが ある家計についてであるから、

                    一273一



 (2-3ノ)                     H(d)>0

で あ る。(H(d)>0を 与 え るよ うなy4を もつ家 計 に つ いて 考 察 す るわ けで あ る)

 1.2.2-1 d点 を 通 る無 差別 曲線 ω4の 方 程 式(図V[一4・5)を 求 め る・

 d点 の 座 標 は、

 (2-11)             X=1+v・H(d)

 (2-12)           」=T-H(d)

で あ る。 た だ し、H(d)は3)で 与 え られ る。

 11)12)を 選 好 関 数2)に 代 入 して 、

(2-13) wa=2rl(1+vH(d))z+rz(1+vH(d))+rs(1+vH(d))(T-H(d))

            +r4(T-H(d))+2r5(T-H(d))z

を得 る。 所 与 の1、vの も とで ω4は(個 有 のYqの 値 を もつ 家計 に つ い て)所 与 の定 数 で あ る。.

した が って 、 ω4の 方 程 式 は、

(2-14)  and=2r1X・+r・X+r・ 朏 ・・オ+12 r・π・

とか か れ る。 た だ し、 左 辺 の ω4の 値 は13)式 で与 え られ る。

 0々 線 又 はそ の 延 長 直 線 の 方 程 式 は、

 (2-15)                  X=1 +zoh  ;  T一 ノ1=h

で あ る。 したが って 、 無 差 別 曲線wdとak直 線の 交 点m'の 労 働 時 間 座 標 は、14)と ユ5)を 連 立 し

てhに つ い て解 け ば よ い。 こ の解 を 遅(〃 の とか けは 、

(2-16) 翩 一 臨 〔1(・1一 ・・)+(・ ・+・・T)w一 ・・T〕

    ± 〔[1(・lw-r・)+(・ ・+・・T)ω 一 ・・一 ・・T]2-2(・1ω2-2・ ・+・・)

x{2r,12+(r2+ysT)1+r4T+Zy5T2-Zyl(1+vH(d))2

+プ2(∫+vH(d))+rs(ノ+〃H(d))(T-H(4))+r、(T-H(4))

+2rSCT-H(d))り}〕 12 
r,w2-2r3w+Y5

こ こ にH(d)は3)で 与 え られ る。
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但 し、H(m')はhの 二 根 の う ち大 き い方 の 値 を と る。

な お 、16)は 次 の よ う に整 理 され る。

16') H(m')_[∫(rlw-r・)+(・ ・+・ ・T)w-r・ 一 ・・T]一VO(・             
r,wZ-2r3w+r5

   た だ し、D(r4)は

  D(r、)一{1(rlw-r・)+(r・+r・T)w-r・ 一r・T}

      一2(rlw2-2raw+r5){一2rlvh*(21+vh*)一r2vh*+rah*(1-vT+vh*)

      +r4h・+i2r・h*(2T-h・)}

   ここ にh*と は(2-3)式 のH(d)の こ とで あ る。 す な わ ち h*≡H(d)

 1.2.2-2 関 数fを 求 め る。 そ れ に は、1,2-16)と3)に 共 通 に含 ま れ る74を 消 去 す れ ば よ

い。 これ に よ って 、 次 の 関 数 が 求 め られ る。

                      一 κ 一V万 隔                                   f関数                H(
m')=                    r

,w2-2r3w+r5

た だ し、

 (2-17) K=(w-v)(r,1+rz+r3T)一(rlv2-2rav+r5)h*

D=(w-v){(w-v)(r,1+・ ・+r・T)2-2(r,1+r・+r・T)(rlv2-2r・ ・+r・)h・

  +(rlvZ-2r3v+r5)C2r3-r,(w-v)7Ch*)z}

な お 、(2-3)式 のH(d)をh*と か いて あ る。

 1.2.3 ψ 関 数 の 導 出

 関 数 ψ はH(d)〉 万 な る家 計 にお いて 、(図VI-6、 図VI-7参 照)f、0線 上 の 無 差 別 曲 線 と の 接

点eとaB上 のdの 関 係 を示 す もの で あ る。

 1.2.3-1 ま ず接 点dの 座 標H(d)は 前 述 の2-3)に よ って 与 え られ る。 す な わ ち 、

              一(r,v-y3)1-v(rz+ysT)+r4+r5T (2-3)      H(d)=

                   r,vZ-2r3v+r5

ただ し、

 C2-3")                 HCd)>h

で あ る。

 1.2.3,一2 つ ぎ に点eの 座 標 を 求 め る。まず 、fD(図VI-6、7)の 方 程 式 だ が、こ れ は、点kを
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通 り、 縦 軸 に対 す る勾 配vの 直 線 の方 程 式 で 与 え られ る。

 k点 の 座 標 は 、

 (2-18)               X=1+wh

 (2-19)                       ノ1=T-h

で あ る。 した が って 、kを 通 り勾 配vの 直 線fDの 方 程 式 は 、

 (1.2-20)                    X=1+(w-v)h+vh

で 与 え られ る。 た だ しhは ノ'D線 上 の労 働 時 間座 標 で あ る。

 fDと 無 差別 曲 線 の 接点eの 労 働 時 間 座標 を求 め るに は、19)の 制 約 の もとで 、2)の ωを最 大 に

す るhの 値 を求 め れ ば よ い。 この 解 はH(e)に 他 な らな い。 す な わ ち、

(2-21)H(e)一 一(r,v-r3)CI+(w-v)h]一y(rz+r3T)+r4+r5Tr,v'一2r3v+r
5

が求 め られ る。

 2.3-3 ψ関 数 を導 く。

 H(d)を 与 え る3)式 と 、H(e)を 与 え る21)か ら共 通 に含 まれ るr4を 消 去 す れ ば 、 H(d)

とH(e)の 関係 を 示 す ψ 関数 が求 め られ る。 実 際r4を 消去 す る と、

(2-22)  H(・)一 砌 一(rlv-r3)(w-v)h
rlv2-2r3v+r5 一 … 爛 数

を 得 る。 た だ し、H(d)〉 万 で あ る。

 (2-22) 式 が2次 形 式 選 好 関 数 の も とで の ψ 関数 で あ る。

 こ こに、 関数 ψ は核 所 得 水 準1を 含 ま な い ことが 注 目 され る。 これ は ωを2次 関 数 に お いた こ と に

よ る。

 (6.1.3) 4種 の 就 業 確 率 の 方 程 式 を 求 め る こ と。

 以 上 の準 備 の もとで 、 雇 用 就 業 確 率 μθ、 内職 就 業 確 率 μ4、 お よ び、 二 種 就 業 確 率 μ94の 方 程 式 を

導 く。

 1.3.1

 図VI-11に 示 され て い る よ うに、 μ4、 μθ、 fedを 求 め る に は、 H(d)の 確 率 密 度 分 布 お よ び α汐

曲線 とrr'曲 線 の形 、 す な わ ち、 f関 数 と ψ関 数 が わ か れ ば よ い。 fと ψの 形 が わ か れ ば 、 H(d)

の確 率 密 度 分 布 上 の 点91、g4の 位 置 が 与 え られ る。 これ に よ ってH(d)の 密 度 分 布 関 数 の0か ら・

91ま で の積 分 は μ4を 、91か らg4ま で の 積 分 は μθを、 g4か ら分 布 の 上 限 まで の 積 分 は μθ4の値 を
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与 え る 。

 1.3.2

 ま ず 、 ∫ 関 数 は 、 定 r,、r2、 プ3、 y5お よ び パ ラ メ タv、 w、 hお よ び1を 含 ん で い る 。 す な

わ ち 、

 ;(2-23)        H(m')=f[H(d),rl, r2 rs,r5 1 v,w,h,1] ;H(d)> 0

 つ ぎ に ψ 関 数 は 、r,、73、75を 定 数 と し て 含 み 、 パ ラ メ タv、 wお よ び 万 を 含 ん で い る 。 す な

わ ち 、

 (2」24)         He=～o[H(d),プ1・r3・r5 1 v,w,h ] ; H(d) >h

とか か わ る。

 f関 数23)に お いて 、 左 辺 のH(m')をhに 等 値 して 、H(d)に つ い て解 け ば 図V卜11の 点qlが

求 め られ る。 す な わ ち、

 CZ-25)         h=.fCHCd), rlir2;rs,r51v,w,h,1]

をH(d)に つ いて 解 き

 (2-26)      H(d)41=.广1[71,y2,r3,r51v,w,h,1] … …qlの 座 標

を 得 る。 こ こにH(d)qiは9i点(図VI-11)の 座 標 で あ る 。

 つ ぎ にq9点 の座 標 を求 め る。23)の ψ関 数 の左 辺 をhに お き、 H(d)に つ い て 解 く。

 (2-27)                h= 乎)[H(d),r,,Y3,r5 1v, w, h ]

か ら、

 (2-28)       H(d)94=ψ 一1[r,,r3,Y51v,w, h]  ・一 ・q4の 座 標

を 得 る。 こ こにH(d)q4はq4点 の座 標 で あ る。 関数 ψ は核 所 得1を 含 んで い な いか ら、 ry'曲 線 の

形 は1に つ い て 不変 で あ り、 した が って28)で 与 え られ るQ4点 の座 標 もま た1の 値 に無 関 係 で あ る

(2次 形 式 選 好 関 数 の も とで)。

 1.3.3

 つ ぎ にH(d)の 密 度 分 布 関 数 を求 め る。H(d)は 、(2-3)式
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              一(ylv-y3)1-v(r2+Y3T)+r4+y5T C2
-3)     HCd)=                    

rlv2-2r3v+r5

で与 え られ る。 こ こ.に、 〆4は 家 計 間 で 値 が 異 り、任 意 の 家 計2に つ い て そ の値 は

(2_29)    'Y、i-r4 ut (r4;定 数)(E(u=)一1)

で あ らわ さ れ る。u;は 対 数 正 常 分 布 に従 う確 率 変 数 で あ り、 そ の 分 布 を

 (2-30)           1(u;6u)    (6uは 標準 偏 差)

とか く。(なiは 省 く)

 (2-29)を 考 慮 して 、3)は

             一Crly-rs)1-vCr2+r3T)+r4u+ra+rST         H(d)_                   
rlv2-2rav+r5

とな る。uに つ い て 解 き 、

(2-31) 1u=一Yq{(rlv・一2rsv+r5)H(d)+(riv-r,)1+v(・,+ノ,T)_r4_y,T}

を 得 る 。 あ る い は 、

 (2-32)                u;u(H(d),プ1,r2,r3,74,r5 iv,1っ

で あ る。

 (2-31)か ら、

(2-33)   du=1r4(r,vz-2r・v+r・)・dH(d)

を 得 る。32)を30)に 代入 して33)を 考 慮 す る と、

(2-34) Z(u)du=ICuCH(d), yl, Ya, ys, ya, ys l v,1)Q'ｰldH(d)1'dHCd)

            =IH,d,(H(d),r,, Y,, r・, Yq, r51v,1,・)・r,vz-2rrh・v+r5・dH(d)

を得 る。 この 関 係 に よ って 、uの 分 布1、(の はH(d)の 分 布 に変 換 され る。.34)式 の 右 辺 が 、図VI

-11のH(d)の 分 布 密 度 関 数 で あ る。

 34)の 右 辺 のH(d)の 分 布 を 簡 単 に、

 (2-35)            Z*(H(d),r,,rz,ra,r4,rslv,1,6)

とか く こと にす る。H(d)の 分 布 はwに 対 して 不 変 で あ る。

                    一278



              §V正 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

 1. 3.4

 図VI-11の 面 積S2、 す な わ ち 〆 の値 は 、

           H(d)41

(2-36) μ・一 ∫1・(H・(d),・rl, r・, r・, r・, r, l v,・,・)dH(d)

            0

で求 め られ る。 こ こにH(d)qlは 、25)で 与 え られ る。

 面 積S3、 す なわ ちPt eの 値 は、

(2-37) μ・』 ア 砺1・(H(d>,.1,.、,,、,,、,,,1,,.、,。)dH(d)

           H(d)ql

で 求 め られ る。 こ こ にH(d)q4は 、28)式 で 与 え られ る。

 面 積S4、 す な わ ち、 Ptedの 値 は、

             

(2-38) …d一 ∫1・(H(d),rl, r、, r,, r、, r,1,,・ ・,。)dH(d)

            H(めρ4

に よ って 与 え られ る。

 1.3.5

(2二36)、37)、38)か ら、4種 の 就 業 確 率 は、{ri}(i=1,… …,5)と σお よ びv、 w、1の 値

で き ま る こ とが わ か る。 こ こ にWの 影 響 を受 け るの は 、 積 分 域 、H(d)41とH(d)q4がWの 関数 に

な って い るか らで あ る。

 36)～38)を 簡 単 にか け ば、

 (2-39)      ・        μd==Pt d({ri},σ, v, w,1)

 (2-40)'             μ9;μ θ({ri},σ, v, zo,1)

 (2一 一41)              Pted=Pted({「i },σ, v, w,/)

とあ らわ され る。

[6.2] 選 好 パ ラメ タの精 度 を 向 上 させ る こ と。

 (6.2.1) 選 好 パ ラ メ タ の 第1次 近似 値 を{ri(1)}、 σ(1)(t-1,… …,5)と か く。v、 wの 観 測 性

をvO、wOと か き、1の 観 測 値 を ∫0ノ(ブ1ま核 収 入 階 層)と す る 。

 (2一 39)～41)に これ らを代 入 して 、任 意 の核 階 層 ブに かん す る就 業 確 率 の理 論 値 が 求 め られ る。

す な わ ち、

 (2_42)            μゴ4(1);』Pt d({7チ1)}・ σ(1)・vo・zoo・1ゴo)

 (2-43)            μゴび(1)=μ θ({ri 1)},σ(1),vo, zoo,∫ ゴo)

 (2-44)   μゴ吹1)・ ・・…ed({r・ 1)},・(1), vo,ωo,∫ ブo)
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 ブ階層の就業確率の観測値をμ1。、 丐。、 μ雰 とかけば、第 工次近似の理論値と観測値の差ud、

ue、 uedは

(a) μゴ`(μ ゴ・む μゴd(1)),μ ノθヨ(μ ゴ。θ一 μブ9(1)),μ ブed三(μ ゴるd一 μ娼,)

で与えられる。

 ここで何 らかの目的関数

 (b)              δ({笏4},{u;e},{u.ed7 })    ({}は 行 ベ ク トル)

を定 義 し、 δが 極 値 を と る よ うに 選 好 パ ラ メ タを そ の 初 期 値{yE(D}、 σq)か ら変 化 させ る。

 問題 は、 適 切 な δを選 択 す る こ とで あ り、 この 点 を考 察 す る。

 は じめ に、理 論 値 を与 え る2-39)～41)式 は、そ れ らが導 か れ る'労働 供 給 理 論 の 性 質 か ら して 、

shock(disturbance in relation)を 含 ま な い方 程 式 で あ る こと に注 意 す る必 要 が あ る。

 い うまで もな く、 個 別 家 計2の 余 暇 の 限 界効 用 曲線 の截 片y`4の 値 は家 計 間で 異 り、 そ の 差 はy4≡

r4 u(u=u;の ときr4=y=)4 のuの 分 布 で把 握 さ れ る。 そ してuの 値 の 家 計 間 にお け る差 は 各家計

間 で 最 適 供 給 時 間 や 臨 界 核所 得 の 値 を 異 ら しめ る(wとhは 所 与 と して)。 したが って 、 最 適 時 間 を

叙 述 す る供 給 関 数 に はuに 起 因 す るshockが ふ くま れて お り、最 適 時 間 の供 給 関 数 はshock model

で あ る。

 これ に対 して 、 供給 確 率方 程 式2-39)～41)は(図VI-11)の 確 率 変 数H(d)の 母 集 団 分布 の

定 積 分 で 求 め られ た もの で あ る。 そ して 、定 積 分 の上 下 限 値 も確 率 変 数 で な い。 したが って 当 該積 分

値 は も はや 確 率変 数 で な い 。39)～41)式 は この意 味 でshock変 数 を もた な いexact relationで あ

る。 故 に、 以 上 に述 べ た 労働 供 給 理 論 が正 しい か ぎ り(仮 説 が 正 しいか ぎ り)39)～41)の 理 論値 と

観 測 値 の 差 は、 観 測 値 の 抽 出 変 動 に 起 因 す る。 した が って 、分 析 の文 脈 に お いて 両 者 の 差 は抽 出変 動

と見 な けれ ば な らな い 。 抽 出変 動 をadditiveな 確 率 変 数 で特 定 化 し、39)～41)の 左 辺 を観 測値 で お

きか え る と、

 (2-45)             μo♂=μ4({Yt},σ, v, w,1)+ud

 (2-46)             μoθ=μ 彡({Y{},σ,v, w,/)+ue

 (2-47)             μoθ4=μ θ({y"y},σ,v,w,1)+ued

と あ ら わ さ れ る。 た だ し、ud、 ue、 uedは そ れ ぞ れ 観 測 値 μノ、 μ∫、 μヂ が も つ 抽 出 誤 差(error;

disturbance in variables)で あ る 。

 2-45)～47)はshock mode1で は な くerror modelの 形 に な って い る 。
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 (2-45),46),47)の 両 辺 に 標 本 の 大 き さ(一 つ の 核 所 得 階 層 中 の 世 帯 数)nを 乗 じ、

 (2-48)            πμ04=n・ μ4({T=},σ,v, w,1)+n・ud

 (2-49)             Yl,ll pe=n・ μθ({ri},o, v, w・1)+n・ue

 (2-50)             πμ名4=ノz●fed({r;},σ,v,w,/)+nfed

を 得 る 。 変 形 して

 (2-51)             nuo一n● μ4(曹'●'ロ●) =ε4

 (2-52)            YI,CL pe-n・ μ6(…'"●)=ee

 (2-53)           7zμoθ4-n.fed(●"畳 ●.)=&ed

た だ し 、

 (2-54)             Ed≡≡≡n・ud, εθ≡n●ue, εed≡n・ued

Ee、Ed、Eedは 有 業 者 数 に か ん す る 観 測 値 と理 論 値 の 差 で 、2項 分 布 に 従 う確 率 変 数 で あ る 。 nは 十

分 大 き い か らEd、 ε、、 eedの 同 時 分 布 は 正 規 分 布 で よ く近 似 で き る 。 こ れ を

 (2-55)             〈1 (o, o, o, 6d, 6e, b ed, σ2de,σ2ded, σ2eed)

と あ らわ す 。6d、 Qe、Oedは そ れ ぞ れEd、Ee、Eedの 母 標 準 偏 差 、6d、 はEdと ε、の 母 共 分 数 、6Zdedは

EdとEedの 、 26 eedは ε,とEedの 母 共 分 数oは 三 者 の 母 平 均 で あ る 。

2-45),46)、47)でud-n・d、ue≡1n・,、 ued n・edあ る か ら、 ud、ue、uedの 同 時 分 布 は

N(・,・,・ ・,1n・id,n・,,1n2 Qde)に よ っ て よ く 近 似 さ れ る ・

 さ て 、Edと ε,、Eedが55)の 同 時 分 布 に 従 う と い う条 件 の も と で{y;}、 σの 最 大 推 定 値 を 求 る 。

こ の さ い48)、49)に お い て 、v、w、1はrepeated sampleに お い て 固 定 さ れ て い る か ら 、 方 程 式

はerror modelの 形 に な っ て い る が 、確 率 的 に は 右 辺 に 指 定 変 数 を ふ く む 回 帰 方 程 式 と して 扱 う こ と

が で き る 。

 neとnd、nedを 任 意 の 核 階 層 内 の 非 核 構 成 員n人 中 、 そ れ ぞ れ 雇 用 お よ び 内 職 お よ び 兼 業 へ の 就 業

者 数 と す る と 、「2項 分 布 の 性 質 か ら

(2-56-1)

(2-56-2)

(2-56-3)

(2-57-1)

(2-57-4)

E(ne)=π μθ

E覧(nd) ;π μ4

E(ned)=nfed

var(ne)= nee(1一 μθ)

var(nd)= nod(1一 μ4)… …  (57-2)

var(ned)=nfed (1-fed)… … (57-3)

COV (ne nd)=・ 一 πμe μ4

cov (nθ ned)二 一7zμe fed ・・・…  (57-5)
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            cov (nd ned)= 一%μ4 Pted … … (57-6)

で あ る。 た だ し、varは 分 散 、 covは 共 分 散 を 示 す 。

 パ ラメ タ{ri}と σの 推 定 は 、6・2.1(b)の 具 体 形

 (2-58)              δ三 σ'Σ 一iσ

をminに す るよ うに お こな われ る。 た だ し、

 (2-59)        σ'11i1[u。1媚%ノ   a,mπdM u、dm](mは 核所 得 階層 番 号)

Σ はUdとu、,π,dの 分 散 共 分 散 行 列 で 要 素 は57-1)、 ～57-6)で 与 え られ る 。 要 素 の 値 は観 測

値 μ8、Pt od、 μ84を 使 って 計 算 され る。

 推 定 の手 続 は、 次 の とお りで あ る。 は じめ に、42)、46)に よ って{ri(1)}、 σ(1)に対 す る理 論値

が 計 算 さ れ こ れ を 使 っ て 、59)のU'が 求 め ら れ 、58)で δの 値 δ(1)が 求 め ら れ る。 δ(1)の 値 は

{ri(1)}と σq)に 変 化 を 与 え る こ と に よ って 、 さ ら に 減 少 せ しめ ら れ る で あ ろ う 。

変 化 をdri((i = 2∫・… ・,5)、 Aσ と か き 、 新 し い 理 論 値 は 、42)、46)か ら 、(rl1)… 一1;

Ar1…0と す る)

 (2-60)・ ♂(A)一 μ4({ri(1'+A・ri},σ(1)+a・, v・, w・,∫ ゴ・)

 (2-61)  μブθ(A)一 μθ({ri(1)+A・ri},σ(1)+Aσ, vo,・wo,∫ ゴo)

 (2-62)  Ptタ d(a)一Pted({7∫1)+Ari},σ(1)+A・, vo,wo,1ゴo)

と な る 。 こ こ に μノ(∠)、 μノ(∠)、 μ戸(」)は パ ラ メ タ に 変 化 を 与 え た 後 の 理 論 値 で あ る 。

 新 し い 理 論 値 に 対 す る δ(2)を58)に よ っ て 求 め る 。

                   ム

                   ri≡ri(1)+∠1 ri    (i=2,・ 一… ,5)

                   G…_一a(1)+d。

が 、 第2次 近 似 の 選 好 パ ラ メ タの 値 で あ る。

 (2-58)の δが最 小 に な る よ うなA ri、dσ を 見 出 せ ば よ い。

(6.2.2) 計 算 上 の補 足

6.2.2.1 図V卜11の 点 σ1の 横 座 標(H(d)座 標)を 求 め る こ と

図Vト11所 掲 のf関 数H(m')一.f〔H(d)〕 のH(mノ)をhに 等 し くお き、こ れ をH(d)に つ
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い て解 け ばqlの 横 座 標 の値 が求 め られ る。f関 数 の具 体 的 な形 は §VI-2.2の(2-17)式 に求 め ら

れ て い る。 この式 の左 辺H(mノ)をhと お く。 す な わ ち、

CA一 一1)   h=一K-D
rlw-2r3w+r5

た だ し 、

      K=Cw-v)(rll+rZ+r3T)一(r,v2-2r3v+r5)h*

      ∠)三≡(w-v){(w-v)(yl l+72>←r3:7「)2-2(yi 1'+r2+r3 T)(rl v 2-2r3v+ys)h*

        +(rlvz-2rsv+r5)[2Y3-71(zo+v)](h*)2}

で あ り、 ま た

                    h*=HCd)

と か い て あ る 。 こ の 式 をh*に つ い て 解 くの だ が 、 一1)は 変 形 整 理 して 、

        (rlv2-2r3v+Y5)(h*)2-2(y,vZ-2rsv+r5)h・h*+h匸(rlwZ-2raw+Y5)h

 (A-2)

        +2(w-v)(r11+r2+r3T)]=0

と い う 形 に な る 。 した が っ て こ のh*(前 の 記 号 で い え ばH(d)に か ん す る2次 方 程 式 の 根 を 求 め れ

ば よ い 。 た だ し、 二 根 の う ち(図VI一 一10)か ら あ き ら か な よ う に 根 継 は

                    Ooh*<h

を 充 足 す る 方 を 採 用 す る 。

 (A-2)式 を 、

    (A-2ノ)   A*(h*)2-2A*hh・*+B*=0

と か く。 た だ し 、

 (A-3-1)          A*=y,v2-2rav+y5

 (A一 一3↓2) B*≡h[(rlw2-2rsw+Y5)h+2(w-v)(rll+r2+Y3:τ つ]

で あ る。 根 は 、

CA-4)  h*_`qh AA*Zh2-A*B*hｱ ,Jh2-A*

故 に 、 σ1の 横 座 標 は、hよ り小 さ い方 、

 (A-5) H(d)9]=h一

で 計 算 さ れ る 。

h2-h[(rlw2-2r・w+r・)h+2(w-v)(r,1+r・+r・T)]          
rlv2-2r3v+r5
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 (6.2.2.2)図VI-11の 点q4の 座 標 を求 あ る こ と。

 q4の 座標 は ψ関数H(e)_ [H(d)]に お いて 、 H(e)=hと お き、 これ をH(d)に つ い て

解 け ば 求 め られ る。 ψ 関 数 は、 §VIの2-22)式

                     (r,v-rs)Cw-v)h              H(e)=H(d)一                      
rlv2-2r3v+r5

で あ る。 この 左 辺 をhに お きH(d)に つ い て解 くと 、

           一h+(rlv-r3)Cw-v)h_hCl+(rlv-r3)Cw-v)/CA-6)HCd)g4-r,v2-2rsv+y5 ylv2-2y3v+r J5

 6,2.2.3 H(d)分 布 の上 限値 を求 め る こと。(図VI-11)のa点 のH(d)座 標 の値 。

    H(d)の 方 程 式(§vi-i.2)の2-3)式

              一(r,v-y3)1-v(yz+rs T)+Yq+r5 T          H(d)=

                   r,v`一Zr3v+r5

に お いて 、r4=0と お くと、 H(d)の 最 大 値(家 計 群 中最 大 のH(d)を もつ 家計 のH(d)の 値)

が 求 め られ る。 す な わ ち、

(A-7)  H(d)__r5T一(r,v-r3)1-v(rzmax Y
lv2-2Y3v+Y5+y3T)… 一H(d)の 上 限 値

これ が(図VI-11)点aの 座標 で あ る。

(6.2.2.4)パ ラメ タ につ い て追 加 され る条 件

 内 職有 業率 を考 慮 したA型 一 般 モ デ ルか ら、 選 好 パ ラメ タ にか ん す る制 約 条 件 が 新 し く追 加 導 入 さ

れ る。 以下 順 次 これ を示 す。

【1】 g関 数 の勾 配 が正 で あ る こ と。

 こ れ は §VI-1.2.1の2-10)式 か ら

                 2Crlvz-Zr3v+r5)                         >o CB-1)

                 rlw2-2r3w+r5

とあ らわ され る。 よ って 、条 件 は

 (B-1・)      (r,vZ-2r3v+Y5)(r,w2-2r3w+Y5)>0        条 件 【1】
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【2】 0<g[H(d)=0]=f[H(d)=0]<h で あ る こ と。

 §VI-1.2.1の(2-10)式 に お い て 、 H(d)=0と お く と、

                   2(v-w)(r,1+r2+r3 T)  (図VI-11)のasノ 曲線
 (B-2)        g[H(d)=0]=                    r

,wZ-2rsw+r5     のa・点の高さ

他 方 、 §V[一1.2.2の(2-17)式 に お い て 、H(d)←h*)を ゼ ロ と お く と 、

と な る 。 た だ し、 f(H(d)一 ・)_K'rlw2-2r3w+r,

            K" (w-v)(7王 ノ+r2+Y3:τ り

            D"=(w-v)2(rll+rz+r3 T)z=(K")z

で あ る。 した が って 、f(H(d)=0)の 値 は 、

(B-3)fCH(d)一 ・]一 一K"一K"r
,w2-2r3w+r雇 蒜+r5一 一2(w-v)(r,1+r2+r3T)r,w2-2rsw+r5

           _2(v-w)(r,1+rZ+ys T)      (図VI-11)のaノ β 曲線

           一 r,wZ-2rsw+Y5         asノ の 高 さ

とな る。 この 値 は 一2)式 と比 較 して 、確 か にg[H(d)=0]の 値 に等 しい。 故 に、(2次 形 式 選 好

関 数 につ いて)図VI-8、9,10の 曲 線aa'とa'β はa'で 接合 して い る こ とが 確 か め られ る。

 B-2)B-3)式 か ら、0〈9〔H(d)=0〕=f〔H(d)=0〕<hな る条 件 は

(B-4) ・〈2(v-w)(r,1+r2+rsT
r,wZ-2raw+r5)く 万……・(釁嵩憂膿 二灘 さが0とh

とな る。

 (B-4)の 左 二 つ の 項 か ら、(wとvの 位 置 を 入 れ か え て)、

              ・〈 一2(w-v)(r11+r2+r3T)rlw-2r3w+r5
故 に、

◎         w > u… … ・条 件 【2】 の0

の もとで

(B-5.1)  R・1∫+r・+r・T)(r,w・ 一2r・w+r・)〈 司

が 要 請 され る。 ま た、B-4)の 右 二 つ の 項 か ら

              一2(w-v)(r,1+rz+ra T)

                ylw2_2r3w+r5 Gh
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故に

              (w-v)(yll+yz+r3 T)〉 二h
                r,wZ-2yaw+752

した が って 、 この左 辺 の分 母 の正 負 に応 じて 、

 (イ) rlwz-2r3w+r5>0 な らば

 (B-5.2)

が 要 請 され る。

 (ロ)

 CB-5.3)

が 要 請 され る。

(w一 の(yll+・ 、+・,T)〉_h2(・1ω ・一2r・ ω+・ ・)

rlw2-2r3w+Y5<0 な ら ば 、

(w一 〃)(・1!+・ ・+・ ・τ)<一 告(・lw・ 一2・ ・w+・ ・)

 (注 意)上 記 の(B-5.1)式 以 降 の議 論 は さ らに次 の よ う に立 入 っ た形 で 書 き直 され る。

 ま ず 、(B-5.1)式 に お い て、(r,1+yz+r3 T)の 値 は、 非 核 が 非 就 業 の ば あ いの 所 得 の 限 界

効 用 で あ るか ら、 当 然 正で な け れ ば な らな い。

す な わ ち,

◎B-6.1)     r,1+・ 、+・、T>・ 【   条件 【2】 の1

した が って 、( 5.1)か ら、

◎B-6.2)           rlw2-2rsw+Y5〈0      ・・… ・条 件 【2】 の2

 以 上 を考 慮 しな が ら、(B-4)の 右 ± つの 項 の

              一2(揚 ・v)(r11+rZ+r;2r3w+r5・T)〈万

を 見 る。 これ は書 き 直 して 、

               (w-v)(r11+r2+r3T)rlw-2rsw+r5 >_h2

 (B-6.2)に よ りこ の左 辺 の分 母 は負 、 故 に

Oo B-6.3)

 ま た 、

(w-v)(r,1+rZ+rsT)<一2(rlwz-2r3w+r5) 条 件 【2】の3

(B-6.2) と (B-1)か ら
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                rlvz-2r3v+r5CO

 これ は条 件(1)と 代 替 的で あ る。

【3】 0〈ql座 標 くh で あ る こと。

 6.2.2.1の(A-5)式 で与 え られ た よ うに 、91の 座 標 は 、

条 件 【1'】

                       rlvZ-2r3v+r5

で あ る。V一 の 中 が 正 で あ り、0〈ql〈hで あ るた め に は 、

CB-7)

H(d),1一 万 一 ⑳ ・一 万[(・ ・w2-2・ ・ω+・ ・)h+2(w-v)(・ 」+・ ・+・ ・T)]

一Ch)z G-h{Cr,w2-2r3w+r5)h+2Cw-v)Cr11+r2+r3T)}<O

r,vZ-2rsv+rs

… … ・条 件 【3】

 さ て こ こ で 、B-6.2)とB-1')の 要 請 か ら、

(B-1") ._「ylv2-2r・v+y・<
.0

が み た され て い る。 したが って 、

◎B-7')
一(の2(r

lv2-2rsv+r,)〉 一h{(rlwZ-2rsw+r、)h+2(w-v)(y,1+r2+rs T)}>0

が0〈 σ1座標くhの ための条件で南る。             条件【3】'

【4】 h<q4の 座 標 くaの 条 件

 94の 座 標 は6.2.2.1の(A-6)式 に よ り

              H(d)49一 万+(rlv-r3)(w-v)hrlv2-2r3v+r5

で あ る。 した が って 、 ま ず 、

(B-8)  h〈 万+(r,v-r3)(w-v)hrlv2-2rav+r5

が 要 請 され る。 またaの 座 標 は、6.2.2.2の(A-7)式 か ら

             H(d)r5T一(rlv-r3)1-v(rz+r3 T)             
max=・ r,vz-2rav+r,

で あ る。 これ とA-6式 か ら次 を得 る。

条 件 〔4〕 の1

OB-9>
  (w-v)(r,v-r3)h           〈h+

   r,v2-2rsv+r5

r5T-Cr,v-ra)1-vCrZ+r3T)
xrlv2-2rsv+r5

さ て こ こで 、条 件 【4】 の1(B-8)式 を み る と、

条 件 【4】 の2

Q4<aな るた め

の条 件
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(B-8')   灘 〉・

で あ る こと が必 要 で あ る。 そ して 、5-1")か ら、

                 rlv2-2rsv+Y5〈0  … … …Q4>hの 条 件 す なわ ち

                                条 件 【4】 の1'

が み た されて い るか ら、5-8')の 要 請 は 、

Oo B-10)                rl v-r3 C O

で あ る こ とが わ か る(w>vと す る)(軌

 な お 、(B-10)はY3>0な らv>0の 任 意 の値 に対 して充 足 され る こ とが わ か る。

[6.3] 雇 用 自 営 一般(4者 択 一)理 論 に よ る選 好 パ ラ メ タの精 度 の 向 上 作 業

 (6.3.1) 選 好 パ ラメ タの 探 索 一精 度 の 向 上 一

 自営 ・内職 機 会 を含 め た4者 択 一 理 論 に よ って、 選 好 パ ラメ タの精 度 を 向 上 させ る ため の 探索 を お

と な う。 この 節 は 、 そ の準 備 的 考 察 であ る 。

 4者 択 一理論 で は新 しい変 数v(内 職 ・自営 収 入 率)が 導 入 され て い る。

 しか し、観測 期 間(t=1961～1964)に お い て は、vaの 直接 の観 測 値 は入 手 で きな い の で 、 vt

を 各 年個 有 の パ ラメ タ と して推 定 す る 。vtの 値 はwtの 上 下 に試 験 域vt=10～90を 設 け 、 き ざみ

巾 を5と す る。

 まず 、1964年 資 料 を使 い 、1,=12.5018,Iz=35.0735, Is=57.5504の 三 っ の核 所 得 水準 に お

い て 、理 論 制 約 を充 たすvの 領 域 を 探 索 す る 。な お、 試 験 的 に与 え られ る他 のパ ラメ タ は 、rl=一1.0、

r2=100 .003, rs=0.0797, ra=6000.4, rs=一1399.3,6=0.3839, h=0.3501,(ｧV, TW

212(r3=0)の 収 束 値)、 外 生 変 数 はwh=15.8(1964年)で あ る 。

理 論 制 約=1

(1)・ 〉 ・・(2)供 繖 界 黝 は右 上 り、(3)芻 ・(4)芻 〉 ・、(5)安 定条 件

理論制約 IIこれは4者 択一理論において追加される制約である。

(注) modelのspecificationの 段階でr4 u modelを 探択 した。 このとき、w≧Gの す べての任意の値 につ いてmodel

  がconsistentで あることが探択 の一 つの条件 にな っていた。故 に(5-10)をv≧0の 任意のvに 対 して成立せ しめ る条

  件Y3>0を 加 えることが従前の分析 との整合性か ら望 ましいであ ろう。
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g曲 線 の 勾 配 は 正 で あ る こ と 。

 2(rl vz-Zr3v+r5)/(r,wz-2r3w+〆5)>0

0〈g(h*=o)一f(h*=o)<h(観 測 事 実 か ら)

0<q1<h;た だ し、

     ゾ 万2一 万(rlw2-raw+プ5)h+2(w一 の(71ノ+r2+13T) 9
1=h-              r

lvz-2r3v+rs

h<q9〈a;た だ し 、

q・ 一 万+(ylv-Ya)Cw-v)hy
, vz-Zy3v+y5

   プ57一(rlv-Yg)1-v(r2+yaT)
 a=

       r,vz-2ra v+y5

  こ の 制 約 は 、9⑭*=h)<h、9(h*=a)>hに よ る 。

 5.  h<.f(h)、   6.  乎)(h)<h、  .7.  h〈 乎)(a)

  1.は (y,v2-2r3v+y5)(rlwz-2y3w+Y5)>0 と な る 。

  2.は ・ ぐ2(w-v)(r11+rZ+r3Trlwz-2r3w+r5)〈hよ り 、 分 子 の 正 を 考 慮 し て ・

  (w-v)(r,1+r2+r3T)/(r,wz-2r3w+Y5)〉 一h/2、 ま たylw2-2y3w+Y5<0。 故 に 、

  (w-v)(rlノ+rZ I+r3)<一h(rlw2-2Ygw+Y5)/2

  4.に っ い て 。 根 号 の 中 が 正 で 、0<41<hな る た め に は 、

    一h一 ・<h{(r,wz-Zr3w+r5)rlv,h+2(w-v-Zr3v+r5)(71∫+yz+yaT)}<・ ・ で な け れ ば な

 り な い 。

  5.に つ い て 。 これ は 、

    huh+(w-v)(riv-r3)hrive-2r3 v+r5<r5T一(rlv-rs)1-v(rz+r3Tr,vz-2r3v+r5 )と な る ・

 1964年 の資料について、 前掲パ ラメタを与えて吟味 した結果、上述の制約をみたすvの 値 は(き

ざ み 巾5で)v=40と45で あ った(表VI-1)a注)

 次 に 吟 味 の範 囲 を細 分 す る。 核 所 得 階 層 を19個 の 観 測 され る全 階 層(前 に は3個)と し、vは35か

ら50ま で に と り、 きざみ 巾1と す る(前 は10～90で 巾は5)。 この 範 囲 に つ い て、 パ ラメ タ セ ッ トの

(注) 理論制約 を充足 して いるか否かのチ ェックは本文の1の3水 準 、hmi.=0,25、hmax=0.50、 ∠粥X 1.0、zl祕n

  =0.25、 土3σ についておこなわれ た。
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候補68ケ ー スを 用 い て各 ケ ー ス ご とにvの 有効 領 域 との(目 的 関数)(注)の 値 とThei1-Uを 求 め た

(表VI-2参 照)。

の く0.99×103で あ る ケ ー ス(○ と◎)は 表 の 右端 の よ うに な る 。

 表VI-2か ら選 択 され たパ ラ メ タ域 は 次 の よ うに ま とめ られ る。

  rZ  100, 150, 200

  r3   0, 10, 20, 30

  Y4 6000,7000,8000,9000     vは45又 は46

  r5  -400, 一1400, 一2400, 一3400

  6   0.188, 0.227, 0.268

 下線 を 付 した のの 比 較 的 小 さ い もの が 、Yq、 Y5に つ い ては 探 索領 域 の端 にあ るの で 、 yq、 Y5に つ

い ては さ らに探 索 域 を拡 げ る必要 が あ り 、絶 対値 が 増 す か も しれ な い こ とが わ か る 。

 そ こで1964年 デ ータで 、次 の領 域 に お い てvの 探 索 を行 う。(表VI-3)

 rz=150, ra=0,10  20, r4=9000, 10000, 11000, 12000, y5=一3400, 一4400,一5400,

一6400
, h=1/3

 探 索 の結 果 、次 の各 ケ ー スが1964年 た つ い て(表VI-3か ら)選 ば れ た(yl=一1)。

                                      Theil U ケ ー一ス   rZ   Yg   Yq    75    σ    v   の

                                       (3個 計)

OO 31 150 0 11000 -5400 .188 44 .379.710

                                45    .280    .659

2046 150 0 12000 -6400 .188 44 .254 .641

                                45     .196    .606

                                46     .184   ..671

ｮ79 150 10 11000 -5400 188 44 .110 .713

                                45    .709    .653

ｮ94 150 10 12000 -6400 188 44 .486 .654

       〃        〃        〃         〃         〃        45     .334    .611

  ・        〃        〃        〃         〃         〃        46     .250    .681

⑤142  〃  20  〃  〃   〃 ・ 45 .115 .642

                                46    .709    .711

(注)の 一E{暢 〆)・ 誰 許 ・+(ued_fed
fed)2}・ の は最小 にされ る・
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 適合 の状 況 を 図(V:ト13)に 示 す 。

 次 の段 階 と して、1963、62、61年 に お け るvの 値 の 探 索 を試 み る 。Yi(a=1,...,5)、 σ に

上 記 の 値 を 与 え 、vの レベル を30くv<50の 範 囲 に(き ざ み 巾1)与 え て 、 理 論制 約 を み た すvの 値

を 選 び 出 す(表V[一4)。 結 果 を範 囲 で示 す と次 の通 りで あ る(添 字 は年 度)。

 パ ラ メタ セ ッ ト①36≦vss≦44、34≦vsz≦41、30≦vsis38

 パ ラ メ タ セ ッ ト②34≦vsa≦44、33≦vsz≦41、30≦vsi≦38

パラメタセ・ト③35≦vsss44 ・33≦vszs41・3・ ≦vsi≦38(fニ ニ靆 よの番号は)

 パ ラメ タ セ ッ ト④34≦vss≦44、32≦vsz≦41、30≦vst≦38

 パ ラ メ タセ ッ ト⑤34≦vss≦44、32≦vsz≦41、30≦vsi≦38

 vの 範 囲 は安 定 して お り、 また 下 限 界 が61年 へ む け て低 下 して い る ことが 注 目 され る。

 つ ぎ に 、vの 値 を フ リーに して 、μの観 測 値 と理 論 値 の 適合 の よ いvの 値 を 求 め て み る(表VI-5)。

(適 合 度 と して は 、TU、 平 均 絶 対 誤 差 、の を用 い る)。 vs9(45,46)、 vsa(41,42,43)、vsz(39,40)、

vsi(32,33,34,35,36,37)と い う値 を得 る 。(下 線 を 付 した もの は頻 度 の多 い もの)

 こ こ まで の 分析 で 、 μθ、μ4、fedの 合 計 に過 少 推 定 の 傾 向 が あ る こ とが わ か って い るの で 、 rZを 増

加 、r4を 減 少 させ る方 向 で 、 探 索 を お こ な う。準 備 的 な 計 算 で 、次 の こ とが わ か っ た 。

(イ》rZは150か ら195ま で増 加(き ざ み 巾5)さ せ たが 、 この 領 域 で は理 論 制 約 に触 れ な い。

(ロ)r4は 一6400か ら一6700ま で(巾100)の 範 囲 で は理 論 制 約 に触 れ な いが 、 一6800で は抵 触

  す る。

い}Y3は0か ら10ま で(巾2)変 化 させ た が 、制 約 に触 れ な い 。

(以 上 い ず れ も1964年 の資 料 に よ る。)

(イ)(ロ)レ→に よ り、次 の細 分 した メ ッ シ ュを設 定 す る。

2

 
3

 
」4

 
5

7

7

7

7

σ

乃

150, 155, 160, 165, 170, 175

0, 2, 4, 6, 8, 10

12000, 11900, 11800, 11700, 11600, 11500

-6400 , 一6500, 一6600, 一6700

.188, .193, .198

1/3

(6レ ベ ル)

( 〃 )

( 〃 )

(3レ ベル)

この メ ッシa.に よ り、適合 度 を チ ェ ック した 結 果 の うち 、良 好 な もの を 示 せ ば 次 表 の よ う に な る。

                    表VI-6

  TU, TUz AAPE'AAPEZ の  r2 r3  y4  r5  σ

1  .573   .646    297.5    310.3    359.7    150    6   12000   -6700   .188
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臼

Q
U

44

rO

刈⊥

9
自

O
D

4

厂
0

.577

.813

.737

.797

vsa

45

45

45

45

45

.643

.912

.792

.860

vsa

42

42

43

43

43

207.8

116.8

119.9

118.8

vsz

39

39

40

40

40

218.9

14i.o

ユ31.9

132.7

125.3

15.0

15.4

13.9

150

165

160

165

n
乙

0

0

0

12000

12000

11900

12000

一6700   .188

-6700   .188

-6400   .198

-6400   .198

vsi

3E

36

37

37

36

(表の注) TU,ん4PEの 添字1は 非 就業率 を除 くばあい、2は含 めたば あいの値 。ん4PEは 平均絶対 誤差 。

 グラフを図(VI-14)に 示す。

 結果はμ、については比較的良い適合を示 しているが、とくにμ4にかなり顕著な乖離が 生 じている

所がある。これはパ ラメタ値にまだ推定誤差のあることを示唆 している。しかし、分析のこの段階ま

での経過を見ると、この乖離は単に推定精度の問題ではない可能性がある。すなわち、(1)パラメタの

値の探索をくり返 した結果、観測値に適合 し、かつ理論的整合性をみたすパラメタの値の領域は、か

なり狭いこと、(2)整合的なパラメタの値の中に比較的適合度のよいものがたしかに存在すること、(3)

パ ラメタの試験域のメッシュはかなり巾狭 くしぼられており、メッシュの巾をこれ以上せばめても、

適合度の向上は期待できないことがわかる。(3)は適合度の改善のためにはモデル自体の修正(も し可

能なら)の 必要を示唆 しており、(1)と(2)は、ここで検討されている4者 択一(第2次 近似)モ デルが、

残された改良点(も しあれば)が 修正されることによって、観測値と理論値の系統的なかなりの乖離

(とくにμ4の)が 消える可能性を示 している。

 そこで、理論モデル自体の修正であるが、実際、モデルに修正の余地が残 されているので、これ以降

のパ ラメタ探索は修正モデル(後 述)に よっておこなわれる。

 修正モデルによって探索をおこなうに先立 って、今迄の4者 択一(第2次 近似)モ デルによる分析

を しめく丶り、次の分析段階への準備のために二っの吟味が加えられた。一っは、パラメタ値の有業

率理論値への影響を調べること、二っには収束計算に用いる目的関数についての再考である。
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図VI-13(#79-01-23)

      1964年case 31
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 §VI 雇 用 自営 総 合 理 論 へ の 拡 張 一A型 家 計 一
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Ca se 46  プ2=150,73=0,74=12000, Y5=一6400,σ=0.188, zノ=44
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        §VI雇 用 自営 総 合 理 論 へ の 拡 張 一A型 家 計 一
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Case 79  r2 =150, r3 =10, r4 =11000, r5 =一5400, v=0.188,v=45
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         §VI 雇用 自営総合理論 への拡 張一A型 家計一
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Case 142  rZ=150, r3 =20, r4=12000,r5 =一6400,v=0.188,v=45
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0.5

              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

         μ4,μ θ,μθ4めfitの よい4ケ ースにおける非就 業 のグラ フ
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図VI-14 1964年(#79-08-11)
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§VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一
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§VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一
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(a)パ ラ メ タの値 の 有 業 率 理 論 値 へ の 影響

 各 パ ラ メ タの 有 業 率 理 論 値 へ お よ ぼ す 影 響 を 調 べ るた め 、r.,、 γ3、y4、r5、 σを 表(291～292頁)

の値 の上 下 に ±0.5%変 化 させ て これ に対 す る 編 、 勧 、μ、4の反 応(00ポ イ ン ト)を しらべ る。vtは

表(291～292頁)所 掲 の値 を 用 い る。(表VI-7)

またパラメタの変化に対する理論値変化の様子を見やすくするために弾力性を計算する(表VI-8)。

この結果から次表の傾向が指摘 される。

表A 各 パ ラ メ タ の増 大 が ∠ 、〆 、μゴ、fedに 与 え る影 響

  I E A

プ2 一  一  一

r3 一  一  十

プ4++f3)+

lz51一 一 一

a+(91一 一

 

A

+

4

 

鋤

μ

E

メ
+

 

"

 

1

ー

一

一

[

十

十

十

一

十

【

7
1

 
0
Q

+

4

・
x
+

一

A

+

「

θ

 

 

の

μ

E

+

ー

「

1

十

十

「「一

十

十

十

十

+

調

  μθ4

1 E A

-F一 十  十

?(5)一 」6}

一i一 十  十

十  十  十

(表の注)表 に示 した傾 向をμ4μ θにつ い

   て概略を図示 す ると次 のよ うになる。

Tr2

Tr3

↑yg

TIySI

       TQ

使 用 したパ ラメ タ セ ッ ト

vsa  vsa  vsz   vs1

45  42   39   39

45  42   39   36

45  43   40   37

45  43   40   37

45  43   40   36

μ4

陸
区
L
医

∴

』
医
丶
＼

  注①                注②

年1'EAケ ース  72ナ37475σ

1964     15,042    45.357     75,269         1                       150   6   12000  -6700   0・188

                     2                      150  2   ユ2000  -6700   0.1881963     12
,330    40,010     71,511                     3  1 45  

43   40   37  11651 0 1 12000  -6700   0.188

1962     9,823    35・571    69・164        4                     160  0   11900  _6400   0 .198

ユ961    ユ4,382    34,ユ52    78,371        5                     165  0   12000  -6400   0.198

 注 ③ ()は 各 年 の 間 で符 号 に例 外 の あ る ケ ース で あ る 。CZ-t)で ケ ースi、 年tを 示 す と(1)～(10)につ い て

   例 外 の ケ ース と年 は 次 の とお り。

(1} (1～61)  (2～61)    (4) (1～64)     (9) (1～61), (2～61), (4～61), (5～61)

(2)  (3～64)             〈6}  (2～61)     (10)  (1～61), (2～61), (4～61)

(3) (1～64)  (2～64)    (8) (3～64)

(5}(1～64),(1～6D,(2～64),(2～61)で マ イナ ス

  (1～63),(1～62),(2～63),(2～62)で プ ラ ス

(7) (1{引63), (1～62), (1～61), (2～63), (2～62), (2～61), (3～61), (4～62), (4～61),

  (5～61)で マ イ ナ ス

  (1 ～64), (2～64), (3～64), (3～63), (3,～62), (4～64), (4～63), (5～64), (5～63),

  (5～62)で プ ラ ス
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              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

(b)目 的 関 数 につ いて の再 考

 有 業 率 の理 論値 の 、観 測 値 に対 す る適 合 度 の 指 標(目 的 関 数)に つ いて 再 考 す る た め に簡 単 化 した

実 例 と して、 第1次 近 似 モ デ ル(臨 界 核 所 得 方 程 式)を と りあ げ る。

 臨 界 核所 得(PECI)を ノ*と して 、 PECI方 程 式 はYを パ ラメ タ集 合 と して

  1)1*=1*Cw, h, r, u)

で あ る。uはrの う ちの1要 素(r9)の 家 計 間 に お け る差 を あ らわ す確 率 変 数 で あ る 。 そ の分 布 は対

数 正規 分 布gに 従 う もの とす る 。

  2)u～9(ulσ)

σは 標 準 偏差 。1)をuに つ い て解 い て 2)に 代 入 す る とgは ノ*の 分 布fに 変 換 され る 。

  3) 1*～f(1*, r, σ)

こ こで はwとhは 所与 で あ るか ら省 略 して あ る。 選 好 関 数 を2次 形 式 に 特 定 化 して 、1)の 具 体 形 は

す で に求 め られ た 。 ま た 3)も 求 め られ る 。供 給 確 率 は

  4)μ 一工髦lf(1・,r)d1・ 一 μ(1,r)

で 与 え られ る。 た だ し、rはrと σを ま とめ て示 す(ベ ク トル)。

 供給 確 率 方 程 式 4)はshockを 含 ん で いな いexact rel ationで あ る。 真 のパ ラメ タセ ッ トrの

値 が 与 え られ れ ば真 の(観 測 誤 差 を 含 ま な い)供 給 確 率 の 実績 値 が 4)か ら得 ら れ る は ず で あ る

(選 好 関数 の形 と、第1次 近 似 値 モ デ ルが 正 しいか ぎ り)。 したが っ て 、観 測値 と理 論 値 の 乖 離 は観 測

誤 差(抽 出変 動)に 起 因 す る もの と解 せ られ るか ら

  5) μo=μ(1,r)+ε

と な る。 εは抽 出変 動 を 示 す確 率 変 数(disturbance in variables)で 、2項 分 布 の極 限 と して 、正 規

分 布 に従 うもの と考 え て よ い 。 μoは有 業 率 の観 測 値 で あ る。

  6) ε～ 〈厂(o, σε)

σεは ε分 布 の標 準 偏 差 で あ る 。

 各 核所 得 階層 内 の 非核 人員 数(A型 家 計 を 考 え て い るか ら妻 数)をnと 与 え る と、

  7)nμo=n● μ(1,r)+nε=〃 μ(1, r)+ε,

とか ける 。 た だ し 、

  8)ε'=ne

は理 論度 数 と観 測 度 数(有 業 の妻 数)の 差 で あ る。 ε'は 、

  9) εノ～ 〈厂(o, nσ ε)

に 従 う。
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 核所 得 ∫に観 測 誤 差 が な い(∫ の 階 層 内分 散 が εノの 分数 が 姥 に比 べ て無 視 で き るほ ど小 さい)

とす れ ば 、7)式 は形 式 上error modelの 形 にな って い る けれ ど も、通常 の 回 帰方 程 式(shock mo-

del)と 同 じに扱 う こ とが で き る 。 したが っ て 、7)のTの 推 定 値 は 、 Σ(ε')2を 最小 に す るこ と(非

線 形最 小 二乗 法)に よ って求 め られ る 。

       ム                                           ム                  ム

 Tの 推 定値 をrと か く と、 Σ{〔ημ厂 πμ(1、r)〕2/π μ(1、 r)}はX2分 布 に従 う。

 以 上 の 事 柄 を考 慮 に 入 れ る と、実 績 値 に対 す る理 論 値 の 通 合 度 検 定 にz2分 布 が使 え る 等 の 見 地 か

ら、理 論 値 に よ る観 測 値 の シ ミュ レー シ ョ ン(又 シ ミュ レー シ ョ ンに よ る選 好 パ ラ メタ の推 定 操 作)

に お け る 目的 関 数 と して は 、

       (ni-nμ ゴ)2  10)W…≡Σ

         πμ∫

(た だ し、 銜 は有 業 妻 数 、 μ∫は有 業 確 率 の理 論値)が 適 当 と考 え られ る 。

 以 下 の パ ラ メ タ検 索 に お け る 目的 関 数 は10)に 依 る こ と とす る。

 (6.3.2)修 正4者 択 一 モ デ ル ー r40の導 入 とパ ラ メタ の値 の探 索 一

 こ こまで の 分 析 で は家計 問 に お け る余 暇 の 限 界効 用 曲線 の截 片 の差 をr(一r4 Uiの 形 で把 えていた 。

対数 正 規 分 布 に従 うUiの 変 域 は0か ら。・まで で あ り、最 小 の 場 の値 を もつ 家計 で は そ の値 は 形式

的 に は ゼ ロ とな る。 理論 的整 合性 か ら いえ ば ゼ ロは 当 然排 除 され る か らr4 Ui分 布 の 正 の あ る値 以上

の 部 分 が有 効 域 と して真 の分 布 の 近 似 に 使 わ れ て き た 。

 この よ うな 処 理 が 、 こ こ まで の 分析 で は な され て きた の で あ るが 、厳 密 に は この方 法 は 笏 分布 の

あ て はめ に作 為 的 な 歪 み を 与 え て い る可 能 性 が あ る 。riと σの値 の近 似 値 が 求 め られ た現 段 階 で は 、

r4 Uiの 分 布 に 、正 の 下 限値 を 明示 して導 入 す る 必 要 が あ る と考 え られ る。 そ こで 、 r4 (iを 省 く)

の 値 を、

 1)74-72+74 u :72>0

の 形 に設 定 して、 家 計群 中 で最 小 のr4の 値 を もつ 家計 の そ れ を 摺(r4・u分 布 の 下限 値)と す る 。した

が って 、 雇 用 自営 総 合(4者 択 一)モ デ ル のr4・uの 部分 を 、 す べ て 増+74 uで お きか え れ ば よ い 。

 72を 推 定 す る手 続 き と して 、他 のパ ラメ タ に つ い て は 、す で に第1次 近 似 値(お よ びplausible

な領 域)が 求 め られ て い る か らそれ らをplausibleな 領 域 に お い て所 与 とす る。 こ う して 他 の パ ラメ

タの 数 値 所 与 の も とで7'のplausibleな 領 域 を探 索 す る 。

 準 備 的 な探 索 と して72≧0の 制 約 に よ り、r40-0か ら1920ま で を与 え て 、 チ ェ ッ ク した結 果 、

72=0～800が 第1段 階 と して許 容 され た 。

 第2段 階 と して 、 この領 域 を さ らに細 か く区分 して チ ェ ックを 行 った の が 表(Vト9)で あ る。初

期 値 は次 表 に示 す 。
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6

ρ0

ρ0

7
`

7
1

ρ0

θ

つ
」

3

3

つ
」

つ
σ

y2

150

150

165

160

165

3
7

ρ
0

9
臼

0

0

0

 プ4

12000

12000

12000

11900

12000

 プ5

-6700

-6700

-6700

-6400

-6400

 Q

O.188

0.188

0.188

0.198

0.198

乃

偽

塘

塘

塘

 rｰ4に は0、10、  120、320、800が 与 え られ 、r5は 一6300か ら100き ざ み で 、一6800ま で

が 与 え られ 目的 関 数 の 値 が 計 算 され た 。 その うち理 論 整 合 性 を み たす 各 ケ ース が表 に掲 げ て あ る。

 r2=150、 Yq=12000でr3=6の ば あ いが 表 の(1)、 y3=2の ばあ いが(2)、 YZ-165、 r3;0 の

ば あ いが(3)で あ る。rz=160、 r3=Q、74-11900、 a=Q.198の ば あ いが(4)、 ra=165、 Y3=0、

r4=12000、 σ=0.198を 与 え たの が(5)で あ る。

 表(VI-9)の パ ラメ タの 試 験 値 は 、 しか し、 き ざ み 巾が か な りあ らい ので 、 中 間値 に お い て理 論

制 約 に抵 触 す るパ ラ メ タが あ るか も しれ な い 。 この 点 を検 討 す る た めrｰ4の き ざみ に2を 与 え 、0、2、

4、6、8、10の6水 準 に変 化 させ 、 同 時 に σ も0.002の き ざ みで 、0.188か ら0.178ま で6水 準 に変

化 させ て 局 部 的 に吟 味 を お こ な った 。 その 結 果 この 範 囲 に お いて 理 論 制 約 を み た さ な いパ ラメ タ セ ッ

トは存 在 しな い こ とが 知 られ た 。

 同 様 の 吟 味 を 、yo4の 範 囲 を 拡 大 し、0か ら40ま で き ざみ 巾8(6レ ベ ル)で 変 化 させ 、σの レベ ル

は0.188～0.178の6レ ベ ル(前 と同 じ)と し、rｰ4と σの メ ッシ ュ にっ い て 、 お こ な った と ころ 、

この範 囲 に つ いて も理 論 制 約 は す べ て充 足 され る こ とが わ か った 。

 以 上 の準 備 的 考察 か ら、 比較 的 大 き い き ざみ 巾 を与 え て 前 に 求 め ら れ た、 理 論 制 約 を み た す パ ラ メ

タ領 域 は現 段 階 に お い て は 、 表(VI-9)所 掲 の領 域 全体 を お お って い る と判 断 して よい と考 え られ

る ので 、収 束 計 算 を お こ な う こ と と した 。

 初 期 値 と して 、 σ=0.188、r2;150、r3=2、r4=12000、r5=一6700、rｰ4=40、(h三 〇.33、

wsa=47.4、 vs9=45、 wss=44.10、 vss=42、 wsz=41.70、 vs2=39、 w61=38.4、 vsi=36)を 試

験 的 に選 び、61年 ～64年 の4年 間 合 計 の 目 的関 数 を最 小 化 す る よ うに、 σ とrｰ4に つ いて 収 束 計 算 を

お こ な った(他 のパ ラメ タ は初 期 値 に固 定 す る 。 そ の結 果 、σよ り も、yo4の変 化 が大 きい こ とが知 られ

た 。

(  σ = 0.188→0.16825[  7話〕=  40 → 一98],[み=0瀞 弖ご0蠧6],[6y-04=α1脚0溜75])

7fは 正 か ら負 の領 域 へ 移 り,収 束 速度 も緩 慢 で あ る(77 step)。 こ う して求 め られ たパ ラメ タ の収

束 値 の精 度 を 直 ち に疑 う こ とは で き な い 。 しか しy2, y3, r4,プ5の 値(前 記)を 固 定 し、 この セ ッ ト
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の もとで σとyo4を 二 っ の 軸 に と って 画 か れ るで あ ろ う と こ ろの 尤 度 関 数 は、 σ軸 に対 して は(初 期

値 近 傍 に)最 大 値 を もつの に対 して 、ya4に 対 す る尤 度 関 数 は ゆ る い 尾 根 を も ち ピー クは負 領 域 にあ

る とい う こ とが推 察 さ れ る 。 しか し、 そ うで あ って も、rz、Y3、Y4の そ の他 の初 期 値(前 記 の値 よ り

真 の値 に近 い)に 対 す るyo4と σの尤 度 関 数 はra4の 正 の領 域 に ピー ク を もっ とい う可 能 性 は否 定 さ れ

る もので は な い 。実 際 、ra4、 σ以外 のパ ラメ タ の初 期 値 が真 の値 に対 して若 干(あ る い は大 き く)乖

離 して い る な らば 、 σ、ya4以 外 のパ ラメ タ が 真 の値 に よ り近 い ば あ い に(収 束計 算 で)得 られ る で あ

ろ う σ、740の 値 と さ き に得 られ た σ、rｰ4の 収 束値 とは大 き く距 る可 能 性 が あ る。 同 様 の こ とは 、パ

ラメ タ に準 じて扱 わ れ て い るvの 値 に もあ て は ま る 。

 ま た 、 次 の 点 に 留意 す るべ き で あ ろ う、 す な わ ち 上 記 の 初 期値 は 理 論 制 約 を 充 足 す る 比 較 的 に せ ま

いパ ラ メタ数 値 領 域 の 中 に 入 って い るか ら、 真 の パ ラ メ タの 値 が 、 これ らの 初 期 値 と極 め て 大 き く距

る とい う可能 性 は す くな い と考 え られ る(理 論 構 成 が観 測 事 実 と定 性 的 に よ く一 致 して い るか ぎ り)。

した が って 、 パ ラ メ タに 収 束 計 算 を 適 用 した 際 、 符 号 が 変 る ほ ど大 き く変 動 す る よ う な初 期 値 は、 少

く と も現 段 階 で は 、 採 用 しが た い 。 パ ラメ タ に準 じて 扱 わ れ て い るvに つ いて も同 様 で あ る 。

 以 上 の 点 を 考 慮 して 、 探索 の 実 験 が 行 わ れ た 。v以 外 の 初 期 値 と して 、4年 間 を通 じて 比 較 的

に良 好 な適 合 を 示 す 値 、rｰ4=40、 rZ=150、 y4-12000、r5=一6700、 σ=0.188を 試 験 的 に採

択 す る 。探 索 は 目的 関 数(10)式 を用 い 、収 束 計 算 に よ って お こ なわ れ た 。 結 果 を 実 験1～16に 掲 げ る。

結果 の 判 定 の 基 本 方 針 は年 間 で の パ ラ メ タ の安 定 性 で あ る 。
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表VI-9

       YZ   Y3    Y4

  (1)  150,  6,  12000,

         r5     a

      -6700, _188

n Y4 r5

1 0 一6300

2 一6400

3 一6500

4 一6600

5 一6700

6 10 一6300

7 一6400

8 一6500

9 一6600

io 一6700

11 40 一6300

12 一6400

13 一6500

14 一66600

15 一6700

16 一6800

17 120 一6300

18 一6400

19 一6500

20 一6600

21 一6700

22 一6800

23 320 一6300

24 一6400

25 320 一6500

26 一6600

27 一6700

28 一6800

29 800 一6300

30 一6400

31 一6500

32 一6600

33 一6700

34 一6800

(2)  150,  2, 12000,

    一6700, ,188

n 7f r5

ユ 0 一6300

2 一6400

3 一6500

4 一6600

5 一6700

6 10 一6300

7 一6400

8 一6500

9 一6600

10 一6700

11 40 一6300

12 一6400

13 一6500

14 一6600

15 一6700

16 120 一6300

17 一6400

18 一6500

19 一6600

20 一6700

21 一6800

22 320 一6300

23 一6400

24 320 一6500

25 一6600

26 一6700

27 一6800

28 800 一6300

29 一6400

30 一6500

31 一6600

32 一6700

33 一6800
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(3) 165, 0, 12000,
一 6700

, ,188

n Y4 r5

1 0 一6300

2 一6400

3 一6500

4 一6600

5 一6700

6 10 一6300

7 一6400

8 一6500

9 一6600

10 一6700

11 40 一6300

12 一6400

13 一6500

14 一6600

15 一6700

16 120 一6300

i7 一6400

18 一6500

19 一6600

20 一6700

21 一6800

22 320 一6300

23 一6400

24 320 一6500

25 一6600

26 一6700

27 一6800

28 800 一6300

29 一6400

30 一6500

31 一6600

32 一6700

33 一6800



(4) 160, 0, 11900,

一6400
, _198

§VI 雇用 自営総合 理論への拡張一A型 家計一

     (5)  165, 0, 12000,

         一6400, .198

n ya4 Y5

1 0 一6300

2 一6400

3 10 一6300

4 一6400

5 40 一6300

6 一6400

7 120 一6300

8 一6400

9 一6500

io 320 一6300

ii 一6400

12 320 一6500

13 一6600

14 一6700

15 800 一6300

16 一6400

17 一6500

18 一6600

19 一6700

20 一6800

n rｰ4 r5

1 0 一6300

2 一6400

3 10 一6300

4 一6400

5 一6500

6 40 一6300

7 一6400

8 一6500

9 120 一6300

10 一6400

li 一6500

12 一6600

13 320 一6300

14 一6400

15 320 一6500

16 一6600

17 一6700

18 一6800

19 800 一6300

20 一6400

21 一6500

22 一6600

23 一6700

24 一6800

363



(6.3.3)実 験 結 果

実験1 (番 号81～io-s-1)

パ ラメ タ に準 じて 扱 わ れ て い るvを 変 化 せ しめ る(他 のパ ラメ タ の初 期 値 とwt 、vtは 所 与)。

64年 63 62 61

r2 150

y3 2
(左に同 じ)

r9 12000

y5 一6700

yｰ4 40

w 47.4 44.1 41.7 38.4

v 45 42 39 36

↓ ↓ ↓ ↓

45.51 42.63 40.35 37.48

 の

543.298

 ↓

464.330

 上 表 のYz、 r 3、 Y 4、r5、 rｰ4の 値 を 各 年 に共 通 に適 用 しwtは 各 年tの 値 を 用 い 、 目的 関数 の値

(4年 間 全 体 にわ た って)を 最 小 に す る よ うに、vを 各年 ご とに変 化 させ て み る と 、表 の最 下段 の値

とな る。vの 値 は初 期 値 と比 べ て安 定 的 で あ る 。(図VI-15-1参 照)

 実 験2 (番 号81～10-6-2)

 〆2、ya、 Y4、 Y5と 各年 のwを 前 表(実 験Dの とお り に与 え 、 vと 共 に σと 〆40を 同 時 に変 化 さ

せ る。結 果 は次 の と お りで あ る。740は 各 年 に共 通 の 値 で あ る。

    64年      63 '     62       61        の

 v   45一一45.48      42-42.63       3940.35       36-37.48         543.298

 σ   0.188→0.13675  0.188→0.17675  0.188→o.17675   0。188→0.17675 ,     ↓

 yｰ   40一一>25.3       40一一>25.3        4025.3        4025.3          431.099

vの 変 化 が実 験 ユと殆 ん どお な じで あ る ことが 注 目 され る。

 理 論値 μ,、μ4、fedの 変 化 の方 向 は 、実 験1、2と も に ほ ぼ 同 じで あ る。 準 備 的収 束 計 算(σ とr4

を変 化 させ た)で み られ た γ40の 符 号 変 化 は生 じな い 。vの 変 化 を許 す こ と に よ って γ40の値 の 負 値 へ

む け て の不 安 定 な変 化 が消 え た とい え る 。64年 で は三 っ の理 論 値 が それ ぞ れ実 績 性 に接 近 し適 合 も よ

い 。 これ に 対 して他 の3年 は 理 論値 と実 績 値 の間 に乖 離 が 無 視 で き な い(μ4、 ん の 過 小 推 定)。(図

VI-15-2を 参 照)

実験3 (番 号81～10-19)

実 験1の パ ラメ タの収 束結 果 と2の 収 束 結 果 を それ ぞれ 使 っ て 、Yqを 変化 させ る実験 とY5を 変 化

                   一一364一
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させ る実 験 を お こな う 。(図V:ト15-3A～D)

 理論 値 はA～Dす べ ての ケ ース に つ いて 上 方 向 に動 き、B、Dで 特 に移 動 が 大 きい。64年 は ほ ゾ適

合 して い るが 、63～61年 は著 しい過 小 推 定 と な る。

A

B

C

D

年

64

63

62

61
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∩
乙

-
↓

R
)

6

ρ0

だ
0
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4
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」

∩∠

41

ρ
0

ρ0

ρ0

4
)

4

り
0

0
乙

-
⊥

R
)

ρ
0

ρ0

《
)

 v       w       Yq        の

45.51        47.4                     462.33

42.63        44.1       12000          ↓

               ↓

40.35        41.7   1   11887.5       447.71

37.48         38.4

 Q=0.188, r2=150,  ya=2,  ys=一6700, r4=40, h=0.333

 v       w       Y5        の

45.48        47.4                   431.32

42.63        44.1       -6700         ↓

               ↓

40.35        41.7   1   -6962.5       356.12

37.48       38.4

 6=0.17675, yz=150, rs=2, r4=25.3, h=0.333

 v       w       Y5       の

45.51       47.4                  462.33

42.63        44.1       -6700          ↓

               ↓

40.35        41.7   i   -6762.5      445.64

37.48         38.4

 6=0.188, rz=150, rs=2, ra=12000, ya=40, h=0.333

 v        w       r9        の

45.48        47.4                    431.32

42.63        44.1       12000           ↓

               ↓

40.35       41.7   1   11775        430.33

37.48         38.4

 Q=0.17675, Yz=150, ya=2, r5=一6700, raｰ=25.3, h=0.333

 実験4(番 号81～11-02)

実 、験ユ～3で はパ ラメタr2、 Y3、r4a、 r5、 σ(お よ びh)を 各 年 共通 の 値 と して 、4年 間 全 体 にわ

た って 目 的関 数 の値 を極 小 に す る よ うにパ ラメ タ値 を決 定 した 。

                    一365一



 以 下 で は 、 目的 関数 を 各年 ご とに極 小 に す る よ う各 年 ご と にパ ラメ タ に変 化 を与 え る。 その ため 、

他 の パ ラ メタ の値 を 表(実 験1)所 掲 の値 に固 定 してr4だ け を変 化 さ せ た 。 Yqの 値 は各 年 ご と に異

る値 を と り う る。 しか し、 有業 率 の理 論 値 と観 測 値 の63～61年 に お け る乖 離 に見 るべ き縮 小 は な い。

(図VI-15-4)

θ

 

 

2

 
3

 
4

0
4

 
5

ω

σ

7

7

7

7

プ

ぬ

 64

45.51

47.4

0.188

150

2

12000一 一12112.5

  40

  -6700

  0.333

 63

42.63

44.10

0.188

150

2

12000→11875

  40

  -6700

  0.333

 62

40.35

41.70

0.188

150

2

12000→11887.5

  40

  -6700

  0.333

61年

37.48

38.4

0.188

150

2

12000→11875

  40

 -6700

 0.333

 の

458.42

 ↓

430.87

 これ はra4の 初 期値40の も とで は、Y4を 変 化 さ せ た ど きの 適合 度 の 向 上 に、 限 界 の あ る こ とを示 し

て い る。Y4の 初 期 値 と して よ り適切 な値 を 求 め る必 要 が あ ろ う。そ こでr4の 値 と して実 験4で 到 達

した 値 を 使 い、 この 値 を 固 定 した 上 で740の 値 を変 化 させ て み る。 こ う して740の 収 束 値 を求 め るた

め に次 の 実 験 を行 う。

 実 験5(番 号81～11-12)

 w(実 験1と お な じ)とv(実 験2の 収 束 値)を 次 の と お り与 え る。

      1964           1963          1962          1961

 w        47.40           44.10          41.70           38.40

 v        45.48           42.63          40.35           37.48

h二1/3と して、 σ とrｰ4を 同 時 に変 化 させ る。 この 際 使 うvの 値 は、rｰ4の 収 束 値 を正 の 領 域 に と

どめ るで あ ろ う と期 待 さ れ る(実 験2参 照)。 下 の 表 で 矢 印 の 右 が 収 束 値 で あ る。 他 の パ ラ メ タ は固

定 す る。 σは ほ とん ど不変 。

                                          の

                                         431.05

                                          ↓

                                         429.66

                    -366一

6 rz r3 r4 r5
  ar
4

1964

1963

1962

1961

0.188→0.188

0.188一>0.188

0.188→0.188

0.188→0.188

150

150

150

150

2

2

2

2

12112.5

11875.5

11887.5

11875

一6700

-6700

-6700

-6700

40一>70.7

40→71.4

40→35.7

40一>33.6
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γ40が61、62年 で 減 少 、63、64年 で 増 加 す るが負 域 に 入 る こ とは な い 。 しか し有 業率 曲線 の形 に大 き

な変 位 はみ られ な い。(図VI-15-5)

実 験6(番 号81～11-16)

     64

r5  -6700

r4   12112.5

r4  70.7

r3    2.O

w    47.4

v    45.51

Q    O .188

     ↓

   0.1789375

  63

-6700

11875.0

 71.4

 2.0

 44.1

 42.63

 0.iss

  ↓

0.17346875

  62

-6700

11887.5

 35.7

 2.0

 41.7

 40.35

 0.iss

  ↓

0.17221875

  61

-6700

iis75.0

 33.6

 2.0

 38.4

 37.48

 0.188

  ↓

0.18190625

 の

429.66

 ↓

389.80

 他 の パ ラメ タ を 実験5で 到 達 した値 に与 え て 、 σを0.188か ら変 化 させ た結 果 、上 記 の よ うな値 を

得 た 。 グ ラ フに よ って見 る と、63～61年 の適 合 度 に大 き な改 善 は な い 。(図VI-15-6参 照)

実験7(番 号81～12-1)

 63～61年 の 過 小推 定 を 改 善 す るた め 、 いま まで変 化 せ しめ なか った プ5に 年 別 に 変 位 を 与 え て み

る。 μ4、μ,、μ,4の 観 測値 と理 論値 の 関 係 は つ ぎ の よ うに な る。

 61年:μ4は 接 近 。 μ,は 接 近 す るが 十 分 で は な い 。fedは か え って離 れ る。

62年:μ4、 μ、 は接 近 して よい 適 合 を得 る。fedは 離 れ る(過 大)。

 63年:μ4、 μ,は 接 近 して適合 度 良 い。fedは 離 れ る(過 大)。

       64            63            62           61
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プ
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プ40

6

v

w

  150

   2

 11875.0

 -6700

   ↓

 一6862.5

 70.7

0.17893750

 45.51

 47.40

(左 と同 じ)

 一6700

   ↓

 一6937.5

 71.4

0.17346875

 42.63

 44.10

  一6700

   ↓

  一7037.5

  35.7

0.17221875

  40.35

  41.70

-367一

 一6700

   ↓

 一6825.0

 33.6

0.18190625

 37.48

 38.40



 64年=μ4、ueは 適 合 度 よ い。 fed離 れ る(過 大)。

 各年 共通 にlY5の 変 化(増 大)は μ4、 μ、を 上 昇 さ せ る 。 こ れ は 、 表VI-7、VI-8か ら期待

され た と ころで あ る。 μ,、μ4は 各 年 と も観 測 値 に接 近 す る。 た だ し、61年 は な お乗 離 が大 き い 。fed

は観 測 値 か ら離 れ る。(図V[一15-7参 照)

実、験8(番 号81～12-03)

表(実 験7)の パ ラ メ タを 初 期 値 と して 、y3を 各 年別 に変 化 させ る。(図VI-15-8)

σ
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7

7

7

 64

0.1789375

 150

2→1.9

12112.5

-6862 .5

 70.7

 63

0.1735

 150

2→7.3

11875.0

-6937 .5

 71.4

  62

0.17221875

 150

2→13.2

11887.5

-7037 .5

 35.7

  61

0.18190625

 150      の

2→10.2     313 .033

11875.0         ↓

一6825 .0     284 .946

 33.6

 r,だ け変 化 させ た結 果 、 期 待 され る と お り、(表VI-7、V【 一8参 照)理 論 値 の 曲線 の勾 配が 急 に

な る傾 向 が み られ る。 プ3の影 響 は 大 き い。 は じめ て 、63、62、61年 で 適 合 の 改 善 が 見 られ る。

 実験9(番:号81～12-04A)

 残 され たパ ラ メ タhを 変 化 させ てみ る。61、62、63年 に共 通 にい え る こ とは 、低 核 収 入 階 層 で μ4

が す こ し低 下 し、 μ、 はわ ず か に上 昇 、fedに は ほ とん ど変 化 が な い。64年 だ け、 μ4が 上 昇 、 μθが

低 下 、fedに 殆 ん ど変化 が な い。 hだ け の 変 化 は 大 きな影 響 を お よ ぼ さな い。(図V[一15-9)
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 0.333
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 0.332
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-7037 .5

 35.7

 0.333

  ↓

 0.332

 61

0.18190625
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 2

11875.0

-6825 .0
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0.333

  ↓

0.332

 の
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  ↓

310.8691
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 実験10(番 号81～12-04B)

 r3とhを 同時 に変 化 させ てそ の総 合 効 果 を み る。(図VI-15-10)

 73だ け変 化 さ せ た 実 験9と 比 べ て顕 著 な差 異 は、hを 同 時 に変 化 させ る こ と に よ ってr3の 値 が

(64、63年 で と りわ け)大 巾 に変 化 す る と い う点 で あ る。

 その結 果 、 適合 度 は61、62、63年 に お い てか な り改善 され た。

 そ の 他 の パ ラ メ タ推 定 値 は、r40を 別 と して 、 各 年 間 で か な り近似 して い る。

     64

r3  2→0.6875

h   O .333一 一〇.33458

r4    12112.5

r5   -6862.5

raｰ  70.7

Q     O.17894

   63

2-9.6875

0.333-0.33083

 11875.0

 -6937.5

  71.4

 0.1735

   62

2一一>17.3125

0.333一>0.32833

 11887.5

 -7037.5

  35.7

 0.1722

   61

2→16.375

0.333→0.32833

 11875.0

 -6825.0

  33.6

 0.1819

 の

313.0334

 ↓

267.657

 実X11(番 号81～12-09ケ ー ス0)

 72の 効 果 を み る た め 、yo4=40、 rs=2、72-150、 h=0.333、6=Q.188、 Yq-12000、75=

一6700の 初 期 値 の も と でr2だ け を 変 化 さ せ る
。 r2の 収 束 値 は61年 ～64年 の 順 序 で 、153.7、

153.7、152.5、147.5で あ る 。 こ の 値 に 対 して 、61～63年 の μ4は ま だ 過 小 推 定 と な る 。(64年 は ほ

ぼ 適 合 す る)(図VI-15-11)

 実 験12(番 号81～12-09、 ケ ー ス1)

 rｰ4、y3、 h、 r4、 Y5は 実 験11と 同 じ値 と し プ2とhを 変 化 させ る 。

     1964            1963           1962              1961            の

                                        543.298 
r2  150→148.7     150→153.7     150→158.7        150→161.2                                          ↓

 h  O.333→0.33833  0.333→0,33833  0,333→0.3458333   0,333→0.3470833   407.7284

 μ4は 、61年 、63年 で 全体 と して過 小推 定 、62年 で は高 所 得 層 で 過 小 、64年 で は μ,が 観 測 値 にや

や接 近 す る。(図vi-15一 ユ2)

 実験13(番 号81～12-09 ケ ー ス2)

 こ こまで の 実験 で 、他 のパ ラメ タに顕 著 な傾 向 的 変 化 が 見 られ な い こ とが わ か ったの で 、rｰ4の 値

を 実験10で 得 た値 の4年 間 平 均 の 値rｰ4=52.85と し、r3は 同実 験:で得 た値 の4年 間平 均 の値
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r3=11.015625と す る。(図VI-15-13)

 h、 σ、y4、 Y5は 実験9、10(ど ち ら も同 じ値)で 初 期 値 に使 った値 に与 え る。

 これ らの所 与 の パ ラメ タ値 の も とで 、Y2だ け を変 化 させ る 。結 果 は次 の 通 りで あ る。

     1964            1963           1962            1961
                                        の

 r2  150→151.2      150→150      150→150       150→152.5       287.4115                                        ↓

                                      285.9782

 rZの 値 は変 化 が 少 く、62、63年 で は 殆 ど変 らな い。

 μ4の 値 は63年 で は改 善 、62年 はや 丶過 小 、61年 で 過 小 、64年 で は低 所得 層 で過 大 とな る。

 実験14(番 号81～12-09 ケ ース3)

 こ こで は 、r2とhを 変 化 させ る 。他 の パ ラメ タyo4、y3、 y4、 r5、 σ は 実 験13の 値 と お な じ とす

る 。(図VI-15-14参 照)

 結 果 は次 の 通 りで 、72の 値 は依 然 安 定 して お り、hの 値 もわず か に変 化 す る に と ど ま る。

     1964             1963              1962          1961          の

                                        287.4115 r
2    150→150           150 → 150          150→ 151.2       150→ 153.7                                         ↓

 h O.33458→0.332080  0.33083→0.33083  0.32833→0.32833 0.32833→0.33083  279.7802

 rz、 hの 収 束値 と と もに 、所 与 と した他 のパ ラメ タ をw、 vの 値 と と もに ま とめ て示 す。

 61年 の 理論 値 の 適合 度 は 、 いま まで の実 験 結 果 の 中 で 、 も っ と も よ い。62年 、63年 で は 、 μ4の 高

所 得 層 を除 い て ほ ゴ よい 。64年 は μ4の 適 合 度 に さ らに若 干 の 改 善 が み られ る。
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150.0

0.33208

12112.5

-6862
.5

0.17894

52.85

11.015625

45.51

47.4

 63

150.0

0.33083

11875.0

-6937 .5

0.1735

52.85

11.015625

42.63

44.1

 62

151.2

0.33083

11887.5

-7037
.5

0.1722

52.85

11.015625

40.35

41.7

 61

153.7

0.33083

11875.0

-6825
.0

0.1819

52.85

11.015625

37.48

38.4

  平 均

 151.225

0.3311425

11937.375

-6915
.625

0.176625

(52.85)

(11.015625)

一370一



              §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一

 実験15(番 号81～12-14)

 r9、 y5、 σ、 y3、 r2を 、実 験14の 値 の平 均値 に定 め 、 h、 v、 yo4の うち か ら、2つ を組 み に して

変化 を 与 え る。(図VI-15-15 a、b、c参 照)

 a)hとvを 同時 に変化 させ る。

      64        63

 h    O.3311425      0.3311425

               ↓

     不 変    0.336425

 v      45.51          42.63

               ↓

     不 変      42.20

  hとvは か な り安 定 して い る こ とが わ か る 。

b)rｰ4とhを 同時 に変化 させ る 。

      64        63

 r4    52.9          52.9
      ↓       ↓

     130.9          72.9

 h    O.3311425      0.3311425

     不 変      不 変

  62

0.3311425

 不 変

 40.35

  ↓

 40.27

  6ユr

O.3311425

  ↓

0.3261 25

 37.48

  ↓

 37.97

 の

327.078

 ↓

323.847

                        62        61
                                        の
                        52.9         52.9
                         ↓             ↓        327.078
                        -21.3        -25.2
                                        ↓
                      0.3311425      0.3311425

                        不 変      不 変    308・272

   rｰ4に 段 階 的 シ フ トが あ らわ れ る。 これ は 、 実 験5に 見 られ た特 性 が再 現 した もの と解 され る。

 c) yo4、vを 同 時 に変 化 させ る。

       64          63          62           61

  rｰ4    52.9       52.9       52.9        52.9        の

       ↓      ↓      ↓       ↓
      X30.9       68.5        -25.2       -25.2      327.078

  v      45.51        42.63        40.35         37.48         ↓

       ↓      ↓      ↓      ↓

      不 変    42。54    40.15    37.38   306.992

 以 上 のa)b)c)を 通 じて、62、63年 の適 合 は 、 μ4が 高所 得 層 で や や過 小 推 定 に な る。 この傾

向 は、 まえ の 実験 結 果 と変 ら ない 。 三者 の 中 で は b)c)の ケ ース が 、相 対 的 に や や適 合 度 が よ い。
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実験16(番 号82～1-14)

1964 1963 1962 1961

一

   v

45.51

  ↓

43.07

42.63

 ↓

42.09

40.35

 ↓

40.26

      }

37.48

  ↓

37.56

w

47.58

 ↓

45.85

44.43

  ↓

44.43

42.02

 ↓

42.50

38.69

 ↓

39.28

a

0.176625

   ↓

0.151625

0.176625

   ↓

0.151625

0.176625

   ↓

0.151625

0.176625

   ↓

0.151625

YZ

151.2

 ↓

146.2

151.2

 ↓

ユ46.2

151.2

 ↓

146.2

151.2

 ↓

146.2

一

   r3

ii.o

 y

-0 .2

11.0

 ↓

一〇
.2

11.0

 ↓

一〇
.2

11.0

 ↓

一〇
.2

rq

11937.4

  1

12399.3

11937.4

  ↓

12399.9

11937.4

  ↓

12399.9

11937.4

  1

12399.9
一

   75

一6915 .6

  ↓

一7815 .6

一6915 .6

  ↓

一7815
.6

一6915
.6

  ↓

一7815
.6

一6915
.6

   ↓

一7815
.6

rｰ4

52.9

 ↓

53.7

52.9

 ↓

53.7

52.9

 ↓

53.7

52.9

 ↓

53.7

万

0.33

 ↓

0.34

0.33

 ↓

0.34

0.33

 ↓

0.33

0.33

 ↓

0.33

 の

323.03041

 ↓

211.33099

 前の実験15ま での過程で、観測値に対する理論値の適合は、かな り改良されてきている。

 そこで、次のように考えることが許 されよう。(1)観測期間内において、選好関数のパラメタの安定

的な値のセットが存在 し、(2)パラメタの母集団値が(少 くともlocalな 意味で)identifiableで ある

ならば、次の事実が観察 されるはずである。すなわち、観測期間4年 間について共通な値で与えた各

パ ラメタの初期値は、それぞれ4年 間を通 じて適合度が最大になるように変化せ しめられたとき(4

年間合計の目的関数の極大化)よ い収束が見 られ、また適合度 もさらに改善される。

 この視点にたって、現段階における最終的な実験と して、すべてのパ ラメタを同時に変化 させ(山

登 り法によ って)収 束せ しめることにする。なお、wとvお よびhは 理論の要請から各年で相異る値

                    一372一



              §VI 雇用 自営総合理論への拡張一A型 家計一

を とる こ とを許 す。

 収 束 計 算 の結 果 は 上 記 の 表 に 示 す と お りと な った。 この 収 束 過程 は収 束 の や や は か ば か し くな か

った実 験15よ り もは る か に急 速 で あ った。 これ はパ ラメ タのidentifiabilityを 示 唆 す る もの と解 せ ら

れ よ う。

 適 合度 に つ い て は 、 μ4の 過 少 推 定 が(64年 の 低 階 層 を除 い て)ほ ぼ解 消 し、fedの 適 合度 に顕 著

な 改善 が 見 られ る 。 μ,に つ い て も改 良 さ れ た。

 実験16の 結 果 は 、今 迄 に得 られ た ど の結 果 よ り も良 好 で あ り、分析 の 現 段 階 で は この結 果 を も って

最 終 的パ ラメ タ値 と して受 け入 れ て よ い で あ ろ う。

                 表VI-10資 料

                   1964年

所得
階層 核 所 得(1) μd   (2)  e   (3) μed   (4) 1>尸   (5)

1 4 15.042 .2083 .3333 .0833 24

2 5 18.245 .2195 .1951 .1463 41

3 6 21.891 .3860 .1053 .0526 57

4 z 25.190 .3295 .1932 .0682 88

5 8 28.544 .3711 .1546 .0206 97

6 9 31.815 .3750 .1667 .0417 .96

7 10 35.035 .3507 .1119 .0224 134

8 11 38.531 .4214 .0714 .0500 140

9 12 41.768 .3006 .1227 .0491 163

10 13 45.357 .2955 .1212 .0379 132

11 14 48.662 .3922 .0588 .0719 153

12 15 51.880 .3277 .0252 .0168 119

13 16 55.253 .3714 .0857 .0190 105

14 17 58.590 .3371 .0449 .0449 89

15 18 62.005 .2838 .0676 .0000 74

16 19 65.227 .2115 .0577 .0385 52

17 20 68.541 .2326 .0465 .0233 43

18 21 72.099 .2ら93 .0741 .0370 27

19 22 75.269 .2222 .0370 .0000 27

(1) 1961年 固定価格 (2)内 職有 業率 (3)雇 用有 業率 (4)雇 用 ・内職兼業有業率 (5)家 計数
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§VI 雇用 自営総 合理 論への拡張一A型 家計一

      図VI-15-9
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         図VI-15-10

実 験10(番 号81-12-04B)
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                §VI 雇用自営総合理論への拡張一A型 家計一
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      図VI-15-11
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                §VI

      図V[一15-13
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      図VI-15-14

実験14(番 号81-12-09ケ ース3)
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§VI雇 用 自営総合理論 への拡張一A型 家計一

      図VI-15-15C
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      図VI-15-15A
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      図VI-15-15B

実験15(番 号81-12-14)(b)
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§VI雇 用 自営総合理論 への拡張一A型 家計一

           1963年

階層 1 μ4 μθ
 edu

N

1 3 12.330 ..3846 .3077 .0000 13

2 4 15.905 .3556 .2222 .0667 45

3 5 19.212 .4727 .1273 .0909 55

4 6 22.649 .3625 .1750 .0625 80

5 7 26.048 .3629 .2016 .0484 124

6 8 29.572 .3684 .1429 0602 133

7 9 33.038 .3963 .0976 .0183 164

8 10 36.623 .3968 1323 .0265 189

9 11 40.010 .3943 .0857 .0171 175

io is 43.470 .3647 .1059 .0294 i70

11 13 46.987 .moo .0667 .0400 150

12 14 50.282 3169 .0704 .0211 142

13 15 53.898 .3158 .0316 .0105 95

14 16 57.162 .3250 .0250 .0125 80

15 is 64.178 .2821 .0256 .0256 39

16 19 67.771 .3056 .oZ7s .0000 36

17 20 71.511 .2917 .0417 .0000 24

1962年

階層 1 μ4 μ6 μθ4 N

1 2 9.823 .2500 .4167 .0000 12

2 3 13.353 .5588 .1176 .0882 34

3 4 16.746 .3559 1356 .1356 59

4 5 20.934 .3372 .1395 .0581 86

5 6 24.455 .4307 .1460 .0292 137

6 7 28.264 .4203 .1522 .0435 138

7 8 31.826 .3693 .2216 .0114 176

8 9 35.571 .4127 .1429 ..0106 189

9 io 39.192 .3886 .1086 .0286 175

10 ii 42.873 .3314 .0828 .0118 169

11 12 46.591 .3835 .0526 .0226 133

12 13 50.442 .3065 0565 .oooa 124

13 14 54.154 .4000 .0222 .0000 90

14 15 57.800 .3390 .0678 0169 59

15 16 61.316 .2692 .0385 .0000 52

16 18 69.164 .3333 .0417 .0000 24

395



1961年

階層 1 μ4 μθ
 edμ N

1 3 14.382 .4000 .1000 .0500 20

2 4 18.452 .4815 i4si .oooo 27

3 5 22.088 3684 .1579 .0526 57

4 6 25.946 .3415 _0976 .0610 82

5 7 29.912 .3182 .1364 .0114 88

6 8 34.152 .3855 .1084 .0361 83

7 9 37.877 .2947 .0316 .0ユ05 95

8 io 41.881 .3000 .0300 .0200 100

9 11 45.763 .3587 .0652 0109 92

10 12 50.091 .3800 .0200 .0000 50

11 13 53.889 .1818 .0455 .0000 44

12 19 78.371 .2353 .0588 .0000 17
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§VI 雇用 自営総合 理論 への拡張一A型 家計一
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§VII一 般臨界核所得 と特殊臨界核所得

一自営 ・内職機会を考慮 したばあいの臨界核所得にっいて一

[7.1] 皿、IV章 の基本的分析概念について

 §皿一2に おいて、われわれは、自営所得造出の機会と雇用所得造出の機会をあわせもつ家計の労

廟供給理論を考察 した(詳 しくは §皿)。 その結果、成年人員2人 の家計(核 および成年非核構成員

からなる家計)か ら、いかなる就業形態の家計が、いかなる条件のもとでいかなる確率で発生するか

について一般的な理論が展開 された。そしてA型 家計の発生機構もそのなかで考察された。これらの

分析において、使われた基本的分析概念は、第一に所与の収入率の機会 に対す る最適供給時間の分

布、第二に供給限界(最 長指定労働時間)の 分布であった。そこでは、IV章 の余暇 ・所得選好関数の

計測(準 備的計測)に おいて基本的に重要な役割を(供 給限界とともに)は たす臨界核所得 とその分

布の概念は陽表的には登場 していないことに注意されるべきである。

 その理由は、§皿一2の 分析そのものを見ることによってあきらかであるが、要点だけをいえば次の

ようになろう。すなわち、一般理論の展開およびA型 家計の自営収入メカニズムも考慮 した理論の展

開にあたっては、(1)所与の雇用機会(賃 金率と指定労働時間の組合せで示される)と 所与の自営収入

造出機会(収 入率又は限界収入率で示される)を 提示された家計のグループにおいて②いかなる条件

とメカニズムによって各種の就業形態(雇 用、自営一内職一、および両者の兼業、非就業等々)が 発

生するか、という問題のたて方が、有効(議 論が簡単明瞭であるという意味で)で あった。このとき

核所得なる概念は先取りされていない。他方 §VIのA型 家計の総合理論においては、核所得が所与で

あるとき、無差別線の形を反映するH(d)の 分布によって非核構成員の各種の就業パターンを考察す

る方が便利であった。
                                                      

 これに対 して、A型 家計プロパーについて、 しかも、非核構成員(妻)の 就業機会として雇用機会
     

だけを陽表的にとりあげた第IV章 の分析 においては、考慮 された就業機会が雇用機会 という一種類に

限定されているゆえに、無差別曲線の形が互に相異る多くの家計を想定し、家計間で相異る臨界核所

得を分布の形で陽表的に叙述するのが分析上有効であったのである。

 そこで、臨界核所得の概念が §VIの総合的A型 家計分析においてどう関連 しているかをみておこう。

 なお、(§ 皿章)に おいて、 §皿一3で 、最適供給時間分布を使 う§M-2の 分析 と臨界核所得分

布を使 う§皿の分析の間に、一応の関連づけを試みておいた。 しか し、この関連づけは、自営所得造

出機会を無視 している。すなわち、非核構成員の自営収入機会がないばあいについて両概念の関連を
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述べたものである。その意味で、 §皿一3の 考察は部分的なものであった、といえる。

 この §Vdでは、核が雇用機会に就業 している家計(A型 家計はこれに含まれる).の非核構成員が、

自営収入機会(収 入率を定数vと する)と 雇用機会(賃 金率w、 指定労働時間hと する)の 二つを提

示されているときにおける臨界核所得方程式を導き、選好パラメタの精度向上において使用 した理論

図式(最 適供給時間の分布と供給限界の分布が主な分析概念として使われている)す なわち自営 ・雇

用総合図式において臨界核所得概念はどのように位置づけされるのかを示 しておくことにする。

[7.2] 一 般 臨 界 核 所 得
                                                   

 非核構成員(妻)の 自営所得造出機会を考慮に入れたばあいの臨界核所得を求める。これを一般臨
    ロ   の    

界核所得とよぶことにする。

 そのためには、臨界核所得概念を、次のように一般臨界核所得として定義 してお く必要がある。

 定義:

「一般臨界核所得とは、任意の1家 計の非核構成員の雇用賃金率と指定労働時間および自営収入率を

所与としたとき、核所得水準がそれよりも高ければ非核構成員は内職のみに就業するかあるいは内職

にも就業せず、核所得水準がそれより低 ければ、雇用機会に就業 しかつ同時に、内職に就業又は非就業、

となるような、そういう臨界的な(当 該家計に個有な)核 所得水準である。」

[7、3]一 般臨界核所得 とA型 家計の就業パターン

 この節では、一般臨界核所得の概念を一家計の就業パターンの変化との関連において考察 しよう。

 3.ユ

 そ の た め に、 任 意 の一 家 計a(当 該家 計 の無 差 別 曲線 の形 状 は グ4u=〈 又 はr40+r4 u=以 下 同様 〉 の

値 に よ って特 徴 づ け られ る)の 就 業 の 型 が 、 所 与 の賃 金 率w指 定 時間hと 自営 収 入 率vの も とで、 核

収 入1の 水 準 の変 化 と と もに、 ど う変 るか を見 て お く必 要 が あ る。

 就 業 の 型 の変 化 を 示 す に は 、 §vlの 図 一VI-2～VI-7を 流 用 す る こ とが で き る。 ただ し、 これ ら

の 図 を使 う際 に は、次 の 点 に お いて 、 図 の 解釈 を 基 本 的 に、 ま え と は変 え ね ば な らな い 。

 す な わ ち 、 これ らの 図 はが ん らい は 、 共 通 の 核収 入 水 準1と 共 通 のw、vお よ び 指定 労 働 時 間hの

も とで 、 多 数 の 家 計 間 で 就 業パ ター ンの 差 が 、74u;の 値 の差 か ら、発 生 す る こ とを 示 して い る・この

節 で は、 しか し、y4 u;の 値 が一 義 的 に 定 め られ て い る一 つ の 家 計 に お い て 、 核 収 入水 準 の変 化 が 、

(w、v、 万 を所 与 と した と き)当 該 家 計 の 就 業パ ター ンを い か に 変 化 せ しめ るか が 問 題 と され るの

で あ る。 したが って 、第1に 、 図VI-2～VI-7は 同一 家 計 の無 差 別 曲 線 を示 す もの と読 み な お され

る こ と にな る。
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第2に 、図VI-2～VI-7の 点aを 通 る無差別曲線の形状のちがいは、点aの 位置(横 座標)が 、核

所得水準の(同 一家計でのちがいのために)異 るせいで生 じていると解釈 しなければならない(§VI

の考察では、点aは 同一核所得水準を示すものとされており、これを通 る無差別曲線の形状のちがい

は、家計間でのutの 値のちがいから生 じているものと理解 されていた)。第3に 、就業パターンの決

定に基本的な役割をはた したg、f、 ψ関数 と形式的に類似 しているが、しかし意味の異る関数を定

義する必要がある。これについて次に述べる。

 3.2 の、F、 ψ関数

 図珊一1は 、特定の一家計の余暇～所得にかんする無差別曲線を示す。図の点A等 は相異るいくつ

かの核所得水準を示 している。

 ①を添えたA点 の核所得水準においては点Aを 通る無差別曲線 ωAは 、(前述の読 みかえを した う

えで図VI-2と 対照 させてみれば)就 業形態①(表 一VI-2)を この家計に発生させる。すなわち、

A型 家計の非核構成員(妻)は 、雇用にも内職機会にも就業 しない。

 ③を添えたA'点 の核所得水準においては、A'を 通る無差別曲線の形状が就業形態③(表VI-2)を

発生させ、雇用に非就業、内職にのみ就業の形をとる。

 ④を添えたA"...に核所得水準があるときは、同様な考察から、就業形態④(同 上)が 生 じることが

わかる。すなわち、非核構成員は雇用機会のみ就業 し、内職はおこなわない。

 ⑤を添えたA点 に核所得水準があるときは、就業形態⑤(同 上)が 生 じ、これは④ と同じくこの家

計の非核構成員は雇用機会にのみ就業する。

 ⑥を添えたA点 に核所得水準があるときは就業形態⑥(同 上)す なわち、雇用と内職の兼業就業が

生 じる。(注)図Vd-1の ①と③には、接点dの 位置の変化とそれに対応する交点mm'の 位置の変化が

示されている。点dの 労働時間座標をH(d)と かき、H(d)〈0な るH(d)を 与える核所得の領

域における、(表VI-2① のケース)H(d)と 、 m点 の労働時間座標H(m)の 関係を

(1-1) H(m)=の[H(d)], HCd)CO

で あ らわ す 。

 ま たH(d)の 値 が 正 に な る核所 得 の 範 囲(表VI-2③ ④ ⑤ ⑥ の ケ ース)に お け る点 〃〆の労 働 時間

座 標H(m')とH(d)の 関 係 を

 (1-2)        HCm')=F[H(d)]  h>H(d)>0

とか こ う。

(注)表VI-zの 就業形態② に照応するケースについては後述する。
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 またH(d)の 値がhを 超える(H(d)>h)核 所得の範囲における点eの 労働時間座標H(の と

H(d)の 関係を

 (1-3)     H(の=Ψ[H(d)] ,  H(d)>h

であらわす。

 の、F、 Ψ は次 の手 続 で 導 か れ る。

 3.2.1 のに つ いて

 ① の ケ ー ス に お け るd点 の座 標H(d)を 求 め る。ABの 上 方 へ の 延 長 部 分 の 方 程 式 は、

 (1-4)       X=1+vh    hCO

で 与 え られ る。4)の 制 約 の もとで 、

 (1-5)          ω=ω(X,T「hlr,,r2,y3,y'4,r5)

を最 大 にす るhの 値 、 す な わ ちH(d)は 、

 (1-6)           H(d)=Hd(v,II髪 【, r,r2,Y3,Y4, r5)

と あ らわ され る。 こ こ にr'4は 当 該 一 家 計2に か ん す るr4 u=の 値 で あ る。

 6)に お いて 、1はH(d)を 負 な ら しめ る範 囲 の 値 を と る もの と され て い る。

 つ ぎ に、 ① の 点mの 座 標H(m)を 求 め る。まず 、① のAを 通 る無 差 別 曲線 の 方 程 式 はつ ぎの 形 にな
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る。 点Aの 座 標 はX=1、h=0で あ るか ら、5)に これ を代 入 して 、

 (1-7)              ωA=ω(1,TIr,,rz,y3,r'4,r5)

を得 る。 これ を5)の 左 辺 に代 入 して 、

 (1-8)     ω。一 ω(X,T-hlr,, r,, r,, ir4 r,)

がAを 通 る無 差 別 線 の 方 程 式 で あ る。 た だ し、 ω4の 値 は7)で 与 え られ る。

 8)と 、Ah直 線 の 方 程 式

 (1-9)               X=1+wh  ,   h>0

を連 立 して 、hに つ いて 解 き、正 な る方 の解 を 、

 (1-10)      H(m)一Hm(w,1171, r2, rs, r4`,r5)

とす れ ば 、 これ は点mの 座 標 を与 え る。

 H(d)の 方 程 式6)とH(m)の 方 程 式10)か ら共 通 の変 数1を 消去 す る と、の関数 が求 め られる。

すなわ ち、

 (1ヨD    H(m)=のCH(d)[w, r,, rz, r3, r`4,r、]

 これ は、1)の のの 構 造 を詳 し く示 して い る。H(m)とH(d)の 関 係 はwと{r}に よ って規 制

され る。

 の を(図W-2)の 曲線88'で 示 す 。 この 曲 線 の 形 状 は、 所 与 のwの 値 の も とで 、当 該 家 計iに 固

有 な もの で あ る(11)式 にパ ラ メ タyi4が 含 ま れ て い る)こ とが わ か る。

 3.2。2 Fに つ いて

 縦 軸 に対 す る勾 配 が 自営 収 入 率vで あ る直 線ABと 無 差 別 線 との 接 点 が水 平 線TT'よ り下 方 (H

(d)>0)に 位 置 す る よ うな 核所 得水 準 の 範 囲 につ い て 、 そ の 縦 軸 に対 す る勾 配 が賃 金 率wで あ る直

線Ak(又 はそ の 延 長)と 、 ABに 点dに お い て 接 す る無 差別 曲 線 との交 点 をm'と す る。 m'の 労 働

時 間 座 標H(m')とd点 の 労 働 時 間 座 標H(d)の 関係 が 関 数Fで あ る(図VI-5)。

 H(m')は 次 の 手 続 で 求 め られ る。Ak(又 は そ の延 長)の 方 程 式 は 、

 (1-12)         X=1+wh    h>0

で与 え られ る。

 点dに お い てaBに 接 す る無 差別 曲線 の方 程 式 を求 め る。 dの 座 標 は

 (1-13)         X=ノ+v.H(d) ;
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 (1-14)                 h=H(d)

これ を効 用 関 数1-5)の 右 辺 に代 入 して、

 (1-15)      ω4=ω[1+vH(d), T-H(d), r,, Y2'r3, r`4'y5]

が 求 め られ る。 効 用 関 数1-5)の 左 辺 を15)で 代 置 して 、

 (1-16)      ω4=ω[X,T-h, y,,rZ, r3, y`4,r5]

がdを 通 る無 差 別 曲 線 の 方 程 式 で あ る。 た だ し、 ω4の 値 は、15)で 与 え られ る。

 12)と16)を 連 立 してhに つ いて 解 きそ の 解 をH(m')と か けば

 (1-17)          H(m)ニ=H挧r[1,w}r,, r2, Y3, r`4,r5]

が 点m'の 労 働 時 間座 標 で あ る。

 方 程 式17)と 、d点 の労 働 時 間座 標 を与 え る方 程 式 か ら共 通 の 変 数1を 消 去 す れ ばH(m')とH(d)

の 関 係 が 得 られ る。d点 の労 働 時 間 を与 え る方 程 式 の形 は1-6)で あ る。た だ し、こ こで はH(d)は 正

の 値 を と るか ら、6)に お いて1の と り う る範 囲 は 、6)の 右 辺 を正 な ら しめ る範 囲で あ る。6)に

適 用 され るべ き1の 値 を この 範 囲 の 値 と理 解 した うえ で 、6)と17)か ら1を 消 去 して 、関 数Fす な

わ ち、

C1-18)   HCm)=F CH(d)lw, v, yl, rz, y3, r4`,y57

が 求 め られ る。

 Fを 図W-2の 曲線 δ'εで 示 す 。 こ の 曲線 は所 与 のwとvの も とで 、r`4に よ って 変 位 す る。 す な

わ ち、 δ'δと同 様 に、 δ'εの 形 状 は各 家 計 の それ ぞれ に固 有 で あ る。

 3.2.3 Ψに つ い て。

 直線Ak(又 は そ の延 長)と 無 差 別 曲線 の接 点 をeと す る。 eお よ びdの 労 働 時 間、H(e)とH(d)

の 間 の 関係 を核 所 得 の 変 化 を媒 介 と して 与 え るのが ψで あ る(図VI-6、7)。

 点kの 座標 は 、

 (1-19)          X=1+wh

 (1-20)             h=h

で あ る。 た だ しhは 指 定労 働 時 間。

 kを 通 り勾 配 がvな る直 線 の方 程 式 は
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 (1-21)            X=1+(w-v)h+vh

と書 か れ る。 ここ に1、w、 v、 hは 所 与 。

 制 約21)の もと で1-5)の ω を最 大 に す るhの 値H(の は 、

 C1-22)    HCe)=He CI, w, h l rl, r2i y3, r4',rs7

とか け る。 これ は、 接 点eの 労 働 時 間 を与 え る。

 (1-6)式 の 右 辺 を 正 な ら しめ る1の 範 囲 につ いて 、6)と22)か ら1を 消 去 す れ ば、H(e)とH

(d)の 関 係

 (1-23)           H(e)=蟹[H(d)Iw, v,ノ診」 〆1,y2,r3,r`4, y5]

が 求 め られ る。 Ψを 図W-2の 曲 線 ηη'で示 す 。 この 曲 線 は、 所 与 のw、v、 万の も とで 、 r`4に よ

って変 位 す る。 す な わ ち δδ'、 δ'ε曲 線 と同 様 にηη'の形 状 は各 家 計 に そ れ ぞ れ 固 有 で あ る。

 3.3 1家 計 の就 業 パ タ ー ンの変 化

 考 察 の対 象 と され て い る一 家 計 につ い て 、(図Vd-2)に お いて 、 の に照 応 す るH(d)の 値(δ δご

① で 示 す)の 範 囲で は就 業 形 態 ①(表VI-2)が 発 生 す る こ と が示 さ れて い る。 す な わ ち、 非 核 構 成

員 は非 就 業 で あ る。

 Fに 照 応 す るH(d)の 値 のSor(③ で 示 され た)部 分 にお いて は就 業 形 態 ③(表W-2)が 発 生 す

る。 す な わ ち、 非 核 構 成 員 は 内職 にの み 就 業 す る。

 Fの 値 がrsで 示 され る範 囲(④)お よび Ψの 値 がtyで 示 され る範 囲(⑤)で は非 核 構 成 員 は雇 用 機

会 にの み 就 業 す る。

 望 の値 がy以 上 の範 囲(⑥)で は非 核 構 成 員 は 、雇 用 機 会 に就 業 す ると共 に 内職 も兼 業 す る。

 つ ぎ に 、 図W-2の 横 軸 に示 され たH(の の値 と核 所 得1の 値 の 関係 を 図 の第3、4象 限 の 曲線

2Z'で あ らわ そ う。この 曲 線 は、1-6)式 に お け る核 所 得 の 範 囲 を1>0な るす べ て の値 に とることに

よ って6)式 か ら求 め られ る もの で あ る(vは 所 与)。 こ の 曲線 は 、 当該 一 家 計 に お い て、 核 所 得 の

大 き い ば あ い と小 さ い ば あ い とでH(d)の 値(収 入 率vの 自営 所 得 造 出機 会 一 内職 一 への 最 適 供 給

時 間)が ど う異 るか を示 して い る0注)

 図W-2に お いて 、H(d)が 負 の 領 域 で は非 核 構 成 員 は非 就 業 、正 か つ(91以 下 の と き は 内職 の み

へ の 就 業 が お こな わ れ 、(21か らQ4ま で の 領 域 で は雇 用 の み へ の 就 業 が お こな わ れ る。 Q4よ り長 い

(注)ダ グ ラスーpン グー 有沢の第1法 則によ って、ii'は1軸 に対 して、V卜2図 に示す ように負 の勾配を もってい る。
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H(d)の 発生する領域では雇用と内職が兼業される。 これらのH(d)の 領域をZ2ｰ曲 線によって核

所得の軸の上に照応 させると、核所得が1軸 上の11以 下の範囲にあるときは雇用内職を兼業 しOI,

とjzの 範囲にあるときは雇用機会にのみ就業 し、 Izと13の 範囲においては、内職にのみ就業 し、

核所得が13以 上のときは雇用にも内職にも就業しない。

 さて、一般臨界核所得の定義によって、就業パターン③と④をわける核所得水準が一般臨界核所得

である。したが って、図靼一2の 家計ではH(d)軸 上のQ1に 照応する核所得水準IZが 一般臨界核

所得であることがわかる。

 この家計の一般臨界核所得は、余暇所得選好場の図W-1で は、点A*cで 示 されている。この特殊
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               §W 一般臨界核所得と特殊臨界核所得

な核所得水準においては、、4ぎβ線に接する無差別曲線は、同時に点 々を通 っている。 そしてこの核

所得水準はすでに述べた とお り、就業パターン③と④を区分する水準である。

 3.4 一般臨界核所得と特殊臨界核所得の関係

 次に、一般臨界核所得と、さきに登場 している概念(こ れを特殊臨界核所得とよぼう)と の関係を

見よう。

 特殊臨界核所得は、核所得水準を示す点Aを 通る無差別曲線が、③、4,からひいた雇用機会の収入線上

の点k'を も通る、そ ういう特殊な核所得水準である。 したが って、 の、F、 Ψ関数が単調関数である

図Vll-1の ような無差別曲線群をもつ家計においては、①を添えた点Aで 示されるような核所得水準

と一般臨界核所得を示す点 、4ぎの間に、特殊臨界核所得が存在することがわかる。特殊臨界核所得水

準を点Acで 図示 してある。 したがって、単調なの、 F、 Ψをもつかぎり、すべての家計において、

                           
 (1-24)                         1σ〈 1

なる関係が成立する。ただ し、 諮 は一般臨界核所得、 ∫*は特殊臨界核所得である。

 3.5 一般臨界核所得 塔 の分布

 図W-2は 所与の一家計にかんする図である。各家計に対 して、w、 v、 hの 値が共通であっても、

家計間で7～ の値 に差が あるため に、図の曲線 の形状 は家計間で異 る。 したが って、一般 臨界

核所得の水準 も家計間で異る。各家計の一般臨界核所得の大きさは、(所 与の共通のW、V、 hに 対

して)そ れぞれの家計の余暇～所得にかんする選好特性を示すパ ラメタとみなすこともできる。

                                          
 図W-3で 多数の家計からなるグループの一般臨界核所得1σ の分布 ノlc(1σ)を 示す。

 これらの全家計に核所得 ム が共通に与えられると(共 通のω、 θ、 んのもとで)非 核構成員の雇用

労働機会への供給確率 μ・は面積Sユ'となる。グループに共通に与えられる核所得1が 大きいほど供

給確 率は減少 す る。

 3.6 一一般雇用供給確率と特殊雇用供給確率

 1-24)式 で与えられたとお り、すべての家計において、特殊臨界核所得は一般臨界核所得より大きい。

したがって、前とおな じ家計グループについての特殊臨界核所得分布は図靼一3のf(1*)で 示すよ

うに、∫σ(1*c)よ り右に寄 った形になる。

 ム なる大きさの核所得を与えると、特殊臨界核所得が ム を超える非核構成員の全非核構成員に対

する比率は1iに おいてたてた垂線の右側の面積(こ れをS1と する)と なる。 したがって

 (1 -25)                             Sl> S1'

である。

 ここに、5'1'を一般雇用供給確率、Slを 特殊雇用供給確率とよぶことにする。

 3.7 雇用機会モデルにおける近似の意味
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 就業パ ターン発生のメカニズムが以上において示 した理論図式によってよく描写されているものと

しよう。

 もしかりに、現実には自営収入稼得の機会が存在しないならば、現実に観測される雇用供給確率は

特殊臨界核所得分布の定積分(面 積Si;特 殊雇用供給確率)に 等 しい。

 しか し、現実には自営収入機会(収 入率 の が存在するから、現実の雇用供給確率は、一般臨界核

所得分布の定積分(面 積S,';一 般雇用供給確率)に 等 しい。

 われわれが、分析の前半で適用 した理論図式は、ここでいう特殊臨界核所得分布にかんするもので

あり、現実には自営収入機会が存在するから、その意味で前半の理論図式は第1次 近似モデルとよば

れるべきである。

                     図V皿一3

fGCIG

f(1*)

。
彡

C

S'i

S1

一般臨界核所得IG*

特殊臨界核所得1*

Oaノ a   I,                    b,

S1は.f(1*)曲 線下の垂直1,よ り右側 の面積を示す

b
円(固 定 価格)

 われわれは、 §IVで特殊臨界核所得分布を観測資料に適用して、選好関数のパ ラメタを計測 した。

この計測値は上述の意味において第1次 近似値である。この第1次 近似値は、「真 の」パ ラメタと比

べて多少の偏 りをもつはずである。この偏りほどういう性質のものであろうか。

 はじめに述べたように、一般臨界所得の理論図式が「正 しい」という前程のもとで考察 しよう。観測さ

れた雇用供給者の比率sｰ(1,)(核 所得が1,で ある階層についての値)は 、図W-3の 面積S,'に 等 しい

はずである。いまわれわれが、特殊臨界所得分布でこの観測値の発生メカニズムを近似 したとすれば、

曲線f(1*)のs,の 面積部分(1,に たてた垂線の右側にくる部分)が 、ち ょうどs,'の 面積に等 しくな

るような、そういう位置にf(1*)曲 線が存在するとみなす ことになる。つまり、図の曲線.f(1*)
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は図に示 したものより、さらにいくらか左に寄 った位置にあるものと推定されるはずである。[f(1*)

曲線を、この位置に据えれば、これに整合 した効用関数のパ ラメタの値か ら計算されるノ'G(Ic*)分

布 は当然、図の位置よ りも左 へ・寄ったところに推定される。]す なわ ち、 雇用機会モデル(特 殊

臨界核所得分布の定積分で現実の雇用供給比率が求め られるという近似)に よって推定された選好関

数のパ ラメタ集合(71,r2, y3, r9,σ)は 、全体として、特殊および一般臨界核所得分布を真の位

置よりも左に寄せた形の ものにするような、そういう性質をもっていることになる。つまり、パ ラメ

タ集合の推定結果は全体として Ic*と1*の 値を過小評価することになるであろう。

 したが って、雇用機会モデ ルを適用 して推定された選好パ ラメタを使 って、一般臨界核所得分布

を計算 し、これを定積分 して求めた雇用供給確率の推定値(理 論値)は 観測値に対 して過大になるで

あろう。

 別の角度か ら次のようにもいえる。すなわちいま真のパ ラメタのセットの値が知 られているとしよ

う。この値を使 って特殊臨界核所得の分布を求め、これを定積分 して特殊雇用供給確率を計算す ると、

この値は現実(一 般臨界所得分布の定積分で供給確率の観測値が発生 している)の 値より過大である。

そ して特殊臨界核所得分布の積分か ら求めた(特 殊)供 給確率の中には、現実には内職にのみ就業 し

ている非核構成員の分(内 職就業確率の一部)が 含まれることになるのである。

 3.8 2次 形式選好関数の もとでの の、F、 Ψ関数の導出

 任意の一家計にかんするの、F、 望関数(そ の グラフは図W-2参 照)を2次 形式選好関数のもと

で求める。

 3.8.1 の関数

 のはH(d)<0な る核所得の範囲について成立するH(d)とH(m')(図Vト2のm点 の労働時間

座標)の 関係である。

 H(d)とH(m)を 与える方程式はそれぞれ共通の変 1を 含むか ら、 これを両方程式から消去す

ればのが求められる。

 まず、2-3)式(§VI一(1。2))を 書 き変えて、1を 左辺におくと、

(2-3') !一 崩h(r・+r・T)一CrlvZ-2r3v+r5rlv-r3  )●H(d)

た だ し、

(2-1)
∂arH(d)一 一(rlvZ-2r3v+r5rlv-r3)〈 ・

… … 要 請

で あ る こ とが 要 請 され る。

 またH(d)<0か ら、
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              一(rlv-r3)1-v(rz+r3T)+r4+r5Trlv-2r3v+r5

が要 請 され る。 こ れ は、H(d)〈0を 与 え る よ うな核 所 得1の 領 域 を示 す 。2-3')の 左 辺 の1

は この領 域 に な け れ ば な らな い。

 就 業 パ タ ー ン①(表VI-2;非 就 業 状 態)か ら③(内 職 に の み 就 業)へ 移 る臨 界 点 に お い て はH(d)

=0で あ るか ら
、 これ を2-2)に 適 用 して 、

 (2_3)      1>v(r2+r3T)一r4-r5T   … …H(d)<0を 与 え る1の 範 囲
                 rlv-y3

が 、H(d)<0な ら しめ る1の 範 囲 で あ る こ とが わ か る。

 m点 の 座 標 は §V[一(1.2)の(2-9)式 に よ り

(2-9) H(m)一(一r,w+rs)1-wCrZ+r3T)2

Crlw2-2rsw+r5)+r4+q'ST

で あ る。

 §VIに お いて は、 r qの 値 の 家 計 間 に お け る差 を 問題 と した か ら、2-9)と §VI(1.2)の(2-

3)か らY4を 消 去 した 。こ こで は、 しか し、 同一 家計 を対 象 と して い るか ら、2-9)と2-3')か

ら1を 消 去 す る。2-9)は 、

(2-9・)1-rq+yST-w(r2+r3T)_12(rlwz-2r3w+r5)・H(m)

                    71 W-73

この 式 と2-3')の 右 辺 を 等 置 して 、 の 関 数

(2・一1・) H(m)一2(「' v2-2響 毒 多雲1簫 響(「IWnt 「3)H(d)

             一2(w-v)[rl(r4+r,T)]一y3(r2+ys T  (rlv-ra)(r,wz-2rsw+rs))]…の 関数

を得 る。 こ こに 、H(d)〈0で あ る こと は い うま で もな い。
                                              

 (2-10)か ら、 のはH(d)の 線 型 関 数 で あ る。この 関 数 は、 各 家 計 に固 有 の 形 を も って い る。す な

わ ち、 関 数 の形 状 はr4の 値 が 異 る につ れ て 家 計 間 で 異 る。 しか し、 右 辺 第1項 に はr4が 入 って いな
                                                                                   

いので、H(m)とH(d)の 関係を示す直線は家計間で截片の値が異るだけで勾配は共通である(w

とθは所与として)。 また、

(2-11) 1鰡 一2(71〆 一271留1箒 舞)(「' w一 「3)〉 ・ ……要請

が要 求 さ れ る。
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 パ ラメ タに か ん す る要 請 を ま と め よ う。

(a) 一(牲 診1煽 く・  (供給限界曲線の右下り)

 こ れ と(2-1)か ら 、

 (b}      (rl w-r3)(ri w2 一 2 r3w+r5)〈0      (の 曲線 右上 り)

 ∫の み をす べ き範 囲 と して は、

                             (H(d)<0な る1の 範 囲)     一(rlV・一・r3)1-V(r2+r3 T)+r4+rs T (A)                       〈O

          riV2-2r3v+rs                             ((2-2)より)

又 は、 同 じこ とだ が 、

            V(r2+r3 T)一 r4 一 rsT                       >0      ((2-3よ り) (A}'      1>
               71 V一 プ3

 最 後 に条 件

(C}・ 〈 一2(w-v)Crl(r4+rST)一r3(r2Cr
ly-rs)Crlw-2r3w+r5)+r3 T)・]〈 万(鷹 貿 劉)

                               ((2-10)式 より)

について吟味 しよう。
                                 

 類似の条件は、さきに、相異る家計間の就業パターンの差の分析におけるg関 数については重要な

条件であった。そこでは、所与の核所得水準(観 測値)の 家計群の中には、他の就業パ ターンと共に、

内職にのみ就業する家計が実際観測されるという事実にもとついて、g曲 線がH(d)=0に おいて、

ん以下の点を通るべきであるという要請があった。この要請がみたされなければ、所与の核所得 グル

ープ内で非核構成員が内職にのみ従事する家計は存在 しないことにな って しまうか らである(q曲 線

が単調増加である2次 形式選好関数を設定するかぎり)。

 しか し、gと ちが って、 の曲線がH(d)=0に おいてh点 より下方を通るという条件(C}は必要なも

の、あるいは意味のあるものだろうか。

 結論を先にいえば、不要であるばか りでな く意味をもちがたい。例えば余暇の限界効用曲線が高い

位置にある (r4の 値の大 きい)一 家計は、すべての正の核所得水準に対 して、 H(d)の 値が負で

あるかもしれない。この家計では一般臨界核所得 踏 は正ではあ りえない(踏 の定義域を0≦1ぎとす

れば、この家計では磨;0で ある)。そ して、r4は 家計間でちらばるからそのようなr4の 値をもつ家

計は実際存在 しうるし、存在するであろう。

 したが って、条件◎はの関数については、課 してはならない条件である。このことは、r4が 家計

間で異るにつれて、個別家計の の曲線の位置が(平 行移動的に)異 ることか らも、直観的にも肯ける。
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 図VII 一 1に お いて 、 核 所 得 水 準 の 変 化 と共 に、 一 家 計 は① ～ ⑥ の す べ て の 就 業 パ タ ー ンを発 生 せ し

め うる よ うに図 が 書 いて あ るが 、 これ は一 般 臨 界 所 得 水 準(お よ び特 殊 臨 界 所 得 水 準)が 、 か な り高

い位 置 に あ る家 計 を図 示 した か らで あ って 、 例 え ば 図 の 踏 点 が 、 図 示 され た 位 置 よ りず っ と 左 に あ

る 家 計 に お い て は 就 業 形 態 ⑥ 等 が 発 生 しな い(当 該 家 計 固 有 のr4の 値 が 大 き いの で)と い う こ と

も十 分 にあ りう るの で あ る。

 な お、 のお よ びF関 数 に つ いて 補 足 しよ う。[3.2]の 冒頭 で 、 わ れ わ れ は一 家 計 で の就 業 パ タ ー

ンの 変 化 の メカ ニ ズ ムにか ん して 、表VI-2の 就 業 状 態 ② に照 応 す るケ ー ス を陽 表 的 に扱 わなか った 。

 も し のとFを あ らわ す 曲線(図W-2の δδ'、 δ'ε曲線)が 縦 軸 と、h点 よ り上 方 で、交 る な らば、

就 業 パ ター ン②(雇 用 に の み就 業)が 発 生 し、 ③(内 職 にの み就 業)は 発 生 しな い こ と にな る。 相 異

る家 計 間で のH(d)、H (m)等 の 差(r4の 家計 間の 差 か ら生 じる)を 扱 った と き に基 本 的な 関 係 式

とな った 、g、 ノ'関数 の考 察 に お いて は、 観 測 事 実(内 職 にの み就 業 す る家 計 は、 所 与 の 同 一 核 所 得

家計 群 内 に存 在 す る)に 照 ら して、 ③ の パ ター ンが 発 生 しな い よ うなqとfの 形 は排 除 した 。

 しか し、 同一 家 計 にか んす る関 係 で あ る の、 πを扱 う、 この 項 に お いて は、 内 職 にの み 就 業 と い う

パ ター ン③ が発 生 しな い よ うな形 の の、Fは 、 これ を排 除 す る理 由 は ま った く存 在 しな い。 実 際 、 こ

の項 の一 般 臨界 核 所 得 の考 察 に お いて は 、図W-1に 、 す べ て のパ ター ンの 就 業 が 核 所 得 の 変 化 と共

に順 次 発 生 す る よ うな、 そ うい うr4の 値 を も った家 計 の 例 を示 したが 、 家 計 に よ って は、 いか な る正

の 核 所 得 水 準 に お いて も、 内職 の み の 就 業 と い うパ タ ー ンが 発 生 しな い と い うそ の よ うなr4の 値 を

もつ ば あ い もあ る。 そ うい う家 計 で は 、 例 え ば 、 核 所 得 が 最 も低 い 範 囲 で は 非 核 構 成 員 は 雇 用 ・内 職

の 兼 業 を お こな い 、 よ り高 い核 所 得水 準 で は 雇 用 に の み 就 業 し、 更 に高 い水 準 で は 、(内 職 の み就 業

と い うパ タ ー ンを経 る こ とな くた だ ち に)雇 用 ・内 職 と も に非 就 業 と い う形 態 を と るで あ ろ う。

 3.8.2  F関 数

 任 意 の1家 計 のmノ 点(図VI-4.5等)の 労 働 時 間 座 標 は(§VI-1.2.2)2-16)式 で 与 え られ る。 こ
                                         

れ と点dの 座 標 を示 す(§V[一1.2.3)2-3)式 か ら、共 通 の 変 数1を 消 去 す れ ばF関 数 が 得 られ る。

した か っ て、 §V[一1.2.3の(2-3)式 の1を2-16)の 右 辺 に代 入 す れ ば これ がF関 数 で あ る。

(2-12)H(m)一5(h)[・(・1・w一 ・・)+(・ ・+r・T)w一 ・r・・一 ・・T]

+〔[∫(・lw一 ・・)+(・ ・+・ ・T)w一 ・・一 ・・T]・ 一2伽)× 佳1∫ ・+(・,+・ 、τ)∫

+r4T+2rsT2-CZrl(1+vH(d))Z+r2(/+vH(d))+r3(1+vH(d))(T-H(d))

+Yq(H(d))+÷Y5(H4))・ 〕}〕 音 古)

た だ し、
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(2-13-1)

(2-13-2)

    §VII 一般 臨界核所得 と特殊 臨界核所得

  Yq+r5T-v(rZ+r3T)一9(v)・H(d)1=

   rlv-r3

S2Cw)=r,wz-2r3w+r5

 (2-13-3)           52(v)≡rlv2-2r3 v+rs

で あ る 。FはH(d)の 非 線 型 関 数 に な る 。 ま た 、

               1鷺1…4錫)〉 ・

が 要 請 され る。

 3.8.3 ψ関 数

 任 意 の一 家 計 に お け るe点 の 労 働 時 間 座 標 ∬(e)を 与 え る §VI-1.2.3の(2-21)式 と,§Vト
                                                     

1. 2.1の(2-3)式 のH(d)方 程 式 か ら、 共 通 の 変 数 で あ る核 所 得1を 消去 す る とΨ 関 数 が 求 め

られ る。 す な わ ち、

         H(d)一glの{一(rlV・ 一・r・)・一V(r,+r,T)+・ 、+・,T}

           (H(d)>hと す る;2(v)は(2-13-3)で 与 え られ る)

と、

      H(・)一tt,){一(rlV-r・)[・+(W-V)万 ト ・(・、+・,T)+r、+・,T}

か ら ∫を消 して 、

(2-14)  H(・)一H(d)一 睾 ≡71漂 労   …・磯

がq関 数 で あ る。 ただ しH(d)>h。 これ と §V[一1.2.3の(2 一22)式 の ψ関数 を 比 べ れ ば 、T

は ψ と全 くお な じ関数 で あ る こ とが わ か る。

ψが そ うで あ った の と おな じ く、erも ま た各 家 計 に共 通 の形 を して い る(r4を 含 ま な い)。

[7.4] 一 般 臨 界核 所 得 の 導 出

 す で に §VI-1.2.1で 述 べ た通 り、 d点(VI-3以 降 参 照)の 労 働 時 間 座 標 は、

(3-1) 砌 一 一(rlv-rs)1-v(r
lv2一(r2+r3T2r3v+r5)+y4+r5T>・
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であ った。d点 の所得座 Xdは

                    (p)H・a+1=ρx

により、

(3-2) Xd一 一(r・+r3T)v2+

rlv・v(r5T-2r,+r4)v+rs+(r5-r3v)1

で あ る。(注)

 ま た 、1)か ら !f4≡≡T-H(d)に よ り

                  (rlv-r3)(Tv+1)+yZv-p4 (3-3)           ノ1d=;                     
r,v2-2r3v+r5

 一 般 臨界 核所 得 を求 め る に は、dを 通 る無 差 別 曲線 の 効 用 指 標 とkを 通 る それ の 指 標 を求 め 、 両 者

を等 値 して 、1に つ いて 解 け ば よ い。

 kを 通 る無 差 別 曲線 の指 標 ω々は、 効 用 関数 にX=1+wh、 ∠=T-hを 代 入 して 、

(3-4)wk=2rl(1+wk)2+r2(1+wh)+r3(1+wh)(T-h)+r4(T-h)+2r5(T-h)Z

とな る。

 dを 通 る無差 別 曲 線 の 指標 は、 効 用 関数 に3-2)、3-3)を 使 ってXdと 々 を 代 入 す る と、

(3-5) ω・一 麦 ・1X・・+r・X・+r・X・ ん 棚 ・+i2r・ 〃

で あ る。 た だ し、Xdと ∠4は 、3-2)、3-3)で 与 え られ る。4)と5)の 左 辺 を

 (3-6)                    wk- wd

と して 等 値 し、1に つ い て 解 く。

 そ の た め 以下 の手 続 を お こな う。

まず 、Xd・1+vh*,ん ≡T-h* とか く。 た だ し、 h*は 内 職 収 入 線 と 無 差 別 線 の 接 点 の 労 働 時

間 座 標 で あ り、 ま え にH(d)と も書 い た 。 す な わ ち 、

           h*≡H(d)一 一(rlv-r・)1-v(r・+r・T)+r・+r・T
                       rlv2-2r3v+r5

(注)V【 一3図 か ら明 らか に

   a)dig)一 一rlv'「・ くO     dl  -
rl v2-2r3v+r5

  で あ る こ とが 要 請 され る。非 負 の い か な るvの 値 に対 して も上 の 不 等 式 が 成 立 す る た め に は,tv=oと お い て,

   b)一 彑 く0
     ブさ

  すなわち,r3とr・ が異符号であればa)は 常に成立する。 vが 非常に小 さく,0に 近 くて もa)が 成立す ることが要 請さ

  れるか らb)の 条件が期待 され る。 r,<0と してあるか らr3>0
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で あ る。(3-6)の ω々=ω4の 条 件 か ら、(3-4)と(3-5)の 右 辺 を等 置 し、(3-2)、

(3-3)のXdを(1+vh*)で 、 ∠4を(T-h*)で お きか え る。 整 理 す る と、

(3-7)2r1(21+wh+vh*)(wh-vh*)+rZ(wh-vh*)+r3 CI(h*一h)+T(wh-vh*)

一whZ+v(h・)2]+r・(一h+h・)+i

2 r・(2T-h-h・)(+h・)一 ・

を 得 る。

 3-7)に 上 の 歴 の式 を代 入 して!に つ い て解 け ば、 それ が 一 般 臨界 核 所 得 で あ る。 その ため に、

h*の 式 を 次 の よ うに 略記 す る。

こ こ に、

(3-9) {A=rlv2C=一v(瀦 ∴1野 一角)

さ らに 、

                      BI+C C3一一8)                h*=

 (3-10)             ∠)≡B/A  , E≡C/A

とお き な おす と、

 (3-8')                 h*=1)1+E

の形 に な る。 この形 に して 、h*を3-7)に 代 入 す る。結 果 を 整 理 す る と、結 局 、

 (3-11)

と な る 。 こ こ に 、

 (3-12)

で あ る 。

AZIZ+2CA+hCrlw-r3))1+AZ+2F=0

F=2rl(wh)Z+r2wh+r3wh(T-h)一r4h+2r5h(h-2T)

 1に か ん す る2次 方 程 式3一 一11)を 解 く。

(3一 訓 一〔BCA+一)〕 ± 併+一 隙 穿+2F)}

 これ が!の 植 で あ る。 へ/一の 中 を整 理 し、 か つ 、1が 一 般 臨 界 核所 得1(*'Zあ る こ とを示 せ ば 、

(3-14)一 升 響+h(rlw-rs)〕 ±h2(rlw-rs)・+2hCr,w-r3)BC_2BZFA A}

とか け る。ABCFは3-9)2)で 与 え られ る。
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 ここに3-14)式 は2根 を 与 え るが 、大 き い方 の 根 を 採 る。(無差 別 曲 線 が 原 点 に 凸 な る条 件 の も とで)

 そ の 理 由:図Vd-1に お い て 、 dとkの 二 点 を通 る無 差 別 曲線 に は原 点 に対 して 凸(図 に示 して あ

る)の も の と 、 こ の 図 に は 図示 して な い原 点 に対 して 凹 の も の とが あ る。田 一4図 でA,B,と 凸 の

無 差 別 曲線 ω朗 の 接 点 をd、wA]とHH'の 交 点 をeと す る。 d eを 通 る 原 点 に 凹 の 無 差別 曲 線 を

ω42と す る。 点dで ω42に 接 す る直 線 をAaB2と す る。 無 差 別 曲 線 が 凹 な ら形 式 的 に は 、92が 、 一

般 臨 界 核 所 得 とな る。 実 際 、dとkを 通 る無 差 別 線 に接 す る直 線TT'と の 交 点 と い う意 味 で 、 Azは

一 般 臨界 核 所 得 の定 義 を み た して い る。3-14)式 の 二根 はA,とAzの 値 を 与 え る ので あ る。凸 の

と きのA,は 凹 の とき のA2よ り大 きい。

 した が って 、 一 般 臨 界 核 所 得 ∫*)は、 二 根 の うち大 き い方 、

C3-15) Ic*〉=AB{壬8CA+hCrlw-y3)〕+輛 …)・+2乃 一)BC_2BZFA A}

で 与 え られ る。

 こ こにABCFは3-9)12)で 所 与 。 hは 指 定 労 働 時間 で あ る。

                    図V匪一4
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§V皿 家計の労働供給の一般理論について

        供給確率と就業の型の決定機構

 この章の目的は、家計の労働供給機構 にかんする、二つの意味で自律的な理論図式を示すことにある。

 家計の労働供給理論は、次の三点を充足することが要請 されている。(1)所与の収入率のもとでの最

適供給時間を叙述すること。(2雇 用労働機会への供給機構が叙述 されうること。すなわち、所与の収

入率(賃 金率)と 企業の指定する労働時間の もとで、当該雇用機会に就業するか否かの選択を叙述で

きるものでなければならない。③家計構成員の所得造出能力が与えられているとき、任意の一家計に

いかなる就業パターンが発生するかを明らかにできること。

 ジエボンズ以降現代にいたる新古典派の伝統的供給理論は(1}について述べている。(2)については、

§II～ §冊で、特 にA型 家計を中心に して、実証的理論の構築がなされている。その理論構成は(1)

を特殊なばあいとして包含するものである。 もっとも自律的な労働供給理論は、 しか し、さらに(1)②

とともに③にこたえられるものであることが要請される。 §冊までの分析は、主として就業パターン

がA型 の家計にかんするものであった。すなわち、該収入者として雇用労働に従事する夫 と潜在的な

非核収入稼得者としての妻(お よび不特定数の未成年者)が 存在する家計において、非核収入稼得者

が、雇用機会への就業を受諾又は拒否するメカニズムおよび自営内職機会への就業 ・非就業(お よび

就業のばあいはその労働時間)の 決定 メカニズムが解明された。しか し、2人 の成年構成員をもつ当

該家計(又 は家計群)が なぜ、どういう条件のもとで、A型 家計 とい う就業パターンの家計 となる

か。これについては §皿一2で きわめて概略的叙述をしたにとどまっており、立ち入 って考察 してな

い。そこでこの章では③の要請を充足する自律的な理論図式を述べる。

 この章(そ して §II～孤)の 労働供給理論は、 また次の意味において、すなわち前述の(1)②(3)の

要請に こたえる理論図式が、adh㏄ な仮定を排除 して直接に選好原理(指 定労働時間による制約をう

けた極大化原理)に もとついて叙述されている、とい う意味において自律的である。

 家計の就業形態には大別して、ω自営収入の造出にのみ労働を投入するもの、(ロ)自営収入と雇用収

'入が混在するもの
、㈲雇用収入にのみ依存するもの、がある。(ロ)㈲は雇用労働機会に労働供給を行 う

人員数 と自営収入に投入する労働量の多寡によって、さらに各種の形態に細分されよう。たとえば自

営所得の造出機会が農業生産物の生産であるばあいは、第1種 、第2種 兼業農家等々である。分類は

多少とも便宜的な性質を もつであろう。この章の分析は、しかし、そういう分類の仕方を扱 うのでは
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なく、いかなる就業形態がいったい可能であるかがまず問われる。すなわち第一に所与の人数の成年

(ここでは義務教育終了年齢以上を指す)構 成員をもつ任意の一家計は、考 え うるすべての所得造出

機会の特性のもとで、それぞれいかなる就業形態をとるか、また雇用労働機会への供給人員数はいか

なる条件で決定されるか、各種就業形態の発生確率はどうきまるか、また第二にそして同時に家計グ

ループが雇用労働機会 と自営収入機会へそれぞれ又は同時に供給をおこなう確率(供 給人員/成年家計

人員数)は いかにして決定 されるか、自営就業の労働時間はどうきまるかを明らかにする。

 以下の分析では、任意の数の成年(こ こでは義務教育終了年令以上を指す)構 成員および不特定数

の未成年(義 務教育終了年令以下)構 成員か らなる家計において、所得造出の潜在的な機会は、自営・

内職等による所得造出機会 と、構成員が企業に雇用されることによって収入を得る雇用所得造出機会

の両者から成 る一般的なケースを扱 う。

 成年構成員に対 しては二種の雇用機会が提示 されるものとし、それぞれの賃金率をW,,Wz,指 定労

働時間をh,,hzと する。第1の 雇用機会を(W,,h,),第2の それを(Wz,hZ)と 記す。

 雇用機会を二つに限定 したのは問題の本質を損わずに、叙述を簡明にするためであり、構成された

理論図式の性質が局所的であることを意味するものではない。すなわち、この章の方法をそのまま く

り返 し適用することによって、任意の雇用機会数のばあいを処理することができる。

 一般理論図式は前半CVIQ-1)と 後半(田 一2)に わけて述べ られている。田一1は(a洛 家計の余

暇 と所得の選好関数(無 差別曲線群)の パ ラメタのうち1個 が家計間で異る(残 りのパラメタは家計

間で等 しい)ば あいを扱う。また、(b)二つの雇用機会の賃金率は相異 るが指定労働 時間は相等 しい

(h1=hz)ば あいを対象とする。

 (a)はA型 家計の分析か ら得 られた経験の示すところに依拠 している。すなわち、選好関数を2次 形

式に特定化 し余暇の限界効用曲(直)線 の截片の値r4の 家計間での差を導入することによって、供

給確率の理論値は観測値とよ く整合することが §VIまでの分析で明らかにされたからである。2次 形

式選好関数(Allen-Bowley型)で γ4が 家計間で異るケースは、そのまま田一1の 理論図式に適用可

能である。(た だ し、VIQ-1の 理論図式は2次 形式以外の選好関数について も適用可能である。)

 田一1の 理論図式を使えば一部に数値計算を必要 とするものの、各種の就業形態の発生確率が、基

本的には解析的な操作(数 値積分)で 求められる。

 珊一2に おいては、前述の限定(b)がとり除かれている。すなわち、二っの雇用機会の指定時間が異

る(砺≒乃2)一般的なばあいが扱われている。VID-2の 前半では,(W,,h,),(Wz h 2)の 二つの機会に

おいて、Wi>Wz,伍>hzの ケースが考察され、後半ではW,>Wa,h,<hzの ケースが扱われている。

 また、田一2の 図式には前述の(a)の特性をもつ選好関係が適用可能であるが、他の特性(選 好関係

のパ ラメタの うち2個 以上が家計間で異 る)を もつ選好関数 もまた適用することができる。 しか し、
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分析の現段階では、 この種の一般化の必要はないと考え られる。この理論図式は田一1に 比べて指定

労働時間が相異るばあいを扱 うなど一般化されているので各種就業形態の発生の確率および二つの雇

用機会 と自営 ・内職機会への就業者数および、両者の兼業者数を求めるばあいに解析的な演算を用い

ることは極めて非効率であり、実際上困難である。 したがって、就業形態の発生確率と就業者数の理

論値を求めるためには、所与の効用関数の具体形をふまえたシミュレーションをおこなうことになる。

 皿一3は 田一1へ の技術的な補足であ る。

以上がこの章で述べる一般理論の性質の概略である。

§皿一1 家計の労働供給の一般図式一指定労働時間が共通のばあい一(注1)

 2名 の家計構成員のそれぞれに需要側(企 業)か ら提示された賃金率(固 定価格表示)をW,>Wz

とし、需要側(企 業)の 提示する指定労働時間をh(共 通)と する。自営所得(雇 用されずに稼得 さ

れる所得)の 造出のために投入する労働量をhaと かき、自営所得をy(固 定価格表示)で 示す。

(dy!dhd/oでhd=・ における限界自営所得造出力を`10家 計の処舸 能な繃 時間(1日 単位で示せ

ば24× 成 年 家 計 人 員 数)をTと し、hd=Tに お け る限 界 自営 所 得 造 出 力 を(dy/dhd)mと か く。

 Xを 家 計 の 総 所 得(固 定 価 格 表 示)、 翅 を 余 暇(時 間)と す る(図VID-1-1,1,以 下 で は田 一1

を 略 す 。)。∠ 軸 上 の 点rはT時 間 を 示 し、点rか ら下方 向 へ 計 れ ば労 働 時 間 を あ らわ す 。

[1] 収入率特性別就業行動

11系;収 入率雛 醐>Wz>(dydh
d o>(dydhd)mで ある家計

 図1,1でyaの(縦 軸 に 対 す る、 以 下 同様)勾 配 はWIを

1瓣 鷺轄 纛康臘1
 これ は1系 の 収 入 率 特 性 の も とで 、 raa上 の無 差 別 曲線 と

の 接 点h*が 点aとrの 間 に あ る 家 計 で あ る。 点h*の 労 働                              Q  Qm

図VIQ-1-1,1

  h*gl  bl w1
a

b

  a,4

4
X

注(1)  家計の労働供給機構の一般理論については、さきに考察が加えられた(小 尾 「家計の労働供給の一般理論について」

   三田学会雑誌第72巻16号)。この章のVID-1は 前掲論文に加筆 したものである。
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時 間座 標 をH(h*)と か く。 h>H(h*)は こ の家 計 の 選 好 特 性 の 一 つ を(所 与 の 収 入 率特 性 の も と

で)示 して い る。 この ケ ー ス は さ らに二 つ の ば あ い にわ か れ る。

 (1.1a)H(∂1)>hの 家 計

 点r(図1,1)か ら引 い た 自営 所 得 造 出曲 線yq上 の 無 差別 曲 線 との 接 点 をg1と す る。これ は、

収 入 機会 が か りに 自営 機 会 だ け で あ る と した ば あ いの 最 適 労 働 投 入 時 間(点rとglの 縦 座 標 差)を

与 え る点 で あ る。 点glで 接 す る無 差 別 曲 線 ω1と 雇 用 所得 造 出線raaの 交 点 を ∂1と す る。 点 ∂1

の労 働 時 間座 標(点rと 点 ∂1の 縦 座 標 差)をH(∂1)と か く。 条 件H(∂1)>h (図1,1と 反 対 に点

∂1がaよ り下 に あ る)は,当 該 家 計 の もつ 無 差 別 曲 線 の 特 性 の も う一 つ を 示 す 。

 この 家計 で は点aが 選 ば れ る。 理 由 は次 の 通 りで あ る。 この 家 計 は 、 次 の4種 類 の選 択 に直 面 す る

す な わ ち 、(1)点g1に 位 置 す る(自 営 にの み 就 業)、(2>点aに 位 置 す る((W,, h)の 雇 用 機 会 にの み

就 業)、(3)点bに 位 置 す る(雇 用 機 会(W,,h)、(Wz,h)の 両 者 に 同 時就 業)、(4雇 用 機 会 と自営 機

会 へ の就 業 を併 用 す る;そ の一 つ は(WI h)の 雇 用 機 会 と 自営就 業 の併 用 で あ り、 aq上 の ど こか を

選 択 す る こ とを意 味 す る。 ただ しaqは 曲 線rqを 点aを 始 点 と して 画 い た も の で あ る。 第2は 、

(W,,h)と(WZ,h)の 雇 用 機 会 に同 時 に就 業 し、 か つ さ らに 自営 就 業 を併 用 す る こ とで あ る。 この ば あ

い はbq(rqを 、 点 ∂を始 点 に して 画 い た曲 線)上 の ど こか を選 択 す る こ とに な る(た だ し、 bq

上 に は無 差 別 曲線 との交 点 の み あ り接 点 は な い)。

 これ らの ケ ー ス の うち、 点aを 通 る無 差 別 曲 線 が 最 高 位 にあ る(ケ ース②)。 した が って 雇 用 労 働

時 間 と 自営 労 働 時 間 を そ れ ぞれHe, Heと す る と、 He=h,Hd-0。

 (1.1b) h>H(∂1)の 家 計

 この家 計 で は点glが 選 ば れ る。 す な わ ち 自営 の ため にH(gl)時 間(点91とrの 縦 座 標 差)を 投

入 し、雇 用 機 会 へ の就 業 は お こ なわ れ な い。 す なわ ち 、He=0、Hd-H(gl)。 有 効 所 得 造 出曲 線raq

又 はrabq上 のaq部 分 の ど こ に位 置 しよ うと も、 またa又 はbに 位 置 しよ う と も、点glを 通 る(接

す る無 差 別 曲線 よ り も低 位 の曲 線 上 に位 置 す る こ と にな るか らで あ る。(注2)

 〔1.2〕 2h>H(h*)>hで あ る家 計

 これ は有 効 所 得 造 出曲 線 と無 差別 曲 線 の 接 点 が 図1,1のab間 に あ る家 計 で あ る。 この 種 の 家 計

で は次 の二 つ の ケ ー スが 大 別 され る(図1,2)。

注(2) 〔1.1〕 のh>H(h*)で ある家計 と次の 〔1.2〕 の2h>H(h*)>hの 家計 の間には h-H(h*) なる家 計があ

   る。 この家計では点aが 選 ばれ  HQ=h,Ha=0 となる。ところで家計 の雇 用労 働機会 への供給確 率および、就業

   パ ター ンの比率は、後述す るように H(h*)分 布 の定積分 によ って与 え られ る。この際  h=H(h*)な る H(h*)

   軸上の一点を含めて も境界値 と して除外 して も、定積分値 には実際上影響 はない。 したが って、 h=H(h*) なる境

   界値は ここでは明示的な考察の対象 とは しない。
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 (1.2a) 2h>H(bz)の 家計

 こ こ にH(bz)は 、 所得 造 出 曲線raqに 接 す る無 差 別 曲線 ω2がabと 交 わ る点b2と 点rの 縦 座

標 差 ど あ る。

 この 家 計 で は 、 gzとrの 縦 座 標 差H(gz)はH(gz)>H(a)で あ り、 g2はa, bよ り高 位 の 無 差

別 曲 線 に あ るか ら、点gz ら、点gzが 選択 され る(注3)。 したが って,雇 用 機 会 にh時 間,自 営 所 得 造

出 の た め[H(gz)一h]時 間就 業 が お こな わ れ る。 す な わ ち 、

               He=h,Hd=H(gz)一h

 (1.2b) H(∂2)>2hで あ る 家計

 図1,2で ω2とab線 の交 点baが 点bよ り下 方 に あ る家 計 で あ る。 この種 の家 計 で は 点 ∂が 選

択 され る。 す な わ ち 、 雇 用機 会 へ2h時 間 を供 給 し、 自営 就 業 は な い。

               He=2h, Hd=O

 〔1.3〕 H(h*)>2hで あ る家 計

 これ は 、 図1,2の 所 得 造 出曲 線rabと 無 差 別 曲 線 の 接 点h*が 点bよ り下 方 に あ る家 計 で あ る

(図1,3)。(注4)

 図1,3で 、 bqは 自営 所 得 造 出 曲線rqをbを 始 点 と して 画 い た もの で あ る。 bq上 の 無 差 別 曲

線 との 接点g3が 点bよ り下方 に あ る と、 H(g3)をg3とrの 縦 座 標 差 と して 、 H(g3)>2h。 この

家 計 で は 、点g3が 選 択 され る。 す な わ ち 、雇 用 労 働 機 会 に は2hの 供 給 が お こな わ れ 自営 所 得 の 造

出 の ため に、 点g3とbの 縦 座 標 差 に あ た る時 間 を投 入 す る。 す な わ ち 、

注(3) H(9z)=H(a) な る家計では点9zはaに 一致す るか らHe=h,Hd=0と な る。 しか しこの境界的 ケースは注(2)

    と同 じ理由で考察対象 としない。

 (4) H(9s)=2h な る境界的ケ ースでは9aとbが 一致す るか らHe=Zh,He=0と なる。 しか しこの ケースは注(2)

    とおな じ理由で明示的 には考察 したい。
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2.II;収 入 率 雛 力W,〉(dy¥dh)
d・>Wz>(dy¥dha)mで あ る家 計

 こ の系 の収 入 率 構 造 は 、 自営 労働 投 入 が零 の 点 にお け る限 界 自営 所得 造 出 力 が 雇 用機 会 の賃 金 率

よ り高 い とい う特 性 を も って い る。賃 金 率W,,,Wz,お よ び 自営 所 得 造 出 曲 線rqを 図 豆,1に 示 す 。

こ の種 の収 入 率 特 性 の も とで の有 効 所 得 造 出 曲 線 は 図 皿,2の7α 〆 ∂ の形 とな る。 この 曲線 は次 の

よ うに して 求 め られ る。 図II,1の 線 分rWlの 点W1か ら曲線rqを つ な ぐ(曲 線Wi4)。 線 分rW2

と平 行 な直 線 〃'と 確lgの 接 点a とす る。 rWla'〆 が 有効 所 得 造 出 曲線 で あ り、 図II,2の 点a,

a'は そ れ ぞれ 図II,1のW,,aに 相 当 す る。 図II,2のa"bの 勾 配 は 図II,1の σ7'の そ れ に等 し

い。

  〔2一 ユ〕 h>H(h*)で あ る家 計

 こ れ は、 無 差 別 曲 線 と有 効 所 得 造 出 曲 線 の 接点h*が 図 ∬,2に 示 され て い る よ うに、 点aよ り上

方 に あ る家計 で あ る。(注5)

  (2.1-a)h>H(m)で あ る家 計

 図 皿,2で,自 営 所 得 造 出 曲線rqを 引 き、 曲線 上 の無 差 別 曲線 との接 点 をd*と す る。 d*で 接

す る無 差 別 曲 線 と有 効 所得 造 出 曲 線 との 交 点 をmと し、 点mとrの 縦 座 標 差 をH(m)と す る。h>H

(m)は 、 点mが 図II,2の 点aよ り上 方 に あ る ば あ い を示 す 。この種 の 家計 で は点d*が 選 択 さ れ る。

す な わ ち 、 自営就 業 にH(d*)(点d*とrの 縦 座 標 差)時 間 を投 入 し、雇 用 機 会 へ の就 業 は お こなわ

な い。

注(5)  h=H(が)な る境界状態の家計ではh*とaが 一致するから

   理由で明示しない。
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He;0,」 厚4=」 仔(d*)

 (2.1b)H(m)>hで あ る家 計

 これ は 図II,2に 示 す よ うに 、点mがaよ り下 方 に あ る家 計 で あ る。 点aが 選 択 され る。 雇 用 労 働

にh時 間 就業 し、 自営 所 得 の造 出 は お こな わ れ な い。(注6)

        図V3Q-1-II,3

∠
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                    He=h Hd=O

  〔2.2〕 H(a)>H(h*)>hで ある家計

 有効所得造出曲線と無差別曲線の接点が点aとa の間にある家計である。(図II,3)。

 H(a)は 点a とrの 縦座標差で、aとa の縦座標差をha 1とかけば、 H(a)=h+紛1。 この

種の家計では点h*が 選択される。すなわち雇用労働に就業(h時 間)す るとともに、自営所得の造

出あわせておこなう。(注7)

He=h, Hd=hd*

 た だ し、hd*は 点h*とaの 縦 座 標 差 で あ る。

  〔2.3〕 H(h*)>H(a)で あ る家計

 これ は 、 図II、4に 示 す よ うに有 効 所 得 造 出 曲線 上 と無差 別 曲線 との接 点 が点a とb(そ の座 標

はH(∂)=π(a')+の の 間 に あ る家 計 で あ る。

 (2.3a)H(の>H(m')で あ る家 計

注(6)

(7)

 この種の 家計では,選 択対象 と しては次 の5個 のケースがあ る。①d*を 選択 、②dを 選択 、③a-a'間 の どこか を

選択、④a'を 選 択、⑤bを 選択。そ して 点h*は 、もちろん、指定労 働時 間の制約の ため に選択対象 とな りえない。

d*よ りもaは 高位(の 無差別曲線上)に あ る。交点mが 図 の点bよ り下方にあ るときは点bはd*よ り高位 にあ る。し

か し、点bよ りaは 高位にあ る。ま た、所得速 出曲線上のaとo'の 中間部分のすべて の点よりQは 高位 にあ る。 故 に

aが 選択 され る。

 H(〆)=H(h*)  なる家計 も同 じ結果 とな る。 しか し、注(2)と 同 じ理由で明示 しない。
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 図II,4に お い て は 、 as qは 所 得 造 出 曲線rq(図II,1)を 点aを 始 点 に画 い た もの で あ る。

aq上 の 無 差別 曲線 との 接 点 をd*と す る。(注8)

 当 該 無 差 別 曲線 とa"b(又 は そ の延 長)の 交 点 をm とす る。H(の>H(m)はm'がbよ り上 方

にあ る こ とを 示 す。 この種 の 家計 で は 、点d*が 選 択 さ れ る。 す な わ ち、 雇 用 機 会 へ はhだ け供 給 を
       (9)

お こ な い、 自営 所得 造 出 の た め に 点aとd*の 縦 座 標 差 に相 当 す る労 働 投 入 を お こな う。

              He=h, Hd=H(d*)一H(a)

 (2.3b)H(m')>H(b)で あ る 家 計

 これ は交 点mがb点 よ り下 方 に あ る家 計 で あ る。(注9)こ の 種 の 家 計 で はbが 選 択 され る 。す なわ

ち 、雇 用 機 会 へ2h、 自営 所得 の 造 出 にhd,(点aとa'の 縦 座 標 差H(a)一H(α'))を 投 入 す る。

              He=2h, Hd=hd t=H(a)一H(a")

 〔2.4〕 H<h*)>H(b)で あ る家 計

 図II,4の8qはa"4をbを 始 点 に して 画 い た もの。 bq上 の接 点 をd**と か く。 この 種 の 家 計 は

点d**を 選 択 す る。 す な わ ち 、He=2h, Hd=H(d**)一H(b)+H(a')一H(a)で あ る。

3.III系;収 入輔 性力W,〉(dydh
a)・〉(dydha)轟 である家計

 これは、限界自営所得造出力が、自営労働投入時間の全域にわたって、第2め 雇用機会の賃金率WZ

よりも(自 営労働投入の全域にわたって)大 き く、第1の 雇用機会の確1よ りも小さいばあいである。

(図 皿,1)。

 〔3.1〕h>HCh*)で あ る家 計
              (10)

 図皿,2に おいて、raqは 有効所得造出曲線である(線

分raの 縦軸に対する勾配はW,で 、 aqは 、 yqをaを

始点にして画いたもの)。 当該曲線 と無差別曲線の接点を

h*と する。また点rか ら引いた自営所得造出曲線 孵 上の

無差別曲線 との接点をd*と する。選択が点aかd*の ど

r

0

図 田 一 零一皿,1

注(8)

 (9)

 (10)

有効 所得 造出曲線上の無差別曲線 との接点 がa'よ り下 にあ るときは、dd'9上 の無 差別曲線 との接点がa'qの 上の

どこか にある。

等 号H(m)=H(b)も 含めてよ い。 しか し注(2)の 理由によ り明示 しない 。

境 界状態のH(h*)=h な る家計 では He=h, Ha=0と な り、(3.1b)の 結 果 とおな じにな る。 しか し、 この ケ

ースは、注(2)の 理 由か ら明示 しな い。
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ち らに な るか は選 好 関 数 に よ る。 す な わ ち次 の二 つ の ケ ー

ス に わ か れ る。

 (3.1a)h>H(n,)で あ る家 計

 d*を 通 る(接 す る)無 差 別 曲 線 と有 効 所 得 造 出曲 線 の 交

点 を π1と す る。H(n,)は 、 点niの 労 働 時 座 標 で あ る。

h>H(πi)は 点n,が 図 皿,3のaよ り上方 に あ る ば あ い

を示 す 。(図 で は 下 に あ るば あ いが か いて あ る)。 この とき

は点d*が 選 択 され る。 す なわ ち、 自営 所 得 造 出 の ため の

労 働 投 入 が あ り、 雇 用 機 会 へ の 供 給 は お こなわ れ な い。

4

図 皿 一1一 皿,2

a

h*

9

0

1
 

一乃

図VIQ-1一 皿,3

X

   He=0, Hd=H(d*)

た だ し、H(d*)はd*とrの 縦 座 標 差 で あ る。

(3.1b)H(n,)>hで あ る家 計

点nlが 点aよ り下 方 に あ る ば あ い(図 皿,2)は 点a

 h*d*

4

nl

  w*d

4

0
X

が選択 される。すなわち、雇用労働にhを 供給 し、自営所得造出のために労働投入はない。

    He=h, Hd=0

 〔3.2〕 H(h*)>hで ある家計

 有効所得造出曲線 と無差別曲線の接点が点aよ り下方にある(図 皿,3)家 計である。この種の家

計では点h*が 選択 される。すなわち、雇用機会に対 してはhが 供給され、自営所得造出のためにh*

とaの 縦座標差に相当する時間が投入される。

             He-h, Hd=H(h*)一h

 皿系の収入率特性をもつ家計では、第2の 雇用機会(賃 金率Wz)へ の供給はおこなわれない(tr ioO )

4.N;収 入 率 雛 が(dydh
a/・>W,〉(dydha)m>Wzで あ る家 計

 この収入率特性系は、皿系のばあいよりもさらに限界自営所得造出力が(特 に自営労働投入0の 近

傍で)大 きいばあいに相当する(図IV,1)。 この系でも(皿1系 とおな じく)第2の 雇用機会の賃金

Waが 限界自営所得造出力の尉 値(dydh
d)mよ り小さい0)Z膕 雇用機会は選択対象とはな ら

一425一



図 皿 一1-N,1 図VIQ-1-IV,2

r

1

 丶 dl

   、、、

WZ W, ＼1'

-
d

}
々

勘   h*

_一___dl

4

          4                             4

                 -X                       -XO                        O

な い。

 図IV,2に お いて はrqは 自営 所 得 造 出 曲線 、 d,は 縦 軸 に対 す る勾 配 がW,で あ る直 線 とrqの

接 点 で あ る。 d,か ら測 って縦 座 標 差 がhな る点aを 定 め(勾 配 はW,)、 自営 所 得 造 出曲 線 のdlq

部 分 をaを 始 点 に して つ な ぎaqと す る。 741叨 は有 効 所 得 造 出 曲線 で あ る。

 〔4.1〕 ん41>H(h*)で あ る 家計

 有 効 所得 造 出 曲線 と無 差 別 線 の接 点 が 図IV,2の 点d,よ り上 方 に あ る家 計 で あ る。(注11)こ の種 の

選 好 を もつ家 計 で は点h*が 選 択 ち れ る 。す な わ ち 、 自営 所 得 造 出 の た め にH(h*)時 間(h*とrの

縦 座 標差)が 投 入 され 、 雇 用機 会 へ の供 給 は な い 。

He=0, Hd=H(h*)

 〔4.2〕 H(a)>H(h*)>H(d,)で あ る家 計

 こ こ に'H(a)は 点aとrの 縦 座 標 差 、H(d,)はd,とr

の縦 座 標 差 で あ る(図IV,3)。 こ れ は 、 有 効 所 得 造 出曲

線 と無 差 別 曲線 の接 点aとd,の 間 に あ る家 計 で あ る。 二

つ の ケ ース に わ か れ る。

 (4。2a)H(a)>H(m)で あ る家 計

 自営 所 得 造 出 曲線rdlq上 の無 差 別 曲線 との接 点 をd*

とか き 、d*を 通 る(接 す る)無 差 別 曲線 ω4*と 有 効 所 得

造 出 曲線 との交 点(二 つ の交 点 の うち の下 方)をmと か く。

H(m)は 点mとrの 縦 座 標 差 で あ る。

rr1,
h t'd

l

図 皿 一1-IV,3

h.__.41

d*

h*
 m

一 一 一a

9

O       X

ωd*

、
丶

 、、 

4ノ 、

                 H(a)>H(m)は 、交点mがIV,3に 示すように点aよ り上方

にある家計を示す。 この種の家計では二つのケースが区別 される。点rか ら勾配W,の 線分rAを ひ

注(11) 等号のケ ースすなわちH(d,)=H(h*)で あ る家計は点41を 選択 し、 HQ-0, H(d)一H(d,)と な る。 しか し、

   この ケースは注(2)の 理由か ら明示 しな い。
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               §VID 家計の労働供給の「般理論について.

く。 H(A)一hと する。Aを 始点に自営所得造出曲線A4'.(図W,/

有効所得造出曲線に接する)。        :   ご .  厂

 (4.2a1)wd*がAaq'と 交点をもたぬ家計

この種の家計では・点d*が 選択される・す聯 酒 営所得ρ造獣 醐(d*)

の縦座標差)時 間を投入 し、雇用機会への供給はおこなわれない。・

He=O, Ha=H(d*)

1のrq')を ひ く(こ れ は 点aで

(d*と プ

 (4.2a2)wd*がAaq'と 交 点 を もつ 家 計

 この種 の 家 計 で はAaq'上 の 無 差 別 曲 線 との 接 点(図 卿,3に は 示 して な い。 この 点 〔d・ とか く〕

はd*よ り高 位 に あ る)が 選 択 され る。 す なわ ち、 雇 用 と 自営 の 両 方 に 就 業 す る。

             HB=h・Hd=H(d+一h

 ただ しH(d+)は 接 点d・ とrの 縦 座 標 で あ る。1(注12)

 (4.2b)H(m)>H(a)で ある家計

 これは交点mがaよ り下方にある家計であり、点aが 選                          hl
d

択される。すなわち、雇用機会にh時 間供給 し自営所得造                           
h出

のためにあわせて 偏 時間(d,とrの 縦座標差)を 投

入する。

H8=h, Hd=H(41)

図 刷 一1-IV,4

一一_一 一一41

・一_  a

h*

4   4

                           o                  X
 〔4.3〕 H(h*)>H(a)で ある家計

 無差別曲線 と有効所得造出曲線の接点が、点aよ り下にある家計である(図IV,4)。 この種 の家

計では接点h*が 選択 される。すなわち、雇用機会への供給はh、 自営所得造出のためにd,とrの

縦座標差(H(d1))とh*の 縦座標差(H(h*)一H(a))の 合計分を投入する。(注13)

          He=h,Ha=H(d,)+H(h*)一H(a)

5.v系;収 入率特性が(dy/dh
dl一・>w,〉 防 〉(紛 諮 ある尉

この収入率特性は、限界 自営所得造出力が皿、IV系 のばあいより,も、速に逓減するばあいである。

注(12)  この種の ケースは栗原 英示 氏の示唆によ る。       ↑
,

(13)H(a)=H(h*)の ケースをふ くめてよい・ しか しここでヰ 注(2)の 理由で明示 しな い.
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図V,1でrを 始点 とする自営所得造出曲線をrdlqで 示す。ただ し点d,は 、縦軸に対する勾配が

賃金率W,に 等 しい直線 と自営所得造出曲線の接点である。d,と の縦座標がhに 等 しい点aを 勾配

W,で とり、aを始点 として自営所得造出曲線41σ部分を画いたのが曲線0∂4で ある。ただ し、点bはaq

上で、縦軸に対する勾配が賃金率Wzに 等 しい直線との接      図田一1-V,1

点 で あ る。 点cは 、 ∂ に お け る直 線 上 の、bと の縦 座 標 差
                           プ

が 万 である点を示す。自営所得造出曲線のbq部 分をcをh ld

                           万始点として画いたものがcqで ある
。有効所得造出曲線は、

rdlabcqで 示される。               h2d

 〔5.1〕H(d1)>H(h*)で ある家計          万

 有効所得造出曲線上の無差別曲線 との接点h*が 図V,

1の 点diよ り上方にある(注14)家計である。(図V,2を 参照)。                           0

この種の家計では、あきらかに点 ゲ が選択 される。すな

わち自営所得造出のためにh*とrの 縦座標差(H(h*)) A

だけを投入し、雇職 会への供給はおこなわない。 H瀬

He=0, Hd=H(d*)

一一一mod 1

 a

一一fi b

   C

  D4ql
,'

図VIQ-1-V,2

X

 (5.2〕 H(a)>H(h*)>H(d,)で あ る家 計

 これ は 、 有 効 所 得 造 出 曲 線 と無 差 別 曲 線 の 接点 が 図V,

1のd,とaの 間 に あ る家 計 で あ る(図V,3を 参 照)。 こ

の 種 の 家 計 は 次 の 二 つ の場 合 に わ か れ る。

 (5.2a)H(a)>H(m)で あ る家 計

 自営 所 得 造 出 曲 線 rq(図V,3)と 無 差 別 曲 線 の接 点

0

礎
潜

4

をd*と す る・d*樋 る(接 す る)無 差 別 曲 線 と有 効 所rh'd

図 皿 一1-V,3

X

得 造 出 曲 線 の 交 点(二 交点 の うち 下 方)をmと し、点rと
                           五

mの 縦 座 標 差 をH(m)と か く。 H(a)>H(m)は 、mが 点

aよ り上 方 に あ る こ とを 示 す 。 この種 の 家 計 で はIV-2a

と同 様 の 推 論 を 適 用 で き る。 した が って 図IV,3をV,3

と読 み か え て 再 び 使 うこ とに す る(図IV,3とV,3の 記

号 は 共 通)。

                           0

 (5.2a1) ・4σ〆(図 】V,3をV-3に 読 み か え る)が

dr

  h*

d*  m

9

X

注(14) H(d,)=H(h*) のケースをふ くめ てよい。 しか し、注(2)の 理由で明示 しな い。
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§珊 家計の労働供給の一般理論について

 ω4*と 交 点 を もた ぬ家 計

 この種 の家 計 で は点d*が 選 択 され る。 す なわ ち、 自営

所 得 の造 出 にH(d*)(点d*とrの 縦 座 標 差)だ けを 投 入

し、雇 用 機 会 へ の供 給 は お こ なわ な い。

      He=0, Hd=H(d*)

 (5.2a2)wd*がAaq'と 交 点 を もつ 家 計

 この種 の家 計 で はd+(4.2a2参 照)が 選 択 され る。

      H｢_h,Ha=H(d+)一h

 (5.2b)H(m)>H(a)で あ る家 計

 これ は交 点mが 点aよ り下 方 に あ る家 計 で は(図V,3

参 照 。 た だ しこの図 で はaよ り上 方 に か い て あ る)。 こ の

種 の 家 計 で はaが 選 択 され る。 す なわ ち 、賃 金 率W,の 雇

用機 会 へhを 供 給 し、 あ わ せ て 自営 所 得 造 出 の た めH(d,)

(点d,とrの 縦 座 標 差)を 投 入 す .る。 す なわ ち、

      He=h,Hd=H(d,)

で あ る。(注15)

 〔5.3〕  H(b)>H(h*)>H(a)で あ る家 計

 こ れ は、 有 効 所 得 造 出曲 線 上 の 無差 別 曲 線 との 接 点 が 図

V,4のaとbの 問 に あ る家 計 で あ る。(注16)

 この種 の家 計 で は あ き らか に接 点h*(図V,4)が 選

択 さ れ る。 す なわ ち、 雇 用 機 会 にhを 供 給 し、 自営 所 得 造

出 の た め に接 点h*と 点aの 縦 座 標 差 に相 当す る時 間

H(h*)一H(a))お よ びH(d,)の 合 計 を投 入 す る。

   He=h,, Hd=H(d,)+H(h*)一H(a)

 〔5.4〕  H(の>H(h*)>H(の で あ る家 計:有 効 所

y

hld

h

h2d

図 四 一1-V,4

_____,a,

4

*

δ

。
警

4

C

0

 ア

島

乃

鳩

万

ん彦3

図Vhf-1-V,5-1

X

0

_mod,

a

hda

一乃

  b

d2* h*
   m'
     wag
   Ol!
一一一一q.h**

   ド、、

   3

   4/      X

図VIA-1-V,5-2

0
X

注(15) H(h*)=H(a) であ る家計は あき らか に点aを 選択 し、(5.2b)と 同 じ形にな る。 しか し注(2)の 理由で、 この ケ

   ースは明示 しない。

注(16) H(b)=H(h*) の境界的ケ ースは注(2)の 理 由で明示 しない。
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得 造 出 曲 線 上 の無 差 別 曲線 との接 点h*が 点bとCの 間 に あ る家 計 で あ る。(注17)

 自営 所 得 造 出 曲線 のd1Q部 分(図V,1)を 、 aを 始 点 と して画 い たabq (図V,5-1)上 に

お け る無 差 別 曲線 との 接 点 をdz*と す る。 dz*を 通 る(接 す る)無 差 別 曲線 と有 効 所 得 造 出 曲 線bC4

との交 点(二 つ あ る交 点 の う ち下 方 の もの)をmと か く。m'が 点Cの 上 に あ るか 下 に あ るか に よ

って 、次 の二 つ の 場 合 が 区別 され る。

 (5.4a) H(の>H(m')で あ る家 計

 こ こにH(C),H(m')は それ ぞ れ 有 効 所 得 造 出 曲線 上 の点Cお よ びm'とrの 縦 座 標 差 で あ る。 こ

の条 件 は交 点m'がCの 上 方 に あ る こ とを 示 す 。 この種 の 家 計 で はN2-aま た はV2-aと 同 様 の

推 論 を適 用 で き る。

 (5.4a1)曲 線aBCq'(図V 5-2)のBCq'部 分 が ω42*と交 点 を もた な い 家計

図V5-2で は 図V 5-1の 点aよ り下 方 を部 分 的 に示 して あ る。図 の よ うに交 点 の な い家 計 で はdz*

が 選択 され る 。す な わ ち 、賃 金 率W,の 雇 用 機 会 にhを 供 給 し、 自営 所 得 造 出 の た め に、 d,とrの

縦 座標 差 に あ た るH(d,)お よ びd2*とaの 縦 座 標 差 に あた るH(dz*)一H(a)の 合 計 を、 投 入 す る。

            He=h, Ha=H(d,)+H(dz*)一H(a)

 (5.4a2)曲 線aBCq'のBCq."部 分 がwd 2と 交 点 を もつ 家 計

図V5-2の 曲 線BCq部 分 の、無 差 別 曲線 との 接 点 をd++(同 図 で は交 点 を もた ぬ場 合 が か いて あ

り、d++点 は示 して な い)を 選 択 す る。 す なわ ち賃 金 率W,とWzの 雇 用 機 会 へ そ れ ぞ れh時 間就 業

し、 あ わ せ て 自営 労 働 に も就 業 す る。

            He=2h, Hd=H(d++)一2h

 た だ し、H(d++)は 点d++とrの 縦 座 標 差 で あ る。

 (5.4b) H(m)>H(の で あ る家 計

 これ は 、 点m'がoよ り下 方 に あ る家 計 で あ る(図V5

-1-1)
。 こ の 種 の 家 計 で はCが 選 択 さ れ る。 す なわ ち

雇 用 労 働 機 会 に はW,の 賃 金 率 とWzの 賃 金 率 で各hず っ 、

自営 所 得 造 出 の た め に 、H(d)お よ び  H(d)一H(a)(d

とaの 縦 座 標 差)の 合 計 に相 当 す る 時 間 を投 入 す る。

     He=2h, Hd=H(d,)+H(b)一H(a)

r

図VIQ-1-v【

WZW,
h*

9

0
X

注(17) H(C)=H(h*) の境界的ケ ースを含めて よい。 しか し、注(2)の 理由で明示 しな い。
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               §VID 家計の労働供給の一般理論について

 〔5.5〕 H(h*)>H(C)で あ る家 計

 これ は有 効 所 得 造 出曲 線 と無 差 別 曲 線(図V,5-1の 破 線)の 接 点 が 点Cよ り下方 に あ る家 計 で

あ る。 た だ し図V,5-1で 曲 線CQは 、 自営 所 得 造 出 曲 線 の 一 部bqをCを 始 点 と して画 い た もの

で あ る。 この種 の家 計 で は 、 もち ろん 、 接 点h**が 選 択 され る。 す な わ ち 、雇 用機 会 に2hを 供 給 し、

さ らに 自営 所 得 造 出 の た め に、H(d,)とH(b)一H(a) お よ びH(h**)一H(C) (h**とCの 縦 座 標

差)の 合 計 分 を投 入 す る。

He=2h, Hd=H(dl)+H(b)一H(a)+H(h**)一H(c)

6.VI系;収 入 率 雛 が(dy
dha)・ 〉(dydhd)m>Wi>WzZあ る家 計

 この収入率特性をもつ家計は、自営所得造出曲線の全域(図VIの 曲線rq)に わたって、限界自営

所得造出力は、賃金率W1(〉 確のよ りも大きい。したがって、有効所得造出曲線は、自営所得造出曲線

rqそ のものである。

 この種の家計では、有効所得造出曲線rq上 の無差別曲線との接点h*が 選択される。すなわち、

雇用機会への供給はなく、自営所得造出にのみH(h*)時 間(点h*とrの 縦座標差)が 投入 される。

He=0, Hd=Ch*)

[2] 各種の就業タイプの家計の発生する確率

1 1系 収入率特性のもとでの各種 タイプの家計の発生する機構と発生の確率

 前節 〔1.1〕 ～ 〔1.4〕 の分析結果をまとめて表田一1-1に 示す(以 下VIQ一を略す)。

表 皿 一1-1 収入率特性1系 のばあい

(⑧欄 のaはA型 家計)

④ ③ 無 差 別 曲 線 の 特 性
    0
自営就業 雇用就業

0 0

1.la
一                                                                                    一

h>H(h*) H(∂1)>h 無    h Rz a

一 一

1.1b h>H(h*) H(∂1)〈h 有    無 1～1

1。2a

_一}
2h>H(h*)>h 2h>H(b2)H(92)>H(の 有    h Rs a

1.2b
一 一 一

2h>H(h*)>h 2h〈H(bZ) 無    2万 Ra a

一_ 『

1.3 H(h*)>2hH(93)>2h 有   2h Rs a

これらの結果から、収入率特性1系 をもつ家計の就業形態(雇 用労働 と自営労働への労働供給)は

                   一431一



三 つ の 時 間 変 数 、 す なわ ち、H(h*)の 存 在 域 、 H(b,)の 存 在 域 、 H(b2)の 存 在 域 の組 合 せ に依 存 す る

こ とが 知 られ る。 こ こにH(∂1)、H(b2)お よ びH(h*)の 値 は 、 そ れ ぞ れ 、 収 入 率特 性 を所 与 とす る と

きは 、 選 好 関 数 の パ ラメ タ(余 暇 と所 得 の 無差 別 曲 線 の形)に の み依 存 して き ま る。 したが って、 三

者 の 値 は 、 家 計 の 選 好 関 数 の パ ラ メ タの 値 を 媒 介 に して 、 相 互 に 関 連 しあ って い る。例 え ばH<h*)

の 家 計 間 にお け る大 小 差 は 、H(b,)の 値 の 大小 差 と一 定 の 関係 の も とに 対 応 して い る。

 図1,1の 点h*と b,の 関 係 を

H(b,)=ξ1[H(h*)]

とあらわす。ただ し、関数 ξ1はH(h*)の 領域

                 h>H(h*)>0

につ いて 定 義 され る。(注18)

 図1,2の 点Q2に お いて 接 す る無 差別 曲 線 ω2と 線 分ab又 は そ の延 長 との 交 点bzの 労 働 時 間

座 標 をH(∂2)と す る。H(b2)と 、 線 分ab上 の 無差 別 曲 線 との 接 点h*の 座標H(h*)の 関 係 を

3)  H(b2)=ξ2[H(h*)]

とか く。 た だ し、 ξ2は 、

4) 2h>H(h*)>h

に対 して 定 義 され る。(注19)

注(18) 余暇 と所得 の選好関数を

      (1)ω 一ω(X,∠,r)=ω(X,T-h,r)

    自営所得造 出関数を

      (2}Xd=Xd(ha,a)

    とか く。Xは 家計所得(固 定価格表示)、 ∠は余 暇時間Xcは 自営所得(固 定価格 表示)、 hと heは 、 そ れ ぞれ 家

   計構成員の総労 働時間 と自営労働投入 時間 。 γとaは それぞれ選 好関数 と自営所得造 出関数のパ ラメタ集合。(1)にお い

   てX=Xd, h=hc とお き,② を代入 して 、

                (1')W=wCXd(hd,d),T-hd,r]

   を得 る。 C'1')に お いて 、

           4ω            =o
          dhd

   とおき、(3)をheに ついて解 く。 これを、

       (4) he=G,(a, r)

   とか く。(4)は図1-1の 点g1の 労働時間座標(g1とrの 縦座標差)を 与え る。 g1の 所得座標 は(4)を(2}に代入 して

       15) Xa=XaCG,(a,r),a7

                      -432一
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丶4

注(19)

で与 え られ る。 g1を 通 る(接 する)無 差別 曲線 ωg1の 方程式 は次の とおりに求め られ る。(1}の 右辺に(4}と{5)を代入

して 、

    {6}CJgl-4J[Xd[c,(a,r),a], T-G,(a,r)r]

(1)の左辺を⑥ で代置 して 、

    17)wCXaCG,(a,r),a7, T-G,(a,r),r]=wCX,T-h, r]

これが 劬 の方程式であ る。

 有効 所得造出曲線 は、

    (8-1) X=W,h (h≦hに 対 して)

    (8-2) X=Wzh+W,h (h>hに 対 して)

で与 え られ る。交点61の 労働 時間 座標H(δ1)は{7)と(8-1)を 連立 して求め られ る。 ただ しその時の解が、hshを

充足 しなければ171と(8-2)を 連立 して得 られ る。 したが って、

    (9-1) H(δ1)=ψ1(W,,h/a,r)[H(b,)≦hに 対 して)

    (9-2) H(∂1)=g2(W,,Wzh/a, r)(H(b,)>hに 対 して),

点h*の 座標は、次の とおりに求 め られる。(8-1)を(1)に 代入 して

    110) X=W,h+Wz(h-h);h>h

これか ら、 璽=0を つ くりhに ついて解 けば
      dh

    (11)H(h*);ψ(W,,r)

(9-1)と(11)又 は(9-2)と(iuか ら選好関数のパ ラメタ集合rの うちの任意の1個(家 計間 で値が異な る)を 消去 して 、

H(b,)とH(h*)の 関数

    〔12 H(b.1)壽 ξ1[H(h*)/W,,W,,h,a, r']

が導かれ る 〆 はrの うち1個 を消去 した残 りの パラメ タ集 合であ る。』(12)は本 文の ξ1に 相当す る。

 曲線raqの 方程式 は

    (1)X=1〃 ア1(Ch+h)+XdCh-h, a)                                  /
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 図V皿の第1象 限の曲線OK,, KZ K3は それぞれ関数 ξ1と ξ2を示す(縦 軸はE(11)とH(bz)の 大

きさを目盛る)。曲線OKy上 の点ノ、曲線K2 K3の 始点K、 、およびKz K、上の点Mは 、以下 に示す

とおり、家計の就業パターンを区別する境界点となる。

 有効所得造出曲線上あ無差別曲線との接点H(h*)は 、家計間で、余暇 と所得の無差別曲線の形のち

がい(選 好関数のパ ラメタの値の差)に よりてraba' (図1・1)上 にちらばる・H(h*)の 分布を

第4象 限の(密 度)分 布曲線 五[H(h*)1陥,Wz,a,プ]で 示す。

 点1、 横軸上の点h、 点M、 および横軸上の点2hか ら、それぞれ垂線をおろす ことによって、密

度分布曲線 ∫1の 囲む面積は1～遭,1～2,h～3,1～4,お よび1～5の5つ の部分に分割 される。

 表1と 図Vdを 照応 して、各就業形聾(表1◎ 欄)の 発生の確率は⑪欄に示すとおり、各々R,～R5

の面積で与えられることがわかる02名 あ成年構成員のうち少なくとも1名 が雇用労働に供給をおこ

なう家計を⑤欄にaで 示す。われわれが従来分析を適用 してきたA型 家計(夫 婦 と不特定数か らなる

雇用労働を主な収入源とする家計)はaの 中にふ くまれる。

2 11系収入率特性のもとでの各種タイプの家計の発生する機構と発生の確率

前節 〔2-1〕 ～ 〔2～4〕.の 分析結果を表たまとめる。

＼ で与え られ る。ただ し、(i)めXdは 、注(18)の 式(2)で あ り、 h≦hに 対 して 、 C=0か っ 、 Xa=0;h>hに 対 して

C-1と す る。選 好関数

   (2)の 一ω(X,T一 乃,τ)

にU}を 代入 して、(3}dw/ah=oをhに っ き解き、解を

   (4) h=GzCa,r)

とか く。 これ は点92(図r,2)の 労働時間座標 を与え る。(4)を(1)に 代入 して 、

   151Xga=WiCC,Ga(a, r)+h]+XaCG2(a, r)一h,d7

は92の 所得 座標を尊え る。(4)と(51を ② に入れ

   {6) ω92=の[xez,T-Gz(a,r)r1

で与 え られ る。Cv g2を 得 る0121の 左辺 を ω82で 代 置 して 、

   /7)wg・=ω(X,T-h,r.)

は、図L2の 曲線 ω2の 方穆 式で ある。・半直線abの 方程式 は・

   (8)   X=レ レ71丿z+vレia(h一丿z) ̀ ・

で与 えられ る。(71と(81を連立 して につ いて解けば 、点bzの 労働 時間 座標

   {9} H(bz)=93(W,,Wzh/a,r)

を得 る。

半直線rabの 方程式 は、 " ・    "

   as   X=レ レ厂,h+Wx(h一 丿z);h>丿z

で与 えられる。 これ を(2)のXに 代 入 して、4ω/dh=0を 解 けば 、図1,2の 接点 が の労働座標H(h*)は 、

   uu H(h*)=92(Wi,Wa,r)

で与え られ る。uDと 〔91から注(18)と 同様 にrの1パ ラメ タを消去すればH(bz)とH(h*)の 関係

/
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 §V皿 家計の労働供給の一般理論について

表V]Q-1-2 収入率特性II系 のばあい

④ ③ 無 差 別 曲 線 の 特 性  1   ◎
自営就業 雇用就業

0 0

一}

2.1a h<HCh*)h>HCm) 有    無 X1
一 『 一

2.1b h>H(h*) h〈H(m) 無    h XZ a

2.2
        一

H(a')>H(h*)>h 有    h X3 a

2.3a H(b)>H(h*)>H(a')H(〃 の くH(の 有    h X凾4 o

2.3b H(b)>H(h*)>H(a')H(m')>H(の 有    2h X5 a

2.4 H(h*)>H(b) 有    2h Xs a

 表2か ら、収入率特性II系 の家計の就業構造は、選好パ ラメタにより決定 される変数H(h*)とH

(m)、 およびH(m)の 位置 という3個 の条件の組合せに依存することがわかる。三者は、1系 のばあ

いと同様に、選好関数のパ ラメタの値を媒介にして相互に関連 している。図 皿2のh*とmの 労働時

間座標の関係を

H(m)_ξ3[H(h*)];h>H(h*)に 対 して

とか き(注20)、 図II,4のh*と 〃〆 の 労 働 時 間 座 標 の 関係 を

           H(m)=ξ4[H(h*)];H(h*)>H(a)に 対 して

とか く。(注21)

 raa'bq(図II,4)上 にお け る接 点H(h*)の 家 計 間 分布 をf2[H(h*)l W,,Wz,h,a, r]

とか き、 図 皿 の 第4象 限 に 示 す 。 図 田 のOAL1,LzBL3は 、 そ れ ぞ れ 関 数 ξ3,ξ4を 示 す 。両 曲線 の点

A,L,,L2;B, L a か らお ろ した 垂 線 で 決 ま る曲 線.f2下 の面 積X1～Xsが 、 収 入 率特 性 系IIの も と

で 各 種 の就 業 形 態 の 発 生 す る確 率 を与 え る。

＼

注(20)

   H(b2)一 ξ2[H(h*)」 γb}72,h,a,r"]

が求め られ る。 これ は本文(3)式 の ξ2であ る。

 図11,2のrd*4の 所得座標 の方 程式は

   `1)X=X4(h,a)

であ る。これ を選好 関数 ω=ω(X,T-h, r)のXに 代入 して 4ω/4〃ユ0を 解 き、解を

   (21∬(d*)=C3(a,r)

とか く。 これ は点d*の 労 働時関座標 であ る。② を(1}のhに 代入 して 、d*の 所 得座標は

   /3)Xa*=Xd CGa(a, r),a7

で求め られ る。② と(3)を ωに代入 して 、

   (4)ω4*… ω[Xd[G3(a, r)>a]T-Ga(a,r)r]

を得、(4)で選好関数 の左辺 を代 置すれば、

                 一435一
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図VIQ-1-VIQ(1系)
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＼

注(21)

    {5)ω ゴ*=ω(X,T-h,r)

が 、d*を 通 る(接 す る)無 差別 曲線の方程式であ る。

 曲線raqの 方程式 は

    (6)X=W,h+Xa(h-H(a),a)

で あるか ら、(5}と〔6)をhに つ いて解けば、点mの 労働時間座標H(m)が 求 められ る。すなわ ち、

    {7)H(m)一94Gγ 九 α,γ)

ra上 の接点h*の 労働時間座標 は、

    X=W,h

をωに代入 して 4ω/dh=0を 解 いて 求め られ る。 これを

    {8} H(h*);ψ3(W,,h,α,r)

とかく。`7}と⑧か らrの 要 素の一個を消去 して 、本文 の関数 ξ3、

    {9) H(m)=ξ3[H(h*),硴71ゐ,a,r)

を得 る。

図II,4のa"bを 延 長 した半 直線の方程式 は

    (1)X=W,H(a)+XdCH(a")一H(a),a]+Wz(h-H(a"))

                     一436一
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                 §V]Q 家計の労働供給の一般理論について

3 皿系 収 入 率 特 性 の も とで の 各 種 タイ プ の 家 計 の 発 生 す る機 構 と発 生 の 確 率

前 節 〔3.1〕 ～ 〔3.3〕 の 分 析 結 果 を ま とめ て 、 表3に 示 す 。

                表V]Q-1-3 収入率構造 皿1系の ばあい

④ ⑧ 無 差 別 曲 線 の 特 性
                '

   ◎
自営就業 雇用就業

0 0

_一

3.ヱa h>H(h*) h>HCnl) 有    無 ア1

一 一

3.1b h>H(h*) h<HCnl) 無    万 丿2 a

3.2

    一

H(h*)>h 有    h y3 a

.表3か ら知 られ る よ うに 、 皿系 の 収 入 率構 造 を もつ 家 計 の就 業 形 態 は 、 二 つ の 時 間変 数 す な わ ち

H(h*)、H(n,)の 存 在 域 の 組合 せ に 依存 す る。 三 つ の 時 間 変数 は 選 好 関 数 の パ ラ メ タの値 を媒 介 と

して 、 関 連 しあ って い る。

図 皿,2の 点n,とh*の 労 働 時 間座 標H(nl)とH(h*)の 関係 を 、

H(n,)一 ξ5田(h*)],H(h*)>H(a) に対 して

で あ らわ す。(注22)

＼

注(22)

で与え られ る。(1)を選好 関数 ω=ω(X,T-hr)に 代入 して4ω/dh=0を 解 けば 、 点h*の 労働時間座標 が求 め

   (2)H(h*)=93(W,,Wa,h,a,r)

られ る。

 図のas'd*9の 方程式 は

   (3) X=W,H(a)+XdC(h-H(a)),aJ (H(a)=h)

であ り、 これ を選好関数 ωに代入 して4ω/dh=0を 解 けば、点d*の 労働 時間座 標

   {4) H(d*)=Hd*[W,,a:,r]

が求め られ る。これを(3)のhに 代 入 して点d*の 所得座標 は

   '(5) Xd*=Xd*(W,,h,a,r)

を得る。141151を選好関数に代入 して 、指標 ω4*、

   〔6) ω4*=ω[Xd*(Wr,h,a,β), T-Ha*[Xd*「W,,a,r],r)

を得 る。選好 関数の左辺を(6)の値 におき、点d*で 接す る無差別曲線 の方程式 は

   17) ω[Xd*(W,,h,a, r),T-Ha*[W,,a,r],r]=ω(X,T-h, r)

とな る。(1)と(7)を 連立 してhに つ いて解 けば(二 根の うち大 きい方 をと って)、 点m'の 労働時間座標

   (8} H(〃〆)=ψ4(W,,Wz,h,a,r)

を得 る。121と(8)か ら、rの うち の1個 を消 去 して、H(h*)と 厚(m)を 結ぶ関係 式

   {9} H(m )=ξ4[H(h*),W,,Wz,h,a,r'

が求め られ る。

 H(h*)の 値は次の手続で求め られ る。曲線rapの 方程式 は、

   (1;)X=C・W,h+(1-C){〃 尸1カ+Xd(h-h,a)}

ただ し、h≦hに 対 して はC=1, h>hに 対 して はC=0を とるもの とす る。(11を ωに代入 して 4ω/dh=0を 解けば、

hの 解H(h*)は                                                /
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図VIQ-1-IX(皿 系)
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 raq(図 皿,2)上 の接 点H(h*)の 分布 をf3[H(h*)Wl,h, a, r] とか き、 図IXの 第4象 限

限 に 示 す 。 第1象 限 の 曲線 は 関数 ξ5を 示 す。 点Aか らお ろ した垂 線 お よ び横 軸 上 のhか らお ろ した

垂 線 はH(h*)の 密 度 分布 曲線 .f2下 の面 積 をYl Y2 Ysの 三 個 の 部 分 に分 割 す る。 これ らは 、 図 に

示 す とお りの就 業構 造 の 発 生確 率 を与 え る。

＼    (2)H(h*)一9・(W,,h,a,r)

d*点 の労働的 時間座 標H(ゴ*)を 求 める。ω関数 にx=xa(h,a)を 代入 して 4ω/dh=0を 解 き、解 を

   13)H(d*)=Ha*(a,r)    d* 点の労働時間座標

とか く。 これを関数zeに 代入 して

   (4)xe*=xd[Ha*(a, r),a]    d* 点 の所得座 標

(3}(4}をωに代 入 して 、

   ⑤  ω4*=ω[xd[He*(a,, r),r],T-Ha*(a, r),r]

を得 る。

   {6) ω4*=ω[x,T-h,r]

は、d*で 接す る無差別 曲線Wd*の 方程式であ る。(6)と(1)を 連立 して 、 hに つ いて解けば点n,の 労働時間座標

   {7) H(π1)=ψ5(W,,h,α:,r)

が求め られ る。{7}の ψ5と(2)の ψ6か らrの 共通 の1要 素を消去すれば、本文 の ξ5関 数            /
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4

               §VIQ 家計の労働供給の一般理論について

IV系 収 入 特 性 の もと で の各 種 タイ プ の 家計 の発 生 す る機 構 と発 生 の確 率

〔4.1〕 ～ 〔4.4〕 の結 果 は表4の よ うに ま とめ られ る。

              表皿 一1-4 収入率特性IV系 のばあい

④ ⑧ 無 差 別 曲 線 の 特 性     ◎
自営就業 雇用就業

0 0

4.1 H(h*)<HCdl) 有    無 zl

4.2a1 H(a)>H(h*)>H(dl) H(a)>H(m)交 点な し 有    無 z2

4.2a2 H(a)〉(h*)>H(dl)H(a)>H(m)交 点あ り 有    h z'3 a

4.2b H(の>H(h*)>H(d,)H(m)>H(a) 有    h z"3 a

4.3 H(h*)>H(a) 有    h z4 a

 表4か ら、 収 入率 特 性IV系 の も とで は 、 家 計 の就 業 構 造 は 図IV,2、VI,3の 点h*と 点mの 労 働

時 間 座 標H(h*)、H(m)の 位 置 お よ び ω4*とAa(図IV,3)の 交 点 の有 無 に依 存 す る こ とが知 られ

る。 H(h*)とH(m)は 、所 与 の 収 入率 構 造 の も とで は選 好 関数 のパ ラメ タに よ って き ま る。 した が

って 、 家 計 間 の無 差 別 曲線 の形 の差 に よ って異 な るH(h*)とH(m)の 値 の組 合 せ が 各種 の就 業 構 造

を 生 じる。 H(h*)とH(m)の 関係 を

H(m);ξ6[H(h*)];H(a)>H(h*)>H(dl)

とあ らわす 。(注23)

＼

注(23)

   18)H(n,)=EaCH(h*)/W,,h,a,r"7

が導かれ る。

 交点あ り、な しは図IV,3のAaと ω4*の 交点 の有無を示す。

 有効所得造 出曲線74辺4(図IV,2)は 、

   (1) X=xd(h,a)+C,W,(h-H(d,)+Czxa(h-H(a),a)

で与え られ る。ただ し、 h<H(d,)に 対 して はCl=C2=0,H(d,)〈h≦H(a)に 対 して はC2=0,h>H(の に対 しては

C1=C2=1で あ る。

 (1)を ωに代入 して 4ω/dh=0を 解 くと

   (2) Hi(h*)=97(W,,h,a,γ)

を得 る。

 自営所得造 出曲線rd19の 方 程式は(1}に おいてCl=C2=0ば あいに あたる。これを ωに代入 して 4ω/dh=0を 解

くと、d*の 労働 時間座 標

   (3)H(d*)=Ha*(a, r)

を得 る。所得座標 は③ をxd(h,a)に 代入 して、

   (4) Xa*=XdCHd*Ca>r),a7

となる。(3)と(4)を ωに代入 して

   {5} ω4*ロ ω[Xd[Hd*(a,r), a],τ 一Ha*(a,r),r]

ω関数の左辺 を⑤ で代置 して                                     /
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図VIQ-1-X(IV系)
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か き 、第4象 限 に示 す(図X)。 図Xの 曲 線MA M'は 関数 ξ6を 示 す 。

δは ω4*(図IV,

AM'か らそれ ぞ れ 垂 線 をお ろせ ぱ 、 H(h*)の 密 度 分 布 曲線 下 の面 積 は垂 線 の足 と点 δでz,, zz, g3',

zs'z4の5個 の 部 分 に分割 され る。 これ らの面 積 は 図 に所 掲 の各 種 就 業 形 態 の発 生 確 率 を与 え る。

(図IV,2)上 の接 点H(h*)の 家計 間分 布 を ノ'4[H(h*)1隅,WZ,h,a, r]  と

                             H(h*)軸 上 に δ を と る。

3)がAaに 接 す る家 計 にお け るh*点 の 時 間座 標 の値 で あ る。(注24)曲線 上 の点M

＼

注(24)

注(25)

   (6) ω[Xd[Ha*(a, r),a],T-Ha*(a, r),r]=ω(X, T-h,r)

これはd*を 通 る(接 す る)無 差別 曲線の方程 式であ る。(6}と(1}(Cl=CZ=1と お く)を 連立 して、 hに つ いて解 けば

mの 労 働時間座標

   (7) H(m)=ψ5(W,,h,a,r)

を得る。〔7)と(2)からrの1要 素を消去すれば本文の 関数

    H(m)=ξ6[H(h*)]

が導かれる。

 図IV,3の ω㌔ 曲線(注(23)の(6)式)とAaq'曲 線(図IV,3)(X=xa[(h-h),a]+W,h が接 す る家計 にお ける

rの 値 は,両 曲線の方程式 を連 立 してXとhに つ いて解 いた根が 実の重根 であると いう条件か ら求め られ る。 自営所得

造出曲線 と無差別曲線が2次 関 数で与 え られ るとき は、rの 計算は容易であ る。このrの 値をTaと か けば、 これを、注

(23)の(2)式 に代入 して、 H(h*)一 ψ7(WI,h,ars)=δ によ りδが求め られ る。

図V,3点d*の 労 働的時間座 標は、

   (1)X=xd(h,a)                                    /
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                   §V皿 家計の労働供給の一般理論について

5 V系 収 入 率 特 性 の も とで の 各 種 タ イプ の家 計 の 発 生 す る機 構 と発 生 の 確 率

  〔5.1〕 ～ 〔5.7〕 の 結 果 を 表5に ま とめ る。 就 業 構 造 は 点h* mお よ びmの 位 置 お よ び図V

5-2(ま た はIV,3)の.BC(ま た はAaq")と 無 差 別 曲 線 の交 点 の有 無 に依 存 す る こ とが 知 られ

る図V,3点mとh*の 労 働 時 間 座 標 の関 係 を(注25)

H(m)=ξ7[H(h*)];H(d,)〈H(h*)〈H(a)

m'とh*の 労働時間座標の関係を

H(m.)=ξ8[H(h*)]; H(h*)>H(b)

と か く 。(注26)

＼

注(26)

を ωに代入 して 4ω/dh=0を 解 いて

    ② H(d'*)=Hd*(a, r)た だ し H(d*)>H(d,)

所得 座標は ② を(1)に代入 して

    (3)Xd*=xd[Ha*(a, r),(影]

② 、〔3}をω[X,T-h, r]に 代入 して、

    (4} ωd*=ω[xa*(a, r),a],T-Ha*(a,r),r]・

d*で 接す る無差別線の方程 式は

    (5) me*=cvCX, T-h, r7

rd,a曲 線 は、

    (6)X=CixdCh,a7+(1-C,)xaCH(d,),aJ+(1-C,)W,h

ただ し、h≦H(d,)に 対 してはCl=1,h>H(d,)に 対 して はC,=0と す る。 (6}とf51を連 立 してhに つ いて解 けば

(最大の実根)H(m)は 点mの 労働時間座標 を与 え る。すなわ ち、

    17}H(m)=ψ7[W,,it, r]

ただ し、H(d,)はaとrで あ らわ され るか ら明示的に ψ7の 中に書 いてない。

h*の 労働 時間座標は、{6)にお いてC,=Oと おいて ω関数に代入 して4ω/dh=0を 解 いて求 め られる。 解を、

    〔8}H(h*)=98(W,,a,ア)

とかく。171{8)か らrの 共通の要素を1個 消去 して、H(m)とH(h*)の 関係

    {9} 'H(m)=ξ7[H(h*),w1,a,r']

を得 る。 r'は アめ要素の うち1個 が消去 された残余 のパ ラメタ集合 であ る。

 図V,5-1の 曲線 ア414匈 の方程 式は 、h>H(b)に つ いて は、

    (1)X=xdCH(di),a]+W,h+xdCH(b)一H(a)+H(d,),a7-xdCH(d,),a7+xdCh-H(b),a]

       =W,h+xeCH(b)一H(a)+H(d,),a]+xdCh-H(6)]

で与え られ る。 これを ω関数 に代入 して、4ω/dh=0を 解 くと、 dz*点 の労働時間座標

    (2)H(dz*)=He 2*(Wl,h,a, r)

が求め られ る。所得座標 は

    (3)xdZ*一xd CHd*,(W,, h,a, r),a]

② と(31を ωに代入 して

    (4} ω42*=ω[xd2*, T-H(dz*),r]

これをω関数の左辺 に等 置 して、dz*を 通 る(接 する)無 差別 曲線ltldz*は                                                    /
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表皿 一1-5 収入率特性V系 のばあ い

④ ⑧ 無 差 別 曲 線 の 特 性
    ◎
自営就業 雇用就業

0 0

5.1

5.2a1

H(dl)>FI(h*)

H(の>H(h*)>H(dl) H(a)>H(m)交 点な し

有    無

有    無 }Uo

5.2a2 H(の>H(h*)>H(dl)H(a)>H(m')交 点あ り 有    h σ1 a

5.2b H(の>H(h*)>H(dl)H(m)>H(a) 有    h a

5.3 H(b)>H(h*)>H(a) 有    h U1" a

5.4a1 H(C)>H(h*)>H(の H(C)>H(m')交 点 な し 有    h a

5.4a2 H(o)>HCh*)>H(b) H(C)>H(m')交 点あ り 有    2h Uz a

5.4b

5.5

H(の>H(々*)>H(の H(yYt')>H(の

H(h*)>H(C)

有   2h

有   2h }UZ,
a

a

交 点 あ り、 な しは 図IV-3のAaと ω4*の 交 点 の 有 無(5.2a1～2),と 図V 5～2のBCとcv*azの 交 点 の 有 無

(5.4a1～2),を 示 す 。

 図V,5一 ユの 曲 rdlabcq'上 の接 点H(h*)の 家 計 間 分 布 をf5[H(h*)I W,,WZ,h,a,r]

とか き 、 図X[の 第4象 限 に示 すH(h*)軸 上 の点 η とπ を と る。 η はAa(図IV,3参 照)に(Od*が

接 す る家 計 に お け るh*点 の労 働 時 間座 標 で あ る(IV系 の ば あ い に δで 示 した値 を 照 応)。 πは 図V

5-2のBC部 分 がCDd2*と 接 す る家 計 に お け る点h*の 労 働 時 間 座 標 で ある。(注27)ξ7と ξ8を 図X[の

asお よ び ββ'で 示 す 。 a, A, a,β, B,β'か らそ れ ぞ れ お ろ した垂 線 と η お よ び πで 区 分 さ れ

るH(h*)分 布密 度 曲 線 下 の面 積 は 、表5所 掲 の各 種 就 業 タ イ プ の発 生 の確 率 を与 え る。

＼

注(27)

   {5} Gl dy*=ω[X, T-h, r]

〔1}と⑤ を連立 してhに つ いて解 けば

   {6) H(m')=ψ8[W,,h,a, r]

有効所得造 出曲 rd,abcの 方程式は 、

   17)X=xeCH(d,),a)+W,h+xd[H(b)一H(a)+H(d,), a]一xdCH(d,),a7+Wzh

      =W,h+xdCH(b)一H(a)+H(d,),a]+Wzh

で与え られ る。 これを ωに代入 して4ω/dh=0を 解耐 ば、図V,5-1のh*の 労働 時間座標は

   (8)H(h*)一99[W,,Wz,h,a,r7

(8}と{6}か らrの 一要素を消去 して

   (91 H(m')=EaCW,,Wz,h,a,r"

を得 る。 これが本文 の関数 ξ8で あ る。

 点 ηの値 は注(24)の 手続き と全 く同様 に求 め られ る。 点 πの値は次の ように して求 め られ る。図V,5-2の 曲線

BCq'(X=Wz[(h-H(B)),a]+xe C ha,,a」+hW,+hWz)と(Od2曲 線(注(26)〔5)式)が 接す る家計にお けるrの 値 は、

両曲線の方程式を連立 してXとhに ついて解いた根が実の重根で あるという条件か ら求め られ る。 自営所得造出曲線 と

差別 曲線 が2次 関数で与え られ るときは、特 に計算 は容易である。この γの値 をrxと かけば、注(25){8)式 に代入 して 、

H(h*);g8(W,,a, rx)=π によ りπが求め られ る。                             /
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§VIQ 家計の労働供給の一般理論 について

   図VJQ-1-X[(V系)
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6 VI系収入率構造の発生させる各種就業タイプの確率

 この型の収入率構造のもとでは、すべての家計は自営所得の造出に労働力を投入 し、雇用就業は行

わない。

[3]雇 用および自営内職機会への供給確率

 表1～5、 および図W～Xか ら、各収入率構造のもとでの雇用労働への供給確率は次のように求め

られる。

 〔1〕 雇用機会への供給確率(自 宅 ・内職を兼業するばあいをふ くむ)

1. 1系 収入率構造のばあい

雇用労働機会への供給確率を μ1と かけば
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    μ,一 S[・ ×Wi+1×(W・ ・+W・)+2×(恥 剛 一 者 脇+W・]+W・+W・

fi[H(h*)]を1系 収入率構造のもとでのH(h*)分 布密度関数 とすれば、

    W2 +W・ ≡∫lill佃(h・)]dH(h・), W・+W・ ≡∫11ヂ五[H(h・)]dH(h・)

であり、積分領域は図wのH(h*)軸 上の該当値である。(注28)

2.ll系 収入率構造のばあい

 雇用機会への供給確率を μ2と かけば

    μ・一S[・ ・X1+1・(X・+X・+X・)+2(X・+X・)一 券[X・+X・+X・]+X・+X・

f2[H(h*)]をfi系 収 入 率 構 造 の も とで のH(h*)の 分 布 密 度 関数 とす る と

                    

          X・+X・+X・一∫1:1。f・[H(h*)]dH(h・)

            X・+X・一∫122*f・[H(h*)]dH(h・)

で求められる。ただ し積分領域は図珊のH(h*)軸 上の該当値である。(注29)

3.皿 系収入率構造のばあい

 皿系収入率構造の もとでの雇用機会への供給確率を μ3と すれば、

            μ・一者[・×Yi+1×(Y・+Y・)]三 器[Y・+Y・]

f3[H(h*)]を 皿系収入率構造のもとでのH(h*)の 分布密度関数とすれば、 Y2+Y3の 値は

              Y・+Y・一∫1,漕[H(h・)]dH(h・)'

で与 え られ る。 ただ し、 〃31*は 図]Xの 横 軸 上 の 該 当 値 で あ る。(注30)

注(28)

注(29)

注(30)

 注(18)の ξ

いて 解 いてh*,

 注(20)の ξ

ば 、h*21とh*

 注(22)の ξ

関数をhと お きH(h*)に ついて解けば、h*11の 値 が求 め られ る。 ξ2関 数 を2hに 等置 してH(h*)に つ

の値が求め られ る。

関数 の値をhiこ 、44関 数の値をH(b)(図II,2～II,4)に 等置 して、それぞれH(h*》 こつ いて解け

の値が求め られ る。

関数 をhに 等置 してH(h*)に つ いて解 けば 燐1の 値 が求め られ る。
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                §田 家計の労働供給の一般理論について

4.IV系 収入率構造のばあい

 この収入率構造の もとでの雇用機会への供給確率を μ4と して

       μ・_12[・ ×(zl+z・)+1・(z・'+z3..+z・)]一 去[z・ ・+・ゴ+z・]

f4[H(h*)]をIV系 収 入 率 構 造 に 対 す るH(h*)の 分布 密 度 関数 とす れ ばzs'+z2"+z9の 値 は

             zaノ+z・〃+z・一∫評[Huh*)]dH(h・)

で 与 え られ る。 こ こにhs*は 図Xの 横 軸 上 δ点 のH(h*)の 値 で あ る。(注31)

5.V系 収入率構造のばあい

 この収入率構造のもとでの雇用機会への供給確率を μ5と かき、

          1                     1

        μ・=2[0×U・+1(Ui+U1")+2×(U・'+σ ・切=歹(σ1+U,"+Uz"+U・")

こ こ に σ1とUaは 、 そ れ ぞ れ

        σ1〃一rrzJ f5[H(h・)dH(h・),σ ・一,/5s[H(h・)]dH(h・)

で 与 え られ る。 た だ し、.ノ'5は この収 入率 構 造 の も とで のH(h*)の 密 度 分 布 で あ り、 ηと πは図X工

の横 軸 上 に所 掲 の数 値 で あ る。(注32)

6.VI系 収入率構造のばあい

 この収入率構造のもとでの雇用機会への供給確率 μ6は すでに示 したとおり、

                  u6=0

である。

 〔2〕 雇用機会だけへ供給がおこなわれる確率

 雇用機会だけへ供給のおこなわれる確率は各収入率特性系ごとに図W～XIに 示 した当該面積の部分

から容易に知 られる。その概略を以下に記す。

 1. 1系 収入率特性の家計

注(31) 注(23)の ξ6関 数をH(d,)(図V,2,3)の 値 に等置 してH(h*)に っいて解けば図Xのh*4が 求め られ る。

注(32) 関数 ξ7を 図V,1～4のH(a)に 等置 しH(が 逃 つ いて解 けば が51(図X,1)が 求め られ る。 関数 ξ8を 同図の

   H(b)に 等置 して同様 にh*szが 求め られ る。
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 1系 収入率特性をもつ家計では、図wの 面積W2とWqの 合計によって雇用機会だけへ供給のおこ

なわれる確率が与え られる。この確率に対する、1家 計当り平均供給人員数は、(雇 用機会 を提示 さ

れた成年人員数が2人 であるか ら)面 積の記号Wz,W4を それぞれ確率をあ らわす記号 と して使 え

2(Wz+W4)

で与えられる。これは1家 計当 り、雇用機会にだけ供給をおこなう人員数である。

 平均供給時間(人 時)は

2h(Wz+W4)

となる。

 2.II系 収入率特性の家計

 II系収入率特性をもつ家計では図皿の面積Xzに よって雇用機会だけに供給をおこなう確率が与え

られる。

 1家 計当り平均供給人員数は、まえ と同様にして

2Xa

である。

 平均供給時間(人 時)は

2hXz

となる。

 3.皿 系収入率特性の家計

 皿系収入率特性をもっ家計では図IXの面積y2で 雇用機会にのみ供給をおこなう確率が与えられる。

 1家 計当 り平均供給人員数は、まえと同様にして2yzで ある。

 平均供給時間(人 時)は2hy2 となる。

 4.IV系 収入率特性の家計

 IV系収入率特性をもつ家計では、雇用機会にのみ供給をおこなう確率は、図Xは 表4か ら零である

ことがわかる。すなわち、すべての家計は何 らかの形で自宅 ・内職機会に就業する。

 5.V系 収入率特性の家計

 V系 収入率特性をもつ家計では、雇用機会にのみ供給をおこなう確率は図XI又 は表5か ら零 であ

る。V系 収入率特性をもつ家計はすべて何 らかの形で自宅 ・内職機会に就業する。
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               §V]Q家計の労働供給の一般理論について

 6.VI系 収入率特性の家計

 この収入率特性を もつ家計では、雇用機会にのみ供給を行う確率は零である(雇 用機会に兼業の形

で供給をおこなう確率も零である)。

 〔3〕 自営 ・内職機会へだけ供給がおこなわれる確率

 自営 ・内職機会へだけ供給がおこなわれる確率は図Vd～XIの 当該面積から容易に与えられる。概略

を以下に記す。

 1. 1系 収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では図Vdの 面積W,が 自営 ・内職機会へだけ供給する確率を示す。自営・

内職にだけ供給する1家 計当り平均供給人員は前と同様に2W,人 で与 えられる。

 2.II系 収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では自営 ・内職機会へだけ供給する確率は図田の面積X1で 与えられる。

ユ家計当り平均供給人員数(自 営 ・内職にのみ供給する人員数)は2X,人 となる。

 3.皿 系収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では、自営 ・内職機会へだけ供給する確率は図IXの面積y1で 与えられ

る。自営 ・内職機会へだけ供給する人員数は1家 計当り2y,人 である。

 4.IV系 収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では、自営 ・内職機会にだけ供給する確率は図Xの 面積zlとzzの 和

で与え られる。この種の供給者数は1家 計当り、 2(z,+zZ)人 となる。

 5。V系 収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では、自営 ・内職機会にだけ供給する確率は、図XIの ハッチを入れた面

積Uaに よって与え られる。この種の供給者数は1家 計当り2σo人 となる。

 6.VI系 収入率特性の家計

 この収入率特性をもつ家計では、自営 ・内職機会にだけ供給する確率は1で ある。

 〔4〕 雇用 と自営機会へ兼業 して供給する確率

 1. 1系 収入率特性

 この収入率特性を もつ家計では、雇用 ・自営機会を兼業する確率(任 意の1家 計を採ったときそれ

が兼業家計である確率)は 、図Wの 面積WaとW5の 和で示される。

 2.II系 収入率特性

 この収入率特性をもっ家計では、兼業の確率は図皿の面積X3,X4,X5お よびXsの 和で与えられる。

 3.皿 系収入率特性

 この収入率特性をもつ家計では、兼業の確率は図IXの 面積y3で 与えられる。
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 4.IV系 収 入率 特 性

 この 収 入 率特 性 を もつ 家計 で は 、兼 業 の確 率 は 図Xの 面 積z3+z3"+zqで 与 え られ る。

 5.V系 収 入率 特 性

 この 収 入 率特 性 を もつ 家計 で は 、兼 業 の確 率 は 図XIの 面 積U,+σ1"+U"a+σ2〃 で 与 え られ る。

 〔5〕 各種 の就 業 確 率 の変 動 要 因

 図Vd～X工 に お い て 、 そ れ ぞ れ 、第3象 限 のH(h*)分 布 の 形 と第1象 限 の ξ∫G=1,2,・ …,8)関

数 の 曲 線 の形 が き まれ ば 、各 種 の就 業 確 率 は 一義 的 に決 定 され る。W,,Wz,h, a, r'の 値 が 与 え ら

る と ξ∫ の形 は き ま る(aは 自宅 ・内職 収 入 造 出関 数 のパ ラメ タ 、 rは 各 家計 の選 好 パ ラメ タの う

ち 家 計 間 で異 る1パ ラ メ タを 消去 した残 りのパ ラメ タ集 合)。W,,W2,h,a,r (rは 家 計 間 で 異

る選 好 関数 のパ ラメ タの平 均 と分 散)が 与 え られ れ ば 、H(h*)分 布(第3象 限)の 形 は き ま る。 各

種 の就 業確 率(〔1〕 ～ 〔4〕)(注)を 変 化 せ しめ る要 因 は した が って 、次 の通 りで あ る。

 1.家 計群 の もつ 収 入率 特 性:収 入 率 特 性 お よ び指 定 労 働 時 間 の相 等 しい家 計 か らな る一 つ の 家 計

群 に着 目す る。 す なわ ち第1雇 用 機 会(W,,h) 、第2雇 用 機 会(Wz,h)のW,の 値 、 研2の 値 、 h

の値 が 、 そ れ ぞ れ家 計 間 に お い て相 等 し く、 自営 ・内職 収 入 にか ん す る所 得 造 出関 数 のパ ラメ タ(集

合)α が 家 計 間 に お い て相 等 しい。 家 計 群 の収 入 率 特 性 が こ う して与 え られ る と、図 ㎎ か らXIま で の

図 の ど れ に相 当 す る か が決 定 され る。

 2.こ の 家 計群 に属 す各 家計 の選 好 関数 のパ ラ メ タの 、 家計 間 に お け る ち らば りを 示 す 分 布 特 性

(r):こ の数 値 が与 え られ れ ば 、 この値 はW1,Wz,h, aの 値 と と もに第3象 限 のH(h*)分 布 曲 線

の形 を き め る。

 これ ら二 つ の 要 因1、2に 変 化 が あ れ ばH(h*)分 布 の 曲線 と ξ∫ 関 数 を示 す ξゴ曲線 の形 は変 り、

した が って 、 第3象 限 の面 積 の 区分 で示 され る各 種 の就 業 確 率 が変 化 す る。

§皿一2 労働供給の一般図式一指定労働時間が相異るばあい(*)一

 二 つ の 雇 用 機 会1,2の 賃 金 率 を そ れ ぞ れW,,Wzと し、 指 定 労働 時 間 をh,, h2と か く。 ま た

W,>Wzと す る。 各 収 入 率 特 性 系 ご とに は じめ にh,>h2の ば あ い を 、っ ぎにhl<h2の ば あ い を考

察 す る。

 ただ し、 収 入 率系 皿1、IVに お いて はWaの 雇 用機 会 へ の就 業 は な い こ とを前 項(§ 田 一1)で 示 し

た。 した が って こ れ らの 収 入 率 系 につ いて は、 前 項 のW,とh(前 項 で はhは 二 つ の雇 用 機会 で 共 通

(*)  指定労働時間 と賃金率が長短 。高低二種 のばあい(自 営機会は捨 象)を 扱 う計測結 果 としては 、樋 口美雄 「既婚 女子の労

  働供給行動一横断面時系列の プールデ ータによ る分析一」三田商学研究1982年25巻4号 を参照の こと。
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としてある)の 雇用機会 と自営、内職機会への就業の図式が、そのまま適用できる。

 また、収入率特性系VIに おいては雇用機会への就業はないことが前項において示された。

 したが って、この項では、収入率特性系1、II 2βよびVの ばあいについて考察がおこなわれる。

A 供給行動と各種就業パ ターン発生の一般図式

1系Wi>va・ 〉(器 い1>h・

 図田 一 ヱでrqを 自営 所 得 造 出曲 線 、 raの(縦 軸 に対 す る)勾 配 をW1、 aの 労 働 時間 座 標 を 指定 時

間hiと し、 〃1の 勾 配 をW2、 ブ1の 労 働 時 間座 標 をh2と す る(以 下 図珊 一2一 を 略 す)。

 rqに 接 す る無 差 別 曲 線 をto・91と か き接 点 を91と す る 。 to、91が プブ1、 ra(又 はそ れ らの延 長)

と交 る点 を そ れ ぞ れk1、 liと か く 。

  〔1〕  11がaよ り上(に あ る家 計;以 下 同 様)

 1-1 ブ1がk1よ り下

 この よ うな無 差 別 曲線 特 性 を もつ 家 計 で は91が 選 択 され る。(内 職 一 自営 所得 造 出 一 に の み就 業)

 1-2 ブ1がkiよ り上                                 図
～皿一2-1

 線 分7ブ1又 はそ の延 長 上 に お け る無 差 別 曲 線 との 接 点

をh*と か く 。(図1)               γ                           ダ

壽 選驫 瓶 一 楡 一,
                                  

  1_2_2h・ が ブ1より下        ξ1  1iω91
                                  丶丶
                            一   一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一   ・σ
 図2で 、 rqを 点 ブ1を 始 点 に移 した 曲線 を ノ1～rq                             σ

で示す。・この曲線上 の無差別曲線との接点 ムの有無に

より次の二っがある。
                                 図田一2-2
   1-2-2一 ユ 接点のない場合

 ゐ を選択。すなわち雇用機会(W2,h2)に 就業する。 「

   1-2-2-2 接点iiが ある場合

 点iiを 選択。すなわち雇用機会(W2,h2)に 就業 し、さ  91   ゴ1                               
iNva

らに追加的な自営所得造出をおこなう。                Nkl    ・ 11
                                  ＼
                                   ＼              σ
                                   ＼                             σ         

＼
〔2〕 11がaよ り下

線分ra上 における無差別曲線 との接点を が錦で示す

(図3)。 σ

し
.γ
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2-1 h**が ブ1よ り上

 2-1-1 h*がaよ り上

図3に お い て、 ゐ を通 る無 差 別 曲 線 を ω∫1と か き 、 これ と線 分ya又 は そ の 延 長 との 交点 を

12と す る。                             図皿一2-3

  2-1-1-1 1zがaよ り上
                       r

 点 ブ1が 選択 され る。 す な わ ち雇 用 機 会(Wz,

h2)に の み就 業 。

  2-1-1-2 12がaよ り下

 点aが 選 択 され る。 す な わ ち雇 用 機会(W,,h,)

に のみ 就 業 。

  2-1-2 h*が ブ1よ り下

 図4で ブ1～rq上 に 無差 別 曲線 との

接 点 が あれ ば これ を 肉 と し、 あ を通

1

＼h・ ブ1

4

h**

2!

    ω∫1
a 丶丶  丶
   丶丶 1,

図 皿 一2-4

る無 差別 線 をWilと か く(接 点 が な け れ γ

ば 、2-1-1の ケ ー ス にふ くめ られ る)。

ωdとra又 は そ の延 長 と の交 点 を13  91

とす る。

  2-1-2-1 13がaよ り上

 点i,が 選 ば れ る。 す な わ ち雇 用機 会
                     9

(WZ,h2)に 就 業 し、さ らに追 加 的 な 自営

所 得 造 出 がお こな わ れ る。

  2-1-2-2 13がaよ り下

 点aを 選 択 。 す な わ ち 雇 用 機 会(W,,

h,)に の み就 業 。          r

 2-2 h**がaよ り下

  2-2-1 h*が ブ1よ り上                   91

 図5に お い て 、 ωブ1と線 分ajz(又 は

そ の延 長)と の 交 点 をm,と か く。 ただ

                    4

し、ajzは 、線 分7ブ1を 点aを 始 点 に し

て移 した もの で あ る。

  2-2-1-1 m,が ブ2よ り上

{'
丶《

   

il  丶

rq

h**

＼
丶

丶
＼

o

丶

竺＼

図VIQ-2-5

h* ブ
1

丶辺***

 ＼a

  h***2
z   m,

2
。
4
丿

h**
lz
   ωブ1

1,ω91

r4
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 線 分 の2又 はそ の 上方 へ の延 長 の 上 に お け る無 差 別 曲 線 との接 点 をh***と か く。

    2-2-1-1-1  h***カsaよ り上

 点aを 選 択 。 す な わ ち雇 用 機会(Wi,hl)に の み就 業 。

    2-2-1-1-2 h***がaよ り下

 図5に お い て 、 rqをaを 始 点 に 移 した 曲線 をa～rqと す る 。 a～rq上 にお け る無 差 別 曲 線 と

の 接 点 をi2と す る。(接 点 が な けれ ば ケ ース2 2-1-1-1の 選 択結 果 と等 しい 。 す な わ ちa

を選 択)。

 接 点i2の あ る家 計 はi2を 選択 す る 。 すな わ ち雇 用機 会(Wi,hi)に 就 業 し、か つ 自営 所 得 の 造

出 を お こな う 。

   2-2-1-2 Mlが ブ2よ り下

    2-2-1-2-1 h***が ブ2よ り上

 この 家 計で は図6点 ブ2を 選 択 。 す な わ ち二 つ の 雇 用機 会(MZi,hi)と(W2,h2)の 双 方 に 就 業 す

る 。

                  図皿 一2-6

7

   〃*               

    ゐ         ＼ σ

 9i

                  ゴ2h***     h**
                 i3
                    Ml                                       l

2
  σ

                                          li
                   rq

r4

図VID-2一 了

爺

乃

.丿
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    2-2-1-2-2 h***が ブ2よ り下

 rqを 点 ブ2を 始 点 に して 移 し、 曲線 ブ2～rqを ひ く(図6)。

     2-2-1-2-2a ブ2～rq上 に 無 差 別 曲 線 との 接 点23の あ る とき

 23を 選択 。 す なわ ち二 つ の 雇 用 機 会(W,,h,)(WZ,h2)の 両 方 に就 業 す る と と もに 自営所 得 の

追 加的 造 出 もま たお こ な う。

     2-2-1-2-2b 23が な い と き

 72を 選 択 。 す な わ ち2-2-1-2-1と お な じ就 業形 態 を と る。

  2-2-2 h*が ゐ よ り下

図7に お い て、 rqを 点 ブ1を 始 点 に と って ゐ ～rqを えが く。

   2-2-2一 一1 ブ1～rq上 に 無 差 別 曲線 と の 接点Z1が な い と き

就 業 形 態 決 定 の 条 件 は2-2-1の 各 ケ ース と同 じで あ る。

   2-2-2-2 ブ1～rq上 に 無差 別 曲線 との接 点i,が あ る と き

 i,に お いて 接 す る無 差別 曲線 ωd とajz又 は その 延 長 との 交 点 をmzと す る(図7)。

    2-2-2-2-1 m2が ゴ2よ り上

     2-2-2-2-1α h***がaよ り上

 aを 選 択 す る。 す な わ ち、 雇 用 機 会(W,,h,)に の み就 業 。

     2-2-2-2-1b h***がaよ り下

      2-2-2-2-1b-1 a～rq上 に無 差 別 曲線 との 接 点22が な い と き。

 aを 選 択 。 す な わ ち雇 用 機 会(W,h,)に の み就 業 す る。

      2-2-2-2-1b-2 接点22の あ る とき

 ZZを 選 択 す る。す な わ ち雇 用機 会(W,,砺)に 就 業 す る と共 に追 加 的に 自営 所 得 造 出を お こ な う。

    2-2-2-2-2 mzが ブ2よ り下

     2-2-2-2-2a h***が ブ2よ り上

 ブ2を 選 択 す る。 す な わ ち 雇 用機 会(W,,h,)と(W2,h2)に 就 業 す る 。

     2-2-2-2-2b h***が ブ2よ り下

 ブ2を 始 点 にr4を 移 した 曲 線 を プ2～rqと す る(図7)。

      2-2-2-2-2b-1 ブ2～rq上 に無 差 別 曲線 との 接 点23が な い と き。

 ブ2を 選 択 す る。

      2-2-2-2-2b-2 ブ2～rq上 に 接 点23が あ ると き 。

 23を 選 択 。す なわ ち雇 用 機 会(W,,h,),(Wa,hz)の 両 方 に 就 業 す る と と もに 自営 所 得 の 造 出 も

ま たお こな う。
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              §田

1系 恥%〉(dy¥;hldh J
a<h・

 図8に お い てa、 ゐ の労 働 時 間 座 標 をそ れ

ぞ れh,,haと しra, rj,の 勾 配 をW,,Wz

とす る。

 〔1〕 11がaよ り上

 図8で 、 ブ1がk,よ り上 に あ るケ ー ス は 、

h,くhzに よ り、存 在 しえな い 。 した が って 、

1,がaよ り上 な る家 計 で は 、glが 選 択 され る 。

すな わ ち、 内職 にだ け 従 事 し、 雇 用 機 会 に は就

業 しな い 。

 〔2〕 11がaよ り下

 2-1  h**カ ∫aよ り上

  2-1一 一1 h*が ブ1よ り上

 h,〈h2に よ り、 lzはaよ り下 に あ り、 aが

選 択 され る 。す な わ ち(W,,h,)の 雇 用機 会 に

だ け 就 業 す る(図9)。

  2-1-2 h*が ゐ よ り下

 h,〈hzに よ り13はaよ り下方 に あ り 、 aが

選 択 され る(図10)。 す なわ ち(Wl,h,)の 雇 用 機

家計の労働供給の一般理論 について

r
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会にだけ就業する。
                  r
 故 に 、2'一1-1、2-1-2か ら

わ か る とお り、1,がaよ り下 でh**

がaよ り上 に あ るば あ い は 、 み なa点

を選 択 す る 。

 2-2 が 呼 がaよ り下

 この型 の家 計 で は 、h,>haの ケ ー

ス に つ い て述 べ た の と お な じ条 件 が 成  o

図 皿 一2-10
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立する。 したがって再掲する形になるが、以下に条件を列記す る。

2-2-1 h*が ブ1よ り上

 2-2-1-1 〃21が ブ2よ り上
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    2-2-1-1-1  h***

   がaよ り上

 aを 選 択(図11)。

 雇 用 機会(W,,h,)に 就 業 す る 。

    2-2-1-1-2 h***

   がaよ り下

 22を 選 択(図11)。

 雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 し、か っ

内職 に従 事 。

   2-2一 一1-2 m1カ §ブ2よ り

  下

r

図 皿 一2-11
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    2-2-1-2-1 h***

   が ブ2よ り上

 jzを 選 択(図12)。

                  r
 雇 用 機 会(W,,h,)と(Wz,hz)の

両 方 に就 業 。
                   91

    2-2-1-2-2 h***

   が ブ2よ り下

     2-2-1-2-2a

    23が あ る と き
                  0

 23を 選 択(図12)。
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              §VID 家計の労働供給の一般理論について

雇 用 機 会(W,,h,)(Wz,hz) の 両方 に 就 業 し、 かつ 内職 に従 事 。

    2-2-1-2-2b 2gが な い と き

ブ2を 選 択(図12)。

雇 用 機 会(W,,ん1),(Wz,h2)の 両 方 に 就 業 。

 2-2-2 h*が ブ1よ り下(図13)

  2-2-2-1 接 点i,が な い とき

2-2-1と お な じ

  2-2-2-2 接 点Z]が あ る とき

   2-2-2-2-1 mzが ブ2よ り上

    2-2-2-2-1a h***がaよ り上

aを 選 択 。 す な わ ち 雇 用 機 会(W,,h,)に だ け 就 業 す る 。

    2-2-2-2-1b h***がaよ り下

     2-2-2-2-1b_i izが な い と き。

aを 選 択 。(W,,h,)に だ け就 業 。

     2-2-2-2-1b-2 22が あ る とき 。

2Zを 選 択 。雇 用 機 会(W,,hl)に 就 業 し、 かつ 内 職 に従 事 。

   2-2-2-2-2 maが ブ2よ り下

    2-2-2-2-a h***が ブ2よ り上

ブ2を 選 択 。 す な わ ち 雇 用機 会(W,,h,),(Wz,hz)の 両方 に就 業す る 。

    2-2-2-2-b h***が ブ2よ り下

     2-2-2-2-b-1 接点23が な い と き 。

ブ2を 選 択 。 雇 用 機 会(W,,h,),(Wz,ha)の 両方 に就 業 す る 。

     2-2-2-2-b-2 23が あ る と き 。

23を 選 択 。 雇 用 機 会(〃 厂1,h,),(Wz,hz)の 両 方 に 就 業 し、 かつ 自営 ・内職 に従 事 す る。

II系W,〉(dydh
a)・>dy)m;hlWa>C dhd>h・

 図14で 、 線 分7ゐ の(縦 軸 に 対す る)勾 配 は賃 金 率Wz、ra,の 勾 配 はW,、 点 ブ1の 労 力 時 間 座

標 はhz、a,の そ れ はh,を 示 す 。

 曲線rqは 自営 所 得 造 出 曲 線 で あ る。 7ブ1と平 行 に 引 い た 直線 とrqの 接 点 をa2と か く。 aznl

はrj,に 平 行 で あ り 、 a2と π1の 縦 座 標 差 はhzに 等 し く と って あ る。

 rqと 接 す る無 差 別 曲 線 をwh*と し、接 点 をh*と して 示 して あ る 。 wh*とa2n1(又 は その
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。Llトー ω・
両方 へ の 延 長)と の交 点(二 つ の 交 点 の うち 下 の方)を1,と す る。

 曲 線a,～yqは 、自営所 得 造 出 曲 線rqを 点 の を 始 点 に して移 した もので あ る 。7ブ1と 平行 な 直

線 とa,～rqの 接 点 をaZノ と して 示 して あ る 。 a2 bはr .11に 平 行 で あ り、 a2ノ とbの 縦 座 標 差 はha

に等 し く と って あ る。 ω 妹 とya,a'zb(又 は その 延 長)と の 交 点 をP,と して 示 す 。

 〔1〕 11がn,よ り上

 1-1 P,がa,よ り上

 点h*を 選 択 す る。す な わ ち 自営 ・内職 にの み従 事 。

 1-2 P,がa,よ り下 、bよ り上 。

 rata z～rqと 無 差 別 曲線 の 接 点 をh**と か く。

  1-2-1  h**カ §a1よ り上

 a,を 選 択 。雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 。

  1-2-2 h**がa,～YQに お い てa,よ り下 。

 h**を 選 択 。 雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 し、かつ 自営 ・内職 に従 事 す る 。

 1-3 P,がbよ り下 。

  1-3-1 h**がa,よ り上 。

 a,を 選択 。 雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 。

  1-3-2 h**がa,と の'の 間 。

 h**を 選 択 。 雇 用機 会(W,,h,)に 就 業 し、 かつ 自 営 ・内職 に従 事 。

  1-3-3 励 齢がaz'よ り下(図15)。

 図15に お い て 、 曲線 の 砺 ～yq上 の無 差 別 曲線 との接 点 をh**、 当該 無 差 別 曲 線 をCv h**で 示 す 。

CJh**とaZ'b(又 は そ の延 長)の 交点 を12と か く。

   i-3-3-1 1zがbよ り上 。
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              §V皿 家計の労働供給の一般理論について

点h**を 選 択 。雇 用 機 会(W,,h,)に 就        図VIQ-2-16

業 し、 かっ 自営 ・内 職 に従 事 。     r

   1-3-3-2 12がbよ り下 。

 点bを 選 択 。 雇 用 機会(W,,h2)と(Wz,

hz)の 両 方 に就 業 し、 かつ 自営 ・内職(そ

の労 働 時 間 はa,とh**の 縦 座 標 差で 与 え

られ る)に 従 事 。

 〔2〕 1,がn,よ り下 。

 n,を 通 る無 差 別 曲線 を ω。1と か き 、こ
                   0

れ と線 分a2b(又 は その 延長)の 交 点 の 交

点 をP,'で 示 す(図16)。

 2-1 、P1ノカ§a,よ り上 。

 点n,を 選 択 。す な わ ち 自営 ・内 職 に従 事

(そ の 労 働 時間 はYとazの 縦 座 標 差)し 、か

つ(Wz,h2)の 雇 用 機 会 に 就 業 す る。

 2-2 P,'がa,よ り下 。

  2-2-1 1)1'がa,とbの 間 。

   2-2-1_i h**が の よ り上 。
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 点a,を 選 択 。す な わ ち 雇 用機 会(W,,h,)に 就 業 。

   2-2-1-2 h**がa,よ り下 。

 h**を 選択 。雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 し、 か つ 自 営 ・内 職(労 働 時間 は の とh**の 縦 座 標 差)

に 従 事 。

  2-2-2 P1'がbよ り下 。

   2-2-2-1 h**がalよ り上 。

 a,を 選 択 。 雇 用機 会(W,h,)に 就 業 。

   2-2-2-2 h**がa,とazノ の 間 。

 h**を 選 択 。雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 し、 か っ 目営 ・内職 に 従 事 す る。

   2-2-2-3 h**がaa'よ り下(図17)。

    2-2-2-3-1 12がbよ り上 。

 h**を 選 択 。 す な わ ち 雇 用 機 会(W,,h,)に 就業 し、か っ 自営 ・内職 に従 事 す る。

    2-2-2-3-2 12がbよ り下 。
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 bを 選 択 。 雇 用機 会(W,,h,),(Wz>hz)の 両 方 に 就 業 す る と と もに 自営 ・内 職 に 従 事 す る。

II W,〉(dydh
d)・> dyWz>dhd)・;尉 ・

 皿系 収 入 率 特 性 で かつh,>h2の ケ ース が2一 ユを 除 い て 成 立 す る。 す な わ ち 次 の 通 り(以 下 で 、

azn,又 は その 両 側 へ の 延 長 と 伽*と の 交 点(2個)の うち 下 の 方 の 交 点 をllと す る)。(図18)。

 〔1〕 11がn,よ り上(図18)。

 i-1 P,がa,よ り上 。

 h*を 選 択 。

 1-2 P,がa,よ り下 、bよ り上 。

  1-2-1 h**カ ∫a,よ り上o

 a,を 選 択 。

  1-2-2』h**が の ～rqに お い て01よ り下 。

 h**を 選 択 。

 1-3 P,がbよ り下 。

  1-3-1 h**がa,よ り上 。

 a,を 選 択 。

  1-3-2 h**がa,とaz'の 間 。

1
h**を 選択 。

  1-3-3 h**がa2'よ り下(図19)。

   1-3-3-1 12カ §bよ り上 。

 h**を 選 択 。

   1-3-3-2 12がbよ り下 。

図VIQ-2-18
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              §VID 家計の労働供給の一般理論について

bを 選 択 。

〔2〕 1,がnlよ り下 。(図20)。

h,〈hzの とき はP,'がa,よ り下 にな る 。 よ って 、 h,>hzの ケ ー スの2-1は 成 立 しな い。

2-2 P,'はa,よ り下 。

 2-2-1 P,'がa,とbの 間 。

  2-2-1-1 h**が α1よ り上 。            図皿 一2-20

a,を 選 択 。

                     r
  2-2-1-2 h**がa,よ り 下 。

h**を 選 択 。

 2-2-2 P1'がbよ り 下(図21)。

  2-2-2-1. h**カ ミa,よ り上o

a,を 選 択 。

  2-2-2-2 h**がa,とaz'の 間 。

h**を 選 択 。

V系(dydh
d・>W,>Wz>(dhd m;h,>h・

図22に お い て 、

az
h**
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        rj 1の勾配は賃金率Wzを 示す。 ブ1の労働時間座標をh2と する。 rqは 自営所

得造出曲線。勾配(縦 軸に対する)がW,に 等しい直線とyqの 接点をazと する。線分aza,は 当

該直線の一部を示 し、a2とa,の 縦座標の差をh,と する。

 rqに 接する無差別曲線をCUh*と かき、接点をh*で 示す。

 7ブ1と平行な直線(勾 配はWa)がrq曲 線に接する点をa'zと し、当該直線の一部を線分a2'ブ2

又はその延長で示す。az'と ブ2の縦座標の差をhaと する。

a,

図V]Q-2-21
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 (Dh*と σ2》2(又 は その 延 長)の 交 点 をP2, Q)h*とa2・a 1(又 は そ の延 長)の 交 点 をPi"と す る 。

 〔1〕 h*がa2よ り上 。

 点h*を 選 択 。 す な わ ち 自営 ・内職 に だ け従 事 す る。      図wn・一一 2-23

 〔II〕 h*がa2よ り下 。

 2-1 Pi"がa1よ り上 。                a2'『

  2-1-1 h*・がa2とa2'の 間 。              h*・

麗 選択・すなわち自営'内 職にだ蹴 業・   
乃・ ぐ

  2-1-2 h*がa2'よ り下。                 丶
                                    丶

   2-1-2一 ユ  P2力 葺ブ2よ り上o                          cv h'*

ん・を齦 すなわち自営.内 職にだ蹴 業.   ・ん*瓶

   2『1-2一2P・ が ブ・よ り下 ・ 、      〆、q

 図23は 、図22の 一 部 を ぬ き だ して示 す 。 曲線 ブ2～a2'qは 、 図22g)自 営 所 得 造 出曲 線 の 一 部a 2'q

を ブ2を 始 点 に して 移 した もの で あ る 。 曲線 ブ2～a2'q上 の 無 差 別 曲線 との 接 点 をh*ノ とす る 。 当該

無 差 別 曲 線 を 畝*で 示 す 。

    2-1'一2-2-a曜 勘 より」:・

 ブ2を 選 択 。す な わ ち、雇 用 機 会(W2,h2)に 就 業 す ると と もに 、 自営 ・内職(そ の 労 働 時 間 はrと

a2'の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

    2-1-2-2-b 醵 が ブ2よ り下 。

 醵 を 選 択 。 す な わ ち、 雇 用機 会'(W2,h2)に 就 業 し、 か つ 自 営 ・内職(労 働 時間 はrとa2ノ の縦

座 標 差 プ ラス ブ2とh'*の 縦 座 標 差)に 従 事す る。

 2-2 P1"がalよ り下(図24)。

 図24に お いて 、 曲線al～rqは 自営 所得 造 出 曲線rqをalを 始 点 に して 移 した もの 。 d,ノブ2と 平 行

な 線分 のal～rqと の接 点 をa2"と す る。 a2"ブ2'は         図皿 一2-24

                         7
a2'ブ2と 平 行 で あ り ・か つa2"と グ2'の縦 座 標 の 差 は     a

,

瓢 一 一 一 一fxx
と無差別曲線の接点を〃***と する。                              ＼

＼ブ2
                                       び 
  2-2-1 h*がa2とa2'の 間 。           P2＼   h*** "
                                 ＼丶         a2

   2-2-1-1 P2・がa1よ り上。         q   ＼ ＼__P∠ 一一一娩*

 h*を 選択。すなわち自営 ・内職にだけ従事する。                ブ2

   2-2-1-2 P2'がalよ り下。                「q

                    -460一



               §V皿 家計の労働供給の一般理論について

    2-2一 ユー2-a h***がa,とaz"の 間 。

 h***を 選 択 。 す な わ ち 雇 用 機会(W1,hl)に 就 業 し、 か

っ 自営 ・内職(労 働 時間 はrとazの 縦 座 標 差 プ ラスa,と    az

h***の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

    2-2-1-2-b h***がaz"よ り下 。     h***

 h***に お い て 接 す る無 差別 曲線 を ω妹**と か く。 これ と

a2"ブ2'(又 は そ の延 長 、 図24)の 交 点 をkと す る(図25)。

     2-2-1-2-b-1 kが グ2'よ り上 。

 h***を 選 択 。 す なわ ち 雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 す る と

74

図 田 一2-25

k

ブ毎

why*#

と もに 自営 ・内 職(労 働 時 間 はrとaZの 縦 座 標 差 プ ラスaZ"とh***の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

     2-2-1-2-b-2 kが ブ2'よ り下 。

 ブ2'を 選択 。 すな わ ち 、雇 用 機 会(W,,h,),(WZ,hz)に 就 業 し、か っ 自営 ・内職(労 働 時 間 はY

とa2の 縦 座 標 差)に 従 事 す る 。

  2-2-2 h*が σ2'よ り下 。

   2-2-2-1 1)2カミブ2よ り上 。

    2-2-2-1-a h***がa,よ り上 。

 h*を 選択 。 す なわ ち 、 自営 ・内職(労 働 時間 はrとh*の 縦 座 標 差)に だ け従 事 す る。

    2-2-2-1-b h***がa,とaz"の 間 。

 h***を 選 択 。 す なわ ち 雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 し、 か つ 自営 ・内 職(労 働 時 間 はrとazの 縦

座 標 差 プ ラスa,とh***の 縦 座 標 表 の 差)に 従 事 す る。

    2-2-2-1-c h***がaz"よ り下 。

     2-2-2-1-o-1 kが ブ2'よ り上 。

 h***を 選 択 。 す なわ ち雇 用 機 会(W,,h,)に 就 業 す る とと も に 自営 ・内 職(労 働 時 間 は2-2-

2-1-bと おな じ)に 従 事 す る。

     2-2-2-1-c-2 kが ブ2'よ り下 。

 ブ2'を 選 択 。 すな わ ち 、雇 用 機 会(W,,h,),(Wzh2)の 両方 に 就 業 す る と と もに 自営 ・内職(労

働 時間 はrとa2の 縦 座 標 差 プ ラスa,とaz"の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

   2-2一 一2-2 Paが グ2よ り下 。(図24参 照)

 図26に お いて 、 ブ2を 通 る無 差 別 曲 線 を 妨,と し(図26)、 妨 、とaza,aa"ノ2ノ(又 は そ の 延 長)の 交

点 をPsと か く。

    2-2-2-2-a 、P3カ§alよ り上 。
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 ブ2を 選択 。す な わ ち 、雇 用 機i会(Wz,hz)に 就 業 し、か つ 自営 ・内職(労 働 時間 はrとa'z の 縦

座 標表)に 従 事 す る 。

    2-2-2-2-b Psがa,よ り下 。

     2-2-2-2-b一 ユ Paが ブ2ノよ り上 。

 h***を 選 択(図24)。 雇 用 機 会(W,,h1)に 就 業 し、か つ 自営 ・内 職(労 働 時間 はrazの 縦 座 標

差 プ ラスash***の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

     2-2-2-2-b-2 P3が ブ2'よ り下 。

 ブ2ノを 選択 。す な わ ち 、雇 用機 会(W,,h,),(Wz,h2)に 就 業す る と共 に 、自 営 ・内職(労 働 時 間

はyazの 縦 座 標 差 プ ラスala2"の 縦 座 標 差)に 従 事 す る。

V系(dydh
a・>W,>W2>(dy¥dhdJm・h,〈h・

 この ケ ース に お いて は 、V系 収 入 率 特 性 でh,>h2の ケ ース の2-2-2-2-aは 成 立 しえ な い。

そ の 他 の(hl>h2の ば あ い に掲 げ た)ケ ー ス はそ の ま ま成 立 す る 。 す な わ ち以 下 の 通 り。

 〔1〕  h*カ ∫a2よ り上o

(記 号 につ い て は 図27を 参 照 。 ただ しこの 図 で はh*がazよ り下 に あ るケ ー ス が示 して あ る)

 h*を 選択 。

 〔II〕 h*がazよ り下(図27)。

 2-1 P,"カ まa,よ り上0

  2-1-1 h*がa2とazノ の 間 。

 h*を 選択 。

  2-1-2 h*がa'zよ り下 。

   2-1-2-1 PZが ブ2よ り上 。

                    一462一



              §V皿 家計の労働供給の一般理論について

h*を 選択。                           図wn 一一 2 一一28

  2-1-2-2 P2が ブ2より下(図28)。
                                a2t
   2-1-2-2-a h'*が ブ2より上。

ゐ を選択。                           が ガ苓

   2-1～2 一2-b h'*が ブ2より下。         q  グ2

ガ*を 選択・                   .          丶丶ゲ'

2～2 P1"がalよ り下。(Pi"は 図27参 照)              pl
、

                                    ヒ

2i∵ ∴ が鵬i鯲 鰍)』.L
_±L___

h*を 選択。                           図皿一2-29

  2-2-1-2 P2'がalよ り下。
                                a2 .
   2-2-1-2-a h***がa1とa2"の 間 。

h***を 選択 。                          a2'   al

                                     a2"   
2-2一 工一2-b h***がa2"よ り下 。

                                乃*

    2+1-2+1kが 淋 咄    礎ht。h***
〃***を選択・                            .  躍                                 

q  丿2     ωぬ*

    2-2-1-2-b-2 んがブ2'より下。           ＼a,q ,

ブ、・腿 択.            ＼ ブ2

 2-2-2 h*がa2tよ り下 。               図VM-2 一30

  2-2-2 一1 P2が ブ2よ り上 。

   2-2-2-1-a h***がa1よ り上 。

h*を 選 択 。                      a2

                              a2'   2-2-2-1-b h***がa1とa
2"の 間 。

                                  a1が*
*を 選 択

。

   2-2-2-1-c h***がa2"よ り下 。      h*     a2"

    2-2-2-1-c一 ユ  々カミブ2'よ り上o               ブ2

h***を 選 択 。                        P,N                                 
、      P3   .

                                 、          ω丿2
    2-2-2-1 一c-2 kが ブ2'よ り下 。

ブ2'を 選 択 。                                       方

  2-2-2-2 P2が ブ2よ り下(図30)。

   2-2-2-2-a P3が'alよ り上 と い うケ ース はhi〈h2に よ りあ りえ な い 。
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   2-2-2-2-b Paがa,よ り常 に 下 で あ る。

    2-2-2-2-b-1 P3が ブ2'よ り上 。

h***を 選択 。(図29)

    2-2-2-2-b-2 Psが ブ2ノよ り下 。

ブ2'を 選 択 。(図30)

緜(dydh
a)・ 〉(dydha m>Wi>Wa hl>hz又 はh,〈h・

 この収入率特性をもつ家計は雇用機会への就業はおこなわない。自営所得造出曲線上の無差別曲線

との接点を選択する。
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§顕 家計の労働供給の一般理論について

§VIQ-3 r家計の労働供給の一般図式一指定労働時間が共通のばあい一』への補論

定 の条 件 は表VID-3-1の よ うに な る。 た だ

し、表 の 中 でCZと あ るの はaを 通 る無 差 別 曲

線waとabqの 交 点 を示 す 。02の 労 働 時 間 座

標H(C2)とa8上 の接 点h*の 労 働 時 間 座 標 の

関 係 を 、

      H(C2)=η 〔H(h*)〕

と か くこ とに す る。

 表 の中 の選 択 点 の記 号 は皿 一3-1の 図 の

中 に そ れ を 示 す 。

 VIQ-1の 所 論 とま った く類 推 的 に 、表 皿 一

 V皿一1で は 、h*点 がraの 延 長 上 に あ る と き(図VIQ-1一 皿,2)、 点aを 始 点 に して ひい た 自営 所得

造 出曲 線aq上 に無 差 別 曲 線 との 接 点 が 存 在 す る もの と して あ る。しか し、 h*点 がyaの 延 長上 に 存 在

し、 か っaに 近 い家計 に お い ては 、aq曲 線 の勾 配 い か ん によ つて、 aq上 に接 点 が存 在 しな いば あ

い もあ り うる。 この項 で は そ うい う家 計 の 存在 す るば あ い もふ くめ て 拡張 した考 察 を お こな う。

収 入 率 特 性I

 ag曲 線 上に接 点 が あ り うるか ど う かの判 定 は 次 の よ うに してお こな わ れ る(図 皿 一3-1)。 まず 、

点aに お いて 、(4夕4/dhd)hd.oな る勾 配 を もつ 直 線as*をaか ら上 方 へ む けて 引 く。 これ は 曲線

aqの 点aに お け る接 線 に ほ か な らな い。 a*aq上 の 無 差 別 曲 線 との 接 点 をv,と か き、そ の労 働 時 間 座

標 をH(の とか く。v,の 位 置 とh*の 位 置 の 間 に は もち ろん 関数 関 係 が存 在 す るか ら、 これ を 、

      H@1)=E,〔H(h*)〕

と しよ う。Hω1)<hな る家計 で はaq上 に接 点 が な く、Hω1)>hな る家 計 に は接 点Sz(こ れはv,

がaよ り下方 に あ る と きのv,を 指 す)が あ る。

 同様 に して 、点bに お い て もbb*を ひ き、 b*bq上 の接 点 をv2と か く。v2とbb'上 に お け る接

点h*の 労 働 時間 座 標 の関 係 を

      H(vz)=Ez〔H(h*)〕 嚇

とす る。H(vZ)<2hな る家 計 で はbq上 に接 点 が な く、H(vZ)>2hな る家計 で は接 点aZ(こ れ は

vzがbよ り下方 に な る と きのvZ)が あ る。               図VIQ-3-1

 点v,、v2を 考 慮 す る と、就 業 パ タ ー ン決          d・
                             丶
                             丶

7
{

{

一ん

一ん

丶

隻
 a

9

b*

＼
丶v2

 sb
   丶    丶
    ＼
     丶      丶
      丶

4

0

丶
'δ

、

X

一465一



表 田 一3-1 収入率特性1

無差別曲線の特 性 選択点
就業パターン

自営 雇用

ユーa

_一

h>H(h*)   H(∂1)>h
            一

d なし h

1-b

2a

2b

  〃     H(b,)〈h一 一 『 一一

2h>H(h*)>h  H(v,) >h   2 h>H(b1)
               冖

  〃        〃   2h〈H(bl)

a,

sz

b

あり なし

あり h

な し2h

2C

           一 一

〃     ∬ ω1)〈h 2h>H(CZ)
             一

a なし h
   一

2d

3a

  〃       〃   2h〈H(CZ)     一 一

H(h*)>2h  H(vZ)>2h
             一

b

93

なし 2h

あり2万
   『

3b 〃     H(v2)〈2h b なし 2h

3-1の 条 件 か ら 、関 数 ξ1、

3-2に 示 す よ うに な る 。

収入 率 特性H

〔1〕h>H(h*)の 家 計

  1-a) h>H(m)

(h*、rn等 の 記 号 は 皿 一1の 図VIQ-1-II,

2、II,4の そ れ で あ る。)この型 の 家 計 で は

点d*(図VIQ-1-II,2)が 選 ば れ る。雇 用 2万

な し、 自営 に就 業 。

  1-b)H(m)〉 万       万

 点aを 選 択 。He=h、Hd=0雇 用 機 会

(w,h)に 就 業 、 自営 な し・       0

〔2〕H(σ')>H(h*)>hの 家 計

 点h*を 選 択 。 雇 用 機 会(w,,h)と 内職

の 双方 に就 業 。

こ こまで は皿 一1と お な じで あ る。

〔3〕H(b)>HCh*)>H(a')の 家 計

η、 ξ2、ε2を 使 って 、 各種 の 就業 パ タ ー ンの 家 計 の 発生 確 率 は図VIQ一

H(わ1)二 ξ1〔H(h*)〕

   (CZ)==η 〔H(h*)〕H

x, ζ

ノ

}∠

H(∂2)=二 ξ2〔H(h*)〕

ノ
丶一H(v2)・ ・ E2〔H(h*)〕

f(H(h*))

図VID-3-2 収入率特性1

 これ はo'∂ 間 に無 差 別 曲線 と の接 点h*の あ る家 計 で あ る。図VIQ-1-II,2のba'を グ 方 向 へ 延

長 してa'a*直 線 を か く。a*a'bはa'に お け る(自 営 所 得 造 出 曲線as'4へ の)接 線 であ る。

偽 グ9と 無 差 別 曲 線 の接 点 をx,と す る。

  3-a)H(x,)<H(a')の 家 計

 これ は曲 線 σ'9上 に接 点 の な い家 計 で あ る。a'を 通 る無 差 別 曲 線w(a')とa'b(又 は その 延 長)

との交 点 を ρ1と す る 。
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               §V]Q 家計の労働供給の一般理論について

  3a-1) H(ρ1)〈H(b)の 家 計

 a'を 選 択 。 雇 用 機 会(w、h)と 自営機 会 へ就 業 。

  3a-2)H(ρ1)>H(の の家 計

 bを 選 択 。雇 用機 会(w,、h)、(w2、 h)の 両方 へ就 業 、か つ 自営 に就 業 。

  3-b)H(x,)>H(a')の 家 計

 これ はa'q上 に無 差 別 曲線 との接 点d*(図W-1,II,4)の あ る家 計 で あ る。 d*で 接 す る無 差

別 曲 線wd*とa'b(又 は その 延 長)の 交 点 をm'(図V]Q-1,II,4)と す る 。

  3b-1)  H(z/z,)〈H(b)

 この 家計 で は点d*を 選 択 。雇 用 機 会(w、h)に 就 業 して 、自営 を兼 業 す る。

  3b-2)  H(1)G7)>H(b)

 点bを 選 択 。 す な わ ち雇 用 機 会(w、h)、(wz、 h)の 両方 に就 業 し、 か つ 自営 を兼 業 す る。

〔4〕H(h*)>H(b)で あ る家 計

 曲線bq(図vm-i,II,4)はa'4(図VIQ-1-II,1)をbを 始 点 につ な いだ もの で あ る。bに お け る

bq曲 線 の接 線(そ の 勾 配 はα'に お け る それ に等 しい)b*b'を ひ く。 上 方 向 を 飲 下 方 向 をb'と す

る。b*励'と 無 差 別 曲 線 の 接 点 をx2と か く。

  4-a) H(xz)〈H(b)

で あ る家 計 はbq上 に接 点 が な い か ら、 bを 選 択 す る 。

  4～b) H(xZ)>H(b)

で あ ればbq上 に接 点d2*が あ る(図II-4)。 d**を 選 択 す る。

 以 上 は次 の表 に ま とめ られ る。                表
珈 一3-2 収 入率特性 皿

無 差 別 曲 線 特 性 選択点 雇用 自営
一 一

1一 の  h>H(h*)       h>H(m) d* 0 自営 あ り
一 一

1-a)   〃          H(mj>h a h  な し
一 一

2)  H(Q')>H(h*)>h h* h  あ り
一

3a-1)H(b)>H(h*)>H(σ') H(xl)〈H(a') H(ρ1)〈H(b) d' h  あ り
一

30-2)  〃             〃     H(ρ1)>H(の b 2h あ り
一

3∂ 一 1)      〃                      H(xl)>H(α,)   H(pm,)〈H(∂) d* h  あ り
一

3b -2)      〃                           〃            H(pm')>H(b) b 2h あ り
冖

4 -d)   H(h*)>H(b)            H(xZ)<H(∂) b 『2ぬ あ り●

一

4 -b)      〃                    H(x2)>H(b) d** 2h あ り

 表(V]Q-3-2)の 条 件 か ら各 種就 業 パ タ ーンの発 生 確 率 は 図(田 一3-3)の よ うに あ らわ され る 。 た

だ し、ξ3と ξ4はV]Q-1のII系 に お け る もの とお な じで あ り、δ1は 点 ρ1の 労 働 時 間座 標H(p,)関 係 、
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ε3はH(xl)とH(h)、 ε4はH(xz)とH(h*)の 間 に成 り立 つ 関数 関 係 を 示 す 。表(皿 一3-2)の 最 右

欄 の就 業 パ ター ンの 家 計 の 発 生 す る確 率 は表 の 特 性 欄 の 条 件 を 考 慮 して 図VIQ-3-3の 第4象 限 の そ

れ ぞ れ の面 積 で あ らわ され る。

収 入 率 特 性IH

 図 皿 一3(VIQ-1)で 、 h*をra又 は そ

の 延 長 上 の無 差 別 曲線 との 接点 とす る 。

〔3・1〕 h>H(h*)な る家計

   d*(yq上 の)で 接 す るwd*とagの

交 点 はnlで あ る。

  (3-1a)  h>H(n1)
                    H(m)一

な る家 計 はd*を 選 択 。雇 用就 業 な く、 自営 ξ3〔H(h*)〕

に就 業 す る。

  C3-lb) h<HCnl)

な る家計 で はaを 選 択 。雇 用 の み に就 業 。

〔3・2〕 h<H(h*)な る家計                   図VIA-3-3 収入率特性II

 VIQ-1で はaq上 に無 差 別 曲線 との接 点 あ るば あ いだ け を考察 した が 、 この項 で は な いば あ い も考

慮 す る。

 aに お い てagに 接 線a*as'を ひ く(上 方 向 をa*と す る)。 a*aa'上 の 無差 別 曲線 との接 点 をy

とす る。

  3●2-a) H(ニソ)〈H(a) (≡h)

で あ る家 計 はaq上 に接 点 が な い 。故 にaを 選 択 す る。 雇 用 にhを 投 入 。

  3●2-b) H(y)>H(a)

な る家 計 で はaq上 に接 点d3が あ る 。 したが ってd3を 選択 す る。雇 用 にh時 間 、 自営 就 業 と も後 ○

す る。

 以 上 は次 の 表 に ま と め られ る。

                 表 皿 一3-3 収入率特 性皿

H(xz)=E4CH(h*))
H(pz)=BiCH(h*))

m
＼

B

 i'L、

/4穫 温
   t

(の
 }

r-

 1
i I  / !i  /  i

2h 1
i V   i   i
I      I    i

L1
Lz

μ

〆
1《材 一聖ll

Hψ
  1

_一 一1一一一 一 ト ー 一 一

(a)
 一 A 1 ;

I    I

h へ }( ( I    I
  l

L 鬥 r一, N '.

〉_

(h*))

《
1～2

i

d
m
..

l

m
)「

 「i

磊 一(4-b)
メi(40{)1一
        〉

(1-d)(1一 ∂)

  ＼

}1一 石1治

1

2万＼/
(3d-2)/2万+hd

=H(

就業 パ タ ー ン

無差別曲線特性 選択点
雇用 自営

一 一

3・1一 の h>H(h*) h>H(nl) d* な し あり
一 一

3.1-b)     h<H(nil d h な し
一} 一

3.2-a) h<H(h*) H(y)<h d h な し
一 一

3.2-b) 〃   H(y)>h d3 h あり
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               §Vl6家 計の労働供給の一般理論について

 表 皿 一3-3の 条 件 か ら各種 タ イプ の発 生 確 率 は図                             図V皿一3-4 収入率特性皿

V皿一3-4の よ うに決 定 さ れ る 。 た だ し、 ξ5は ま え   H(nl)=ξ5〔H(h*)

(V皿一1)と お な じ くH@1)とH(h*)の 関 係 、 ε5はH

(y)とH(h*)の 関 係 で、 この項 で 新 し く導 入 され た2h

もの で あ る 。                                 /
                                /

収入率特性IV                    万     /〆
                              /

〔4・1〕 hld>H(h*)な る家計             //
                           / // 

図IV-3で 無差別曲線との接点がrd,間 にある家  /                         0 
}                             }1}

                            (3-lh)鱗計。この家計では雇用就業なく、自営就業だけが行わ(3{1の

驚2〕H<a)>H(h*)〉_  望 き

/

/

 / 
//

//

H(Y)=e5 CH(h*))

評
H(h*)

 接 点hがd,aの 問 に あ る家 計 で 、田 一1で は4河 上 に接 点d*の あ る ケ ー スだ けを扱 つた が 、

こ こで はd*の な いば あ い と あ るば あ いを 区別 す る。di4へ のd,に お け る接線(こ れ はdlaのd,

方 向 へ の 延 長 で あ る)と 無差 別 曲 線 の接 点 をz,と す る。

  4・2-a') H(z,)〈H(d,)

な る家 計 で は4iσ 上 に無 差 別 曲線 との 接 点 が な い 。 この種 の 家計 で はdlを 通 る無 差 別 曲 線 を ω41と

して 、dla(又 は その 延 長)と の 交 点 をm'と す る。

  4●2-a,1) H(mノ)〈H(a)

な る家 計 で は41を 選 択 。 自営就 業 の み。

  4●2-a,2) H(yrtノ)>H(a)

な る家 計 で はaを 選 択 す る。 雇 用労 働 にhを 投 入 し、 自営 も兼 業 す る。

  4●2-b') H(z1)>H(d1)

な る家 計 で は接 点d*が あ る。d*で 接 す る無差 別 曲線wd*とd;aの 交点 をmと して

  4●2-b/1) H(m)〈H(a)

な る家 計 で は次 の二 つが 区別 され る。

  4・2・b'(a)ω4*がAa4'と 交点 を もた ぬ 家計 。

こ こで はd*を 選 択 。 自営 の み に就 業 。

  4・2・b'(b)ω4*とAaq'が 交点 を もつ 家計 。

d*( 頁参 照)を 選 択 。 自営就 業 と と も に雇用 にhを 供給 す る。

  4●2-b/2) H(m)>H(a)
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な る家 計 。 これ はmが αよ り下 の 家 計 で 、aを 選 択 、 雇 用 就 h、 自営 を 兼 業 す る。

〔4●3〕 H(h*)>H(a)

な る家 計 。h*がdlaの 延 長 上 にあ る家 計 で あ る。 aに お い て接線a**aa'を ひ く。 上 方 向 をa**

とす る。a**as'上 の 無 差 別 曲 線 との 接 点 をz2と か く。二 つの ケ ー スが 区 別 され る。

  4●3a) H(z2)〈 、厚(a)

この家 計 で はaq'上 に接 点 が な い 。 aが 選 択 され る。 雇 用 就 hと 自営 を 兼 業 。

  4・3b)H(zZ)>H(a)

な る 家計 で はaq'上 に無 差 別 豊 線 との 接 点d**が あ る 。 d**を 選 択 。雇 用 にh、 自営 を兼 業 す る。

 以 上 を表VIQ-3-4に ま とめ る。 表 の 条 件 によ って 、 家 計 の 各就 業 タ イプ の発 生 確 率 は図(田 一3

-5)に 示 す よ うに 決定 され る 。

                 表VIQ-3-4 収入率特性IV

無 差 別 曲 線 特 性 選択点
就 業 パ ター ン

雇用 自営

(4.1)

(4.2d'1)

(4・2a'2)

(4・2b'1の

(4.2b'lb)

(4・26'2)

(4・3の

(4・3の

    h'd>H(h*)

H(d)>H(h*)>H(dl)、 H(zl)〈H(41)、 H(m')〈H(d)

    〃           〃    H(m')>H(a)

    〃       H(zl)>H(41) H(m)〈H(d)交 点 な し

    〃          〃       〃  交点 あ り

    〃          〃    H(m)>H(d丿

H(h*)>H(d)    H(z2)〈H(a)

    〃       H(zZ)>H(の

41

a

d*

d*

Q

a

d**

な し

な し

万

な し

万

万

h

万

あ り

あ り

あり

あ り

あ り

あ り

あり

あ り

(表の注)交 点の有無 は図 ○で次の ように区別 されている。す なわち図VI-3のwd*とAaq'が 接 す る家計 に

    おいて、当該家計 のH(h*)の 値 を δとする。H(h*)〈 δの家計で は交点が な く、H(h*)〉 δ な

    る家計 では交点 があ る もの とされる。

 図Xと 比 べ て、 この 図 で は曲線 ξ7、 ε6、ε7

が 加 え られ て い る。 ξ7はH(〃 〆)とH(h*)、

ε6はH(z,)とH(h*)、 ε7はH(22)とH(h*)

の 関 係 を 示 す 。 表( )の 条 件 か ら同表 の 各

ケ ー ス番 号 の 就 業 パ ター ンの確 率 は 、第4象 限

の照 志 す る番 号 を付 した面 積 で 示 され る。

図VIQ-3-5 収 入率 特 性IV

(42a'2) (42 b/1d)
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               §V皿 家計の労働供給の一般理論について

収 入 率 特 性V

 〔1〕 H(d,)>H(h*)の 家計

 図 皿 一1-V,3で 曲線74,a上 の 接 点h*がd,よ り上 に あ る家 計 で は点h*が 選 択 さ れ る。 自営

機 会 にだ け就 業 す る。 こ こまで は田 一1と 変 り はな い 。

 〔2〕 H(a)>HCh*)>H(d,)の 家 計

 図V-3でh*がaとd、 の間 に あ る 家計 の ば あ い 。 (H(a)毒 万+hld)。

  (2・a)4iσ 上 に接 点 が な い家 計(図 皿 一1-V,3参 照 。そ こで は接 点d*の あ るば あ い を 画

 いて あ る)

 d,に お い て接 線(線 分)dlaを 上 方 向 に延 長 し、 dld'と す る。 didi4上 の無 差 別 曲線 との接

点 をu,と か く(接 点 がdla間 に あ る と き はu,はh*と お な じ点)。 di4上 に接 点 な しという 条件 は

      ∬@1)<H(d,)

で示 され る。d,を 通 る無 差 別 曲 線 ω41(図V-3に は か い てな い)とdla(又 はそ の延 長)と の交 点

をm"'と か く。

  2a-1) H(m'")〈H(a)

な る 家計 で はd,を 選 択 す る 。 自営 機 会 にだ け就業 す る。

  2a-2) H(m,")>H(a)

な る家 計 で は 、aを 選 択 す る。 雇 用 機 会 にh、 自営 にhd'時 間 就業 。

  (2b)41σ 上 に接 点d*の あ る家 計

 この家 計 は

      H(u,)>H(dl)

な る家 計 で あ る。 この 種 の 家計 でd*を 通 る(接 す る)wd*とd,a(又 は そ の延 長)の 交点 をmと か き、

  2b_i) H(吻 くH(の

な る家 計 は 、 さ らに2つ に 区 別 され る。

  2b-1a)Aaq'が ω誘 と交 点 を もた ぬ 家計(図VIQ一 一1,IV-3)

(図V-3に つ い て 、N-3と 全 くお な じ作 図 が で き るか ら、 以 下 で はIV-3を 、 V-3に 補 足 を加

え た図 と よみ か え る こ とに す る)。 この種 の 家計 で はd*が 選 択 され る(RCN-3)。 自営 機 会 に だ け

就 業 す る。

  2b-1b)Aaq'がwd*と 交点 を もつ 家計

Aa4'(図N-3)上 の無 差 別 曲線 との接 点 をd+と か く(図 には示 して な い)。 この家 計 で はd+が

選 択 され る。 す な わ ち雇 用就 業 あ り(h)、 か つ 自営 機 会 に も就 業 す る(こ れ は §Vll[一1の(42 a 2)

の ケ ー ス とおな じで あ る)。
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  2b-2) H(m)>H(a)

な る家計 で は点a(図V-3)が 選 ば れ る。 雇 用 機 会 に就 業(h時 間)、 か つ 自営 機 会 に も就 業 す る。

〔3〕 H(b)>H(h*)>H(a)な る家 計

 図V-4のh*が 選 択 され る。雇 用 機 会 に就 業(h)、 か つ 自営 機 会 に も従 事 す る。

〔4〕 H(C)>H(h*)>H(b)な る家 計

(図V-5-1)で 無 差 別 曲線 との接 点 がCとbの 間 に あ る家計 で あ る 。 この種 の家 計 で は4駅V-

5-1)の 有 無 に よ つて二 つ の ケ ース(4-a)(4-b)に 大別 され る 。(図V-5-1)で 線 分be(b

に お け るabqへ の接 線)のb方 向 へ の延 長 をb'と し、 ∂'勿 上 の無 差 別 曲線 との接 点 をuzと か く。

  4-a)H(u2)<H(b)な る家計

 これ はd*aの な い家 計 を 意 味 して い る。bを 通 る無差 別 曲線wbとbe(又 は そ の延 長)と の交 点 を

zη"と す る(図V-5-1参 照:た だ し、wbは 書 い てな い)。

  4a-1) H(m")〈H(C)

なる家 計 で は点bを 選 択 す る。 雇 用 機 会 に就 業(h)、 か つ 自営 収 入 の 造 出 をお こな う。

  4a-2) H(m")>H(C)

な る家 計 で は 、Cを 選 択 す る。二 つの 雇 用 機 会(w,、 h)(wZ、 h)に 就 業 し、か つ 自営 所 得 の造 出 も

お こな う。

  4-b)H(uz)>H(b)な る家 計

 これ は接 点d*zの あ る家計 を意 味 して い る。

(図V-5-1は この種 の 家計 を示 す)。d*zに お い て接 す る無 差 別 曲 線 をwdzと し(図V-5_i)、

これ とbe(又 は そ の延 長)と の交 点 をm'と か く。 二 つ の ケ ース(4b-1)と(4b-2)が 大 別 され

る。

  (4b-1) H(m,)〈H(o)

な る家 計(図V-5-2)。 この種 の 家計 は さ らに二 つ に 区別 され る 。

  4b1-a)β6σ'(図V-5-2)がwdzと 交点 を もた ぬ 家計 。 この種 の 家計 で はd*zが 選 ばれ

る 。雇 用 機 会(w,、h)に 就業 し、 自営 機 会 に も就 業 す る。

  4b1-b)β09'がwazと 交点 を もつ 家計

 これ は §V]Q-1(54x2)と お な じケ ー スで あ り、 Cを 選 択 す る。雇 用機 会(w,、 h)(wz、 h)の

両方 に就 業 し、 か つ 自営 所 得 の 造 出 も兼 業 す る。

  4b-2) H(m,)>H(o)

 図V-5-2で 点Cが 選 ばれ る 。雇 用 機 会(wl、 h)(wZ、 h)の 両 方 に就 業 し、 か つ 自営 収 入 も

造 出 す る。
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                §VIQ 家計の労働供給の一般理論について

〔5〕 H(h*)>H(の で あ る家 計

(5・o)図V-5-2に お い て 、cq'上 に接 点h**の 有 る家 計 は この 接 点 を 選 ぶ。 す な わ ち二 つ の

雇用 機会(w,、h)、(wZ、 h)に 就 業 し、 か つ 自営 機 会 に従 事 す る。

(5・b)CQノ 上 に接 点 の な い家 計 は点Cを 選 択 す る。 雇 用 機 会(w,、 h)、(w2、 h)に 就業 し、か つ

自営 に従 事 す る。

 6σ'曲 線 上 に無 差 別 曲 線 との接 点 が あ る か無 いか は 、前 の考 察 と同 じ くつ ぎの よ うに判 別 され る。

す なわ ちC点(図V-5-1)に お け るcq'曲 線 へ の接 線 を 上方 へ の ば し、 これ を半 直 線CSCと する 。

c'CQ'上 に お け る無 差 別 曲 線 との 接 点 をu3と か く。 H(u3)〈H(の な らばCQノ 上 に 接 点 は な く

(5a)、 HCus)>H(C)な らば接 点 が あ る(5b)。(H(u3)>H(C)な る家計 で はu3はh**と お な

じ点 で あ る)。

 以 上 の各 ケ ー ス は次 の 表( )に ま とめ られ る。

                 表皿 一3-5 収入 率特性V

無 差 別 曲 線 の 特 性 点 雇用 自営

5・1) H(d,)>H(h*) h* な し あ り

5・201) H(d)>H(h*)>H(dl),H(ul)<H(d1), H(m"')〈H(a) 41 な し あ り

5.2x2) 〃        〃    H(m"')>H(の d h あ り

5・261の 〃     H(u1)>H(d,), H(m)<H(d)(Aa9'とw*d 交 点 な し d* な し あ り

5.2blb)
                      と)"       "      〃       交点あり d+ 万 あ り

5・2み2)
〃        〃    H(m)>H(d) a 万 あ り

5・3) H(b)>H(h*)>H(の                         (V-4) h* 万 あ り

5・d) H(の>H(が)>H(の H(〃2)〈H(の,H(〃2")<H(の b 万 あ り
一

5.4x2) 〃         〃     H(m")>H(C) C ㌔ 2h あり
一

5・4"10)

5・4b1の
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§Vm 家計の労働供給の一般 理論 について

§VIQ-4 ま と め

 (1>家計の労働供給機構にかんするもっとも自律的な理論図式が設定 された。新古典派の従来の労働

供給理論は、所与の収入率(時 間当り)と 選好関数の形のもとでの最適(効 用最大)の 供給時間を叙

述する。 これと対照的に、自律的供給理論においては、所与のdemographicな 構成をもつ家計が 自

営収入の造出と雇用労働機会への労働供給をいかに配分す るかという機構、すなわち各種の就業形態

の発生機構、は当該家計の収入率特性、(自 営所得造出曲線の形と提示 された雇用機会における賃金

率および指定労働時間の間に成立する大小関係)と 無差別曲線の特性に依存することが示された。

 この一般理論では、盟一2で 、任意に与え られ た二 っの雇用;機会(W1,h,)、(Wz, h2)と 自営

収入機会(自 営所得造出曲線)の もとで、観察 されるすべての就業形態および潜在的に(無 差別曲線

の特性いかんによって)発 生可能なすべての就業形態の種類 とその発生の確率が、極大化原理によっ

て導かれた。珊一1で はh,=hzの ケースについて、就業形態 と就業確率 がやは り極大化原理か ら

導かれている。この意味において §V皿の理論は一般的かつ自律的である。

 ここに示 された理論図式においては、各個別の供給主体(家 計)に ついて、その最適供有時間と、

指定時間(実 働時間を規制す る)と が乖離 しうるものとされている。乖離の程度は選好パ ラメタの家

計間での差を示す分布によって規制される。実働時間 と最適時間が一致する新古典派の伝統的ケース

は、 この分布の分散が無視できるほど小さい特殊なばあいとして、ここでの理論の中に、包含されて

いる。この意味において も、 ここで示 した供給理論は一般的であるといえる。
                     〆  !

 ここに述べた供給理論が一般的かつ自律的理論であることを意味する第3の 側面は、次の点に見 ら

れる。すなわち、ここでの理論構成によれば、家計の構成員を事前に核 ・非核構成員に分類する必要

がない。所与の収入率特性系が与え られると、家計群および個々の家計について家計構成員の就業形

態とその発生確率が決定され、従来慣習的に、そしてい くぶんあいまいに、勤労家計、自営家計等 と

よんでいた就業形態の連続スペク トルがいかなるしくみで形成されるか、この点が選好関数 という基

礎にさかのぼって解明されている。ある家計については構成員の中で、雇用機会に従事 しかっ構成員

中最大の所得を稼得するものが発生するであろう。この構成員がいわゆる 「勤労家計」の核所得者に

該当するのである。

 以下では、皿一2の 一般理論のもっとも一般的な適用と特殊化 した適用について二三の点を補足 し

よう。

 (1最 も一般的な適用。 これは盟の図式の設定の元来の目的とす ると ころで あ って、収入率特性系

1～VIの もとでの全就業 タイプの発生メカニズムを解明することを目的とする。 このばあい、家計の
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成年構成員数は任意である。

 (2)成年構成員数を2名 とするばあい。家計の成年構成員数が2名 であり、その各々に雇用機会(W,,

伽)、(Wa, h2)が 提示され、また同時に両者に共通な自営所得機会が開かれてい るもの と解す れ

ば、この種のデモグラフィックな特性をもつ家計で発生 しうるすべての就業機会を叙述するために適

用できる。

 2名 中1名 が(W,,酬)の 機会に就業 して他の1名 は非就業、又は(ljVz,hz)に 就業、又は(W2,

h2)と 自営 ・内職を兼業、又は自営 ・内職にのみ従事す るばあいは、 A型 家計が発生することになる。

 (3)第3に 、この一般図式を非核構成員の就業行動に限定 して適用することもできる。すなわち、構

成員中の1名(A型 家計なら夫)が 雇用機会に就業 して核所得者としての役割をはたしている家計に

おいて、他の非核構成員(A型 家計なら妻)に 三種の収入機会すなわち、第1の 雇用機会(W,,ん1)、

第2の 雇用機会(Wz, ha)お よび自営 ・内職機会が提示 されたとしよう。非核構成員は曾)非就業、

㈲第1雇 用機会にのみ就業、㈲第2雇 用機会にのみ就業、!_)自営 ・内職機会にのみ就業、(ホ)第1雇用

機会と自営 ・内職を兼業、囚第2雇 用機会 と自営内職を兼業、(ト)第1・第2雇 用機会を兼業、(チ》第1

・第2雇 用機会に就業 しかつ自営 ・内職を兼業、の8種 類の就業形態をとりうる。(イ)～困が しば しば

観察される就業形態であるが、無差別曲線の形態および収入機会(雇 用 ・自営の)の 性質いかんによ

っては(ト)㈲も発生 しうる形態であり、発生するとすればいかなる条件のもとにおいてであるか、をこ

の図式は解明することができる。

 二つの雇用機会において、W,>Wz、h,>hZで あ るばあいは、通常の雇用 と指定時間の短い、

いわゆるパー トタイム労働と自営 ・内職の三者間の択一または兼業のメカニズムをこの図式は扱 って

いることになる◎

 この第3番 目の限定的適用においては、雇用機会の所得線 と自営 ・内職機会の所得造出曲線の由発

点rの 所得(x)座 標を、つぎのように読みかえればよい。すなわち、一般的適用においてはrの 所

得座標はゼロ又は非労働収入(財 産収入等)の レベルとされるが、限定的適用のばあいは、rの 所得 .

座標を核所得プラス非労働収入(も しあれば)と お くことになる。

 おわりに、V皿一1、VIQ-2に 述べた一般理論の解析的側面について補足を加えよう。

 田一1で は二 っの雇用機会の指定時間 〃1,hzは 共通の値(h)を とるケースを扱い、 VID-2で

は加 ＼ 加 のケースを扱っている。前者では、余暇と所得の選好関数のパ ラメタの分布を、全就業パ

ターンの発生確率に結びつける変換関数 ξが比較的簡単 に求められる。

 このとき、各種の就業形態の家計の発生する確率および、雇用労働機会への供給人員数を与える供給

確率は、自営所得造出曲線 と賃金率および指定労働時間によって構成 される所得造出線上の無差別曲

線との接点の分布(家 計間における)を定積分することによって導かれることが示され、この定積分領

                    一476一



               §V]Q 家計の労働供給の一般理論について

域がいかに定められるか、その手続きが具体的に明らかにされた。最 も自律的な供給理論 は、(形式的

側面か らみれば)、 その中核は上記の積分領域の確定の手続きを明示す る所にあるといえよう。

 ②積分領域を与える関数 ξは(特 殊なケースを別として)通 常の解析演算では(高 次方程式の解と

なるか ら)求 めにくいので数値計算が必要である。選好パ ラメタの値がすでに高い精度で知 られてい

るならば、 ξの形を決定する数値計算は容易である。実際の手続きは次のように行われる。はじめに

選好パ ラメタの第1次 近似値を(A型 家計にかんする分析結果を使 って)与 え ξ関数の数値的な形と

積分領域が求められ、供給確率と就業形態別家計比率が求め られる。 これ らの理論値と観測される実

積値の差を最小にする方向に選好パ ラメタの第1次 近似値を修正するという手続きをふむ。

 これ に対 して田一2の 理論図式で はξに相当する関係式が複雑であるために、 ξ関数の数値積分

をおこなうという手続きは実際的でない(雇 用機会(W1,乃1)、(Wz,hz)お よび自営機会の3者 択

一のケースのみを扱 うばあいは解析的に処理できる。三つ機会のうちす くなくとも二つを兼業するケ

ースを扱うとξ関数に相当する関係式が極度に複雑になる)。

 したがって、VIQ-2の 一般理論を適用する際は、自営 ・内職所得造出開数 および選好関数 のパ ラ

メタ(お よびそのパ ラメタの分布特性値)の 値に第1次 近似値を与え、これと雇用機会(W, ,伍)、

(Wz, ha)の 値を使 ってシミュレージョンを行い、理論か ら(所 与のパ ラメタ初期値 の もとで)期

待 される全就業パターン別の確率を計算する。この確率と観測されるパターン別確率が接近する方向

へ、パ ラメタ初期値(第1次 近似値)を 修正するという手続きをとることになる。
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§Ix 分析結果の要約 とこの後の課題

1.家 計が供給する人員数 と最適供給時間(そ れは企業の指定する指定労働時間と一致するとは限 ら

ない)は 、相互に関連 しつつ、どういうしくみできまるか。この しくみを余暇(時 間)と 所得にかんす

る選好関数(効 用指標関数)に もとついた、自律的(autonomous)か つ定量的な体系で叙述するこ

とは可能か一 これが本研究の課題であった。課題にこたえるため、まず自律的な理論図式(mathe-

matical model)が 設定 された。ついで、 この理論図式 と適切な実験計画の もとで、観測事実を首尾

一貫 して説明 しうる定量的かつ実証的モデルは可能であるか、が検討された。

2.理 論図式については、この研究では大別 して二種類の図式が設定された(表IX-1)。 一つはA型

家計(夫 婦と不特定数の末成年〈15才以下〉からなり、かつ夫が核収入者として雇用機会に就業 して

いる家計)の 労働供給図式であり、他は一般図式(成 年人員2名 および不特定数の末成年を含む家計

について、成年2名 の雇用および自営機会への就業を扱 う)で ある(表IX-1)。

 さらに、A型 家計の理論図式としては、雇用機会モデルと自営 ・雇用総合(四 者択一)モ デルの二

つが設定 された。雇用機会モデルは、自営収入の稼得の機会を陽表的にとりあげず、雇用機会に対す

る供給確率だけを(余 暇～所得の選好関数にもとついて)叙 述するモデルで、本稿の研究の初期にす

でに別稿注(1)で設定 されていた。すなわち、非核構成員に一つの雇用機会(賃 金率wと 指定労働時間

hの 組で与えられる)が 提示 されたとき、所与の共通の核所得を もつ家計グループの供給確率 は臨界

核所得分布の定積分によって求められる。

 この稿では、新 しく自営(内 職)の 機会を考慮 した自営 ・雇用総合モデルが設定 された。このモデ

ルでは雇用機会への供給はwとhの 組で与えられた収入機会の受諾又は拒否という不連続な形でおこ

なわれるのに対 して、自営(内 職)機 会への供給においては、構成員は所与の収入率の仕事に対 して

最適の労働時間を実際に働 くことができる。雇用 ・自営総合モデルは、雇用機会への供給確率、自営

機会への供給確率、雇用機会 と自営機会を兼業する確率の同時的総合的な叙述が(自 営機会への投入

時間の決定とともに)可 能であることを示 している。

 他方、一般図式(表IX-1)に よれば、成年家計人員2名 の家計 にお いて、いかな る就業 タイプ

の家計(A型 をふ くむ)が いかなる確率で発生するかは、構成人員の各々に提示された雇用機会の賃

金率および自営所得造出にかんする限界生産力の大小関係、および雇用機会の指定労働時間の大小関

(注)1§1,1頁 注 所掲 の文 献 ② お よ びK.Obi;H・useh・ld's Lab・ur SuPPIy Functi・n in Terms・f Numeric In-

  come-Leisure Preference Field(Paper Presented at Far Eastern Meeting of the Econometric Society,

  1968
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                 §IX 分析結果の要約とこの後の課題

係、および選好関数のパ ラメタの分布の特性に依存すること、およびその依存の しかたが明らかにさ

れた。したが って同時にA型 家計のすべての家計の就業パターンの中における位置づけも解明された。

3.本 稿の分析の初期段階においては、第1次 近似 として雇用機会モデルが、1961～64年 のA型 家

計の資料に適用された。 しか し、選好パ ラメタの値は、年度間で満足すべき程度に安定 しない(ま た

一部で安定条件を充足 しない)こ とが知られた。雇用機会モデルは、各年ごとの資料(核 所得階層別

横断面)に 対する第1次 近似モデルとはなりえても,観 測全期間に妥当する普遍性を もつ ものでない

と解せられる。

 このことから、より精度の高いモデルとしてA型 家計にかんする雇用 ・自営(内 職)総 合モデルが

適用 された。その結果次の諸点が明 らかにされた。

 (イ) 1961～64年 の4年 間に、核所得階層別(横 断面)A型 家計の妻の3種 の有業率一雇用、内職、

雇用 ・内職兼業有業率一には年々変動が見られる。3種 の有業率の横断面 と時系列での観測値の水準

とその変化は、家計の選好関数にかんするパラメタの平均と分散および、指定労働時間(h)、 賃金率

(w)、 内職収入率(の によって叙述す ることができる。そしてパ ラメタ計測の結果、これ らのパラ

メタの値は4年 間にわたってほゴ安定 しており、3種 の有業率の変動はw、h、 vの 年々の変化によ

ることが示された。 この意味において、す くなくとも、観測の行われた限 りにおいて家計の労働供給

にかんする実証的理論は可能であることが示されたと考えられる。注②

 (ロ)余 暇と所得にかんする選好関数としてAllen-Bowley型(2次 形式)選 好関数が適用できるこ

とが示された。

 ←→ Allen-Bowley型 選好関数において、家計間での選好(無 差別曲線)の 差を把えるためパ ラメ

タの(密 度)分 布関数が設定 される必要がある。このとき、余暇にかんする1次 項の係 r41余 暇の

限界効用曲く直〉線の截片)に 分布関数を導入すること、および、分布関数 として対数正規(10g

normal)、 分布を用いることが、観測事実 と整合的であることが示 された。

 (=1雇 用 ・自営総合モデルによる選好パ ラメタの計測め結果 として、ダグラスーロングー有沢法則

(DLA法 則)に 関連する次の新 しい事実が見出された。

 1961～64の 各年において、雇用有業率は、従来通 り、横断面的に(核 所得に対 して)右 下 り関係

(注)2.観 測期間(1961～64)を 通 して安定的な選好パ ラメタの値が計測 された とい う事実は、 しか し、習慣形成 効果による

  各種の財 ・サ ービスおよび余暇時間 にかんす る選好パ ラメ タの漸時的変化の存在を否定する ものではない。

   い くっかの可 能性 が考え られ る。⑦ 漸時的に発生 してい る変 化が観測較 差(資 料 の抽出変動)の 中に埋没 して、習慣形

  式効果が検出 されなかった可能性 もあ る。◎ 各種 の財 ・サー ビスが所得 とい う段 階まで集計され ているために習慣形成 に

  よ る変位の大 きさが(個 々の財 ・サー ビス、又はその中又は大分類カテゴ リーへの集計、を対象 とするばあいに比 べて)

  よ り小さ く反 映す る(又 は無視 でき るほ ど小 さい)と い うこ ともあ りうる。なぜな ら、各種の財 ・サー ビスにおけ る習慣

  形成効果 とス トック効果(習 慣形 成効果を過去におけ る財の購入の累計で把握す るときは ス トック効果は負の習慣形 成効

  果 としてあ らわれ る)が 相殺す る可能性 があるか らで あ る。
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が見出される。 これに対 して自営(内 職)有 業率については必ず しも右下りとは限 らず、(と りわけ

1964年 に見 られるように)右 上りの部分のある上方に凸のケースの存在することがうかがわれる。

内職有業率の値は、観測誤差(抽 出変動)の 影響をうけているではあろうが、 しかし、内職有業率曲

線の山形は観測較差だけによるものとは考えられないことが明らかにされた。なぜなら、自営 ・雇用

総合(4者 択一)モ デルの計測によって、内職有業率については、上方に凸の山形曲線が発生 しうる

ことが示されたか らである。実際自営 ・雇用総合モデルによる内職有業率の理論値は山形をした観測

値をよくフォローしており、同時に雇用有業率および、雇用 ・内職兼業有業率 については右下りの理

論値を発生せ しめた。

 以上の事実か ら、内職有業率については、山形(上 方に凸)の 有業率曲線の発生するばあいのある

ことが示された。

 ㈲ この後の分析の課題との関連で以下の諸点があげられる。

  (a)本 稿の研究では家計型をA型 に統御 しているが、なお、末成年者数(15才 以下)に ついては、

核所得階層内の標本規模を縮小 させぬために、統御 してない。自営 ・雇用総合モデルにおいても6才

以下の末成年の有無がA型 家計の非核構成員(妻)の 就業 に影響する可能性はある。

  (bl(1雇 用 ・自営総合モデルにおいて、 自営所得造出関数には線型(限 界 自営所得造出力は一定)

関数が使われたが、非線型関数(限 界自営所得造出力の逓減)の 適用 によって、さらに精度が高めら

れるであろう。(皿では非線型の自営所得造出関数を用いた、労働供給の一般図式が示されている)。

    ②家計構成員に提示される賃金率 と指定労働時間はそれぞれ分布(一 般的には両者の結合分

布)を もっであろ う。雇用 ・自営総合モデルでは両者の平均を適用 したが、分散を明示的に導入する

ことが、次の段階の課題である。(高 低二種類の賃金率 と長短二種類の指定労働時間が提示 されるば

あいについては皿に述べた)。

4.以 上の(a)、{b)(1)(2)、から知 られるように、次 になされるべき作業は、①雇用 ・自営総合 モデル

(A型 家計)の 新 しく整備された資料による追試と、②家計の労働供給の一般図式の(新 資料による)

計測である。この稿の分析で使われた家計調査資料は列年の情報が求められるのに対して、就業構造

基本調査は原則として2年 おきであるが、標本の大 きさ、労働時間にかんする情報が得 られる点等 に

おいて適切な資料 と考えられる。したがって、昭和46、49、52、54年 の同調査による、①の追試と②

の計測の作業が現在準備されている。

5.§llの おわりに掲げた労働市場の順位均衡モデルは、この稿の分析の文脈では、労働供給(確 率)

関数 とダグラスーロングー有沢法則を リンクさせる役割をはた している。 しか し、順位均衡モデル自
          

体は、労働市場における賃金較差の発生 ・変動、雇用量 ・生産量の変動 メカニズムを、全経済体系の

中に整合的にくみこむことを目的としている。
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                §IX 分析結果の要約とこの後の課題

 このモデルを予測および改変効果の判定のため有効作動させるには、当該モデルに含まれる労働供

給関数のバ ラメタに具体的な数値を与える必要がある。この稿の分析で求められた余暇 ・所得選好関

数のパ ラメタの値を、4に 述べた追試の過程でさらに精練することによって、 これをふまえて労働市

場モデルにおける供給関数のパ ラメタの値が計算される(供 給関数のパ ラメタは選好関数のパ ラメタ

の関数として与え られる)。

 この意味で、ここに示 した余暇 ・所得選好関数のパ ラメタの決定一時間 。人員数を明示 した家計の
                            

労働供給の総合理論一は、次に予定 されている労働市場を明示 した全経済体系にかんする分析作業の

ための不可欠な一環をなしている。
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